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凡
例 

 

一
、
原
漢
文
の
場
合
、
筆
者
が
書
き
下
し
た
。
そ
の
際
、
参
照
し
た
資
料
の
出
典
名
・
頁
数
を
併
記
し
た
。 

一
、
旧
漢
字
は
全
て
現
行
の
字
体
に
改
め
、
仮
名
は
全
て
片
仮
名
か
ら
平
仮
名
に
改
め
た
。 

一
、
原
文
に
は
適
宜
、
句
読
点
・
中
黒
点
・
改
行
・
空
白
・
濁
点
を
補
っ
た
。
特
に
筆
者
が
訓
を
補
っ
た
場
合
は
、
カ
タ
カ
ナ
で
表

記
し
た
。 

一
、
引
用
文
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
通
行
体
に
改
め
、
送
り
仮
名
の
カ
タ
カ
ナ
は
平
仮
名
に
改
め
た
。 

一
、
引
用
文
の
う
ち
、
左
訓
の
あ
る
も
の
は
原
則
省
略
し
た
。 

一
、
引
用
文
を
略
す
る
場
合
、(

中
略)(

後
略)

で
示
し
た
。 

一
、
引
用
文
で
筆
者
が
便
宜
的
に
補
っ
た
語
に
つ
い
て
は
〔 

〕
で
括
っ
て
示
し
た
。 

一
、
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』
の
引
文
に
つ
い
て
は
、
底
本
と
し
て
『
顕
真
実
教
行
証
文
類 

翻
刻
篇
』
を
用
い
た
。 

一
、
親
鸞
の
著
作
や
抄
録
な
ど
は
、
基
本
的
に
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
に
よ
っ
て
引
用
し
て
い
る
が
、『
親

鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
と
校
合
し
た
結
果
、
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
は
、
適
宜
訂
正
し
て
い
る
。 

一
、
人
名
は
敬
称
を
省
略
し
た
。 

一
、
出
典
名
は
以
下
の
よ
う
に
略
記
し
た
。 

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
○
巻→

 
 

『
大
正
蔵
○
』 

『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
○
巻→

 
 

 

『
真
聖
全
○
』 

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
○
巻→

 

『
真
蹟
○
』 

『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
○
巻→

 

『
定
親
全
○
』 

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
〇
巻→

 

『
浄
真
全
〇
』 
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『
顕
真
実
教
行
証
文
類 

翻
刻
篇
』→

『
翻
刻
』 

一
、
人
物
の
敬
称
は
原
則
省
略
し
た
。 

一
、
註
は
全
て
通
し
番
号
で
一
括
し
て
掲
載
し
た
。 
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序
章 

 

第
一
節
、
「
不
定
」
の
思
想
に
つ
い
て 

 

菩
薩
摩
訶
薩
は
地
獄
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
大
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
中
に
生
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

こ
れ
は
、『
大
般
涅
槃
経
』(

以
下
『
涅
槃
経
』)

「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
お
い
て
、
菩
薩
の
大
悲
の
様
相
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る

一
文
で
あ
る
。
菩
薩
は
、
自
ら
に
地
獄
へ
堕
ち
る
べ
き
業
が
具
わ
っ
て
い
な
く
と
も
、
悪
業
の
報
い
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
衆
生

を
救
済
す
る
た
め
に
、
誓
願
を
発
し
て
自
ら
も
地
獄
に
生
じ
、
衆
生
に
法
を
説
い
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
苦
に
同
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
対
象
を
救
済
へ
と
導
い
て
い
く
と
い
う
大
悲
の
活
動
内
容
が
『
涅
槃
経
』
で
は
説
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
本
来
は
悪
業
を
作

し
た
果
報
と
し
て
赴
く
べ
き
処
で
あ
る
は
ず
の
地
獄
に
、
菩
薩
が
生
じ
て
一
切
衆
生
を
救
済
し
て
い
く
と
い
う
教
説
の
背
景
に
は
、

「
不
定
」
と
い
う
思
想
が
は
た
ら
い
て
い
る
。 

詳
し
く
は
第
一
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
く
が
、「
不
定
」
と
は
ど
の
よ
う
な
思
想
を
い
う
の
か
を
端
的
に
説
明
す
る
な
ら
ば
、
一
切

の
存
在
を
非
固
定
的
に
捉
え
る
思
想
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
『
涅
槃
経
』
で
は
、
一
切
の
存
在
が
不
定
だ
か
ら
こ
そ
、
全

く
成
仏
の
因
を
欠
い
た
存
在
と
説
か
れ
る
一
闡
提
が
救
済
さ
れ
得
る
と
い
う
理
論
を
構
築
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
経
に
は
、 

善
男
子
、
一
闡
提
は
ま
た
決
定
せ
ず
。
も
し
決
定
せ
ば
、
一
闡
提
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
不

決
定
を
以
て
、
是
の
故
に
能
く
得
る
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
三
頁c

 

八
一
〇
頁a

) 

と
、
一
闡
提
の
発
菩
提
心
は
「
不
決
定
」
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
ま
た
こ
の
思
想
の
重
要
性
に
関
す
る
先
学
の
見

解
と
し
て
、
例
え
ば
常
盤
大
定(

以
下
常
盤)

は
、 



8 

 

一
闡
提
に
成
仏
し
得
ら
る
ヽ
機
会
を
与
え
た
も
の
は
、
不
定
と
い
ふ
思
想1

で
あ
っ
た
。
不
定
と
い
ふ
は
一
定
の
自
性
が
な
い
、

動
揺
し
得
べ
し
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
（
中
略
）
こ
の
不
定
は
、
徳
王
品
に
至
っ
て
、
「
犯
禁
も
、
五
逆
も
、
一
闡
提
も
、
悉
く

不
定
と
名
く
。
諸
仏
如
来
に
定
相
は
無
い
。
是
等
の
輩
に
も
、
決
定
が
無
い
か
ら
、
成
仏
す
る
事
が
出
来
る
」
と
い
ふ
様
に
展

開
し
て
居
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
こ
ヽ
に
点
ぜ
ら
れ
た
不
定
は
、
一
闡
提
思
想
か
ら
見
て
、
軽
ヽ
看
取
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
。 

(

『
支
那
仏
教
の
研
究
』
第
三 

二
八
六
頁) 

と
、
衆
生
か
ら
諸
仏
如
来
に
至
る
ま
で
の
一
切
の
存
在
が
不
定
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
一
闡
提
も
ま
た
転
変
し
得
る
存
在
で
あ
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
そ
の
救
済
の
可
能
を
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
横
超
慧
日(

以
下
横
超)

も
同
様
に
、 

一
闡
提
が
断
善
根
の
徒
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
の
善
根
と
い
う
も
の
は
断
じ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
永

久
に
再
び
得
ら
れ
ぬ
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
諸
法
は
定
相
は
な
く
、
皆
不
定
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
中
略
）
一
闡
提
の
者

も
一
闡
提
と
い
う
心
境
を
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
う
な
れ
ば
以
上
す
べ
て
は
皆
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を

成
じ
て
、
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(

『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』
八
三
頁) 

と
、
諸
法
に
定
ま
っ
た
相
が
な
い
た
め
、
断
善
根
と
い
う
状
態
も
永
久
に
生
善
の
可
能
性
が
断
た
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
と
、
一
闡
提
成
仏
の
基
軸
を
不
定
に
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
人
の
見
解
か
ら
も
確
認
で
き
る
通
り
、
不
定
は
一
闡
提
の
救
済
の

根
底
と
な
る
思
想
と
し
て
『
涅
槃
経
』
で
は
説
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
冒
頭
の
文
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
菩
薩
の
存

在
は
決
し
て
固
定
さ
れ
た
存
在
で
は
な
い
た
め
に
、
地
獄
に
生
ず
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
堕
地
獄
の
衆
生
も
ま
た
固
定
さ
れ
た
存

在
で
な
い
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
こ
の
文
の
意
義
や
背
景
に
あ
る
思
想
を
簡
単
に

確
認
し
た
う
え
で
、
改
め
て
こ
の
文
の
出
典
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。 
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第
二
節
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
つ
い
て 

 

第
一
項
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
対
す
る
先
人
の
見
解―

宇
野
順
治
の
説
を
基
に―

 

 

こ
の
文
は
、
親
鸞
が
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』(

以
下
『
涅
槃
経
要
文
』)

に
抄
出
し
た
一
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
書
か
と

い
う
と
、
「
業
報
差
別
経
文 

大
般
涅
槃
経
要
文 

愚
禿
親
鸞2

」
と
い
う
表
紙
の
あ
る
、
『
涅
槃
経
』
を
主
と
し
た
、
『
仏
為
首
迦
長

者
説
業
報
差
別
経
』(

以
下
『
業
報
差
別
経
』)

『
金
光
明
最
勝
王
経
』(

以
下
『
金
光
明
経
』)

の
計
三
経
の
抄
出
文
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
親
鸞
の
抄
録
で
あ
る
。
こ
の
抄
録
は
、
自
釈
や
奥
書
の
な
い
こ
と
や
執
筆
し
た
時
期
が
確
定
し
て
い
な
い
点
な
ど
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
目
的
が
あ
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
確
か
に
執
筆
し
た
時
期
と
い
う
の
は
、
そ
の
著
作
の
性
格

を
知
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
自
釈
と
い
う
の
も
そ
の
文
を
抄
出
し
た
意
図
を
知
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

故
に
、
本
抄
録
の
内
容
に
関
す
る
先
人
の
研
究
に
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
と
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』(

以
下
『
教
行
信
証
』)

の
『
涅
槃
経
』
抄
出
箇
所
の
対
応
関
係
を
整
理
し
た
う
え
で
、『
涅
槃
経
要
文
』
が
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

見
解3

や
、
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
観
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、『
涅
槃
経
要
文
』
と
、
後
述
す
る
『
見
聞
集
』
所
収
の
『
涅
槃
経
』
と
題
す

る
抄
録
が
、
『
教
行
信
証
』
撰
述
以
前
の
作
で
あ
る
こ
と
を
一
般
的
な
理
解
と
し
て
抑
え
る
論
稿
も
存
在
す
る4

。
確
か
に
『
教
行
信

証
』
は
、
親
鸞
が
そ
の
人
生
の
中
で
晩
年
に
至
る
ま
で
加
筆
修
正
し
続
け
た
、
畢
生
の
書
と
も
い
う
べ
き
著
作
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ

の
思
索
の
変
遷
を
う
か
が
う
た
め
に
、『
教
行
信
証
』
を
前
提
と
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
を
読
解
し
て
い
く
と
い
う
の
は
、
当
然
の
帰

結
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
問
題
と
す
べ
き
は
、
そ
の
結
論
が
い
か
な
る
思
索
過
程
を
経
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
か
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

『
涅
槃
経
要
文
』
の
思
想
面
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
『
教
行
信
証
』
以
前
に
制
作
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
宇
野
順
治(

以
下
宇
野)

の
見
解
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 
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宗
祖
は
「
本
典
」
へ
の
引
用
よ
り
先
に
「
要
文
」
お
よ
び
「
見
聞
集
」
を
書
写
さ
れ
、
内
容
を
あ
ま
り
校
訂
さ
れ
て
い
な
い
面

か
ら
み
て
「
要
文
」
は
「
見
聞
集
」
よ
り
先
に
書
写
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
五
頁) 

宇
野
は
自
著
『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
の
「
序
章5

」
に
お
い
て
以
上
の
推
論
を
立
て
、
三
本(

『
涅
槃
経
要
文
』・『
見
聞
集
』・『
教

行
信
証
』)

の
成
立
順
序
を
、 

『
涅
槃
経
要
文
』
の
形
態
や
成
立
に
つ
い
て
は
、
先
の
〔
『
見
聞
集
』
所
収
の
〕
「
涅
槃
経
」
の
抜
書
よ
り
も
分
量
が
多
く
、
本

典
引
用
の
「
涅
槃
経
」
全
体
よ
り
少
な
い
。(

中
略)

内
容
か
ら
推
し
て
、「
抜
書
」「
要
文
」「
本
典
」
の
順
に
宗
祖
の
勘
考
の
少

な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
抜
書
」
と
同
じ
項
の
も
の
が6

、
そ
れ
よ
り
以
前
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
二
二
一
頁) 

と
、
各
本
の
抄
出
文
の
勘
考
の
多
少
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
の
推
論
を
さ
ら
に
補
強
し
て
い
く7

。
い
ま
こ
こ
に
示
さ
れ
た

『
見
聞
集
』
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
て
お
く
。
『
見
聞
集
』
と
は
、
「
文
暦
二
歳
乙
末
六
月
十
九
日 

愚
禿
親
鸞
書
之8

」(

親
鸞
六
十

三
歳)

の
奥
書
を
持
つ
高
田
専
修
寺
蔵
平
仮
名
本
『
唯
信
鈔
』
の
袋
綴
じ
の
折
目
部
分
を
割
い
て
現
れ
る
裏
面
に
書
か
れ
て
い
た
「
見

聞
集 

愚
禿
親
鸞9

」
と
書
か
れ
た
表
紙
の
あ
る
親
鸞
の
抄
録
で
あ
り
、
「
涅
槃
経
」
の
抜
書
と
は
、
「
涅
槃
経 

愚
禿
親
鸞1

0

」
と
い

う
表
紙
の
あ
る
大
半
が
『
涅
槃
経
』
の
抄
出
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
抄
録(

以
下
、
経
典
自
体
と
の
表
記
の
重
複
に
よ
る
混
乱
を
避

け
る
た
め
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
と
明
記
す
る)
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
宇
野
は
『
涅
槃
経
要
文
』
お
よ
び
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
の
内
容
を
見
た
う
え
で
、
そ
の
成
立
順
序
を
定
め
て
い
る
が
、

「
勘
考
」
と
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
内
容
を
あ
ま
り
校
訂
さ
れ
て
い
な
い

面
か
ら
み
て
」
と
い
う
見
解
も
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
論
じ
た
も
の
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
そ
も
、
こ
の
よ
う
に
三
本
の

成
立
順
序
に
つ
い
て
思
想
面
か
ら
立
証
を
試
み
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
や
判
明
し
て
い
る
情
報
量
の
多
さ
か
ら
、
必
然

的
に
『
教
行
信
証
』
が
最
後
に
成
立
し
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
『
教
行
信
証
』
を
前
提
と
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し
て
他
二
本
を
読
解
し
た
場
合
、
そ
の
存
在
は
『
教
行
信
証
』
製
作
の
た
め
の
下
敷
き
と
い
っ
た
位
置
づ
け
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
宇
野
自
身
が
結
論
的
に
、 

一 

「
大
般
涅
槃
経
」
北
本
に
よ
っ
て
、
宗
祖
は
先
ず
最
初
に
「
要
文
」
を
書
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。「
要
文
」
は
記
述
の
仕

方
が
、
他
の
二
本
と
比
較
し
て
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
紙
数
、
行
数
お
よ
び
そ
の
内
容
に
余
裕
が
あ
る
。 

二 

次
に
「
経
」
南
本
に
よ
っ
て
、「
見
聞
集
」
の
涅
槃
経
を
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
先
に
書
写
さ
れ
た
「
要
文
」
と
、
重
複
し

な
い
よ
う
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
南
北
両
本
よ
り
同
じ
経
文
の
引
用
が
一
例(

煩
悩
因
果
の
文)

あ
る
が
、
そ
れ
を
比

較
す
れ
ば
「
見
聞
集
」
の
引
文
の
方
が
、
よ
く
勘
考
さ
れ
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。 

三 

「
本
典
」
の
涅
槃
経
の
引
文
は
、
先
の
二
本
を
参
考
に
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
充
分
で
な
い
と
こ
ろ
は
、
別
写
本
に

依
っ
て
い
る
。
そ
し
て
引
文
の
内
容
は
、
「
本
典
」
各
巻
の
意
に
合
わ
せ
た
文
に
工
夫
し
改
変
さ
れ
て
い
る
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
三
八
一
頁) 

と
、
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
の
場
合
、
仮
に
二
本
の
内
容
に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
『
教
行
信
証
』

に
抄
出
さ
れ
て
い
る
経
文
と
重
な
る
箇
所
の
み
、
そ
の(

『
教
行
信
証
』
に
抄
出
さ
れ
た
と
い
う)

意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
そ
れ
以
外
の
文
に
つ
い
て
い
か
な
る
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
よ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
立
場
に
よ
っ
て
『
涅
槃
経
要
文
』
な
い
し

『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
を
読
解
す
る
と
い
う
方
法
は
、
反
っ
て
親
鸞
の
「
抄
出
し
た
」
と
い
う
行
為
や
意
図
を
蔑
ろ
に
し
て
し
ま
う
と

い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

第
二
項
、
筆
跡
に
よ
る
成
立
時
期
の
勘
案―

重
見
一
行
の
説
を
基
に―

 

 

さ
ら
に
、
三
本
の
成
立
順
序
を
思
想
面
で
は
な
く
、
筆
跡
と
い
う
観
点
か
ら
導
出
し
た
場
合
、 

・
『
涅
槃
経
要
文
』→

『
見
聞
集 

涅
槃
経
』→

『
教
行
信
証
』 
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・
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』→

『
涅
槃
経
要
文
』→

『
教
行
信
証
』 

と
い
う
も
の
と
は
異
な
る
結
果
が
見
え
て
く
る
。
重
見
一
行(

以
下
重
見)

は
、
自
著
『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献

学
的
考
察
』
に
お
い
て
、
『
坂
東
本
』
内
の
筆
跡
を
、
坂
東
本
前
期
筆
跡
・
坂
東
本
中
期
筆
跡(

「
化
身
土
巻
」
末
巻
『
大
集
経
』
抄

出
部
分)

・
坂
東
本
真
仏
土
巻
・
坂
東
本
後
期
筆
跡
と
い
っ
た
系
統
に
分
類
し1

1

、 

坂
東
本
最
初
の
染
筆
時
が
先
述1

2

の
ご
と
く
親
鸞
五
八
～
六
〇
歳
頃
と
す
れ
ば
、
所
謂
前
期
筆
跡
部
分
と
は
平
仮
名
唯
信
鈔

の
執
筆
さ
れ
る
六
三
歳
以
前
、
六
一
～
六
二
歳
頃
を
下
限
と
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
後
期
筆
跡
と
は
、
そ
の
顕
著
な
場
合
は

教
・
行
・
信
巻
の
七
行
本
文
部
分
で
あ
り
、
筆
者
は
そ
れ
を
八
三
～
八
四
歳
と
推
定
し
た
。
真
巻
三
一
～
三
四
頁
の
す
で
に
発

見
し
得
た
字
種
よ
り
す
れ
ば
後
期
筆
跡
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
、
後
期
筆
跡
の
上
限
を
こ
こ
に
お
け
ば
お
そ
ら
く
八

〇
歳
頃
以
後
を
指
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
二
種
の
筆
跡
の
中
間
に
入
る
と
考
え
た
の
が
化
巻
末
五
～
五
一
頁
六

行(

た
だ
し
四
五
頁
七
行
～
五
〇
頁
二
行
は
前
期
に
入
る)

で
、
論
証
し
て
来
た
ご
と
く
、
七
五
歳
以
前
の
数
年
間
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。 

(

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
二
九
八
頁) 

と
、
推
測
し
て
い
る
。
対
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
に
つ
い
て
は
、 

大
般
涅
槃
経
要
文
の
筆
跡
状
況
は
ほ
ぼ
親
鸞
の
浄
土
・
高
僧
和
讃
の
執
筆
さ
れ
た
宝
治
二
年―

親
鸞
七
六
歳
前
後
の
状
況
に
相

応
し
て
い
る 

(

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
二
四
九
頁) 

坂
東
本
化
巻
大
集
経
引
用
部
分
及
び
大
般
涅
槃
経
要
文
が
、
多
く
の
字
種
に
つ
い
て
、
六
三
歳
か
ら
八
三
歳
へ
の
変
化
の
中
間

的
状
況
を
示
し
、
ま
た
独
自
の
筆
跡
を
所
有
し
て
い
る
の
も
、
こ
れ
等
二
真
蹟
が
、
経
文
ノ
ー
ト
と
い
う
特
殊
な
事
情
に
あ
っ

た
点
も
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
二
十
年
間
と
い
う
長
い
歳
月
の
ほ
ぼ
中
間
に
相
当
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
既
述1

3

の
ご

と
く
で
あ
る
。 
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(

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
二
九
〇
頁) 

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
重
見
の
見
解
に
則
る
な
ら
、『
教
行
信
証
』
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
成
立
順
序
は
、
ど
ち
ら
が
先
と
い

う
単
純
な
構
造
で
は
な
く
、『
教
行
信
証
』
の
前
期
と
後
期
の
二
十
数
年
に
わ
た
る
制
作
の
途
中
に
『
涅
槃
経
要
文
』
が
抄
出
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
つ
い
て
は
、
「
見
聞
集→

坂
東
本→

平
仮
名
唯
信
抄
の
執
筆
順
を
想
定
す
る

の
が
正
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る1

4

」
と
述
べ
て
お
り1

5

、
こ
れ
ら
の
見
解
を
示
し
た
う
え
で
改
め
て
そ
の
成
立
順
序
を
確
認
す
る
と
、 

・
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』→

『
教
行
信
証
』(

前
期)→

『
涅
槃
経
要
文
』→

『
教
行
信
証
』(

後
期) 

と
な
る
。
た
だ
加
え
て
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、
重
見
は
後
期
筆
跡
に
該
当
す
る
箇
所
に
関
し
て
、 

こ
の
後
期
筆
跡
部
分
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
涅
槃
経
よ
り
の
引
用
部
分
で
あ
り
、(

中
略)

後
期
筆
跡
と
い
う
点
よ

り
す
れ
ば
、
行
巻
一
一
八
～
一
二
〇1

6

、
信
巻
本
五
一
～
五
四1

7

、
信
巻
末
七
八1

8

・
八
九1

9

・
九
一
～
九
二2

0

・
一
〇
四
～
一
五

二2
1

の
各
頁
が
涅
槃
経
引
用
で
あ
り
、
真
巻
の
別
時
筆
の
三
一
～
三
四
頁
貼
紙2

2

、
他
筆
の
一
～
四
四
頁2

3

も
涅
槃
経
引
用
部
分

で
あ
る
。
涅
槃
経
引
用
の
点
に
お
い
て
、
信
巻
書
改
の
必
要
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。 

(

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
一
五
八
頁) 

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
見
解
か
ら
「
信
巻
」
は
、
多
く
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
が
高
年
に
お
い
て
書
き
改
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
推
定
さ
れ
、『
涅
槃
経
要
文
』
お
よ
び
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
が
、
後
期
筆
跡
に
示
さ
れ
る
『
教
行
信
証
』『
涅
槃
経
』
抄
出
文
へ

と
昇
華
し
た
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
く
る
が
、
そ
れ
以
前
の
『
教
行
信
証
』
と
比
べ
て
、
ど
こ
が
ど
れ
だ
け
の
分
量
増
加
さ
れ

た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
現
存
す
る
資
料
で
は
判
断
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 

以
上
、
筆
跡
か
ら
の
判
別
や
書
誌
学
的
考
察
に
よ
っ
て
、
第
一
項
で
示
し
た
思
想
的
に
成
立
順
序
を
判
断
し
て
い
く
と
い
う
方
法

が
、
い
か
に
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
し
か
し
本
項
に
お
い
て
重
見
の
見
解
を
示
す
の
は
、
筆
跡
と
い
う
見
地

か
ら
三
本
の
成
立
順
序
を
制
定
す
る
た
め
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
筆
跡
か
ら
染
筆
時
期
を
推
定
す
る
と
い
う
の
も
、
お
お
よ
そ
の
時

期
の
判
別
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
細
か
い
年
代
を
特
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 
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よ
っ
て
本
論
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
三
本
の
成
立
順
序
の
予
測
を
前
提
と
し
た
考
察
を
す
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
理
解
に
立
っ
て
『
涅
槃
経
要
文
』
等
の
読
解
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

 

第
三
節
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
の
意
義 

 
い
ま
こ
の
抄
録
の
「
大
般
涅
槃
経
要
文
」
と
い
う
題
名
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
は
親
鸞
が
抄
出
す
る
文
を
、『
涅
槃
経
』
の
要
の
文

と
し
て
見
て
い
た
と
い
う
意
志
の
現
れ
で
あ
り
、
一
文
一
文
を
要
文
と
し
て
抄
出
し
た
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
、
す
で
に
重
要
性

が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。 

確
か
に
冒
頭
に
掲
げ
る
経
文
は
、『
教
行
信
証
』
に
は
抄
出
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
一
闡
提
の
救
済
観
や

仏
菩
薩
の
大
悲
の
力
用
を
知
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
先
に
少
し
く
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
詳
し
く
は
第
一
章
・

第
二
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
文
の
前
後
の
経
文
に
は
、
一
貫
し
た
関
心
に
よ
っ
て
抄
出
さ
れ
た
と
い
う
思

索
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
『
涅
槃
経
要
文
』
を
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
と
い
う
見
解
か
ら
離
れ
て
、
独
立
し
た
思
想
が
形

成
さ
れ
た
一
個
の
抄
録
と
し
て
読
ん
だ
と
き
に
、
親
鸞
の
関
心
事
が
新
た
に
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

た
だ
、
こ
こ
に
言
う
「
独
立
し
た
思
想
」
と
は
、
孤
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
抄
録
に
は
自
釈
が
な
い
た
め
、
そ
の
内
容
を
考
察
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
親
鸞
の
他
の
思
索
と
連
関
さ

せ
る
必
要
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、『
教
行
信
証
』
の
内
容
を
他
の
親
鸞
の
著
作
等
と
連
関
さ
せ
て
考
察
す
る
と
い
う
手
法
は
、
こ
れ
ま

で
の
教
学
の
中
で
伝
統
的
に
な
さ
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
示
さ
れ
る
思
想
を
重
ね
過
ぎ
れ
ば
、
そ
こ
に
問

題
も
生
じ
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
各
々
の
著
作
が
担
う
視
点
や
目
的
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
源
を
尋
ね
れ
ば
、
漏
れ

な
く
「
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す2

4

」
と
い
う
、
二
十
九
歳
時
の
回
心
体
験
を
端
に
発
す
る
、

親
鸞
の
歩
む
「
生
死
い
づ
べ
き
み
ち2

5

」
の
途
上
に
発
生
し
た
、
方
向
性
を
同
じ
く
す
る
思
索
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
本
論
で
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は
『
涅
槃
経
要
文
』
も
そ
の
一
類
た
り
得
る
か
を
探
っ
て
い
く
。 

そ
こ
で
、
本
来
浄
土
経
典
で
は
な
い
『
涅
槃
経
』
を
抄
出
す
る
親
鸞
の
意
図
を
勘
考
す
る
場
合
、
と
き
に
「
大
乗
の
な
か
の
至
極

2
6

」
と
ま
で
に
形
容
す
る
「
浄
土
真
宗
」
と
い
う
仏
道
を
根
拠
と
し
た
考
証
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、『
涅

槃
経
要
文
』
の
内
容
自
体
の
読
解
を
し
た
う
え
で
、
次
い
で
本
抄
録
が
他
の
思
索
と
い
か
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
を
、
不
定
の
思

想
が
示
さ
れ
る
箇
所
を
基
軸
に
考
察
し
て
い
く
。 

 

こ
の
よ
う
に
不
定
の
思
想
に
関
し
て
注
目
す
る
理
由
は
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
一
闡
提
の
救
済
に
関
し
て
重
要
と
さ
れ
、
か
つ
そ

れ
が
『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
の
み
で
は
な
い
。
不
定
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
明

ら
か
に
さ
れ
る
一
闡
提
の
救
済
と
も
深
く
関
わ
る
思
想
で
あ
っ
た
。
い
ま
『
教
行
信
証
』
を
見
る
と
、
一
闡
提
に
相
当
す
る
存
在
が

二
人
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
が
「
信
巻
」
に
示
さ
れ
る
阿
闍
世
と
、「
真
仏
土
巻
」
に
示
さ
れ
る
善
星
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
本
論
の
中
で
説
明
し
て
い
く
が
、
い
ず
れ
も
『
涅
槃
経
』
を
出
典
と
し
不
定
の
論
理
に
よ
っ
て
そ
の
救
済
が
説
示

さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
親
鸞
が
こ
れ
ら
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
か
つ
不
定
に
関
す
る
教
説
を
抄
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、『
教
行

信
証
』
に
流
れ
る
救
済
観
に
不
定
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。 

さ
ら
に
、
こ
こ
に
述
べ
る
阿
闍
世
と
善
星
が
説
か
れ
る
各
経
文
は
、
部
分
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
善
星
に
関
す
る
文
は
『
涅
槃
経

要
文
』
に
、
阿
闍
世
に
関
す
る
文
は
『
見
聞
集 
涅
槃
経
』
に
そ
れ
ぞ
れ
同
箇
所
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
対
し
て
、
単
線

的
に
『
教
行
信
証
』
と
結
び
つ
け
て
し
ま
う
の
は
早
計
と
言
う
他
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
重
複
し
た
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
『
教
行
信
証
』
と
同
じ
趣
意
に
よ
っ
て
抄
出
さ
れ
た
も
の
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
善
星
に
関
す
る
、
二

者
の
同
一
の
文
の
前
後
に
は
、
全
く
違
う
経
文
が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
読
解
し
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た

文
脈
が
生
じ
て
く
る
。
あ
る
い
は
阿
闍
世
に
関
す
る
、
二
者
の
文
は
、
そ
の
抄
出
分
量
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
そ
れ
は
局
所
的
に
生

じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
抄
出
文
の
差
異
は
、
親
鸞
が
同
一
の
文
を
二
つ
の
視
点
で
読
み
解
こ
う
と
し
た
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
違
い
を
比
較
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
に
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
親
鸞
に
お
け
る
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一
闡
提
救
済
の
理
解
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

第
四
節
、
本
論
の
構
成 

 

よ
っ
て
本
論
稿
で
は
以
下
の
構
成
で
そ
の
意
義
を
確
か
め
て
い
く
。 

第
一
章
で
は
、
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
不
定
の
思
想
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
た
う
え
で
、
『
涅
槃
経
要
文
』
に
展
開
す
る
「
師

子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
の
、
業
報
の
不
定
が
詳
説
さ
れ
る
箇
所
を
主
に
読
解
し
、
そ
の
文
脈
か
ら
『
涅
槃
経
』
の
教
説
が
、
親
鸞

の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
視
座
を
与
え
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。 

ま
ず
『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
地
獄
に
堕
ち
る
程
の
重
い
悪
業
を
具
え
て
い
た
と
し
て
も
、
仏
道
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
悪
業

を
遠
離
し
解
脱
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
作
業
の
報
い
が
不
定
で
あ
る
た
め
に
重
業
を
軽
業
へ
と
転
じ
、
終
に
は
善
果
を
得

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
理
法
を
説
い
て
く2

7

。 

し
か
し
そ
れ
は
、
善
根
を
具
え
た
智
慧
あ
る
者
に
の
み
実
現
す
る
事
柄
で
あ
り
、
不
善
深
厚
の
愚
痴
の
者
は
、
逆
に
智
慧
無
き
が

故
に
現
世
で
軽
い
業
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
転
じ
て
地
獄
に
お
い
て
重
い
果
報
と
し
て
受
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
説
か

れ
る2

8

。 

こ
の
よ
う
に
有
智
と
愚
痴
と
い
う
二
種
の
存
在
が
示
さ
れ
た
後
、
本
抄
録
で
は
、
自
ら
の
重
業
を
軽
業
へ
と
転
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
ま
ま
に
地
獄
に
住
し
続
け
て
し
ま
う
愚
痴
の
衆
生
の
た
め
に
、 

菩
薩
摩
訶
薩
は
地
獄
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
大
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
中
に
生
ず
。 

善
男
子
、
往
昔
に
衆
生
寿
百
年
の
時
、
恒
沙
の
衆
生
、
地
獄
の
報
を
受
く
。
我
是
を
見
已
リ
て
、
即
チ
大
願
を
発
し
て
地

獄
の
身
を
受
く
。
菩
薩
尒
の
時
に
、
実
に
是
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
地
獄
の
果
を
受
く
。
我
尒
の
時
に
地
獄
の

中
に
在
チ
て
無
量
歳
を
経
て
、
諸
の
罪
人
の
為
に
十
二
部
経
を
広
開
し
分
別
す
。
諸
人
聞
き
已
リ
て
悪
果
報
を
壊
シ
て
地
獄
空
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し
か
ら
し
む
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

と
い
う
、
自
ら
も
地
獄
に
生
じ
衆
生
と
苦
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
を
説
き
、
地
獄
の
果
報
を
破
壊
せ
し
め
る
菩
薩
の
慈
悲
の

動
態
が
説
か
れ
て
い
く
。 

こ
の
よ
う
な
業
果
の
不
定
に
着
眼
し
た
親
鸞
の
意
図
を
探
る
た
め
、
本
章
で
は
「
現
世
利
益
和
讃
」
に
あ
る
、 

一
切
の
功
徳
に
す
ぐ
れ
た
る 

南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
う
れ
ば 

三
世
の
重
障
み
な
な
が
ら 

か
な
ら
ず
転
じ
て
軽
微
な
り 

(

『
浄
真
全
二
』
三
八
八
頁
中
段) 

の
一
首
に
注
目
し
、
業
の
転
重
軽
受
が
南
無
阿
弥
陀
仏
に
よ
っ
て
実
現
す
る
事
柄
で
あ
る
と
親
鸞
が
見
定
め
て
い
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
有
智
の
者
が
自
ら
の
智
慧
に
よ
っ
て
重
業
を
転
じ
て
い
く
の
な
ら
ば
、
智
慧
無
き
愚
痴
の
人
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
「
智
慧
の
念

仏
」
を
回
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
重
障
を
転
じ
て
軽
微
と
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
智
慧
の
有
無
や
善
不
善
を
全

く
問
題
と
し
な
い
、
一
切
衆
生
の
救
済
が
実
現
さ
れ
る
仏
道
を
南
無
阿
弥
陀
仏
に
見
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
親
鸞
は
『
涅

槃
経
』
の
思
想
を
承
け
つ
つ
も
そ
れ
を
独
自
に
理
解
し
、
そ
の
救
済
観
に
反
映
さ
せ
て
い
た
と
考
察
し
、
一
旦
の
結
び
と
し
た
。 

第
二
章
で
は
、
主
に
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
に
続
い
て
展
開
す
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
に
つ
い
て
読
解
し
て
い
っ

た
。
こ
の
箇
所
は
、
「
真
仏
土
巻
」
に
抄
出
さ
れ
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
と
同
一
の
経
文
が
一
部
抄
出
さ
れ
、
仏
の
知
諸
根
力2

9

に
よ
る

断
善
根
を
内
容
と
す
る
一
闡
提
の
救
済
が
、
根
性
の
不
定
と
い
う
側
面
か
ら
説
か
れ
る
。
本
章
で
は
、
二
者(

『
涅
槃
経
要
文
』
と
「
真

仏
土
巻
」)

の
文
脈
を
比
較
し
、
そ
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
た
う
え
で
、
改
め
て
『
涅
槃
経
要
文
』
の
文
脈
に
お
い
て
一
闡
提
が
い

か
に
救
済
さ
れ
て
い
く
の
か
を
考
察
し
た
。 



18 

 

本
抄
録
で
は
、
ま
ず
善
星
比
丘
と
い
う
堕
地
獄
の
断
善
根
が
、
出
家
の
功
徳
に
よ
っ
て
善
を
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
根
性
を
転
じ
、

つ
い
に
は
無
上
菩
提
を
得
た
と
い
う
例
え
を
示
し
た3

0

。
続
い
て
、
い
か
に
自
ら
の
根
性
を
転
じ
よ
う
と
も
、
三
悪
道
お
よ
び
欲
界

か
ら
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
の
根
本
的
問
題
を
示
し
て
い
く3

1

。
ま
た
そ
の
文
脈
か
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
が
、

善
星
の
よ
う
に
善
因
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
地
獄
を
脱
し
得
な
か
っ
た
衆
生
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、 

衆
生
の
為
に
地
獄
に
処
す
と
雖
も 

 
 

 
 

苦
想
及
び
悔
心
を
生
ぜ
ず 

一
切
衆
生
の
異
の
苦
を
受
く
る
は 

 
 

 
 

悉
く
是
れ
如
来
一
人
の
苦
な
り 

乃
至 

如
来
の
慈
は
是
大
法
聚
な
り 

 
 

 
 

 
 

是
の
慈
は
亦
能
く
衆
生
を
度
し
た
ま
ふ 

即
チ
是
無
上
の
真
解
脱
な
り 

 
 

 
 

 
 

解
脱
は
即
チ
是
れ
大
涅
槃
な
り
と 

已
上
略
出 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁) 

と
い
う
偈
文
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
の
た
め
に
地
獄
に
生
ず
る
如
来
の
慈
悲
が
、
即
ち
衆
生
の
真
解
脱
で
あ
り
大
涅
槃

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

こ
う
し
て
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
と
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
連
続
す
る
抄
出
文
群
の
文
脈
に
着
眼
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
衆
生
を
一
貫
し
て
自
ら
の
力
に
よ
り
解
脱
を
得
て
い
く
こ
と
の
不
可
能
な
存
在
と
し
て
捉
え
つ
つ
、
対
す
る
か
の
よ
う
に
、

そ
の
よ
う
な
存
在
こ
そ
救
わ
ん
と
衆
生
と
受
苦
を
共
に
す
る
仏
菩
薩
の
慈
悲
の
動
態
、
衆
生
済
度
の
具
体
相
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
、

あ
る
い
は
親
鸞
に
よ
る
『
涅
槃
経
』
読
解
の
関
心
事
が
以
上
の
よ
う
な
教
説
に
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。 

 

た
だ
こ
れ
ら
の
教
説
は
、
抄
録
の
性
格
上
、
救
済
観
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
視
座
を
見
出
す
も
の
に
他
な
ら
な

い
。
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
思
索
を
、
親
鸞
の
思
想
に
帰
還
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
先
の
「
業
の
転
重
軽
受
」

が
、
念
仏
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
「
現
世
利
益
和
讃
」
か
ら
確
認
で
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
説
か
れ
る
仏
菩
薩

も
、
本
来
は
仏
陀
釈
尊
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
主
体
を
他
に
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て

次
章
よ
り
『
教
行
信
証
』
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
思
索
を
連
関
さ
せ
、
改
め
て
親
鸞
の
救
済
観
を
考
察
し
て
い
っ
た
。 
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第
三
章
で
は
、
第
一
章
・
第
二
章
で
確
認
し
た
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
慈
悲
の
動
態
へ
の
視
座
が
、
親
鸞
の
思
想
に
お
い
て
如

何
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
そ
の
関
係
を
強
く
窺
う
こ
と
の
で
き
る
「
信
巻
」「
信
楽
釈
」
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
を
中
心
に
考

察
し
て
い
っ
た
。 

「
信
楽
釈
」
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
抄
出
文
に
示
さ
れ
る
「
慈
悲
喜
捨
」
「
一
子
地
」
と
い
う
菩
薩
の
利
他

行
に
つ
い
て
、
前
に
述
べ
ら
れ
る
自
釈
か
ら
鑑
み
る
に
、
法
蔵
菩
薩
の
行
と
見
定
め
て
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
い

っ
た
中
で
、
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
四
無
量
心(

慈
悲
喜
捨)

が
仏
性
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
以
下
の
文
で
あ
る
。 

菩
薩
摩
訶
薩
は
、
若
し
二
十
五
有
に
能
は
ず
。
則
チ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
ル
こ
と
能
は
ず
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
八
頁) 

こ
の
経
文
は
本
来
「
若
し
二
十
五
有
を
捨
つ
る
こ
と
能
わ
ず
は
」
と
「
捨
」
の
字
を
加
え
て
「
二
十
五
有
と
い
う
迷
い
を
捨
て
切
ら

な
け
れ
ば
無
上
菩
提
を
得
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
具
合
に
読
む
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
故
に
本
来
の
意
味
合
い
に
修
正
し
て
読
解
す

る
と
い
う
方
法
が
多
く
用
い
ら
れ
る
中
、
金
子
大
栄
は
当
文
を
、
衆
生
の
迷
い(

二
十
五
有)

に
随
順
す
る
菩
薩
の
様
相
と
し
て
捉
え

て
い
る3

2

。
こ
の
場
合
、「
二
十
五
有
と
い
う
迷
い
に
随
順
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
合
い
と
し
て
こ
の
文
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
言
う
随
順
と
い
う
の
は
、
そ
の
迷
い
の
た
だ

中
に
身
を
置
く
こ
と
で
あ
る
。
一
見
飛
躍
し
た
仮
説
に
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
金
子
の
見
解
で
あ
る
が
、
先
の
「
如
来
が
非
有
漏
で
あ

り
な
が
ら
非
無
漏
で
あ
る
」
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
教
説3

3

や
、『
涅
槃
経
要
文
』
か
ら
見
え
る
親
鸞
の
視
座
な
ど
を
踏
ま
え
て
考
え

る
と
、
こ
の
見
解
が
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
理
解
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
同
時
に
法
蔵
菩
薩
の
活
動
が
以
上
の
内
容

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
親
鸞
が
衆
生
済
度
す
る
阿
弥
陀
仏
の
動
態
を
不
定
の
論
理
に
よ
っ
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
る
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
「
信
楽
釈
」
で
は
、
仏
性
を
「
慈
悲
喜
捨
」
や
「
一
子
地
」
と
い
う
慈
悲
の
は
た
ら
き
と
し
て
見
、
ま
た
「
大
信
心
」

と
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
法
蔵
菩
薩
の
慈
悲
と
衆
生
の
信
心
獲
得
が
仏
性
に
お
い
て
不
二
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
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し
て
い
っ
た
後
、「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
文
を
抄
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
涅
槃
の
真
因
が
他
力
回
向
の
信
た
だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
証

明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

本
章
で
は
、
不
定
の
思
想
が
仏
菩
薩
と
い
う
法
の
側
面
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
章
よ
り
、
転
じ
て
機
の
側

面
に
お
い
て
親
鸞
が
当
思
想
を
い
か
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。 

第
四
章
で
は
、
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
阿
闍
世
の
物
語
か
ら
不
定
の
思
想
を
見
て
い
っ
た
。
こ
の
物
語
は
「
信
巻
」
中
で
逆
法

闡
提
の
救
済
の
具
体
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
文
で
あ
る
が
、
そ
の
抄
出
箇
所
を
見
る
と
、
特
に
阿
闍
世
が
救
わ
れ
る
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て
親
鸞
が
注
目
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
と
「
信
巻
」
の
抄
出
箇
所
を
比
較
す
る

と
、
「
信
巻
」
で
の
中
心
課
題
が
阿
闍
世
の
業
の
受
け
止
め
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

阿
闍
世
は
自
ら
の
殺
業
に
よ
る
地
獄
の
果
報
に
恐
れ
る
存
在
で
あ
り
、
こ
の
苦
悩
を
取
り
除
こ
う
と
、
経
に
は
大
き
く
二
種
類
の

思
想
が
阿
闍
世
へ
と
接
近
す
る
。
一
つ
が
六
臣
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
外
道
の
業
理
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、
経
文
を
乃
至
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
外
道
の
思
想
を
限
定
し
て
示
し
、
堕
地
獄
と
殺
業
の
否
定
と
い
う
外
道
の
一
つ
の
共
通
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

る
。 次

に
説
か
れ
る
の
が
、
仏
道
に
よ
る
業
の
理
解
で
あ
っ
た
。
外
道
が
阿
闍
世
の
苦
悩
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
に
対
し
、
釈
尊
は
、

阿
闍
世
の
堕
地
獄
が
未
だ
定
ま
ら
ざ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、
業
報
に
軽
重
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
頻
婆
娑
羅
王
を
殺
害
し

た
罪
が
阿
闍
世
に
あ
る
の
な
ら
、
我
等
諸
仏
に
も
ま
た
罪
が
あ
る
と
言
い
、
こ
の
弑
逆(

主
君
や
父
な
ど
を
殺
す
こ
と)

の
一
切
が
業

縁
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
と
を
説
き
、 

殺
も
亦
不
定
な
り
。
殺
不
定
は
、
云
何
し
て
か
定
ン
で
地
獄
に
入
ル
と
言
は
む
と 

(

『
翻
刻
』
二
八
二
頁) 

と
、
殺
と
い
う
の
も
ま
た
定
め
る
べ
き
事
柄
で
な
い
こ
と
を
教
え
、
再
び
阿
闍
世
の
堕
地
獄
が
不
定
で
あ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
釈
尊
は
様
々
に
殺
の
不
定
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
阿
闍
世
は
無
根
の
信
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
無
根
の



21 

 

信
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
自
身
を
全
く
根
拠
と
し
な
い
信
を
意
味
し
、
三
宝
を
信
じ
る
こ
と
の
な
い
身
に
は
本
来
生
じ
る
は
ず
の
な

い
信
心
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
親
鸞
は
こ
の
長
き
に
わ
た
る
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
の
結
論
と
し
て
、
逆
法
闡
提
と
い
う
難
治
の
三
機
の

救
済
を
利
他
の
信
海
、
つ
ま
り
他
力
回
向
の
信
心
に
見
て
お
り
、
そ
れ
は
無
根
の
信
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。 

ま
た
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
信
心
の
内
容
と
は
、
不
定
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
身
の
殺
を
断
定
的
に
見
る
決
定

の
邪
見
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
阿
闍
世
は
重
罪
の
微
薄
な
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。 

以
上
、『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
、
重
業
を
転
じ
得
な
い
愚
痴
の
人
の
救
済
は
、
阿
闍
世
に
よ
っ
て
そ
の
具
体
を
見
る
こ
と
と
な

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
阿
闍
世
の
救
済
を
確
認
し
つ
つ
、
不
定
の
思
想
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
く
機
に
対
す
る
親
鸞
の
了
解
を
考

察
し
て
い
く
。 
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第
一
章
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
見
ら
れ
る
不
定
の
思
想
に
つ
い
て 

 

緒
言 

  
本
論
稿
で
は
、『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
不
定
の
思
想
が
、
親
鸞
の
思
想
、
特
に
救
済
観
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
有
し
て
い
る

の
か
を
、
『
涅
槃
経
要
文
』
お
よ
び
『
教
行
信
証
』
に
示
さ
れ
る
不
定
の
思
想
か
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

よ
っ
て
本
章
で
は
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
自
体
に
お
い
て
、
不
定
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
、
次
い
で

『
涅
槃
経
要
文
』
に
抄
出
し
た
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
文
に
説
か
れ
る
不
定
の
思
想
を
読
解
し
て
い
き
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
思
想
が

他
の
著
作
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。 

 

第
一
節
、
『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
不
定
の
思
想 

 

本
節
で
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
本
文
の
考
察
に
入
る
前
に
、「
序
」
で
述
べ
た
「
不
定
」
に
つ
い
て
、『
涅
槃
経
』
で
は
ど
の
よ
う
に

説
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
、
一
闡
提
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か

を
取
り
上
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
経
に
お
い
て
不
定
は
、
一
闡
提
救
済
の
手
立
て
と
し
て
説
か
れ
て
い
く
か
ら
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
一
闡
提
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
か
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
不
定
の
思
想
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
続
け
て
確
認
し
て
い
く
。 

『
涅
槃
経
』
で
は
「
一
闡
提
を
除
く
」
と
い
う
文
句
が
度
々
説
か
れ
る3

4

。
そ
の
一
闡
提
と
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のicc

h
a
n

tik
a

の
音
写
語
と
言
わ
れ
、
「
欲
求
し
続
け
る
者
」
と
い
う
意
味
が
あ
り3

5
、
「
断
善
根
」
「
信
不
具
」「
極
欲
」
「
多
貪
」
な
ど
と
意
訳
さ
れ

る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
善
根
を
断
じ
て
い
る
た
め
に
仏
道
に
入
る
こ
と
が
決
し
て
で
き
な
い
、
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成
仏
の
因
を
欠
い
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
成
仏
で
き
な
い
者
が
経
中
に
説
か
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
と
い
う
『
涅
槃
経
』
の
根
本
教
理
に
矛
盾
が
生
じ
て
し
ま
う
。
一
切
の
衆
生
に
成
仏
の
因(

仏
性)

が
具
わ
っ
て
い
る
と
説
く
一
方
で
、
決
し
て
成
仏
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
が
説
か
れ
る
と
い
う
の
は
、
一
体
如
何
な
る
理
由
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

経
に
は
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
見
る
と
、
「
如
来
性
品(

北
本)

・
月
喩
品(

南
本)

」
に
は
、 

善
男
子
、
譬
え
ば
焦
種
の
甘
雨
に
遇
う
こ
と
、
百
千
万
劫
な
り
と
雖
も
、
終
に
芽
を
生
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
芽
も
し
生
ぜ
ば
、

ま
た
是
の
処
無
し
。
一
闡
提
の
輩
も
ま
た
是
の
如
し
。
是
の
如
き
の
大
般
涅
槃
微
妙
の
経
典
を
聞
く
と
雖
も
、
終
に
菩
提
心
の

牙
を
発
す
こ
と
能
わ
ず
。
も
し
能
く
発
さ
ん
こ
と
、
是
の
処
有
る
こ
と
無
し
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
人
の
一
切
の
善
根
を

断
滅
す
る
こ
と
、
彼
の
焦
種
の
如
し
。
ま
た
菩
提
の
根
牙
を
生
ず
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
な
り
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
一
八
頁a

 

六
五
九
頁a

) 

と
、
一
闡
提
は
焼
け
焦
げ
た
種
子
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
譬
え
を
示
す
。
本
来
種
子
は
、
雨
が
降
れ
ば
芽
が
出
て
ゆ
く
ゆ
く

は
樹
木
へ
と
成
長
を
遂
げ
る
。
し
か
し
焦
げ
た
種
子
に
ど
ん
な
に
雨
が
降
ろ
う
と
芽
が
出
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
よ
う
に
、
一
闡
提

は
一
切
の
善
根
が
断
た
れ
て
い
る
た
め
に
、
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、 

彼
の
一
闡
提
に
仏
性
有
り
と
雖
も
、
而
も
無
量
の
罪
垢
に
纒
わ
れ
、
出
る
こ
と
能
わ
ざ
る
こ
と
蚕
の
繭
に
処
す
る
が
如
し
。
是

の
業
縁
を
以
て
菩
提
の
妙
因
を
生
ず
る
こ
と
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
生
死
に
流
転
し
て
、
窮
り
已
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。(

中

略) 

ま
た
次
に
善
男
子
、
譬
え
ば
良
医
の
能
く
妙
薬
を
以
て
諸
の
盲
人
を
治
し
て
、
日
月
星
宿
の
諸
明
、
一
切
の
色
像
を
見
せ

し
む
る
も
、
唯
生
盲
の
人
を
治
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。
是
の
大
乗
経
典
大
涅
槃
経
も
ま
た
是
の
如
し
。
能
く
声
聞
・
縁

覚
の
人
の
為
に
慧
眼
を
開
発
し
、
其
を
し
て
無
量
無
辺
の
大
乗
教
典
に
安
住
せ
し
め
、
未
発
心
の
者
・
犯
四
重
禁
・
五
無
間
罪

を
謂
う
に
悉
く
能
く
菩
提
の
心
を
発
さ
し
む
る
も
、
唯
生
盲
一
闡
提
の
輩
を
除
く
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
一
九
頁b

 

六
六
〇
頁b

) 
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と
、
一
闡
提
に
も
仏
性
が
有
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
蚕
が
自
ら
繭
を
作
っ
て
そ
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
、
一
闡
提
は

自
ら
が
作
っ
た
罪
垢
に
蔽
わ
れ
て
菩
提
の
因
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
生
死
が
窮
る
こ
と
な
く
流
転
し
続
け
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
盲
人
の
譬
え
を
し
て
犯
四
重
禁
・
五
無
間
罪
の
者
を
も
菩
提
心
が
発
る
の
に
対
し
、
一
闡
提
の
者
の
み
は
発
心
さ
せ
る

こ
と
の
叶
わ
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る3

6

。 

し
か
し
「
如
来
性
品(

北
本)

・
四
相
品(

南
本)

」
で
は
、
一
闡
提
の
成
仏
の
不
可
能
を
説
き
な
が
ら
も
、
反
対
に
そ
の
可
能
性
を
見

出
し
て
い
る
。 

不
定
は
一
闡
提
の
如
し
。
究
竟
し
て
移
ら
ず
。
重
禁
を
犯
す
者
の
仏
道
を
成
ぜ
ざ
る
こ
と
、
是
の
処
有
る
こ
と
無
し
。
何
を
以

て
の
故
に
。
是
の
人
も
し
仏
の
正
法
の
中
に
お
い
て
、
心
に
浄
信
を
得
ば
、
爾
の
時
に
即
便
ち
一
闡
提
を
滅
す
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
三
九
三
頁b

 

六
三
三
頁b

) 

こ
の
文
に
お
い
て
一
闡
提
が
い
つ
ま
で
も
移
行
し
な
い
存
在
で
あ
り
、
重
禁
を
犯
す
者
が
仏
道
を
成
じ
な
い
と
い
う
理
は
正
し
く
な

い
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
無
信
の
者
で
あ
る
一
闡
提
が
浄
信
を
発
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
最
早
「
信
不

具
」
な
る
存
在
と
は
言
え
ず
、
か
つ
て
一
闡
提
で
あ
っ
た
者
は
、
そ
の
定
義
か
ら
除
外
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
闡
提
は
一
闡
提
の
ま
ま
で
成
仏
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
存
在
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て

成
仏
の
可
能
性
が
回
復
す
る
の
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
で
は
、
早
く
も
一
闡
提
の
成
仏
し
得
る
機
縁
と
な
る
不
定
の
思
想
の
一
端
を
見

る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
「
如
来
性
品(

北
本)

・
四
相
品(

南
本)

」
に
お
い
て
、
一
闡
提
は
菩
提
心
を
発
す
こ
と
の
決
し
て
な
い
存
在

で
あ
る
と
説
き
つ
つ
も
不
定
の
思
想
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
仏
の
可
能
性
を
残
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
涅
槃
経
』
で
は
、
一
闡
提
救
済
の
不
可
能
と
可
能
が
交
錯
す
る
中
、「
梵
行
品
」
に
い
た
っ
て
、
初
め
て
そ
の
救
済

が
明
示
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
詳
し
く
は
第
三
章
に
お
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、「
梵
行
品
」
と

は
、
菩
薩
の
利
他
行(

梵
行)

を
説
示
す
る
品
で
あ
り
、
そ
の
利
他
の
は
た
ら
き
は
、
極
愛
一
子
地
と
い
う
菩
薩
の
位
を
内
容
と
し
て

説
か
れ
て
い
く
。
地
獄
に
落
ち
た
衆
生
を
、
自
ら
も
地
獄
に
落
ち
て
ま
で
救
お
う
と
い
う
極
愛
一
子
地
の
活
動
に
よ
り
、
衆
生
は
初
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め
て
生
善
が
可
能
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
地
獄
に
生
じ
る
菩
薩
と
、
善
根
を
断
じ
な
が
ら
も
生
善
を
得
て
い

く
衆
生
と
い
う
の
が
、
次
ぐ
「
徳
王
菩
薩
品
」
よ
り
「
不
定
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
は
た
ら
き
を
、

よ
り
具
体
的
に
説
く
の
が
「
梵
行
品
」
の
最
後
に
あ
る
阿
闍
世
獲
信
の
物
語
で
あ
っ
た
。 

次
に
「
徳
王
菩
薩
品
」
で
は
、 

世
尊
、
犯
四
重
禁
は
名
け
て
不
定
と
な
す
。
謗
方
等
経
・
作
五
逆
罪
及
び
一
闡
提
は
悉
く
不
定
と
名
く
。
是
の
如
き
等
の
輩
、

も
し
決
定
せ
ば
、
云
何
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
ん
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
三
頁c

 

七
三
六
頁c

) 

と
い
う
徳
王
菩
薩
の
問
い
に
対
し
て
釈
尊
は
、 

善
男
子
、
一
闡
提
は
ま
た
決
定
せ
ず
。
も
し
決
定
せ
ば
、
一
闡
提
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
不
決

定
を
以
て
、
是
の
故
に
能
く
得
る
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
三
頁c

 

七
三
七
頁a

) 

と
答
え
、
一
闡
提
は
決
し
て
固
定
的
、
決
定
な
る
存
在
で
は
な
く
、
非
固
定
的
、
不
定
な
る
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐

三
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
『
涅
槃
経
』
で
は
、
不
定
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
決
し
て
救
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
闡
提
が
救
わ
れ
る
と
い
う

理
論
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
し
か
し
い
く
ら
一
闡
提
が
不
定
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
信
心
や
善
根

が
生
じ
な
い
の
な
ら
、
や
は
り
一
闡
提
は
救
わ
れ
ざ
る
者
と
見
る
他
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
徳
王
菩
薩
品
」
で
は
、
そ
の
解

決
の
方
法
と
し
て
不
定
な
る
存
在
が
衆
生
の
み
に
あ
ら
ず
、
如
来
も
ま
た
不
定
な
る
道
理
を
説
い
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

不
定
の
思
想
は
、
衆
生
の
み
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
「
徳
王
菩
薩
品
」
に
は
説
か
れ
て
い
る
。 

有
漏
に
非
ず
。
無
漏
に
非
ず
。(

中
略)

是
の
義
を
以
て
の
故
に
如
来
は
不
定
な
り
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
四
頁c

 

七
三
七
頁b

) 
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諸
仏
は
有
漏
と
名
づ
け
ず
。
云
何
が
如
来
は
無
漏
に
非
ざ
る
や
。
如
来
は
常
に
有
漏
中
に
行
ず
る
が
故
な
り
。
有
漏
は
即
ち
是

れ
二
十
五
有
な
り
。
是
の
故
に
声
聞
凡
夫
の
人
は
仏
に
漏
有
り
と
言
う
も
、
諸
仏
如
来
は
定
相
有
る
こ
と
無
し
。
真
実
に
漏
無

し
。
善
男
子
、
是
の
因
縁
を
以
て
諸
仏
如
来
は
定
相
有
る
こ
と
無
し
。
善
男
子
、
是
の
故
に
犯
四
重
禁
・
謗
方
等
経
、
及
び
一

闡
提
、
悉
く
皆
不
定
な
り
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
〇
二
頁a

 

七
四
五
頁c

) 
如
来
は
す
で
に
迷
い
を
離
れ
、
煩
悩
を
具
え
て
い
な
い
た
め
に
、
有
漏
に
非
ざ
る
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ら
ば
無
漏
の
存

在
で
あ
る
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
如
来
は
「
非
有
漏
」
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
非
無
漏
」
な
存
在
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
の
だ
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
と
、
如
来
は
煩
悩
の
満
ち
た
有
漏
の
世
界
（
二
十
五
有
）
を
活
動
の
現
場
と
し
、
煩
悩
を
具
足
し

た
凡
夫
（
無
量
の
衆
生
）
を
救
済
の
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
有
漏
の
存
在
で
あ
る
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
如
来
が
、
有
漏

と
懸
絶
し
た
存
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
如
来
は
い
か
に
し
て
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
如
来
が
有
漏
中

で
行
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
如
来
が
定
ま
っ
た
相
の
な
い
不
定
な
る
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
如
来
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
一
闡
提
も
ま
た
不
定
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
て
成
仏
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
『
涅
槃
経
』
に
は
、
如
来
は
、 

地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ず
。
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ず
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
四
頁c

 

七
三
八
頁a

) 

と
も
説
か
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

如
来
は
亦
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
如
来
は
久
し
く
諸
の
悪
業
を
離
る
る
が
故
に
。
是
の
故
に
地
獄
・

畜
生
・
餓
鬼
に
非
ず
。
亦
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
如
来
は
亦
復
三
悪
諸
趣
の
身
を
受
く

る
を
現
じ
て
、
衆
生
を
化
す
る
が
故
に
。
是
の
故
に
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ず
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
四
頁c

 

七
三
八
頁b

) 
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如
来
は
、
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
中
に
生
ず
る
悪
業
か
ら
離
れ
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
三
悪
趣
中
に
生
存
す
る
衆
生
を
教
化

す
る
た
め
に
、
自
ら
も
そ
こ
に
身
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
如
来
は
三
悪
趣
か
ら
離
れ
た
存
在
と
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
一
闡
提
と
不
定
の
思
想
の
関
係
の
一
端
を
述
べ
た
。
経
で
は
、「
如
来
性
品(

北
本)

・
四
相
品(

南
本)

」

に
お
い
て
初
め
て
「
不
定
は
一
闡
提
の
如
し
」
と
、
不
定
の
思
想
が
示
さ
れ
、
一
闡
提
は
一
闡
提
の
ま
ま
で
成
仏
す
る
こ
と
は
決
し

て
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
存
在
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
成
仏
の
可
能
性
が
回
復
す
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
思
想
は
「
徳
王
菩
薩
品
」
に
至
っ
て
よ
り
明
ら
か
と
な
り
、
一
闡
提
の
救
済
は
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

続
く
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
と
「
迦
葉
菩
薩
品
」
に
お
い
て
も
不
定
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、
両
品
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
本
章
と
第
二
章
に
お
い
て
順
次
取
り
上
げ
て
い
く
。 

 

第
二
節
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
見
る
業
報
の
不
定 

 

第
一
項
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
の
構
成
と
書
誌
情
報
に
つ
い
て 

 

本
節
で
は
、
『
涅
槃
経
要
文
』
の
内
容
の
考
察
に
入
る
前
に
、
ま
ず
こ
れ
が
一
体
ど
の
よ
う
な
抄
録
な
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。 

序
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
『
涅
槃
経
要
文
』
は
、
『
涅
槃
経
』
を
主
と
し
た
、
『
業
報
差
別
経
』
『
金
光
明
経
』
の
計
三
経
の
抄

出
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
親
鸞
の
抄
録
で
あ
り
、
重
見
の
研
究
に
よ
り
そ
の
筆
跡
は
親
鸞
の
真
筆
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
始
め
に
そ
の
構
成
に
つ
い
て
示
す
。
『
涅
槃
経
要
文
』
の
構
成
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。 

 

・
外
表
紙 
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・
中
表
紙 

 

・
内
表
紙 

 

・
寿
量
品
第
一 

巻
頭
文 

 
 

寿
量
品
第
一
の
一 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
未
収
録 

『
大
正
蔵
十
二
』
三
六
六
頁c

 

第
一
文 

 
 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
三
六
五
頁c

 

第
二
文 

 
 

寿
量
品
第
一
の
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
三
七
三
頁a

 

 

・
師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一 

第
三
文 

 
 

師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
の
一 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
二
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
二
六
頁b

 

第
四
文 

 
 

右
同 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
五
四
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
二
七
頁a

 

第
五
文 

 
 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
五
四
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
二
七
頁c

 

 

・
如
来
性
品
第
四 

第
六
文 

 

如
来
性
品
第
四
の
七 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
二
二
頁c

 

第
七
文 

 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
二
三
頁a

 

第
八
文 

 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
五
八
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
二
六
頁a

 

 

・
聖
行
品
第
七 
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第
九
文 

 

聖
行
品
第
七
の
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
五
九
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
四
六
頁a

 

第
一
〇
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
〇
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
四
七
頁c

 

第
一
一
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
四
八
頁b

 

 

・
梵
行
品
第
八 

第
一
二
文 

梵
行
品
第
八
の
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
二
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
五
一
頁c

 

第
一
三
文 
梵
行
品
第
八
の
三 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
六
五
頁c

 

 

・
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十 

第
一
四
文 

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
の
五 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
一
一
頁b

 
 

第
一
五
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
一
五
頁a

 
 

第
一
六
文 

右
同 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
四
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
一
五
頁a

 

第
一
七
文 

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
の
六 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
五
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
一
九
頁a

 

 

・
師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一 

第
一
八
文 

師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
の
二 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
五
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
二
九
頁c

 

第
一
九
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
三
〇
頁a

 

第
二
〇
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
三
一
頁a

 

第
二
一
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
三
三
頁b

 

第
二
二
文 

師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
の
五 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
六
七
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
四
七
頁c
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第
二
三
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
六
八
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
四
八
頁a

 

第
二
四
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
七
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
四
九
頁c

 

第
二
五
文 

師
子
吼
菩
薩
品
第
十
一
の
六 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
七
七
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
五
八
頁c

 

第
二
六
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
七
九
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
〇
頁a

 

 
・
迦
葉
菩
薩
品
第
十
二 

第
二
七
文 
迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
の
一 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
八
〇
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
二
頁c

 

第
二
八
文 
迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
の
五 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
八
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
八
三
頁a

 

第
二
九
文 

 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
八
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
八
三
頁a

 

第
三
〇
文 

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
の
六 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
八
二
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
八
七
頁a

 

第
三
一
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
五
九
〇
頁b

 

 

・
『
業
報
差
別
経
』 

第
三
二
文 

『
業
報
差
別
経
』 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁
『
大
正
蔵
一
』
八
九
二
頁a

 

 

・
『
金
光
明
経
』 

第
三
三
文 

 

分
別
三
身
品
第
二 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
八
四
頁
『
大
正
蔵
十
六
』
四
〇
九
頁c

 

 

・
高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十 

第
三
四
文 

高
貴
徳
王
菩
薩
品
第
十
の
一 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
八
四
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
四
八
九
頁a
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・
『
金
光
明
経
』 

第
三
五
文 

 

業
滅
障
品
第
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
八
四
頁
『
大
正
蔵
十
六
』
四
八
九
頁a

 

 

以
上
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
構
成
は
三
十
六
文
に
分
類
で
き
る
。
な
お
「
抄
出
・
乃
至
・
已
上
・
略
出
・
略
抄
」
等
で
区
切
ら
れ
た

部
分
を
全
て
一
文
と
し
て
あ
つ
か
い
、
よ
り
細
分
化
し
た
場
合
、
『
涅
槃
経
』
五
十
五
文
・
『
業
報
差
別
経
』
十
一
文
・
『
金
光
明
経
』

二
文
の
計
六
十
八
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
原
典
中
で
文
が
隣
接
し
、
か
つ
複
数
の
文
が
同
じ
展
開

上
で
説
か
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
場
合
は
、
合
し
て
一
文
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
区
分
は
、
三
井
淳
辯(

以
下
三
井)

の

論
文
「
大
般
涅
槃
経
要
文
の
解
説3

7

」
と
宇
野
順
治(

以
下
宇
野)

の
著
作
『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述3

8

』
に
示
さ
れ
る
構
成
の
分
類
を

参
考
に
し
つ
つ
、
外
表
紙
・
中
表
紙
・
内
表
紙
・
巻
頭
文
お
よ
び
『
業
報
差
別
経
』
・
『
金
光
明
経
』
の
抄
出
箇
所
を
加
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
一
文
の
前
に
巻
頭
文
を
設
置
し
た
理
由
と
し
て
は
、
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
「
経
言
」
や
「
第

言
」
と
い
っ
た
抄
出
形
式
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
ら
か
に
第
一
文
以
降
と
の
形
式
に
差
異
が
生
じ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
『
定
本
親

鸞
聖
人
全
集 

第
六
巻
』
未
収
録
箇
所
で
あ
る
こ
と
も
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
経
文
と
し
て
は
確
か
に
存
在
す
る
た
め
『
涅

槃
経
』
該
当
カ
所
を
示
し
て
巻
頭
文
と
し
た3

9

。 

本
抄
録
は
専
修
寺
に
伝
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
細
川
行
信(

以
下
細
川)

の
論
文
「
『
見
聞
集
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
に
よ
る
と
、
縦

二
四
・
九
糎
、
横
一
五
・
九
糎
と
い
う
大
き
さ
か
ら
成
る4

0

。
ま
た
外
表
紙
・
中
表
紙
・
内
表
紙
と
、
三
つ
の
表
紙
か
ら
始
ま
っ
て
お

り
、
外
表
紙
は
、
中
央
に
「
大
般
涅
槃
経
要
文
」
左
下
部
に
「
釈
顕
智
」
と
あ
り4

1

、
次
の
中
表
紙
も
、
外
表
紙
と
同
じ
く
、
中
央
に

「
大
般
涅
槃
経
要
文
」
左
下
部
に
「
釈
顕
智
」
と
あ
る4

2

。
そ
し
て
内
表
紙
に
お
い
て
、
中
央
に
「
業
報
差
別
経
文
」
「
大
般
涅
槃
経

要
文
」
が
二
行
構
成
で
記
さ
れ
、
左
下
部
に
「
愚
禿
親
鸞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
下
部
に
墨
で
の
塗
り
つ
ぶ
し
が
見
ら
れ
る
。

表
紙
に
関
す
る
見
解
と
し
て
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集 

第
六
巻
』
に
は
、 
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外
表
紙
の
は
〔
顕
智
〕
上
人
の
筆
で
あ
る
が
、
中
表
紙
の
は
別
筆
の
よ
う
で
あ
る
。
上
人
伝
持
の
数
多
い
高
田
古
典
の
表
紙
又

は
包
紙
に
か
か
れ
た
文
字
と
一
致
す
る
筆
跡
で
、
上
人
が
伝
持
に
際
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
を
覆
う
て
あ
っ
た
も
の
が
、
後
に

位
置
を
か
え
て
綴
じ
ら
れ
た
も
の
か
。
中
表
紙
に
次
で
あ
る
内
表
紙
が
当
初
の
表
紙
で
あ
ろ
う
。「
業
報
差
別
経
文
、
大
般
涅
槃

経
要
文
、
愚
禿
親
鸞
」
と
あ
る
。
こ
の
署
名
〔
愚
禿
親
鸞
〕
は
題
号
の
文
字
よ
り
大
き
く
、
ま
た
墨
色
が
薄
く
、
後
人
の
加
え

る
と
こ
ろ
と
み
え
る
。
経
文
全
体
が
聖
人
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
は
『
涅
槃
経
』
其
他
聖
人
自
筆
本
の
多
く
と
対
照
し
て
容
易
に

認
め
ら
れ
る
。 

(

『
定
親
全
六
』
二
四
六
頁) 

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
内
表
紙
の
署
名
が
親
鸞
別
筆
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
根
拠
が
、
墨
色
の
薄
さ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
少
な
く
と
も
顕
智
の
名
か
ら
、『
涅
槃
経
要
文
』
が
下
野
国
高
田
の
門
弟
に
伝
持
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う

歴
史
が
垣
間
見
え
る4

3
。 

次
に
本
文
で
あ
る
が
、
全
体
の
構
成
を
見
て
わ
か
る
通
り
、『
涅
槃
経
要
文
』
は
、
そ
の
大
部
分
が
『
涅
槃
経
』
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
る
抄
録
で
あ
る
。
ま
た
現
在
判
明
し
て
い
る
情
報
と
し
て
、
本
抄
録
に
抄
出
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
は
、
そ
の
記
載
さ
れ
て
い

る
巻
数
か
ら
、
全
て
曇
無
讖
訳
の
北
本
『
涅
槃
経
』
か
ら
の
抄
出
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
「
巻
頭
文
」
に
お
い
て
も
、

土
橋
秀
高(

以
下
土
橋)

の
論
文
「
親
鸞
聖
人
と
涅
槃
経
」
に
よ
る
と
、 

表
紙
の
う
ち
、
一
苦
二
酢
三
甘
四
辛
五
醎
六
淡
と
あ
る
の
は
巻
一
寿
命
品
或
い
は
序
品
に
よ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
酢
と
あ
る

の
は
北
本
の
三
本
及
び
宮
内
本
の
み
で
他
は
醋
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
ま
ず
こ
の
要
文
が
北
本
に
よ
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

(

『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
六
五
・
三
六
六
合
併
号 

三
一
一
頁) 

と
述
べ
て
お
り
、
以
上
の
こ
と
か
ら
全
て
の
文
が
、
北
本
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。 

 

第
二
項
、
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
に
説
か
れ
る
業
報
の
不
定
に
つ
い
て 
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『
涅
槃
経
要
文
』
の
書
誌
情
報
と
構
成
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
本
章
で
は
、
不
定
の
思
想
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
「
師

子
吼
菩
薩
品
」
第
二
四
文
か
ら
第
二
六
文
の
展
開
を
読
解
し
、
次
章
に
お
い
て
「
迦
葉
菩
薩
品
」
第
二
七
文
か
ら
第
三
一
文
の
展
開

を
考
察
す
る
。
な
お
本
論
で
は
こ
れ
以
降
、
こ
れ
ら
の
箇
所
を
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
・「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
と
仮
称

す
る
。 

『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
不
定
の
思
想
に
よ
れ
ば
、
衆
生
に
は
本
来
定
ま
っ
た
相
が
な
い
た
め
に
、
一
闡
提
と
い
う
状
態
か
ら
離
脱

し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
経
に
は
、
衆
生
の
み
な
ら
ず
、
仏
も
ま
た
定
ま
っ
た
相

が
な
い
存
在
で
あ
る
と
も
説
き
、
こ
れ
に
よ
り
一
闡
提
も
ま
た
不
定
で
あ
り
、
救
わ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で

あ
る
。 

 

そ
し
て
親
鸞
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
い
て
、
こ
の
不
定
の
思
想
を
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
説
を
基
に
「
業
」
と
い
う
観
点
か
ら

注
目
し
て
い
る
。
『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
、 

善
男
子
、
仏
十
力
の
中
に
業
力
最
も
深
し
。 

善
男
子
、
諸
の
衆
生
有
て
、
業
縁
の
中
に
お
い
テ
、
心
軽
く
し
て
信
ぜ
ざ
ら
む
。
彼
を
度
せ
む
が
為
の
故
に
是
の
如
キ
の
説

を
作
す
な
り
。 

善
男
子
、
一
切
の
作
業
に
軽
有
り
重
有
り
。
軽
重
の
二
業
、
復
各
二
有
リ
。
一
に
は
決
定
。
二
に
は
不
決
定
な
り
。(

中
略) 

善
男
子
、
或
は
重
業
有
り
、
軽
く
作
ス
こ
と
を
得
べ
し
。
或
は
軽
業
有
り
、
重
く
作
ス
こ
と
を
得
べ
し
。
一
切
人
唯
だ
愚
智

有
に
非
ず
。
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
ノ
業
悉
く
定
ン
で
果
を
得
る
に
非
ず
。
定
ン
で
得
ず
と
雖
も
、
亦
得
ざ
る
に
非

ず
。 善

男
子
、
一
切
衆
生
に
凡
そ
二
種
有
り
。
一
に
は
智
人
、
二
に
は
愚
痴
な
り
。
有
智
の
人
は
智
慧
の
力
を
以
て
能
く
地
獄
極

重
の
業
を
し
て
現
世
に
軽
く
受
け
し
む
。
愚
痴
の
人
は
現
世
の
軽
業
を
し
て
地
獄
に
し
て
重
く
受
く
。 



34 

 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
一
頁) 

と
、
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
教
説
は
、
純
陀
が
釈
尊
に
施
食
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
量
無
尽
の
果
報
を
得
、
成
仏
の
授
記
を
受

け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
し
て
純
陀
は
未
だ
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
て
成
仏
し
て
い
な
い
の
か
と
い
う
師
子
吼
菩
薩
の
問

い
に
対
す
る
釈
尊
の
応
答
の
文
で
あ
る
。「
師
子
吼
菩
薩
品
」
で
は
、
こ
の
問
い
を
発
端
に
無
尽
の
果
報
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
と
成

仏
す
る
と
い
う
こ
と
に
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
生
ま
れ
、
業
と
そ
れ
に
対
す
る
果
報
の
関
係
が
課
題
に
な
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。 

業
力
と
は
、
業
異
熟
力
や
自
業
智
力
と
も
呼
ば
れ
、
仏
が
具
え
る
十
種
の
力
の
内
の
一
つ
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
業
因
と
そ
の
果

報
を
如
実
に
知
る
力
で
あ
る
。
こ
の
力
を
も
っ
て
仏
は
、
衆
生
が
知
り
得
な
い
業
の
軽
重
や
定
不
定
を
知
る
。
そ
し
て
釈
尊
が
無
尽

の
果
報
を
受
け
る
と
い
っ
た
の
は
、
業
縁
を
軽
ん
じ
る
不
信
の
者
の
た
め
に
説
い
た
方
便
で
あ
っ
て
、
業
に
決
定
・
不
定
の
二
つ
が

有
る
と
説
く
の
も
、
決
定
は
方
便
に
よ
っ
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
業
に
は
軽
・
重
の
二
業
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
不
定
で
あ
る

と
い
う
の
が
真
実
で
あ
る4

4
。
故
に
一
切
の
業
に
果
報
が
決
定
し
て
い
る
も
の
は
な
く
、
重
い
業
が
軽
く
な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
逆

に
軽
い
業
が
重
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
智
慧
あ
る
者
は
、
地
獄
に
堕
ち
る
程
の
重
い
業
を
作
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

を
転
じ
て
現
世
に
軽
い
果
報
を
受
け
る
。
対
し
て
愚
痴
の
者
は
、
現
世
で
軽
い
業
を
作
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
転
じ
て
地
獄
に
堕
ち

た
後
に
重
い
果
報
を
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

次
の
抄
出
文
で
は
、
師
子
吼
菩
薩
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。 

師
子
吼
言
く
。
世
尊
、
若
し
是
の
如
き
な
ら
ば
、
則
チ
清
浄
梵
行
及
ビ
解
脱
の
果
を
求
む
べ
か
ら
ず
と
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
二
頁) 

 

師
子
吼
菩
薩
は
、
も
し
業
が
不
定
で
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
て
梵
行
を
修
し
て
解
脱
の
果
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問

い
を
発
す
。
問
い
に
対
す
る
釈
尊
の
答
え
は
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

仏
の
言
は
く
。
善
男
子
、
若
し
一
切
の
業
定
で
果
を
得
ば
、
則
チ
梵
行
解
脱
を
求
む
べ
か
ら
ず
。
不
定
を
以
テ
の
故
に
則
ち
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梵
行
及
ビ
解
脱
の
果
を
修
せ
よ
。 

善
男
子
、
若
し
能
く
一
切
悪
業
を
遠
離
せ
ば
則
チ
善
果
を
得
む
。
若
し
善
業
を
遠
ざ
か
ら
ば
則
ち
悪
果
を
得
む
。
若
し
一
切

の
業
定
で
果
を
得
ば
、
則
チ
求
メ
て
聖
道
を
修
習
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
道
を
修
せ
ず
は
、
則
ち
解
脱
無
け
む
。
一
切
聖
人
ノ
道

を
修
す
る
所
以
は
、
定
業
を
壊
し
て
軽
報
を
得
む
為
の
故
な
り
。
不
定
の
業
は
果
報
無
き
が
故
に
。
若
し
一
切
の
業
定
て
果
を

得
ば
、
則
ち
求
て
聖
道
を
修
習
す
べ
か
ら
ず
。
若
し
人
聖
道
を
修
習
す
る
こ
と
を
遠
離
し
て
解
脱
を
得
ば
、
是
の
処
は
り
有
ル

こ
と
無
け
む
。
解
脱
を
得
、
涅
槃
を
得
ず
ば
、
亦
是
の
処
り
無
け
む
。 

善
男
子
、
若
し
一
切
の
業
定
で
果
を
得
ば
、
一
世
の
所
作
純
善
の
業
、
当
に
永
く
已
に
常
に
安
楽
を
受
く
べ
し
。
一
世
所
作

慇
重
の
悪
業
、
亦
永
く
已
に
大
苦
悩
業
果
を
受
く
べ
し
。
若
し
尒
ら
ば
則
チ
道
を
修
す
る
解
脱
涅
槃
の
人
無
け
む4

5

。
乃
至 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
二
頁) 

釈
尊
は
、
業
が
不
定
だ
か
ら
こ
そ
梵
行
を
修
し
解
脱
と
い
う
果
報
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
答
え
る
。
不
定
の
故
に
衆
生
は
悪
業
を

離
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
も
し
業
の
果
報
が
決
定
し
て
い
る
の
な
ら
、
聖
道
を
修
す
こ
と
は
な
く
。
悪
業
の
果
が
善
に
転
じ
る

こ
と
は
な
い
。
ま
た
果
報
が
定
ま
っ
て
い
る
な
ら
ば
純
善
の
業
は
常
に
安
楽
の
果
報
を
受
け
続
け
、
慇
重
の
悪
業
は
大
苦
悩
の
業
果

を
受
け
続
け
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
道
を
修
し
て
解
脱
し
涅
槃
を
得
る
人
が
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。

こ
う
し
て
『
涅
槃
経
』
で
は
、
不
定
だ
か
ら
こ
そ
修
道
解
脱
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。 

 

故
に
『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
以
下
の
文
を
抄
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

善
男
子
、
若
し
定
心
に
善
悪
等
の
業
を
作
す
。
作
し
已
リ
て
深
く
信
心
歓
喜
を
生
ぜ
ん
。
若
し
誓
願
を
発
し
て
三
宝
を
供
養

す
。
是
を
定
業
と
名
く
。 

善
男
子
、
智
者
善
根
深
く
固
く
し
て
動
じ
難
し
。
是
の
故
に
能
く
重
業
を
し
て
軽
に
な
ら
し
む
。
愚
痴
の
人
は
不
善
深
く
厚

く
し
て
、
能
く
軽
業
を
し
て
重
報
に
作
さ
し
む
。
是
の
義
を
以
テ
の
故
に
、
一
切
の
諸
業
ヲ
決
定
と
名
け
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 
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信
心
・
歓
喜
・
誓
願(

発
願)

・
供
養
の
四
事
を
善
業
と
し
て
、
智
者
は
善
根
を
も
っ
て
重
業
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
愚
痴

の
者
は
不
善
な
心
が
深
厚
な
た
め
に
軽
業
を
、
反
っ
て
重
く
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
続
く
文
に
は
、
悪
業
を
作
っ
た
者
に
対
す
る
慈
悲
が
説
か
れ
て
い
く
。 

菩
薩
摩
訶
薩
は
地
獄
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
大
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
中
に
生
ず
。
善
男
子
、
往
昔
に
衆
生

寿
百
年
の
時
、
恒
沙
の
衆
生
、
地
獄
の
報
を
受
く
。
我
是
を
見
已
リ
て
、
即
チ
大
願
を
発
し
て
地
獄
の
身
を
受
く
。
菩
薩
尒
の

時
に
、
実
に
是
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
地
獄
の
果
を
受
く
。
我
尒
の
時
に
地
獄
の
中
に
在
リ
て
無
量
歳
を
経
て
、

諸
の
罪
人
の
為
に
十
二
部
経
を
広
開
分
別
す
。
諸
人
聞
き
已
リ
て
悪
果
報
を
壊
て
地
獄
空
し
か
ら
し
む
。
一
闡
提
を
除
く
。
是

を
菩
薩
摩
訶
薩
、
現
生
に
非
ず
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く4

6

。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

こ
の
文
の
一
部
は
す
で
に
「
序
」
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
は
、
地
獄
に
堕
ち
る
業
を
作
っ
て
い
な
い
が
、
地
獄
に
生
存
す
る

衆
生
の
た
め
に
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
果
報
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
も
、
一
切
の
業
に
定
ま
っ
た
果

報
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
地
獄
に
生
じ
た
菩
薩
は
、
罪
人
の
た
め
に
教
え
を
説
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
獄
の
衆
生
は
、

終
に
悪
業
を
転
じ
て
解
脱
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

さ
ら
に
『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
同
様
に
菩
薩
が
、
誓
願
や
大
願
力
を
発
し
て
畜
生
・
餓
鬼
中
に
生
じ
、
あ
る
い
は
様
々
な
身
を

受
け
、
あ
る
い
は
外
道
の
法
を
習
う
と
い
う
文
が
続
く4

7

。
こ
れ
ら
は
全
て
、
衆
生
を
済
度
せ
ん
と
い
う
慈
悲
に
基
づ
く
行
為
で
あ

る
。
前
節
で
は
、「
徳
王
菩
薩
品
」
に
よ
っ
て
、
如
来
は
、
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
存
在
で
あ
る
が
、
衆
生
を
教
化
す
る
た
め

に
こ
れ
ら
の
悪
趣
に
生
じ
る
た
め
に
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ざ
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
。「
師
子

吼
菩
薩
品
」
で
は
、
さ
ら
に
そ
の
は
た
ら
き
を
業
か
ら
見
る
こ
と
に
よ
り
、
悪
業
を
転
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
菩

薩
は
そ
の
身
を
共
に
す
る
と
い
う
、
よ
り
鮮
明
な
救
済
方
法
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
説
か
れ
る
「
一
闡
提
を
除
く
」
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
は
度
々
説
か
れ
る
文
言
で
あ
る
。
そ
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の
意
味
と
し
て
も
「
一
闡
提
は
除
外
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
、
一
切
の
衆
生
を
対
象
と
し
た
教
説
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
一
つ
一
闡
提

だ
け
は
例
外
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
と
し
て
頷
け
よ
う
。
故
に
『
涅
槃
経
』
に
お
け
る
一
闡
提
の
救
済
と
は
、
ま
ず

一
闡
提
と
い
う
状
態
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。 

と
き
に
『
涅
槃
経
』
に
は
、
一
闡
提
の
理
解
の
一
つ
と
し
て
「
完
く
瘡
無
き
者
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。 

善
男
子
、
人
手
に
瘡
あ
る
も
の
、
毒
薬
を
促
持
す
れ
ば
、
毒
則
ち
隨
っ
て
入
る
も
、
若
瘡
無
き
者
は
、
毒
則
ち
入
ら
ざ
る
が

如
し
。
一
闡
提
の
輩
も
亦
復
是
の
如
し
。
菩
提
の
因
無
し
。
瘡
無
き
者
に
毒
入
る
こ
と
を
得
ざ
る
が
如
し
。
所
謂
瘡
と
は
、
即

ち
是
れ
無
上
菩
提
の
因
縁
な
り
。
毒
と
は
即
ち
是
れ
第
一
の
妙
薬
な
り
。
完
く
瘡
無
き
者
と
は
、
一
闡
提
を
謂
う
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
一
八
頁b

 

六
五
九
頁b

) 

瘡
が
あ
る
か
ら
体
内
に
毒
が
侵
入
す
る
よ
う
に
、
菩
提
の
因
が
あ
っ
て
初
め
て
仏
の
施
す
妙
薬
の
効
能
が
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

逆
に
一
闡
提
と
は
瘡
無
き
者
と
形
容
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
存
在
に
「
第
一
の
妙
薬
」
が
効
く
こ
と
は
な
い
。
ま
た
こ
の
一
闡
提
理
解

を
承
け
て
、
神
戸
和
麿
は
論
文
「
阿
闍
世
論(

上)

」
に
お
い
て
、 

一
闡
提
は
「
完
く
瘡
無
き
者
」―

、
痛
み
な
き
人
間
と
し
て
省
察
さ
れ
て
い
る
。(

中
略)

一
闡
提
と
は
、
〝
汝
、
具
に
慙
愧
あ

り
〟―

、
と
い
う
教
言
の
勧
め
に
、
慙
愧
す
る
こ
と
の
罪
の
自
覚
を
欠
如
し
た
、
無
罪
性
の
身
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
八
号 

二
六
頁) 

と
、
一
闡
提
の
特
徴
を
「
痛
み
な
き
人
間
」「
罪
の
自
覚
を
欠
如
し
た
、
無
罪
性
の
身
」
と
、
洞
察
し
て
い
る
。
自
ら
の
罪
を
罪
と
自

覚
し
な
い
「
完
く
瘡
無
き
者
」
を
一
闡
提
と
言
う
の
な
ら
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
真
の
一
闡
提
と
は
、「
一
闡
提
を
除
く
」
の
教
言
に

共
鳴
せ
ざ
る
者
、
自
ら
が
一
闡
提
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
い
存
在
を
い
う
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
転
じ
て
「
一
闡
提
を
除
く
」

の
仏
言
を
我
が
事
と
し
て
聞
く
者
は
、「
瘡
」(

罪)

を
自
覚
し
た
存
在
で
あ
り
、
既
に
一
闡
提
の
本
質
か
ら
逸
し
て
い
る
と
見
て
よ
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

た
だ
こ
の
よ
う
な
読
解
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
果
た
し
て
『
涅
槃
経
』
の
趣
意
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
注
意
を
払
う
必
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要
が
生
じ
て
く
る
。
横
超
は
、
著
書
『
中
国
仏
教
の
研
究 

第
二
』
に
お
い
て
、 

経
典
に
お
い
て
は
機
が
終
始
法
と
の
関
係
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
、
教
を
説
か
ん
と
す
る
仏
の
側
か
ら
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、

教
を
受
け
る
者
の
立
場
か
ら
、
自
身
が
機
を
反
省
す
る
自
覚
内
容
と
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
涅
槃
経
の
有
名
な
一
闡
提
思

想
も
、
そ
れ
は
確
か
に
機
に
対
す
る
深
刻
な
洞
察
に
相
違
な
い
が
、
修
行
者
の
自
覚
反
省
の
内
容
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

間
わ
ず
か
に
涅
槃
経
所
説
の
阿
闍
世
王
入
信
の
物
語
の
み
が
、
唯
一
深
い
自
覚
体
験
を
表
現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
み
で

あ
る
。
後
世
内
観
し
て
一
闡
提
を
自
身
の
上
に
反
省
の
よ
す
が
と
し
た
人
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
お
お
よ
そ
右
の
阿
闍

世
王
入
信
の
物
語
に
激
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
経
に
対
す
る
人
の
態
度
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
経
自
体
に
お
い
て

は
率
直
に
機
の
自
覚
反
省
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。 

(

『
中
国
仏
教
の
研
究
』
第
二 

十
六
頁) 

と
述
べ
る
。『
涅
槃
経
』
と
は
、
一
闡
提
の
詳
細
と
そ
の
救
済
を
主
題
と
す
る
経
典
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、
横
超
の
見
解
に
よ
る

な
ら
ば
、
そ
れ
が
即
ち
経
典
に
触
れ
た
者(

修
行
者)

の
機
の
自
覚
反
省
を
促
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
意
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
経
旨
を
精
密
に
読
み
取
り
理
論
的
に
把
握
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
と
の
間

に
は
大
き
な
溝
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う4

8

。 

 

『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
続
い
て
、 

善
男
子
、
大
涅
槃
経
亦
復
是
の
如
き
不
可
思
議
な
り
。
善
男
子
、
譬
え
ば
大
海
の
如
し
八
不
思
議
有
り
。
何
等
八
と
す
。 

一
に
は
漸
漸
転
深
し
。 

二
に
は
深
く
し
て
底
得
難
な
り
。 

三
に
は
同
一
醎
味
な
り
。 

四
に
は
潮
過
限
せ
ず
。 

五
に
は
種
種
の
宝
蔵
有
り
。 
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六
に
は
大
身
の
衆
生
中
に
在
リ
て
居
住
す
。 

七
に
は
死
屍
を
宿
さ
ず
。 

八
に
は
一
切
万
流
大
雨
之
に
投
い
る
に
不
増
不
減
な
り
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
七
頁) 

と
、『
涅
槃
経
』
の
徳
目
を
海
の
八
つ
の
不
思
議
に
譬
え
る
文
が
抄
出
さ
れ
る
。
経
で
は
こ
れ
ら
一
つ
一
つ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を

続
け
て
解
説
し
て
い
く
の
だ
が
、
三
と
七
の
不
思
議
の
解
説
に
お
い
て
、 

三
に
は
一
味
と
い
う
は
、
一
切
衆
生
同
じ
く
仏
性
有
り
。
皆
同
じ
く
一
乗
な
り
。
同
じ
く
一
解
脱
な
り
。
一
因
一
果
な
り
。
同

じ
く
一
甘
露
な
り
。
一
切
当
に
常
楽
我
浄
を
得
べ
し
。
是
を
一
味
と
名
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
八
頁) 

七
に
は
不
宿
死
屍
と
い
ふ
は
、
死
屍
は
、
謂
く
一
闡
提
・
犯
四
重
禁
・
五
無
間
罪
・
誹
謗
方
等
、
非
法
に
説
法
す
る
と
、
法
と

ひ
て
非
法
を
説
く
。
八
種
の
不
浄
の
物
を
受
畜
す
る
。
仏
物
・
僧
物
・
意
に
随
ふ
て
用
い
る
な
り
。
或
は
比
丘
・
比
丘
尼
の
所

に
し
て
非
法
の
事
を
作
す
。
是
を
死
屍
と
名
く
。
是
の
涅
槃
経
は
是
の
如
き
等
を
離
る
。
是
の
故
に
名
て
不
宿
死
屍
と
為
す
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
八
頁) 

と
、
第
三
の
不
思
議
で
は
、
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
根
拠
と
し
て
、
一
切
の
衆
生
が
同
じ
く
斉
し
く
解
脱
を
得
る
一
乗
の
徳
を
、

如
何
な
る
水
も
一
度
海
に
入
れ
ば
同
一
に
醎
味(
塩
味)

と
な
る
こ
と
に
譬
え
る
の
で
あ
る
。
か
た
や
第
七
の
不
思
議
に
は
、『
涅
槃
経
』

が
一
闡
提
を
は
じ
め
と
し
た
仏
教
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
八
つ
の
存
在
か
ら
離
れ
る
作
用
が
あ
る
と
い
う
徳
を
、
海
中
に
屍
骸
を
宿
さ

な
い
海
の
作
用
に
譬
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
先
の
「
一
闡
提
を
除
く
」
と
い
う
問
題
と
関
わ
っ
て
く
る
。
一
見
こ
れ
ら
の
不

思
議
は
、『
浄
土
論
註
』
の
「
荘
厳
大
義
門
功
徳
」
の
文
な
ら
び
に
「
荘
厳
大
衆
功
徳
」
の
文
、
あ
る
い
は
「
行
巻
」
の
い
わ
ゆ
る
「
一

乗
海
釈
」
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
想
起
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
織
田
は
、
第
七
の
不
思
議
に
注
目
し
て
、 

『
教
行
信
証
』
が
こ
の
所
説
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
聖
行
品
の
引
用
文
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4
9

は
「
涅
槃
経
文
」
〔
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
〕
の
引
文5

0

を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
徳
王
品
の
引
用
文5

1

は
『
要
文
』
〔
『
涅
槃

経
要
文
』
〕
の
引
文5

2

の
末
尾
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
れ
ば
、『
教
行
信
証
』
の
一
連
の
引
文

は
、
「
涅
槃
経
文
」
『
要
文
』
を
基
盤
と
し
て
問
題
点
を
発
展
的
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
一
七
八
頁) 

と
述
べ
た
う
え
で
、
当
釈
に
示
さ
れ
る
思
想
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る5

3

。
三
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
序
に
お
い
て
す

で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
織
田
の
見
解
か
ら
、『
涅
槃
経
』
が
親
鸞
に
お
け
る
海
の
譬
え
の
素
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
十
分

に
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
の
海
の
八
不
思
議
の
文
と
、
親
鸞
の
い
わ
ゆ
る
「
海
釈
」
の
自
釈
の
決
定
的
違
い
は
、
一
乗
海
が
「
転

成
」
の
作
用
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

海
と
言
は
、
久
遠
よ
り
已
来
、
凡
聖
所
修
の
雑
修
雑
善
の
川
水
を
転
じ
、
逆
謗
闡
提
恒
沙
無
明
の
海
水
を
転
じ
て
、
本
願
大

悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
の
大
宝
海
水
と
成
る
。
之
を
海
の
如
き
に
喩
ウ
る
な
り
。 

(

『
翻
刻
』
一
二
四
頁) 

こ
の
文
は
、
先
の
「
同
一
醎
味
」
の
不
思
議
と
同
じ
く
一
乗
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「
不
宿
死
屍
」
と
説
か
れ
離
れ

る
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
一
闡
提
・
五
無
間
罪
・
誹
謗
方
等
と
い
っ
た
存
在
に
対
し
て
本
願
の
大
悲
智
慧
に
よ
る
「
転
成
」
を
説
き
、

極
悪
の
機
を
本
願
海
へ
と
流
入
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
当
釈
で
は
続
け
て
、 

願
海
は
二
乗
雑
善
の
中
下
の
屍
骸
を
宿
さ
ず
。
何
に
況
や
、
人
天
の
虚
仮
邪
偽
の
善
業
、
雑
毒
雑
心
の
屍
骸
を
宿
む
や
。 

(

『
翻
刻
』
一
二
四
頁) 

と
、
こ
れ
ら
の
機
類
の
「
不
宿
」
を
示
す
が
、
願
海
か
ら
除
か
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
存
在
こ
そ
転
成
さ
れ
る
べ
き
者
で
あ
る

こ
と
を
強
調
す
る
。
当
釈
で
は
、
一
端
の
結
論
と
し
て
『
楽
邦
文
類
』
を
抄
出
し
、「
真
理
の
一
言
は
悪
業
を
転
し
て
善
業
と
成
す5

4

」

と
、
真
理
の
一
言
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
名
号
に
悪
業
を
善
業
へ
と
転
じ
さ
せ
る
力
を
見
、
本
願
力
に
よ
る
転
成
と
い
う
作
用
が
名
号

に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
顕
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
こ
の
よ
う
に
、『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
教
説
を
『
教
行
信
証
』
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に
よ
っ
て
、
そ
の
実
現
を
示
し
て
い
く
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
『
教
行
信
証
』
の
特
性
に
関
し
て
、
古
田
は
、
論
文
「
『
涅
槃
経
』
か
ら

『
教
行
信
証
』
へ─

仏
性
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書─

」
に
お
い
て
、 

『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
〔
一
闡
提
は
〕
不
決
定
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
成
仏
と
い
う
こ
と
が
不
決
定
な
の
で
は
な
く
し
て
、

不
成
と
い
う
こ
と
が
不
決
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
不
決
定
が
決
定
に
転
ぜ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
が
『
教
行
信
証
』

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
は
、
不
成
な
る
も
の
が
、
成
と
不
成
と
の
不
決
定
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の

論
理
展
開
と
し
て
は
、
決
定
と
不
決
定
と
は
不
決
定
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
へ
進
展
す
る
勢
を
も
つ
筈
で
あ
る
。
こ
の
無
限
の

否
定
性
が
、
否
定
性
を
保
存
し
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
一
挙
に
出
来
事
と
し
て
肯
定
に
転
換
し
た
、
そ
の
結
果
が
確
定
的
に
見
据

え
ら
れ
て
い
る
と
云
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
仏
性
を
問
題
に
す
る
と
き
、
「
信
心
仏
性
」

と
い
う
道
理
が
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。(

中
略)

『
教
行
信
証
』
は
『
涅
槃
経
』
の
未
決
定
の
部
分
を
決
定
に

導
く
と
い
う
点
で
経
旨
を
創
造
的
に
展
開
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
経
説
の
質
的
大
転
換
が
起
っ
て
い
る
。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
四
号 

六
七
頁) 

と
、
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
古
田
の
見
解
は
、「
海
釈
」
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
経
に
は
、
愚
痴
の
人
の

救
済
が
誓
願
を
発
し
た
菩
薩
の
大
悲
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
。
し
か
し
そ
の
救
主
と
は
誰
で
あ
っ
た
か
。
親
鸞
は
『
教

行
信
証
』
に
お
い
て
そ
の
主
体
を
阿
弥
陀
仏
に
見
、
は
た
ら
き
を
念
仏
へ
と
定
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
第
三
章
に
お
い
て

述
べ
て
い
く
が
、
こ
の
問
題
を
仏
性
に
お
い
て
確
認
す
る
と
き
、「
信
楽
釈
」
に
示
さ
れ
る
「
信
心
仏
性
」
の
語
に
よ
っ
て
確
か
め
ら

れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
は
以
下
の
偈
文
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
く
。 

諸
の
衆
生
の
為
に
大
苦
を
受
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
是
の
故
に
勝
無
し
量
有
こ
と
無
し 

如
来
衆
の
為
に
苦
行
を
修
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
度
を
成
就
し
具
足
し
満
す
る
な
り 

心
邪
風
に
処
す
る
に
傾
動
せ
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
の
故
に
能
く
世
に
勝
れ
た
る
大
士
な
り 

衆
生
常
に
安
楽
を
得
欲
ひ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

而
シ
て
安
楽
の
因
を
修
す
る
こ
と
を
知
ら
ず 
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如
来
能
く
教
へ
て
修
習
せ
し
め
た
ま
ふ 

 
 

 
 

猶
慈
父
の
一
子
を
愛
す
る
が
如
し 

仏
衆
生
の
煩
悩
の
患
へ
を
見
そ
な
は
す
に 

 
 

 
 

 

心
苦
し
た
ま
ふ
こ
と
母
の
病
子
を
念
ふ
が
如
し
略
抄 

 
(

『
定
親
全
六
』
一
七
九
頁) 

こ
れ
は
師
子
吼
菩
薩
の
、
説
教
の
主
で
あ
る
釈
尊
に
対
す
る
讃
嘆
を
詩
偈
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
八
十
句
か
ら
な
る
偈
文
の
内
、

親
鸞
は
十
二
句
に
限
定
し
て
抄
出
し
て
い
る
。
そ
の
抄
出
さ
れ
た
偈
文
を
確
認
す
る
と
、
上
六
句
と
下
六
句
に
内
容
が
分
か
れ
て
い

る
。
上
六
句
は
、
衆
生
の
た
め
に
比
類
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
苦
を
受
け
な
が
ら
も
、
如
来
は
苦
行
を
修
し
六
種
の
行
を
成

就
す
る
。
ま
た
そ
の
心
が
邪
教
の
法
に
傾
動
す
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
世
間
に
お
い
て
最
も
優
れ
た
存
在(

大
士)

と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
六
句
は
、
如
来
の
受
苦
を
讃
嘆
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
の
「
衆
生
の
為
の
故
に
地
獄
の
果
を
受
く
」
と
い
う
経
文

を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
抄
出
文
の
主
題
が
、
衆
生
の
た
め
に
苦
を
受
け
る
と
い
う
は
た
ら

き
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
こ
の
偈
文
に
よ
っ
て
改
め
て
確
認
で
き
る
。 

次
い
で
下
六
句
は
、
安
楽
を
願
っ
て
も
そ
の
因
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
如
来
は
そ
の
因
を
教
示
し
修
習
せ

し
め
る
。
そ
の
様
相
を
愛
す
る
子
の
苦
悩
を
見
て
心
に
苦
し
み
を
抱
く
親
心
に
喩
え
て
讃
嘆
し
て
い
る
。
こ
の
偈
も
ま
た
「
諸
の
罪

人
の
為
に
十
二
部
経
を
広
開
分
別
す
。
諸
人
聞
き
已
て
悪
果
報
を
壊
て
地
獄
空
し
か
ら
し
む
」
と
い
う
前
の
経
文
の
展
開
を
受
け
て

抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
に
説
か
れ
て
き
た
菩
薩
の
活
動
内
容
を
総
括
す
る
か
の
よ
う
に
抄
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。 

以
上
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
特
に
「
業
力
」
に
つ
い
て
説
か
れ
る
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
を
、
抄
出
文
の
一
文
一
文
の
繋
が

り
や
全
体
の
文
脈
を
把
握
す
る
た
め
、
展
開
に
順
ず
る
形
で
そ
の
意
味
内
容
を
考
察
し
た
。 

本
節
は
あ
く
ま
で
も
、
『
涅
槃
経
要
文
』
の
読
解
を
第
一
と
し
て
い
る
た
め
、
『
教
行
信
証
』
の
内
容
に
少
し
く
触
れ
た
も
の
の
、

『
涅
槃
経
』
自
体
に
そ
の
意
味
を
尋
ね
る
場
合
が
多
く
、
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
思
想
が
親
鸞
の
思
想
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
影
響

し
て
い
る
の
か
が
判
明
し
な
い
ま
ま
に
あ
る
。
次
節
で
は
、
改
め
て
『
涅
槃
経
要
文
』
に
示
さ
れ
る
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
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え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
一
首
の
和
讃
を
挙
げ
、
親
鸞
の
思
想
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て
い

く
。 

 

第
三
節
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
か
ら
見
え
て
く
る
親
鸞
の
思
想
展
開 

 

第
一
項
、
転
重
軽
受 

  

『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
い
て
不
定
の
思
想
は
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
説
か
れ
る
業
報
の
不
定
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
地
獄

に
生
ず
る
程
の
悪
業
を
具
え
た
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
不
定
に
よ
っ
て
梵
行
を
修
し
て
解
脱
の
果
を
求
め
れ
ば
、
悪
業
を
離
れ
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
業
が
不
定
と
い
う
こ
と
は
、
不
善
深
厚
の
愚
痴
の
者
は
逆
に
軽
い
業
を
重
く
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
経
に
は
、
そ
の
よ
う
な
者
の
た
め
に
菩
薩
は
地
獄
の
中
に
生
じ
て
教
え
を
説
き
、
そ
れ
を
聞

い
た
衆
生
は
悪
果
報
を
滅
し
て
地
獄
を
は
じ
め
と
し
た
苦
界
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
教
説
を
親

鸞
は
ど
う
し
て
抄
出
し
た
の
か
、
ま
た
こ
の
文
は
親
鸞
の
思
想
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
理
由
を
探
る
手
が
か
り
と
し
て
次
の
和
讃
を
見
て
い
き
た
い
。 

一
切
の
功
徳
に
す
ぐ
れ
た
る 

南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
れ
ば 

三
世
の
重
障
み
な
な
が
ら 

か
な
ら
ず
転
じ
て
軽
微
な
り 

(

『
浄
真
全
二
』
三
八
八
頁
中
段) 

こ
の
和
讃
は
『
浄
土
和
讃
』
「
現
世
利
益
和
讃
」
の
一
首
で
あ
る
。
「
現
世
利
益
和
讃
」
と
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
他
力
の
信
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心
を
得
て
南
無
阿
弥
陀
仏
を
称
え
た
者
に
、
現
生
に
お
い
て
具
わ
る
利
益
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
ま
ず
南
無
阿
弥
陀

仏
が
一
切
の
功
徳
の
中
で
最
も
勝
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
『
選
択
集
』
「
本
願
章
」
で
は
、
名
号
の
功
徳
が
余
の
一
切
の

功
徳
に
勝
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
勝
劣
の
義
が
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
名
号
に
つ
い
て
、 

弥
陀
一
仏
の
あ
ら
ゆ
る
四
智
・
三
身
・
十
力
・
四
無
畏
等
の
内
証
の
功
徳
、
相
好
・
光
明
・
説
法
・
利
生
等
の
一
切
の
外
用
の

功
徳
、
皆
悉
く
阿
弥
陀
仏
の
名
号
の
中
に
摂
在
す
。 

(

『
真
聖
全
一
』
九
四
三
頁) 

と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
面
的
さ
と
り
と
外
に
現
れ
る
は
た
ら
き
の
全
て
が
名
号
の
中
に
摂
ま
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
名
号
を
「
然

れ
ば
則
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
は
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
り5

5

」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
を
も
っ
て
親
鸞
は
、

は
じ
め
の
二
句
に
お
い
て
南
無
阿
弥
陀
仏
を
こ
の
よ
う
に
綴
る
。
そ
し
て
そ
の
名
号
を
称
え
た
者
に
具
わ
る
利
益
が
、
続
く
二
句
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
重
障
が
転
じ
て
軽
微
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る
転
重
軽
受
の
思
想5

6

が
そ
の
利
益
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。 

前
項
に
お
い
て
、
智
慧
の
力
に
よ
っ
て
重
業
を
現
世
に
軽
い
報
い
と
し
て
受
け
る
智
者
に
対
し
て
、
愚
痴
の
人
は
智
慧
無
き
が
故

に
軽
業
を
地
獄
に
お
い
て
重
く
受
け
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
『
正
像
末
和
讃
』
「
愚
禿
悲
歎
述
懐
」
に
お
い
て
自
身
の
実

体
を
、 悪

性
さ
ら
に
や
め
が
た
し 

こ
ヽ
ろ
は
蛇
蝎
の
ご
と
く
な
り 

修
善
も
雑
毒
な
る
ゆ
へ
に 

虚
仮
の
行
と
ぞ
な
づ
け
た
る 

(

『
浄
真
全
二
』
五
一
八
頁
上
段) 

と
、
悲
歎
す
る
親
鸞
に
と
っ
て
、
こ
の
問
題
は
、『
涅
槃
経
』
を
読
解
し
て
い
く
中
で
看
過
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
た
と
え
不
定
に
よ
っ
て
一
切
の
衆
生
に
梵
行
お
よ
び
解
脱
の
可
能
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
有
智
と
愚
痴
と
い
う
存
在
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の
峻
別
が
あ
る
限
り
根
本
的
解
決
に
至
る
こ
と
は
な
い
。 

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
南
無
阿
弥
陀
仏
は
一
切
の
功
徳
に
お
い
て
最
も
勝
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

智
慧
の
念
仏
う
る
こ
と
は 

法
蔵
願
力
の
な
せ
る
な
り 

信
心
の
智
慧
な
か
り
せ
ば 

い
か
で
か
涅
槃
を
さ
と
ら
ま
し 

(

『
浄
真
全
二
』
五
八
六
頁
中
段) 

『
正
像
末
和
讃
』
に
お
い
て
、
こ
う
綴
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
に
親
鸞
は
南
無
阿
弥
陀
仏
を
「
智
慧
の
念
仏
」
や
「
智
慧
の
名
号5

7

」
と

呼
ぶ
。
和
讃
に
お
い
て
、
念
仏
に
は
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ま
た
信
心
に
お
い
て
も
「
信
心
の
智
慧
」

と
表
し
、
そ
の
根
拠
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。
そ
し
て
そ
の
智
慧
の
行
信
を
、
法
蔵
菩
薩
の
願
力
に
よ
っ
て
衆
生
は
獲

得
し
て
い
く
。
当
然
そ
れ
は
衆
生
の
自
力
に
よ
っ
て
得
て
い
く
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
い
か
な
る
衆
生
で
あ
っ
て
も
、
阿

弥
陀
仏
の
智
慧
が
そ
の
ま
ま
信
心
と
な
っ
て
回
向
さ
れ
涅
槃
を
さ
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ

る
、
悪
業
を
転
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
に
、
誓
願
を
発
し
て
そ
の
身
を
共
に
す
る
菩
薩
の
動
態
に
注
目
し
、
そ
の
様
相

を
法
蔵
菩
薩
に
見
出
し
て
自
ら
の
思
想
に
連
関
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

有
智
の
者
が
自
ら
の
智
慧
に
よ
っ
て
重
業
を
転
じ
て
い
く
の
な
ら
ば
、
智
慧
無
き
愚
痴
の
人
に
は
、
阿
弥
陀
仏
が
因
位
法
蔵
菩
薩

と
し
て
、
そ
の
人
の
智
慧
そ
の
も
の
と
な
っ
て
、
一
切
の
重
障
を
転
じ
て
軽
微
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
智
慧
の
有
無
や
行
の
可
不

可
を
全
く
問
題
と
し
な
い
、
一
切
衆
生
の
救
済
が
実
現
さ
れ
る
仏
道
を
南
無
阿
弥
陀
仏
に
見
出
し
て
い
く
親
鸞
は
、『
涅
槃
経
』
の
思

想
を
受
け
つ
つ
も
そ
れ
を
独
自
に
理
解
し
、
そ
の
救
済
観
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

第
二
項
、
「
転
」
に
つ
い
て
の
理
解 
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こ
れ
ま
で
『
涅
槃
経
要
文
』
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
「
現
世
利
益
和
讃
」
に
見
え
る
転
重
軽
受
の
思
想
が
、
『
涅
槃
経
』

か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
親
鸞
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
根
源
と
す
る
救
済

思
想
と
連
関
し
て
、
独
自
的
に
経
文
を
受
け
止
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
ら
ば
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

親
鸞
の
「
転
」
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
和
讃
に
は
「
三
世
の
重
障
み
な
な
が
ら 

か
な
ら
ず
転
じ
て
軽
微
な
り
」
と
成
仏
へ
の
重
障
が
、

南
無
阿
弥
陀
仏
の
利
益
に
よ
っ
て
軽
く
な
る
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
転
ず
る
と
い
う
の
は
一
体
ど
う
い
う
状
態
を
意

味
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。 

例
え
ば
香
月
院
深
励
（
以
下
香
月
院
）
は
、
『
浄
土
和
讃
己
末
記
』
に
て
当
和
讃
を
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

過
去
現
在
の
煩
悩
は
未
来
の
種
子
な
り
。
然
れ
ば
過
去
現
在
の
煩
悩
を
滅
す
る
と
き
未
来
の
煩
悩
の
種
子
を
滅
す
る
ゆ
へ
三
世

の
惑
を
滅
す
る
と
説
か
せ
ら
る
る
と
釈
せ
り
。
然
れ
ば
二
世
の
煩
悩
滅
す
る
と
き
に
未
来
の
種
子
が
な
く
な
る
ゆ
へ
造
る
べ
き

煩
悩
も
受
く
べ
き
も
な
く
な
り
し
こ
と
な
り
。
（
中
略
）
転
ず
る
は
転
変
の
義
に
て
重
を
転
じ
か
へ
て
軽
に
な
し
た
る
こ
と
な

り
。（
中
略
）
こ
れ
が
転
重
軽
受
の
相
に
て
人
を
殺
す
程
の
罪
を
造
り
し
も
の
が
僅
か
棒
で
打
た
る
る
位
に
軽
く
其
報
を
受
く
る

な
り
。
或
は
未
来
地
獄
に
墜
ち
る
も
の
が
今
生
に
て
重
病
に
て
其
報
を
果
す
と
云
ふ
如
く
。
重
罪
を
転
じ
か
へ
て
軽
く
受
る
が

転
重
軽
受
の
義
な
り
。
其
の
転
重
軽
受
の
利
益
を
述
べ
給
ふ
な
り
。 

(

『
真
宗
大
系
』
第
十
九
巻 

四
三
九
頁
） 

香
月
院
は
、
三
世
の
重
障
が
転
ず
る
義
を
『
四
諦
論
』
を
参
考
に
し
て
、
三
世
の
煩
悩
の
滅
尽
に
お
い
て
確
か
め
よ
う
と
試
み
て
い

る
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、「
煩
悩
を
断
せ
ず
し
て
涅
槃
を
得5

8

」
て
い
く
仏
道
を
標
榜
す
る
親
鸞
の
教
え
に
適
っ
て
い
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
今
ま
で
の
行
い
を
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
よ
う
な
教
え
な
の
だ
ろ
う
か
。「
正
嘉
元
歳
丁
已
八

月
十
九
日 

愚
禿
親
鸞
八
十
五
歳
書
之5

9

」
の
奥
書
を
持
つ
『
唯
信
鈔
文
意
』
に
は
、 

自
然
と
い
ふ
は
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
。
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
は
、
行
者
の
は
じ
め
て
と
も
か
く
も
は
か
ら
は
ざ
る
に
、
過
去
・
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今
生
・
未
来
の
一
切
の
つ
み
を
善
に
転
じ
か
へ
な
す
と
い
ふ
な
り
。
転
ず
と
い
ふ
は
、
つ
み
を
け
し
う
し
な
は
ず
し
て
善
に
な

す
也
、
よ
ろ
づ
の
水
大
海
に
い
れ
ば
す
な
は
ち
う
し
ほ
と
な
る
が
ご
と
し
。
弥
陀
の
願
力
を
信
ず
る
が
ゆ
へ
に
、
如
来
の
功
徳

を
え
し
む
る
が
ゆ
へ
に
、
し
か
ら
し
む
と
い
ふ
。
は
じ
め
て
功
徳
を
え
む
と
は
か
ら
は
ざ
れ
ば
自
然
と
い
ふ
也
。 

(

『
浄
真
全
二
』
六
八
七
頁
下
段) 

と
、「
自
然
」
の
注
釈
に
お
い
て
、
三
世
の
一
切
の
罪
が
善
に
転
じ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
後
に
、
さ
ら
に
「
転
ず
と
い
ふ
は
」
と
、

転
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
親
鸞
は
、
転
と
は
罪
が
善
に
転
ず
る
と
い
う
も
、
決
し
て
そ
の
罪
を
消
す
こ

と
な
く
失
う
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
善
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
川
で
あ
っ
て
も
一
度
海
に
入
れ
ば
全

て
潮
と
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
、
阿
弥
陀
如
来
の
功
徳
を
得
た
者
は
、
自
然
に
そ
の
功
徳
に
あ
や
か
っ
て
善
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
転
ず
る
と
い
う
と
、
裏
が
表
に
、
黒
が
白
に
な
る
よ
う
な
状
態
を
想
起
す
る
が
、
こ
の
『
唯
信
鈔
文
意
』
の
注
釈
か
ら
考
え

る
に
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
善
は
阿
弥
陀
如
来
を
根
拠
と
す
る
功
徳
で
あ
る
た
め
、
善
悪
と
い
う
二
項
対
立
と
し
て
の
も
の
で
は
な
い
。

親
鸞
は
善
を
、
善
悪
区
別
な
く
一
切
を
受
け
入
れ
て
し
ま
う
も
の
と
し
て
考
え
、
そ
の
受
け
入
れ
ら
れ
た
様
相
を
転
に
よ
っ
て
示
す

の
で
あ
る
。 

 

蓮
如
が
、
「
信
心
獲
得
の
御
文
」
に
お
い
て
、 

信
心
獲
得
す
と
い
ふ
は
第
十
八
の
願
を
こ
ゝ
ろ
う
る
な
り
。
こ
の
願
を
こ
ゝ
ろ
う
る
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
す
が
た

を
こ
ゝ
ろ
う
る
な
り
。
こ
の
ゆ
へ
に
南
無
と
帰
命
す
る
一
念
の
処
に
発
願
回
向
の
こ
ゝ
ろ
あ
る
べ
し
。
こ
れ
す
な
は
ち
弥
陀
如

来
の
凡
夫
に
回
向
し
ま
し
ま
す
こ
ゝ
ろ
な
り
。
こ
れ
を
『
大
経
』
に
は
「
令
諸
衆
生
功
徳
成
就
」
と
と
け
り
。
さ
れ
ば
無
始
已

来
つ
く
り
と
つ
く
る
悪
業
煩
悩
を
、
の
こ
る
と
こ
ろ
も
な
く
願
力
不
思
議
を
も
て
消
滅
す
る
い
は
れ
あ
る
が
ゆ
へ
に
、
正
定
聚

不
退
の
く
ら
い
に
住
す
と
な
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
う
と
い
へ
る
は
こ
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。 

（
『
真
聖
全
三
』
五
〇
二
頁
） 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
信
心
獲
得
と
は
、
一
切
衆
生
を
救
わ
ん
と
い
う
法
蔵
菩
薩
発
願
の
徳
と
そ
れ
を
回
向
せ
ん
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
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徳
を
心
得
る
こ
と
で
あ
り
、
仏
が
自
ら
の
功
徳
を
衆
生
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
衆
生
は
、
無
始
已
来
作
り
続

け
て
き
た
悪
業
煩
悩
を
消
滅
す
る
い
わ
れ
を
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
信
心
獲
得
し
て
す
ぐ
さ
ま
悪
業
煩
悩
が
消
滅
す
る
わ
け
で
は

な
い
、
し
か
し
只
今
に
お
い
て
そ
の
「
い
わ
れ
」
、
つ
ま
り
消
滅
す
る
筋
道
を
得
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
衆
生
は
悪
業

煩
悩
を
自
覚
し
、
な
お
か
つ
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
、
救
済
の
障
り
と
な
ら
な
い
正
定
聚
不
退
の
位
に
住
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 
小
結 

 

以
上
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
不
定
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
、
次
い
で
『
涅
槃
経
要
文
』
に
表
れ
る

不
定
の
思
想
の
特
徴
を
考
察
し
た
う
え
で
、
親
鸞
が
こ
の
教
説
を
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
思
想
に
踏
ま
え
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。 

そ
の
う
え
で
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
慈
悲
に
基
づ
く
菩
薩
の
活
動
内
容
と
そ
れ
に
よ
る
衆
生
の
業
の
転
変
を
、
和
讃
等
に
よ

っ
て
浄
土
思
想
と
連
関
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
衆
生
は
自
ら
の
力
に
よ
っ
て
罪
業
を
転
じ
て
地
獄
か
ら
脱
す
る
こ
と
な
ど
到

底
で
き
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
阿
弥
陀
仏
は
、
衆
生
済
度
の
た
め
に
法
蔵
菩
薩
と
な
り
、
地
獄
中
に
出
現
し
地
獄
を
現
場
と
し

て
活
動
す
る
。
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
は
、
や
が
て
地
獄
に
堕
ち
る
者
や
地
獄
に
堕
ち
る
は
ず
の
者
で
は
な
く
、
す
で
に
地
獄
に
堕
ち

て
い
る
者
、
当
に
地
獄
を
痛
感
し
て
い
る
者
に
こ
そ
感
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、 

い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。 

(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
五
四
頁) 

と
い
う
親
鸞
の
告
白
と
い
う
の
も
、
決
し
て
救
済
が
予
定
さ
れ
た
者
の
発
言
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
衆
生
を
救
済
す
る
こ

と
が
仏
教
の
本
領
で
あ
る
こ
と
を
『
涅
槃
経
要
文
』
は
教
示
し
、
そ
れ
は
親
鸞
に
と
っ
て
「
智
慧
の
念
仏
」
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現

し
う
る
事
柄
で
あ
っ
た
。 

本
章
で
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
を
主
と
し
て
不
定
の
思
想
を
確
か
め
て
い
っ
た
が
、
続
く
「
迦
葉
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菩
薩
品
」
抄
出
文
群
は
、
明
ら
か
に
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
抄
出
文
を
受
け
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
主
な
課
題
は
、
断
善
根
と
い
う
一
闡
提
の
救
済
で
あ
る
。
善
星
比
丘
と
い
え
ば
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
い
て
も
同

箇
所
の
文
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
後
の
文
脈
を
比
較
す
る
と
、『
教
行
信
証
』
と
は
異
な
る
意
図
に
よ
っ
て
抄
出
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
本
章
で
取
り
上
げ
た
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
と
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
を
一

闡
提
救
済
と
い
う
視
点
か
ら
連
結
し
て
考
察
し
た
と
き
、
初
め
て
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
と
い
う
見
解
を
離
れ
て
、『
涅
槃
経
要
文
』

独
自
の
思
想
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
次
章
に
お
い
て
続
け
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
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第
二
章
、
知
諸
根
力
に
お
け
る
断
善
根
の
救
済―

「
真
仏
土
巻
」
と
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
の
比
較
を
通
し
て―

 

 

緒
言 

 

『
教
行
信
証
』「
総
序
」
に
は
、「
世
雄
の
悲
、
正
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
む
と
欲
す6

0

」
と
、
仏
の
慈
悲
が
仏
教
に
背
く
存
在
で
あ
る

「
五
逆
罪
」「
誹
謗
正
法
」「
一
闡
提
」
す
ら
も
恵
み
救
わ
ん
と
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
三
機
の
内
一
闡
提
に
は
、

そ
の
語
に
「
断
善
根
」
「
信
不
具
」
「
極
欲
」
「
多
貪6

1

」
と
い
っ
た
意
味
が
存
在
し
、
さ
ら
に
『
涅
槃
経
』
の
「
一
切
大
衆
所
問
品
」

に
そ
の
意
味
を
尋
ね
る
と
、「
誹
謗
正
法
」「
無
慚
愧
」「
犯
四
重
」「
作
五
逆
」「
説
言
無
仏
法
僧
」
等
も
ま
た
一
闡
提
の
道
に
趣
向
す

る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り6

2

、
同
じ
一
闡
提
と
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
は
様
々
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
当
然
仏
の
救
済
対
象
は
一
切
衆
生
で
あ
る
た
め
、
そ
の
一
闡
提
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
仏
は
救

わ
ん
と
は
た
ら
き
か
け
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
で
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
一
闡
提
が
救
わ
れ
る
か
否
か
に
つ
い

て
で
は
な
く
、
仏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
一
闡
提
に
い
か
に
は
た
ら
き
か
け
る
の
か
と
い
う
慈
悲
の
内
容
、
あ
る
い
は
そ
の
慈
悲
を
被
っ
た

一
闡
提
が
ど
の
よ
う
に
仏
教
に
帰
依
し
て
い
く
の
か
と
い
う
過
程
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

例
え
ば
「
信
巻
」
に
お
い
て
、
逆
謗
闡
提
の
救
済
を
親
鸞
は
阿
闍
世
の
物
語
に
よ
っ
て
見
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
力
回
向
の
信

が
、
難
治
の
機
で
あ
る
無
信
の
一
闡
提
等
に
、
い
か
に
発
起
さ
れ
る
の
か
を
阿
闍
世
の
獲
信
過
程
に
よ
っ
て
確
か
め
る
と
い
う
思
索

で
あ
る
。
ま
た
『
高
僧
和
讃
』
「
善
導
讃6

3

」
に
お
け
る
「
闡
提
」
の
左
訓
に
は
、 

フ
チ
ホ
フ
ニ
ス
ヘ
テ
シ
ン
ナ
キ
ヲ
セ
ン
タ
イ
ト
イ
フ
ナ
リ
〔
仏
法
に
全
て
信
無
き
を
闡
提
と
言
う
な
り
〕 

(

『
真
蹟
三
』
二
三
四
頁) 

と
附
し
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
は
、 

無
信
の
人
は
一
闡
提
と
名
く
。 
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(

『
定
親
全
六
』
一
四
二
頁) 

と
抄
出
し
、
『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
、 

一
闡
は
信
に
名
く
、
提
は
不
具
に
名
く
。
不
具
信
の
故
に
一
闡
提
と
名
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
六
五
頁) 

と
、
一
闡
提
と
は
信
心
を
具
足
し
て
い
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
説
く
文
を
抄
出
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
一
闡
提
の
用
例
か
ら
、

親
鸞
が
一
闡
提
を
信
不
具
や
無
信
と
し
て
注
目
し
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
の
一
方
で
親
鸞
は
、
断
善
根
と
し
て
の
一
闡
提
に
も
注
目
し
て
い
る
。
仏
が
阿
闍
世
の
よ
う
な
信
不
具
足
を
救
済
す
る
た
め
の

は
た
ら
き
と
し
て
、
信
心
の
発
起
を
促
す
よ
う
に
、
断
善
根
を
問
題
と
す
る
場
合
、
仏
の
い
か
な
る
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
善
根
の
回

復
が
実
現
さ
れ
る
の
か
が
重
要
と
な
る
。
先
に
述
べ
る
よ
う
に
『
教
行
信
証
』「
真
仏
土
巻
」
に
抄
出
さ
れ
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
に
は
、

善
星
と
い
う
断
善
根
の
存
在
が
説
か
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
第
一
節
に
お
い
て
述
べ
て
い
く
が
、
善
星
と
は
善
根
が
断
た
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
き
な
が
ら
に
し
て
阿
鼻
地
獄
に
堕
し
た
一
闡
提
で
あ
る
。
そ
し
て
経
に
は
、
そ
の
よ
う
な
存
在
を
救
済
す
る
手
立
て

と
し
て
、
仏
十
力
の
一
つ
で
あ
る
知
諸
根
力
が
説
か
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
こ
の
経
文
の
一
部
を
読
み
替
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
救
済
方
法
が
独
自
的
に
了
解
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

ま
た
親
鸞
は
『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
い
て
も
断
善
根
に
関
す
る
文
を
抄
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
文
は
、「
真
仏
土
巻
」
と
同
一

箇
所
が
抄
出
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
の
前
後
に
は
、
全
く
違
う
経
文
が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
読
解
し
た
と
き
、
自
ず
と

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
文
脈
が
生
じ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
親
鸞
が
同
一
の
文
を
二
つ
の
視
点
で
読
み
解
こ
う
と
し
た
痕
跡
と

も
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ら
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
の
違
い
を
比
較
し
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
に
提
示
さ
れ
な
か
っ

た
親
鸞
に
お
け
る
断
善
根
の
理
解
が
浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

よ
っ
て
本
章
で
は
、
ま
ず
善
星
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を
『
涅
槃
経
』
に
尋
ね
、
「
真
仏
土
巻
」
と
『
涅
槃
経
要
文
』

そ
れ
ぞ
れ
の
文
を
読
解
し
、
親
鸞
が
断
善
根
と
し
て
の
一
闡
提
に
注
目
し
た
目
的
を
確
認
し
、
善
根
が
断
た
れ
た
者
に
再
び
善
が
生
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じ
る
過
程
に
注
目
す
る
こ
と
で
一
体
何
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
を
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
か
ら
重
層
的
に
考
察
し
て
い
く
。 

 

第
一
節
、
善
星
と
は 

 

先
に
述
べ
た
通
り
、
親
鸞
が
断
善
根
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
る
箇
所
は
、
『
教
行
信
証
』
「
真
仏
土
巻
」
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
二

箇
所
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
抄
出
さ
れ
る
文
は
『
涅
槃
経
』「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
同
箇
所
の
文
で
あ
り
、
断
善
根
と
し
て
示

さ
れ
る
存
在
は
善
星
と
い
う
比
丘
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
親
鸞
の
断
善
根
理
解
を
考
察
し
て
い
く
前
段
階
と
し
て
、
こ
の
善
星
が
ど

の
よ
う
な
過
程
を
経
て
一
闡
提
と
な
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。 

ま
ず
「
迦
葉
菩
薩
品
」
は
、 

迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
、
如
来
は
一
切
衆
生
を
憐
愍
し
た
ま
う
。
不
調
を
能
く
調
え
不
浄
を
能
く
浄
め
、

帰
依
無
き
者
に
能
く
帰
依
と
作
り
、
未
だ
解
脱
せ
ざ
る
者
を
能
く
解
脱
せ
し
む
。
八
自
在
を
得
、
大
医
師
と
な
り
大
薬
王
と
な

る
。
善
星
比
丘
は
是
れ
仏
の
菩
薩
の
時
の
子
な
り
。
出
家
の
後
、
十
二
部
経
を
受
持
し
読
誦
し
分
別
し
解
説
し
、
欲
界
の
結
を

壊
し
て
四
禅
を
獲
得
す
。
云
何
が
如
来
、
善
星
は
是
れ
一
闡
提
厮
下
の
人
に
し
て
、
地
獄
に
劫
住
し
治
す
べ
か
ら
ざ
る
人
な
り

と
記
説
し
た
ま
う
や
。
如
来
何
が
故
に
先
に
其
が
為
に
正
法
を
演
説
し
、
後
に
菩
薩
の
為
に
し
た
ま
わ
ざ
る
や
。
如
来
世
尊
、

若
し
善
星
比
丘
を
救
う
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
云
何
ぞ
大
慈
愍
有
り
、
大
方
便
有
り
と
名
づ
く
る
こ
と
を
得
ん
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
〇
頁b

 

八
〇
六
頁c

) 

と
い
う
迦
葉
菩
薩
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
釈
尊
は
一
切
衆
生
を
憐
愍
し
解
脱
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て

善
星
比
丘
は
救
わ
れ
ざ
る
一
闡
提
で
あ
り
地
獄
に
住
ま
り
続
け
る
と
記
説
し
た
の
か
。
も
し
釈
尊
が
善
星
比
丘
を
救
う
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
果
た
し
て
優
れ
た
慈
悲
の
心
、
優
れ
た
救
済
の
手
立
て
を
具
え
た
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
と
問
う
。
こ
の
問
い
に
対

し
釈
尊
は
様
々
な
喩
え
を
も
っ
て
一
闡
提
が
ど
う
し
て
救
わ
れ
難
き
存
在
で
あ
る
の
か
、
ま
た
仏
心
と
い
う
の
は
、
菩
薩
・
声
聞
・
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一
闡
提
の
三
者
に
対
し
て
平
等
で
あ
り
偏
り
の
心
を
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
答
え
、 

善
男
子
、
大
師
子
の
香
象
を
殺
す
時
、
皆
其
の
力
を
尽
し
、
兎
を
殺
す
も
亦
爾
な
り
。
軽
想
を
生
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
諸
仏
如

来
も
亦
復
是
の
如
し
。
諸
菩
薩
及
び
一
闡
提
の
為
に
法
を
演
説
す
る
時
、
功
用
に
二
無
し
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
一
頁a

 

八
〇
七
頁a

) 

と
、
象
を
狩
る
時
に
全
力
を
尽
く
す
獅
子
が
、
た
と
え
兎
を
狩
る
時
で
あ
っ
て
も
全
力
を
も
っ
て
す
る
よ
う
に
、
諸
仏
如
来
は
菩
薩

で
あ
っ
て
も
一
闡
提
で
あ
っ
て
も
法
を
演
説
す
る
時
、
そ
の
功
用
に
異
な
り
は
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
釈
尊
の
慈
悲
は
一

切
に
平
等
で
あ
り
、
善
星
へ
の
記
説
と
い
う
の
も
仏
心
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

 

次
い
で
釈
尊
は
、
善
星
が
地
獄
に
堕
ち
る
所
以
を
説
い
て
い
く
。
経
に
よ
る
と
善
星
比
丘
は
、 

 

善
男
子
、
我
一
時
に
お
い
て
善
星
比
丘
と
王
舎
城
に
住
す
。
爾
の
時
に
城
中
に
一
の
尼
乾
有
り
、
名
を
苦
得
と
曰
う
。
常
に

是
の
言
を
作
さ
く
、
衆
生
の
煩
悩
は
因
無
く
縁
無
し
。
衆
生
の
解
脱
も
亦
因
縁
無
し
。(

中
略) 

善
男
子
、
善
星
比
丘
は
復
十
二

部
経
を
読
誦
し
、
四
禅
を
獲
得
す
る
と
雖
も
、
乃
至
、
一
偈
一
句
一
字
の
義
を
解
せ
ず
。
悪
友
に
親
近
し
て
四
禅
を
退
失
す
。

四
禅
を
失
し
已
り
て
悪
邪
の
見
を
生
じ
て
是
の
如
き
の
説
を
作
さ
く
。
仏
無
く
法
無
く
涅
槃
有
る
こ
と
無
し
。(

中
略)

善
星
比

丘
復
是
の
言
を
作
す
。
如
来
復
我
が
為
に
法
を
説
く
と
雖
も
。
而
も
我
真
実
に
因
果
無
し
と
言
う
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
一
頁c

 

八
〇
七
頁b

) 

釈
尊
は
善
星
比
丘
と
問
答
を
し
、
真
実
の
法
を
説
く
が
、
善
星
比
丘
は
そ
の
法
を
信
ず
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
善
星
比
丘
は
十
二
部

経
を
読
誦
し
、
四
禅
を
獲
得
し
て
い
た
が
、
教
説
の
一
偈
一
句
一
字
さ
え
、
そ
の
義
を
解
す
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
ま
つ
さ
え
尼
乾
苦

得
に
親
し
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
外
道
の
法
を
信
じ
四
禅
を
失
い
、
仏
教
を
否
定
す
る
言
説
を
な
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、 

爾
の
時
に
如
来
、
即
ち
迦
葉
と
善
星
が
所
へ
往
き
た
ま
う
。
善
星
比
丘
遙
に
如
来
を
見
、
見
已
り
て
即
ち
悪
邪
の
心
を
生
ず
。

悪
心
を
以
て
の
故
に
生
身
陷
入
し
て
阿
鼻
獄
に
堕
す
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
一
頁c

 

八
〇
八
頁a

) 
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と
、
釈
尊
に
対
し
て
悪
心
を
生
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
阿
鼻
地
獄
に
生
き
な
が
ら
に
し
て
陷
入
し
て
し
ま
う6

4

。
ま
た
善
星
は
、 

其
の
因
無
く
、
果
無
く
作
業
有
る
こ
と
無
し
と
宣
説
す
る
を
以
て
、
爾
れ
ば
乃
ち
彼
は
永
く
善
根
を
断
ぜ
り
、
是
れ
一
闡
提
厮

下
の
人
な
り
、
地
獄
に
劫
住
す
と
記
せ
り
。 

 
(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
二
頁a

 

八
〇
八
頁b

) 

と
、
悪
友
の
教
え
に
従
っ
て
無
因
無
果
を
説
き
、
作
業
を
否
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
善
根
を
断
じ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
釈
尊
は
、

「
善
星
は
是
れ
一
闡
提
厮
下
の
人
に
し
て
、
地
獄
に
劫
住
し
治
す
べ
か
ら
ざ
る
人
な
り
」
と
記
説
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
展
開
か
ら
、
善
星
が
悪
友
へ
の
信
順
、
仏
教
の
否
定
な
ど
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
し
た
一
闡
提
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
断
善

根
の
存
在
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
迦
葉
菩
薩
品
」
で
は
、
冒
頭
の
迦
葉
菩
薩
の
問
い
に
よ
っ
て
仏
の
慈
悲
を

問
い
、
さ
ら
に
善
星
の
善
根
を
断
ず
る
過
程
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
善
根
の
性
質
と
そ
の
存
在
に
対
し
て
は
た
ら
く

仏
の
慈
悲
が
明
確
と
な
っ
て
い
く
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
、 

世
尊
一
切
衆
生
に
三
種
の
善
有
り
、
過
去
な
り
未
来
な
り
現
在
な
り
。
一
闡
提
の
輩
も
亦
未
来
の
善
法
を
断
ず
る
こ
と
能
わ

ず
。
云
何
ぞ
説
き
て
諸
の
善
法
を
断
ず
る
を
一
闡
提
と
名
づ
く
と
言
う
や
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
二
頁b

 

八
〇
九
頁a

) 

と
い
う
迦
葉
菩
薩
の
問
い
に
よ
っ
て
、
断
善
根
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
い
う
の
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
き
、
こ
の
問
答
を
通
し

て
、
生
善
が
過
去
・
未
来
・
現
在
の
三
世
に
お
い
て
断
た
れ
て
し
ま
う
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
時
間
論
へ
と
教
説
は
展
開
し
て
い
く
。 

善
男
子
、
断
に
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
現
在
滅
な
り
。
二
つ
に
は
現
在
、
未
来
を
障
う
る
な
り
。
一
闡
提
の
輩
は
二
断
を
具

足
す
。
是
の
故
に
我
、
諸
の
善
根
を
断
ず
と
言
う
。(
中
略)

是
の
故
に
名
づ
け
て
救
済
す
べ
か
ら
ず
と
為
す
。
仏
性
の
因
縁
を

以
て
せ
ば
、
則
ち
救
う
こ
と
を
得
べ
し
。
仏
性
は
過
去
に
非
ず
、
未
来
に
非
ず
、
現
在
に
非
ず
。
是
の
故
に
仏
性
を
断
ず
る
こ

と
を
得
べ
か
ら
ず
。 

 
(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
一
頁a

 

八
〇
八
頁c

) 
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釈
尊
は
、
断
に
は
、
現
在
に
善
を
滅
す
る
断
と
、
未
来
に
起
こ
る
善
を
現
在
に
お
い
て
さ
え
ぎ
る
断
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
断
と
は

過
去
現
在
の
善
を
断
じ
、
未
来
の
善
ま
で
も
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
に
作
る
罪
悪
に
よ
っ
て
、
未
来
に
作
っ
た
善
す
ら

も
妨
害
し
、
苦
し
み
か
ら
抜
け
出
す
可
能
性
を
断
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
善
根
は
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
と
説

く
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
存
在
も
仏
性
の
因
縁
に
よ
っ
て
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
仏
性
は
過
去
・
未
来
・

現
在
と
い
う
生
滅
に
し
て
無
常
の
時
間
軸
に
左
右
さ
れ
な
い
虚
空
に
し
て
常
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
涅
槃
経
』

で
は
、
善
根
の
断
じ
た
一
闡
提
の
救
済
の
解
決
を
、
仏
性
の
常
住
性
、
延
い
て
は
「
仏
性
未
来
」
に
よ
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

の
で
あ
る
。 

 

第
二
節
、
「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
知
諸
根
力
理
解 

  

以
上
の
展
開
に
続
く
箇
所
が
、「
真
仏
土
巻
」
所
引
の
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
文
で
あ
る
。
そ
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
と
「
真
仏
土
巻
」

で
は
、
ま
ず
、 

迦
葉
菩
薩
言
は
く
、
世
尊
、
仏
性
は
常
な
り
。
猶
虚
空
の
如
し
。
何
ガ
故
ぞ
、
如
来
説
キ
て
未
来
と
言
ふ
や
と
。
如
来
、
若

し
一
闡
提
の
輩
善
法
無
シ
と
言
ワ
ば
、
一
闡
提
の
輩
、
其
れ
同
学
・
同
師
・
父
母
・
親
族
・
妻
子
に
お
い
て
、
豈
に
当
に
愛
念

の
心
を
生
せ
ざ
る
べ
き
や
。
若
し
其
れ
生
ぜ
ば
、
是
れ
善
に
非
ず
や
と
。 

(

『
翻
刻
』
四
一
四
頁) 

と
、
「
仏
性
が
過
去
・
未
来
・
現
在
に
非
ざ
る
虚
空
の
も
の
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
仏
性
を
未
来
と
言
っ
た
の
か
」
、
ま
た
「
一
闡
提
に

は
善
法
が
具
わ
っ
て
い
な
い
と
言
う
が
、
家
族
等
の
人
々
に
対
し
て
愛
念
の
心
を
生
ず
る
こ
と
は
、
善
で
は
な
い
の
か
」
と
い
う
迦

葉
菩
薩
の
二
つ
の
問
い
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
は
、 

仏
性
は
猶
虚
空
の
如
し
。
過
去
に
非
ず
、
未
来
に
非
ず
、
現
在
に
非
ず
。
一
切
衆
生
に
三
種
の
身
有
り
、
謂
所
過
去
・
未
来
・
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現
在
な
り
。
衆
生
、
未
来
に
荘
厳
清
浄
の
身
を
具
足
し
て
、
仏
性
を
見
ル
こ
と
を
得
む
。
是
の
故
に
我
仏
性
未
来
と
言
へ
り
。 

(

『
翻
刻
』
四
一
五
頁) 

と
、
衆
生
の
身
を
過
去
・
未
来
・
現
在
に
分
類
し
た
と
き
、
過
去
と
現
在
の
身
は
、
す
で
に
生
じ
た
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
実

で
あ
る
が
、
未
来
の
身
は
未
だ
生
ぜ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
仏
性
を
現
在
ま
で
に
見
ざ
る
衆
生
で
あ
っ
て
も
未
来
に
お
い
て
清

浄
の
身
を
具
え
て
仏
性
を
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
仏
性
未
来
を
説
く
の
で
あ
る
。
ま
た
一
闡
提
の
作
善
に
つ

い
て
の
問
い
に
関
し
て
は
、
仮
に
一
闡
提
が
愛
念
の
心
を
起
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
善
業
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
何
故
な
ら
一
闡

提
の
作
る
業
は
全
て
邪
業
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
因
果
を
求
め
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
先
の
展
開
に
お
い
て
、
善
星
が
地

獄
に
堕
し
た
要
因
は
、
因
果
と
作
業
の
否
定
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
外
道
の
教
え
を
信
ず
る
邪
見
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
業
と
い
う

も
、
邪
業
と
い
う
他
な
い
の
で
あ
る
。 

未
来
と
い
う
可
能
性
を
示
し
つ
つ
も
一
切
の
作
り
た
る
業
が
全
て
邪
業
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
一
闡
提
は
い
か
に
し
て
善
法
を
生
ず

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
真
仏
土
巻
」
に
は
続
い
て
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
仏
の
知
諸
根
力
が
説
か
れ
る
箇
所
を
抄
出
し

て
い
る
。 

又
言
は
く
、
善
男
子
、
如
来
は
知
諸
根
力
を
具
足
し
た
ま
へ
り
。
是
の
故
に
善
く
衆
生
の
上
・
中
・
下
の
根
を
解
り
分
別
し
て
、

能
く
是
の
人
を
知
ロ
し
め
し
て
下
を
転
じ
て
中
と
作
す
、
能
く
是
の
人
を
知
ロ
し
め
し
て
中
を
転
じ
て
上
と
作
す
、
能
く
是
の

人
を
知
ロ
シ
メ
シ
て
上
を
転
ジ
て
中
と
作
す
、
能
く
是
の
人
を
知
ロ
シ
メ
し
て
中
を
転
ジ
て
下
と
作
す
。 

(

『
翻
刻
』
四
一
七
頁) 

知
諸
根
力
と
は
、
仏
が
具
足
す
る
十
力
の
一
つ
で
あ
り
、
衆
生
の
根
性
の
上
中
下
の
優
劣
を
分
別
し
、
そ
の
根
性
が
定
ま
る
こ
と
な

く
転
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
力
で
あ
る
。
根
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
下
が
中
に
そ
し
て
上
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
逆
に
上
が
転
じ
て
中
や
下
と
な
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
闡
提
と
は
、
固
定
さ
れ
た
存

在
を
い
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
移
り
変
わ
る
一
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
仮
に
現
在
一
闡
提
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
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定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
状
態
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、 

衆
生
の
根
性
に
決
定
有
ル
こ
と
無
し
。
定
無
キ
を
以
テ
の
故
に
、
或
は
善
根
を
断
ず
、
断
じ
已
リ
て
還
て
生
ず
。 

(

『
翻
刻
』
四
一
七
頁) 

と
、
衆
生
の
根
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
、
具
え
て
い
た
善
根
を
断
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
逆
に
断
じ
た
善
根
が
再
び

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
と
説
く
。
仏
の
知
諸
根
力
と
は
、
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
根
性
に
ど
の
よ
う
に
は
た
ら
け
ば
回
復
の
方

向
へ
と
転
じ
て
い
く
の
か
を
知
っ
た
上
で
、
そ
の
対
象
に
応
じ
た
法
を
説
く
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
何
故
仏
は
、
い
ず
れ
善
根
を
断
ず
る
善
星
の
出
家
を
聴
し
た
の
か
と
迦
葉
菩
薩
は
問
う
。
そ
の
答

え
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
善
星
は
、
仏
が
か
つ
て
太
子6

5

だ
っ
た
頃
の
子
で
あ
る
た
め
、
も
し
そ
の
出
家
を
聴
さ
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
善
星
は
王
位
を
継
ぎ
、
そ
の
権
力
に
よ
っ
て
仏
法
を
破
壊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
因
縁
を
知
っ
て
い
た
た

め
に
仏
は
出
家
を
聴
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
善
星
が
も
し
出
家
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
因
縁
に
よ
っ
て
善
根
を
断
ず
る
こ
と
と

な
り
、
無
量
世
に
お
い
て
利
益
を
得
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
善
星
は
出
家
し
て
も
、
そ
の
後
に
善
根
を
断
じ
て
し

ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
現
在
は
地
獄
に
劫
住
す
る
善
星
で
あ
る
が
、
出
家
時
に
作
っ
た
善
因
に
よ
っ
て
終
に
は
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
を
得
る
ま
で
に
至
る
の
で
あ
る
。
仏
は
知
諸
根
力
に
よ
っ
て
善
星
の
根
性
が
下
へ
と
転
じ
、
や
が
て
上
へ
と
回
復
す
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
出
家
を
聴
し
た
の
で
あ
る
。
『
涅
槃
経
』
「
迦
葉
菩
薩
品
」
冒
頭
の
「
善
星
は
是
れ
一
闡
提
厮
下
の
人
に

し
て
、
地
獄
に
劫
住
し
治
す
べ
か
ら
ざ
る
人
な
り
」
と
い
う
の
も
、
善
星
に
対
す
る
見
放
し
の
言
葉
で
は
な
く
、
仏
力
よ
り
生
じ
た

言
説
で
あ
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
そ
の
知
諸
根
力
の
力
用
を
確
か
め
た
上
で
、
仏
が
人
や
意
や
時
に
随
っ
て
法
を
説
く
こ
と
が
示

さ
れ
、
続
く
抄
出
文
に
お
い
て
は
、
国
土
・
時
節
・
他
語
・
人
・
衆
根
に
応
ず
る
た
め
に
、
一
法
の
中
に
無
量
の
名
と
義
が
説
か
れ

て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

以
上
「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
知
諸
根
力
の
理
解
を
簡
単
で
は
あ
る
が
確
認
し
た
。
特
に
注
意
す
る
べ
き
点
は
、
知
諸
根
力
と
は
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本
来
衆
生
の
根
性
を
知
る
力
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
鸞
は
経
文
が
本
来
、 

能
く
是
の
人
の
下
を
転
じ
て
中
と
作
す
を
知
り 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
二c

 

八
〇
九
頁a

) 

と
読
ま
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、 

能
く
是
の
人
を
知
ロ
し
め
し
て
下
を
転
じ
て
中
と
作
す 

(

『
翻
刻
』
四
一
七
頁) 

と
読
み
、
そ
の
力
の
内
容
を
「
転
じ
て
作
す
こ
と
を
知
る
」
こ
と
か
ら
、「
知
っ
て
転
じ
て
作
す
」
と
い
う
衆
生
の
根
性
を
転
じ
て
作

す
力
へ
と
変
化
さ
せ
て
い
る6

6

。
本
来
「
転
作
」
は
、
衆
生
の
行
為
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
転
ず
る
力
が
常
に
仏
の
側
に
あ
る
と
い
う

の
は
、
「
海
釈
」
に
て
「
逆
謗
闡
提
」
の
転
成
を
念
仏
に
見
て
い
く
親
鸞
の
思
索
と
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
、
「
真
仏
土
巻
」
に
お

け
る
親
鸞
の
読
み
替
え
は
、
一
闡
提
は
本
願
に
よ
っ
て
の
み
救
済
さ
れ
得
る
と
い
う
一
貫
し
た
視
座
の
下
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
こ
の
読
み
替
え
を
前
提
と
し
て
後
の
経
文
を
読
ん
で
い
く
と
、
転
ず
る
主
語
が
変
化
し
、
善
星
が
出
家
の
功
徳
に
よ
っ
て

菩
提
を
得
て
い
く
過
程
で
は
な
く
、
堕
地
獄
の
一
闡
提
が
不
定
の
思
想
を
根
底
に
、
阿
弥
陀
仏
の
他
力
に
よ
っ
て
根
性
を
転
じ
、
善

根
が
生
じ
て
救
済
さ
れ
て
い
く
と
い
う
結
果
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
善

星
で
は
な
く
仏
力
や
仏
性
の
問
題
、
出
家
の
機
で
は
な
く
根
性
を
転
ず
る
法
の
問
題
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
こ
う

い
っ
た
法
へ
の
重
視
は
、「
真
仏
土
巻
」
が
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
す
る
浄
土
を
顕
か
に
す
る
と
い
う
目
的
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
よ
う6

7

。 

な
ら
ば
親
鸞
が
、
断
善
根
と
し
て
の
一
闡
提
に
注
目
し
た
理
由
と
い
う
の
は
特
に
注
目
す
べ
き
点
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
項

目
で
は
『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
知
諸
根
力
の
理
解
を
確
認
し
て
再
度
検
証
を
試
み
て
い
く
。 
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第
三
節
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
知
諸
根
力
理
解 

  

緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
「
真
仏
土
巻
」
と
同
じ
く
善
星
に
関
す
る
同
一
箇
所
の
文
が
抄
出
さ
れ
て
い
く
。

今
改
め
て
そ
の
文
を
確
認
す
る
と
、「
迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
、
如
来
は
知
諸
根
力
を
具
足
し
て
」
か
ら
「
如
来
知
諸

根
力
と
名
け
た
て
ま
つ
る
。
乃
至
」
ま
で
が
同
一
箇
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
返
り
点
や
訓
点
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
た
め
、
全

く
同
じ
解
釈
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
き
な
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
細
や
か
な
違
い
に
は
触
れ
ず
、
そ
の
展
開
の

違
い
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

 

『
涅
槃
経
要
文
』
と
「
真
仏
土
巻
」
の
知
諸
根
力
の
理
解
の
違
い
と
し
て
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
知
諸
根
力
に
お
け
る
「
知
・

転
・
作
」
と
い
う
根
性
へ
の
は
た
ら
き
が
示
さ
れ
る
文
の
有
無
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
こ
の
文
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
前

節
に
お
い
て
少
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
当
文
が
抄
出
さ
れ
て
い
な
い
。
本
節
の
目
的
は
、
二
者
の
抄

出
文
に
同
箇
所
の
文
が
存
在
し
つ
つ
も
、
そ
の
前
後
の
文
の
違
い
に
注
目
し
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
の
で
、「
知
っ
て
転
じ
て

作
す
」
と
い
う
「
真
仏
土
巻
」
の
見
解
は
採
用
せ
ず
、「
転
じ
て
作
す
こ
と
を
知
る
」
と
い
う
、
転
ず
る
機
を
衆
生
に
見
て
い
く
と
い

う
『
涅
槃
経
』
本
来
の
教
説
を
採
用
し
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
今
一
度
こ
の
文
を
確
認
す
る
と
、
仏
は
知
諸
根
力
に
よ
っ
て
、

衆
生
の
上
中
下
と
い
っ
た
根
性
の
差
別
を
知
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
根
に
応
じ
た
善
因
を
作
る
き
っ
か
け
を
与
え
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
善
星
の
場
合
は
、
出
家
を
聴
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
善
星
は
、 

能
く
戒
を
受
持
し
て
、
耆
舊
・
長
宿
・
有
徳
の
人
を
供
養
し
恭
敬
せ
む
。
初
禅
乃
至
四
禅
を
修
習
せ
む
。
是
を
善
因
ト
名
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
〇
頁) 

と
、
出
家
時
に
お
い
て
以
上
の
善
因
を
作
る
こ
と
が
で
き
、 

是
の
如
の
善
因
、
能
く
善
法
を
生
ぜ
む
。
善
法
既
に
生
ぜ
は
、
能
く
道
を
修
習
せ
む
。
既
に
道
を
修
習
せ
ば
、
当
に
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
を
得
べ
し
。 
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(

『
定
親
全
六
』
一
八
〇
頁) 

と
、
そ
の
善
因
が
善
法
を
生
じ
さ
せ
道
を
修
習
し
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
あ
く
ま

で
善
星
に
対
す
る
知
諸
根
力
の
作
用
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
力
に
よ
っ
て
知
る
対
象
と
さ
れ
て
い
る
上
中
下
の
根
性
と
は
、
経
文
を
見

る
限
り
何
か
特
定
の
も
の
を
指
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
根
性
が
転
じ
る
こ
と
を
段
階
的
に
表
す
た
め
に
仮
に
上
中

下
を
設
け
て
こ
の
よ
う
に
説
く
の
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
親
鸞
は
、
こ
の
文(

迦
葉
菩
薩
品
第
十
二
の
一)

に
続
け
て
同
品
で
は
あ
る
が
、
全
く
異
な
る
箇
所
の
文(

迦
葉
菩
薩
品
第
十

二
の
五)
を
抄
出
し
、
上
中
下
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指
示
す
る
も
の
か
を
定
義
し
て
い
く
。
以
下
は
そ
の
展
開
を
順
に
示
し
て
い
く
。『
涅

槃
経
要
文
』
で
は
続
い
て
、 

若
し
無
明
漏
を
説
く
、
是
を
無
始
無
終
と
名
く
。
無
明
よ
り
陰
入
界
等
を
生
ず
。
乃
至 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
一
頁) 

と
、
抄
出
し
て
い
る
。
無
明
煩
悩
に
は
始
ま
り
も
終
わ
り
も
無
く
、
こ
の
無
明
に
よ
っ
て
一
切
の
事
象(

陰
・
入
・
界)

が
生
じ
る
と

い
う
、
衆
生
の
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
が
無
明
煩
悩
に
基
づ
い
て
起
こ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
続
け
て 

先
づ
経
の
中
に
是
ノ
説
を
作
し
て
言
は
く
。
我
心
に
従
ふ
て
心
因
て
身
を
運
ふ
故
に
心
身
と
名
く

身
梵
天
の
辺
に
至
る6

8

。
乃
至 

迦
葉
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
、
一
切
衆
生
は
皆
煩
悩
よ
り
し
て
果
報
を
得
。
煩
悩
と
言
ふ
は
、
謂
所
悪
な
り
。

悪
よ
り
煩
悩
は
生
ず
る
所
な
り
。
煩
悩
亦
名
ケ
て
悪
と
す
。
是
の
如
き
煩
悩
に
則
チ
二
種
有
り
。
一
に
は
因
、
二
に
は
果
な
り
。

因
悪
な
る
が
故
に
果
悪
な
り
。
果
悪
な
る
が
故
に
子
も
悪
な
り
。
乃
至 

猶
毒
樹
の
如
し
。
其
の
子
毒
な
る
が
故
に
果
も
亦
是
毒

な
り
。
因
亦
衆
生
な
れ
ば
果
亦
衆
生
な
り
。
因
亦
煩
悩
な
れ
ば
果
亦
煩
悩
な
り
。
煩
悩
の
因
果
即
チ
是
衆
生
な
り
。
衆
生
即
チ

是
煩
悩
な
り
。
乃
至 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
一
頁) 

と
、
ま
ず
因
の
中
に
無
漏
の
果
報
が
収
め
ら
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
た
め
に
、
新
た
な
果
報
が
生
じ
る
こ
と
が
な
く
、
よ
っ
て
心
に
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従
っ
て
身
は
梵
天
の
辺
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
仏
の
因
果
が
説
か
れ
る
。
対
し
て
有
漏
の
衆
生
の
因
果
は
、
煩
悩
は
悪
で
あ

り
、
そ
の
煩
悩
の
因
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
果
も
ま
た
悪
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
悪
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
子(

果
に
よ
っ
て
生
じ
た
果)

も
悪
で
あ
る
と
い
う
、
煩
悩(

悪)→

悪(

果)→

悪(

子)

と
い
う
煩
悩
因
果
の
終
わ
る
こ
と
の
な
い
悪
の
不
断
が
説
か
れ
る
。
そ
し
て

こ
の
因
果
に
基
づ
い
て
果
報
を
得
る
衆
生
の
因
果
も
当
然
煩
悩
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
毒
樹
の
種
子
に
毒
が
あ
れ
ば
、
果
実
も

ま
た
毒
で
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
譬
え
、
迦
葉
菩
薩
は
終
に
「
衆
生
即
是
煩
悩
な
り
」
と
衆
生
の
存
在
自
体
が
煩
悩
そ
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
先
の
「
無
明
漏
を
説
て
、
是
を
無
始
無
終
と
名
く
」
と
併
せ
て
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
一
連
の
文
が
衆
生

の
い
か
に
生
死
を
脱
し
得
な
い
存
在
で
あ
る
か
を
説
示
し
、
加
え
て
そ
れ
は
善
因
の
生
じ
る
隙
が
な
い
因
果
論
を
構
築
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
の
文
を
抄
出
し
、
上
中
下
そ
れ
ぞ
れ
の
根
性
の
内
容
を
示
す
。 

是
の
如
の
業
は
、
定
受
報
の
処
有
。
十
悪
の
法
の
如
き
は
定
で
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
に
在
り
。
十
善
の
業
は
定
で
人
・
天
に
在

り
。
十
不
善
法
に
上
・
中
・
下
有
り
。
上
の
因
縁
の
故
に
地
獄
の
身
を
受
く
。
中
の
因
縁
の
故
に
畜
身
を
受
く
。
下
の
因
縁
の

故
に
餓
鬼
の
身
を
受
ク
る
な
り
。
人
業
は
十
善
に
復
四
種
有
り
。
一
に
は
下
、
二
に
は
中
、
三
に
は
上
、
四
に
は
上
上
な
り
。

下
の
因
縁
の
故
に
欝
単
越
に
生
ず
。
中
の
因
縁
の
故
に
弗
婆
提
に
生
ず
。
上
の
因
縁
の
故
に
瞿
陀
尼
に
生
ず
。
上
上
の
因
縁
の

故
に
閻
浮
提
に
生
ず
と
。
略
抄 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
二
頁) 

「
是
の
如
の
業
」
と
は
、
本
来
経
典
で
は
身
口
意
の
三
業
を
意
味
す
る
が
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
展
開
か
ら
考
え
る
に
「
煩
悩
の
因
果

即
是
衆
生
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
因
果
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
報
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
業
に
は
、
地
獄
・
餓

鬼
・
畜
生
の
三
悪
道
に
堕
ち
る
十
種
の
悪
の
法(

行
為)

と
人
・
天
に
生
ま
れ
る
十
種
の
善
の
業(

行
為)

が
あ
る
。
十
の
不
善
の
法
に

は
、
上
・
中
・
下
の
報
い
が
あ
り
、
上
の
不
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
地
獄
の
身
を
受
け
、
中
の
不
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
畜
身
を
受
け
、

下
の
不
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
餓
鬼
の
身
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
の
業(

行
為)

に
現
れ
る
十
の
善
の
報
い
に
は
下
・
中
・
上
・

上
上
の
四
つ
が
あ
る
。
下
の
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
欝
単
越
に
生
じ
、
中
の
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
弗
婆
提
に
生
じ
、
上
の
善
の
因
縁
に
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よ
っ
て
瞿
陀
尼
に
生
じ
、
上
上
の
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
閻
浮
提
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。
欝
單
越
・
弗
婆
提
・
瞿
陀
尼
・
閻
浮
提
と
は
、

須
弥
山
の
北
・
東
・
西
・
南
に
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
島
の
名
で
あ
る
。 

こ
の
文
を
知
諸
根
力
の
文
の
後
に
抄
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
は
こ
れ
ら
七
種
の
果
報
を
も
っ
て
上
中
下
の
根
性
を
示

し
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
不
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
報
い
が
三
悪
道
で
あ
る
こ
と

は
元
よ
り
、
善
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
報
い
が
、
何
れ
も
輪
廻
の
世
界
で
あ
る
欲
界(

須
弥
山)

を
出
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
衆
生
が
い
く
ら
自
ら
の
根
性
を
転
じ
て
も
、
そ
れ
が
菩
提
心
を
発
し
て
解
脱
に
向
か
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
『
涅
槃
経
要
文
』
に
見
え
る
親
鸞
の
知
諸
根
力
の
了
解
と
は
、
無
明
煩
悩
か
ら
離
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
衆
生
の
存
在
の
根
源
的
問
題
を
示
し
た
上
で
、
仏
の
、
善
・
不
善
を
問
わ
ず
、
自
ら
の
根
性
が
い
か
な
る
業
に
よ
っ
て
転
じ

て
も
、
そ
れ
が
迷
い
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
く
、
生
死
を
脱
し
て
救
わ
れ
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
と
い
う
、
衆
生
の
現
実
相
を
知
る

力
で
あ
る
と
読
解
し
て
い
け
る
の
で
あ
る
。 

 

第
四
節
、
断
善
根
の
救
済 

 

誰
し
も
が
、
善
星
の
よ
う
に
出
家
を
し
、
根
性
を
転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
「
迦

葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
の
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
お
い
て
説
か
れ
る
業
報
の
不
定
性
に
お
い
て
も
既
に
問
題

と
さ
れ
て
い
る
。 

善
男
子
、
智
者
ハ
善
根
深
く
固
く
し
て
動
じ
難
し
。
是
の
故
に
能
く
重
業
を
し
て
軽
に
な
ら
し
む
。
愚
痴
の
人
は
不
善
深
く

厚
く
し
て
、
能
く
軽
業
を
し
て
重
報
に
作
さ
し
む
。
是
の
義
を
以
テ
の
故
に
、
一
切
の
諸
業
ヲ
決
定
と
名
け
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

一
切
の
業
は
不
定
で
あ
る
た
め
、
智
者
は
善
根
を
も
っ
て
重
業
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
愚
痴
の
人
は
不
善
な
た
め
に
軽
業
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を
重
く
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
善
星
は
堕
地
獄
の
重
業
を
受
け
た
う
え
で
、
さ
ら
に
軽
く
転
じ
て
菩
提
を
発
す
ま

で
に
い
た
っ
た
智
者
の
側
に
い
る
と
い
え
る
。
な
ら
ば
重
報
を
受
け
て
し
ま
う
愚
痴
の
人
は
果
た
し
て
救
わ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
涅
槃
経
要
文
』
に
は
次
い
で
、
悪
業
を
作
っ
た
者
に
対
す
る
慈
悲
が
説
か
れ
て
い
る
文
が
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特
に

注
目
し
た
い
も
の
が
以
下
の
二
文
で
あ
る
。 

我
賢
劫
に
お
い
て
、
復
外
道
尼
乾
子
の
法
を
習
ひ
、
其
ノ
法
の
無
施
無
祠
を
信
受
す
れ
ば
無
施
祠
の
報
な
り
。
善
悪
の
業
無
け

れ
ば
、
無
善
悪
業
の
報
な
り
。
現
在
世
及
ビ
未
来
世
無
れ
ど
も
、
無
此
無
彼
、
聖
人
有
ル
こ
と
無
く
、
変
化
の
身
無
し
、
道
涅

槃
無
け
む
。
善
男
子
、
菩
薩
実
に
是
の
如
き
悪
業
無
け
れ
ど
も
、
但
衆
生
を
し
て
解
脱
得
め
む
か
為
に
、
大
願
力
を
以
て
是
の

邪
法
を
受
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
六
頁) 

是
の
賢
劫
の
中
に
復
辺
地
に
生
ジ
て
、
多
く
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
を
作
す
。
非
法
を
習
行
し
て
三
宝
と
後
世
の
果
報
を
信
ぜ
ず
。

父
母
・
親
老
・
耆
舊
・
長
宿
を
恭
敬
す
る
こ
と
能
は
ず
。
善
男
子
、
菩
薩
尒
の
時
に
、
実
に
是
の
業
無
れ
ど
も
、
衆
生
を
し
て

解
脱
を
得
し
め
む
か
為
の
故
に
、
大
願
力
を
以
て
し
て
其
の
中
に
生
ず
。6

9 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
五
頁) 

外
道
尼
乾
子
の
法
を
習
い
、
因
果
や
仏
や
仏
道
、
そ
し
て
涅
槃
を
否
定
す
る
と
い
う
悪
業
を
作
る
衆
生
が
い
た
な
ら
ば
、
菩
薩
は
邪

業
を
転
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の
衆
生
の
た
め
に
、
大
願
力
を
も
っ
て
あ
え
て
同
じ
く
こ
の
外
道
の
法
を
受
け
る
。
そ
し
て
そ
の

身
を
衆
生
と
共
に
し
な
が
ら
解
脱
を
得
せ
し
め
ん
と
は
た
ら
き
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
「
尼
乾
子
の
法
」
と
は
、
ジ
ャ
イ
ナ

教
信
者
が
説
く
法
を
意
味
し
、
こ
の
文
が
、
苦
得
と
善
星
の
関
係
を
想
定
し
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
第
一
節
を
確
認
す
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
上
で
、
次
に
引
用
し
た
文
に
説
か
れ
る
、「
非
法
を
習
行
し
て
父
母
・
親
老
・
耆
舊
・
長
宿
を
恭
敬
す
る
こ

と
能
は
」
ざ
る
衆
生
に
注
目
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
親
鸞
が
断
善
根
の
善
星
よ
り
も
さ
ら
に
救
わ
れ
難
き
存
在
、
す
で
に
第
三
節

で
確
認
し
た
、
善
星
に
と
っ
て
の
善
因
を
作
れ
な
か
っ
た
衆
生
を
想
定
し
た
上
で
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
へ
と
『
涅
槃
経
要
文
』
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を
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
抄
録
に
は
自
釈
が
な
い
。

よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
日
頃
の
学
び
の
中
で
、
大
切
と
な
る
経
文
を
断
片
的
に

抜
き
出
し
て
い
た
も
の
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
少
な
か
ら
ず
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
か
ら
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出

文
群
に
お
い
て
は
、
そ
の
思
想
に
一
貫
し
た
目
的
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 
再
び
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
展
開
を
追
っ
て
い
く
と
、
上
中
下
の
根
性
の
定
義
が
な
さ
れ
た
後
に
、 

善
男
子
、
善
欲
は
、
即
チ
是
れ
初
発
道
心
乃
至
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
根
本
な
り
。
我
欲
を
説
て
根
本
と
す
と
。
善
男
子
、

世
間
に
一
切
苦
悩
を
説
ク
に
愛
を
根
本
と
す
。
一
切
の
疹
病
に
宿
食
を
本
と
す
。
一
切
の
断
事
は
闘
諍
を
本
と
す
。
一
切
の
悪

事
は
虚
妄
を
本
と
す
る
が
如
し
。 

迦
葉
菩
薩
仏
に
白
し
て
言
く
。
世
尊
、
如
来
先
づ
此
の
経
の
中
に
お
い
て
、
一
切
善
法
を
説
キ
た
ま
ふ
に
、
不
放
逸
を
本
と

な
し
た
ま
へ
り
。
い
ま
し
欲
を
説
た
ま
ふ
。
是
の
義
云
何
ぞ
と
。 

仏
の
言
は
く
。
善
男
子
、
若
し
生
因
を
言
ふ
に
善
欲
是
れ
な
り
。
若
し
了
因
を
言
ふ
に
不
放
逸
是
な
り
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
二
頁) 

と
、
善
欲
こ
そ
が
無
上
菩
提
の
根
本
で
あ
る
と
説
く
。
重
ね
て
釈
尊
は
、
欲
を
根
本
と
す
る
と
い
う
の
は
、
菩
提
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
く
、
一
切
の
苦
悩
は
愛
欲
を
、
一
切
の
病
は
食
べ
過
ぎ
を
、
一
切
の
断
り
事
は
争
い
を
、
一
切
の
悪
事
は
嘘
偽
り
を
そ
れ
ぞ
れ

根
本
と
す
る
と
説
く
。
こ
れ
ら
善
欲
と
は
対
照
的
な
欲
望
は
、「
衆
生
即
是
煩
悩
」
と
ま
で
説
か
れ
る
存
在
に
と
っ
て
逃
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
い
ま
先
ん
じ
て
、
第
三
二
文
の
『
業
報
差
別
経
』
抄
出
文
を
見
る
と
、 

『
業
報
差
別
経
』
言
。 

復
十
業
有
り
。
能
く
衆
生
を
し
て
多
病
の
報
を
得
せ
し
む
。
十
に
は
宿
食
の
因
縁
未
だ
消
せ
ず
し
て
復
更
に
噉
す
る
。
何
等
ヲ

か
十
と
す
る
。
乃
至 

是
の
十
業
を
以
て
。
多
病
の
報
を
得
。 

(

『
定
親
全
』
一
八
三
頁) 
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と
説
か
れ
お
り
、
こ
こ
で
も
「
宿
食
」
と
「
病
」
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
宿
食
を
特
に
問
題
と
し
て
い

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
煩
悩
の
因
果
を
断
ず
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
の
様
相
を
さ
ら
に
他
経
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、「
復
更
に
噉
す
る
」
と
は
、
繰
り
返
し
貪
り
食
う
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
に
よ
り
衆
生
は
多
病
の
報

い
を
受
け
続
け
て
し
ま
う
と
い
う
、
足
る
を
知
ら
な
い
と
い
う
衆
生
の
愚
痴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る7

0

。
衆
生
の
因
果
は
煩
悩
で

あ
る
。
故
に
欲
望
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
業
報
差
別
経
』
抄
出
文
で
は
、
人
の
様
々
な
行
い
に
よ
っ
て
様
々

な
報
い
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
を
、
十
種
に
分
類
し
て
説
き
、『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
さ
ら
に
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
阿
修
羅
と
い

う
報
い
を
受
け
る
十
種
の
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
限
定
し
つ
つ
抄
出
し
て
い
く7

1

。
こ
れ
ら
四
悪
趣
の
問
題
も
「
師
子
吼
菩
薩

品
」
・
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
を
一
貫
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。 

続
け
て
経
に
は
、
迦
葉
菩
薩
の
問
い
に
よ
っ
て
、
菩
提
の
根
本
が
善
欲(

生
因)

と
不
放
逸(

了
因)

で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る7

2

。

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
展
開
に
お
い
て
、
善
因
が
生
じ
な
い
こ
と
が
衆
生
の
根
本
的
問
題
で
あ
る
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た

不
放
逸
を
、
端
的
に
善
心
を
修
習
す
る
事
柄
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
る
衆
生
は
、
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
反
対

の
放
逸
な
る
存
在
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
親
鸞
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
を
以
下
の
偈
文
で
締

め
く
く
る
と
共
に
、
こ
の
問
題
へ
の
解
決
を
示
し
て
い
く
。 

久
し
く
世
間
お
い
て
解
脱
を
得
た
り 

 
 

 
 

 

楽
む
で
生
死
に
処
す
る
こ
と
は
慈
悲
の
故
な
り 

天
身
及
ビ
人
身
を
現
ず
と
雖
も 

 
 

 
 

 
 

 

慈
悲
隨
逐
す
る
こ
と
犢
子
の
如
し 

如
来
は
即
ち
是
衆
生
の
母
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

慈
心
は
即
ち
是
れ
小
犢
子
な
り 

自
ら
衆
苦
を
受
く
る
こ
と
衆
生
を
念
ず
れ
ば
な
り 
悲
愍
し
念
ず
る
時
心
悔
ひ
ず 

衆
生
の
為
に
地
獄
に
処
す
と
雖
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

苦
想
及
ビ
悔
心
を
生
ぜ
ず 

一
切
衆
生
の
異
の
苦
を
受
く
る
は 

 
 

 
 

 
 

悉
く
是
れ
如
来
一
人
の
苦
な
り 

乃
至 

如
来
の
慈
は
是
大
法
聚
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

是
の
慈
は
亦
能
く
衆
生
を
度
し
た
ま
ふ 



66 

 

即
チ
是
無
上
の
真
解
脱
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解
脱
は
即
チ
是
れ
大
涅
槃
な
り
と 

已
上
略
出 

 
(

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁) 

こ
の
偈
文
は
、
『
涅
槃
経
』
「
迦
葉
菩
薩
品
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
仏
が
説
い
て
き
た
法
を
受
け
て
、
迦
葉
菩
薩
が
そ
の
徳
を
、
偈

を
も
っ
て
讃
嘆
す
る
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
本
来
七
十
二
句
か
ら
成
る
偈
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
内
十
六
句
を
抄
出
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
を
見
て
み
る
と
生
死
の
衆
生
と
受
苦
を
共
に
す
る
如
来
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
如
来
の
そ
の

活
動
を
支
え
る
も
の
が
慈
悲
の
心
で
あ
る
。
如
来
は
慈
悲
の
故
に
様
々
な
身
を
現
じ
て
衆
生
を
済
度
し
て
い
く
。
当
然
そ
れ
は
先
に

示
し
た
、
非
法
や
外
道
の
法
を
習
う
菩
薩
に
も
共
通
し
た
精
神
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
如
来
の
慈
悲
心
は
大
法
聚
で
あ
り
、
そ
の
は

た
ら
き
は
衆
生
を
し
て
真
の
解
脱
、
す
な
わ
ち
大
涅
槃
に
至
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
偈
文
の
展
開
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
通
り
、

も
し
衆
生
に
善
欲
が
全
く
欠
如
し
て
い
る
の
な
ら
ば
、
如
来
は
そ
の
衆
生
生
存
の
処
に
現
じ
て
自
ら
の
慈
悲
心
を
、
そ
の
ま
ま
衆
生

の
善
欲
と
し
て
能
動
さ
せ
涅
槃
に
至
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。 

 

第
五
節
、
断
善
根
注
目
の
意
図 

 

な
ら
ば
親
鸞
に
お
い
て
、
こ
の
善
欲
と
は
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ
は
、
親
鸞
思
想
に
と
っ
て
涅

槃
に
至
る
決
定
的
な
因
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
に
お
い
て 

大
信
心
は
則
ち
是
れ(

中
略)

証
大
涅
槃
の
真
因 

(

『
翻
刻
』
一
五
一
頁) 

涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す 

(

『
翻
刻
』
一
八
六
頁) 

と
、
簡
潔
明
瞭
に
涅
槃
の
因
が
信
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
断
善
根
救
済
の
因
が
信
心
だ
と
い
う
の
な
ら
ば
、
無
信
と
し
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て
の
一
闡
提
の
救
済
を
示
し
た
方
が
直
接
的
に
問
題
に
迫
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
よ
っ
て
本
節
で
は
、

親
鸞
が
断
善
根
に
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
意
図
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

断
善
根
と
無
信
を
比
べ
る
と
、
そ
の
範
囲
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
無
信
は
そ
の
名
の
通
り
、
信
心
を
具
え
て
い
な

い
存
在
を
指
し
て
い
う
が
、
断
善
根
の
場
合
は
対
象
が
善
根
で
あ
る
た
め
に
、
広
範
囲
に
そ
の
存
在
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
た
め
無
信
も
ま
た
断
善
根
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
時
に
仏
教
で
は
、
仏
の
説
い
た
教
を
総
称
し
て
八
万
四
千
の
法
門
と
形
容
す
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
教
法
が
衆
生
の
差
別
に
応
じ
て
数
多
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
菩
提
の
因
と
な

る
者
も
ま
た
、
衆
生
の
差
別
に
応
じ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
善
星
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
禅
定
が
善
因
と
な
っ
て
菩
提
を
得
る
衆
生

も
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
機
に
応
じ
て
救
済
内
容
が
変
容
し
て
い
く
こ
と
が
断
善
根
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
く
こ
と

が
知
諸
根
力
の
本
領
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
再
び
「
真
仏
土
巻
」
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
知
諸
根
力
理
解
を
考
え
て
み
る
と
、「
真
仏
土
巻
」
は
、
一
闡
提
を
救
わ
ん
と

す
る
仏
力
の
法
の
側
面
を
重
視
し
、『
涅
槃
経
要
文
』
は
仏
力
を
受
け
る
べ
き
救
わ
れ
ざ
る
機
の
側
面
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
二
者
が
同
一
の
文
を
抄
出
し
つ
つ
、
全
く
異
な
っ
た
展
開
を
し
て
い
く
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
機
法
の
視
点
の
違
い
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
の
知
諸
根
力
理
解
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

見
解
を
提
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
帰
着
点
を
同
じ
く
し
た
二
つ
の
視
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、

衆
生
の
因
果
関
係
が
煩
悩
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
し
、
徹
底
し
て
自
善
に
よ
っ
て
は
救
済
さ
れ
ざ
る
衆
生
の
実
体
を
検
証

し
て
ゆ
き
、
如
来
の
慈
悲
を
衆
生
の
善
因
と
し
て
涅
槃
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
親

鸞
思
想
へ
と
帰
還
さ
せ
る
と
善
因
と
は
信
心
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
断
善
根
救
済
の
範
囲
は
、
他
力
回
向
の
信
心

た
だ
一
つ
へ
と
照
準
が
定
ま
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
「
真
仏
土
巻
」
に
お
い
て
も
展
開
こ
そ
違
え
ど
、
そ
の
目
的
は
一
つ
で
あ
る
。
一
闡
提
の
作
業
は
い
ず
れ
も
邪
業
と
な
っ
て

し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
衆
生
の
根
性
の
不
定
を
説
き
、
か
つ
親
鸞
は
そ
の
根
性
の
転
成
を
仏
の
力
に
見
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
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の
一
闡
提
に
と
っ
て
善
根
と
は
仏
性
で
あ
り
、
そ
の
仏
性
と
は
単
に
「
仏
と
な
る
可
能
性
」
と
い
う
辞
書
的
理
解
に
留
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
仏
そ
の
も
の
あ
る
い
は
そ
の
は
た
ら
き
と
し
て
捉
え
て
い
く
。
特
に
そ
の
こ
と
が
顕
著
に
表
れ
て
い
く
箇
所
が
、
「
信
巻
」

「
信
楽
釈
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
涅
槃
経
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
文
に
よ
っ
て
、
仏
性
を
「
慈
悲
喜
捨
」
や
「
一
子
地
」
と
い
う

仏
菩
薩
の
慈
悲
の
は
た
ら
き
と
し
て
見
、
ま
た
「
大
信
心
」
と
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
仏
菩
薩
の
慈
悲
と
衆
生
の
信
心
獲
得

が
仏
性
に
お
い
て
不
二
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
「
信
楽
釈
」
で
は
続
け
て
「
迦
葉
菩
薩
品
」

の
文
を
抄
出
し
、 

或
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
説
く
、
信
心
を
因
と
す
。
是
菩
提
の
因
復
無
量
な
り
と
雖
も
、
若
し
信
心
を
説
け
ば
則
チ
已
に

摂
尽
シ
ぬ 

(

『
翻
刻
』
二
〇
〇
頁) 

と
、
無
量
に
あ
る
菩
提
の
因
の
中
で
、
信
心
一
つ
を
説
け
ば
全
て
こ
こ
に
摂
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
説
示
し
て
い
き
、
涅
槃
の
真
因
を

経
説
に
よ
っ
て
証
明
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

小
結 

 

以
上
、「
真
仏
土
巻
」
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
比
較
を
通
し
て
、
親
鸞
に
お
け
る
断
善
根
注
目
の
意
図
を
考
察
し
た
。
二
者
は
知
諸

根
力
の
捉
え
方
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
、「
真
仏
土
巻
」
で
は
転
ず
る
力
を
仏
力
に
見
出
し
、
断
善
根
救
済
の
要
因
を
阿
弥
陀
仏
の
他

力
に
見
た
。
対
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
は
、
い
か
に
自
ら
の
根
性
を
転
じ
よ
う
と
も
、
決
し
て
生
死
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
衆
生
の
現
実
相
を
確
か
め
て
い
る
。
さ
ら
に
両
者
共
に
善
星
を
断
善
根
と
し
て
示
し
て
い
る
が
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
善
星
は
、

あ
く
ま
で
も
出
家
時
に
お
い
て
「
戒
を
受
持
し
て
、
耆
舊
・
長
宿
・
有
徳
の
人
を
供
養
し
恭
敬
」
し
「
初
禅
乃
至
四
禅
を
修
習
」
し

た
こ
と
を
原
因
と
し
て
菩
提
を
得
た
存
在
で
あ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
対
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
善
星
を
示
し
つ
つ
も
「
父
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母
・
親
老
・
耆
舊
・
長
宿
を
恭
敬
す
る
こ
と
能
は
」
ざ
る
存
在
等
に
焦
点
を
当
て
て
展
開
し
て
い
き
、
終
に
は
そ
の
衆
生
が
自
力
で

は
救
わ
れ
ざ
る
を
経
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

こ
の
場
合
問
題
と
な
る
の
が
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
断
善
根
の
理
解
で
は
、
他
力
に
よ
っ
て
根
性
を
転
じ
て
い
く
衆
生
の
他
に
、

善
星
の
よ
う
な
出
家
を
し
て
終
に
は
菩
提
を
得
る
と
い
う
可
能
性
が
存
立
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
『
涅
槃
経
要
文
』
と
併
せ
て
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
断
善
根
に
と
っ
て
仏
の
慈
悲
以
外
に
菩
提
の
根
本
が
成
立
し
な
い
こ

と
が
鮮
明
に
な
り
、
そ
の
根
本
こ
そ
真
実
信
心
で
あ
る
こ
と
が
「
信
巻
」
に
お
い
て
証
明
さ
れ
て
い
く
。 

つ
ま
り
親
鸞
の
、
断
善
根
と
い
う
存
在
を
二
つ
の
視
点
に
よ
っ
て
確
か
め
る
と
い
う
思
索
は
、
一
切
衆
生
を
し
て
自
力
に
よ
る
救

済
の
不
可
能
を
自
覚
さ
せ
、
そ
の
自
覚
は
信
心
獲
得
の
他
に
自
ら
の
救
済
が
成
立
し
な
い
こ
と
へ
の
確
証
へ
と
誘
引
さ
せ
て
い
く
と

い
う
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
初
め
て
親
鸞
が
信
不
具
足
や
無
信
と
し
て
の
一
闡
提
に
注
目
す
る
理
由
が
明
ら
か
と

な
る
の
で
あ
る
。 

 

次
章
で
は
、
そ
の
涅
槃
の
真
因
を
信
心
に
見
定
め
る
『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
中
の
、
「
信
楽
釈
」
の
文
の
展
開
を
追
っ
て
考
察
し

て
い
く
。 
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第
三
章
、
「
信
楽
釈
」
か
ら
見
え
る
菩
薩
の
活
動
内
容―

『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
と
の
思
想
的
連
関
を
通
し
て―

 

 

緒
言 

  
第
一
章
・
第
二
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」・「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
は
、
そ
の
経
文
の

内
容
に
連
続
性
を
持
た
せ
つ
つ
、
業
力
と
知
諸
根
力
と
い
う
仏
力
に
焦
点
を
当
て
て
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
中
で

「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
お
い
て
は
、
業
力
に
よ
っ
て
衆
生
の
苦
悩
に
随
順
す
る
菩
薩
の
活
動
が
説
か
れ
、
そ
の
慈
悲
の
様
相
は
、
最

後
に
抄
出
さ
れ
る
偈
文
に
お
い
て
、
一
子
を
愛
念
す
る
父
母
の
心
境
に
例
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
迦
葉
菩
薩
品
」
で
は
知
諸
根
力
に
よ

っ
て
、
い
か
に
自
力
に
よ
っ
て
根
性
を
転
じ
よ
う
と
も
、
決
し
て
救
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
衆
生
の
現
実
相
が
明
ら
か
と
な
る
。
し
か

し
こ
の
事
実
は
、
仏
力
の
み
が
菩
提
の
因
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
、
そ
れ
は
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
他
力
回
向
の
信
心
こ
そ
が

そ
の
因
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
断
善
根
に
お
け
る
生
善
の
可
能
性
は
信
心
た
だ
一
つ
に
定
ま
り
、

一
闡
提
救
済
の
対
象
を
断
善
根
か
ら
信
不
具
足
へ
、
よ
り
具
体
的
な
も
の
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
『
涅
槃
経
要
文
』
を
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
と
見
る
見
解
か
ら
離
れ
て
、
独
立
し
た
思
想

が
提
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
箇
所
を
限
定
し
て
で
は
あ
る
が
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
先
の
見
解
と

対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
独
立
し
た
思
想
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
の
思
索
が
い
よ
い
よ
明
瞭
に
な
っ

て
い
く
。
独
立
と
は
決
し
て
孤
立
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
広
く
親
鸞
の
人
生
上
の
思
索
過
程
の
中
で
こ
れ
ら
の

文
が
ど
の
よ
う
な
関
心
の
下
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
か
が
読
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
『
教
行
信
証
』
と
の
思
想
的
連
関
も

可
能
と
な
っ
て
こ
よ
う
。 

本
章
か
ら
は
、
第
一
章
・
第
二
章
で
明
ら
か
と
な
っ
た
思
索
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
が
親
鸞
畢
生
の
書
で
あ
る
『
教
行
信
証
』
に
、

ど
の
よ
う
に
連
関
し
て
い
る
の
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 
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そ
し
て
そ
の
思
索
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
「
信
楽
釈
」
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
で
あ
る
。
本
論
に
入
る
前
に
先

ん
じ
て
、
「
信
楽
釈
」
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
関
連
性
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
先
学
の
研
究
を
示
す
と
、

三
明
智
彰(

以
下
三
明)

の
講
演
録
「
信
楽
と
仏
性―

「
教
行
信
証
」
信
楽
釈
に
お
け
る
「
涅
槃
経
」
の
文
の
意
義―

」
が
あ
げ
ら
れ

る
。
三
明
は
、
「
信
楽
釈
」
を
理
解
し
て
い
く
う
え
で
、
『
涅
槃
経
要
文
』
に
注
目
し
、
二
者
に
示
さ
れ
る
思
想
を
連
立
さ
せ
た
う
え

で
、 

『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
は
、
親
鸞
が
『
涅
槃
経
』
を
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
が
大
変
よ
く
窺
わ
れ
る
も
の
で
す
。

『
教
行
信
証
』
に
直
接
引
用
さ
れ
な
く
て
も
、
親
鸞
が
ど
の
よ
う
な
関
心
か
ら
『
涅
槃
経
』
を
読
ん
だ
か
と
い
う
こ
と
を
考
え

る
に
は
、
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
と
『
見
聞
集
』
の
中
の
『
涅
槃
経
』
を
外
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
要
点
を
絞
っ
て
い
え
ば
、

迷
い
の
境
界
に
処
し
て
生
き
る
菩
薩
の
す
が
た
を
明
確
に
し
て
行
く
こ
と
に
親
鸞
の
課
題
が
あ
っ
た
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
六
十
六
号 

七
十
七
頁) 

と
、
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
へ
の
関
心
事
に
つ
い
て
、「
迷
い
の
境
界
に
処
し
て
生
き
る
菩
薩
の
す
が
た
」
を
明
確
に
す
る
課
題
が
あ
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
が
「
信

楽
釈
」
で
は
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
関
係
し
て
い
く
の
か
。 

ま
た
詳
し
く
は
本
論
に
お
い
て
、
先
人
の
見
解
を
踏
ま
え
つ
つ
述
べ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
「
正
し
く
如
来
、
菩
薩
の
行
を
行
し

た
ま
ふ
し
時
」
と
い
う
自
釈
を
承
け
て
、
法
蔵
菩
薩
の
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
信
心
が
如
来
の
大
悲
心
で
あ
る
こ
と
を
引

証
し
て
い
く
の
だ
が
、「
信
楽
釈
」
で
は
、
そ
の
経
文
の
字
を
加
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
菩
薩
の
活
動
内
容
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
。
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
変
化
で
あ
る
の
か
を
、
こ
れ
ま
で
に
示
す
『
涅
槃
経
要
文
』
か
ら
見
え
え
て
き
た
思
索
と
関
連
さ

せ
つ
つ
考
察
し
て
い
き
た
い
。 
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第
一
節
、
信
楽
釈
の
展
開 

  

「
信
巻
」「
信
楽
釈
」
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
の
考
察
に
入
る
前
に
、
当
釈
が
「
信
巻
」
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
有
し
て
い

る
の
か
を
簡
単
に
示
し
て
い
き
た
い
。 

 
「
信
楽
釈
」
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、 

設
ひ
我
、
仏
を
得
ん
に
、
十
方
衆
生
、
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
れ
ん
と
欲
ひ
て
、
乃
至
十
念
せ
ん
。
若
し
生
れ
ず
は
、

正
覚
を
取
ら
じ
。
唯
五
逆
と
誹
謗
正
法
を
除
く
。 

(

『
真
聖
全
一
』
九
頁) 

と
い
う
、
第
十
八
願
に
誓
わ
れ
る
至
心
・
信
楽
・
欲
生
の
三
心
の
内
、
信
楽
に
つ
い
て
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

釈
で
あ
る
。
こ
の
釈
が
立
て
ら
れ
た
起
こ
り
に
は
、「
信
巻
」
に
存
在
す
る
二
つ
の
問
答
が
関
係
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
の
問
答
と
は
、 

問
ふ
。
如
来
の
本
願
、
已
に
至
心
信
楽
欲
生
の
誓
を
発
し
た
ま
へ
り
。
何
を
以
テ
の
故
に
論
主
一
心
と
言
ふ
や
。 

(

『
翻
刻
』
一
八
五
頁) 

と
い
う
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
は
、
三
心
が
誓
わ
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
天
親
は
『
浄
土
論
』
に
お
い
て
、「
世
尊
我
一

心 

帰
命
尽
十
方 

無
碍
光
如
来 

願
生
安
楽
国7

3

」
と
、
一
心
と
述
べ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
親
鸞
は
そ
の
意
を
、
三
心

そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
を
解
釈
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
心
と
一
心
が
別
の
も
の
で
は
な
く
一
つ
の
義
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。 

次
ぐ
第
二
の
問
答
で
は
、 

又
問
ふ
。
字
訓
の
如
き
、
論
主
の
意
、
三
を
以
て
一
と
せ
る
義
、
其
の
理
然
る
べ
し
と
雖
も
、
愚
悪
の
衆
生
の
為
に
、
阿
弥
陀

如
来
已
に
三
心
の
願
を
発
し
た
ま
へ
り
。
云
何
が
思
念
せ
む
や
。 

(

『
翻
刻
』
一
八
八
頁) 
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と
、
天
親
が
一
心
と
し
た
理
に
つ
い
て
は
、
第
一
の
問
答
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
愚
悪
の
衆
生
の
た
め

に
阿
弥
陀
如
来
が
三
心
の
願
を
発
し
た
の
は
何
故
か
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
問
う
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
「
信
巻
」
で
は
、

「
仏
意
惻
り
難
し
、
然
と
雖
も
竊
か
に
斯
の
心
を
推
す
る
に7

4

」
と
、
三
心
の
願
を
発
し
た
仏
の
意
が
本
来
「
惻
り
難
」
き
も
の
で
あ

る
こ
と
を
承
知
し
た
う
え
で
、
推
察
す
る
と
い
う
形
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
。「
信
巻
」
で
は
、
こ
の
第
二
の
問
答
以
降
、
三
心
を
解

釈
し
て
い
く
箇
所
を
総
じ
て
「
仏
意
釈
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
こ
の
釈
は
、「
至
心
釈
」
・「
信
楽
釈
」
・
「
欲
生
釈
」
と
い
う
、
一
つ
一
つ

の
心
を
解
釈
す
る
よ
う
に
三
つ
の
段
落
に
分
け
て
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
中
で
本
章
に
お
い
て
注
目
し
て
い
く
の
が
、
「
信
楽
釈
」

で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
「
信
楽
釈
」
で
は
、
自
釈
に
よ
っ
て
信
楽
に
つ
い
て
の
解
釈
を
述
べ
て
い
く
。 

 

次
に
信
楽
と
言
ウ
は
、
則
チ
是
如
来
の
満
足
大
悲
円
融
無
碍
の
信
心
海
な
り
。
是
の
故
に
疑
蓋
間
雑
有
ル
こ
と
無
し
。
故
に

信
楽
と
名
く
。
即
チ
利
他
回
向
の
至
心
を
以
て
、
信
楽
の
体
と
す
る
な
り
。
然
に
無
始
よ
り
已
来
、
一
切
群
生
海
、
無
明
海
に

流
転
し
、
諸
有
輪
に
沈
迷
し
、
衆
苦
輪
に
繫
縛
せ
ら
れ
て
、
清
浄
の
信
楽
無
し
。
法
爾
と
し
て
真
実
の
信
楽
無
し
。
是
を
以
て

無
上
功
徳
、
値
遇
し
難
叵
く
、
最
勝
の
浄
信
、
獲
得
し
難
叵
し
。
一
切
凡
小
一
切
時
の
中
に
、
貪
愛
の
心
常
に
能
く
善
心
を
汚

し
、
瞋
憎
の
心
常
に
能
く
法
財
を
焼
く
。
急
作
急
修
し
て
頭
燃
を
灸
ふ
か
如
く
す
れ
と
も
、
衆
て
雑
毒
雑
修
の
善
と
名
く
。
亦

虚
仮
諂
偽
の
行
と
名
く
。
真
実
の
業
と
名
ざ
る
な
り
。
此
の
虚
仮
雑
毒
の
善
を
以
て
、
無
量
光
明
土
に
生
と
欲
す
る
、
此
必
不

可
な
り
。
何
を
以
の
故
に
、
正
し
く
如
来
、
菩
薩
の
行
を
行
た
ま
ふ
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
こ
と

無
き
に
由
て
な
り
。
斯
の
心
は
即
チ
如
来
の
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
必
す
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
。
如
来
、
苦
悩
の
群
生
海

を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。
是
を
利
他
真
実
の
信
心
と
名
く
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
五
頁) 

は
じ
め
に
信
楽
は
、
「
如
来
の
満
足
大
悲
円
融
無
碍
の
信
心
海
な
り
。
是
の
故
に
疑
蓋
間
雑
有
こ
と
無
し
。
」
と
示
し
、
続
い
て
そ
の

清
浄
の
信
楽
の
心
を
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
衆
生
の
無
明
に
し
て
流
転
し
続
け
る
実
態
が
徹
底
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
く
。
そ
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の
よ
う
な
衆
生
が
自
ら
の
は
か
ら
い
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
衆
生
は
貪
瞋
煩

悩
に
よ
っ
て
常
に
仏
教
に
背
い
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
存
在
が
作
す
一
切
の
善
や
行
は
、
「
雑
毒
雑
修
の
善
」
「
虚
仮
諂
偽

の
行
」
と
名
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
汚
染
さ
れ
た
善
を
回
向
し
、
浄
土
に
生
ま
れ
よ
う
と
欲
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が

実
現
す
る
こ
と
は
な
い
。 

そ
れ
は
何
故
か
、
親
鸞
は
続
け
て
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
く
。
浄
土
と
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
因
位
で
あ
る
法
蔵
菩
薩
の
時
分
、「
菩

薩
の
行
を
行
た
ま
ふ
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
こ
と
無
き
に
由
て
」
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不

実
な
る
存
在
と
い
う
衆
生
の
範
疇
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ら
ば
何
を
以
て
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
決
定
的
な
因
と

な
る
の
か
。「
斯
の
心
は
即
如
来
の
大
悲
心
な
る
か
故
に
、
必
す
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
」
と
、
如
来
の
大
悲
心
が
浄
土
に
生
ま
れ

る
因
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
さ
ら
に
「
如
来
、
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
へ

り
」
と
、
そ
の
大
悲
心
は
苦
悩
の
群
生
海
に
信
心
と
な
っ
て
回
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
衆
生
は
、
阿
弥
陀
仏
の
大
慈
悲

と
直
結
し
た
信
心
を
回
向
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
「
本

願
信
心
の
願
成
就
の
文7

5

」
と
銘
打
っ
た
う
え
で
、 

経
に
言
は
く
、
諸
有
の
衆
生
、
其
の
名
号
を
聞
キ
て
信
心
歓
喜
せ
む
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
む
、
と
。
已
上 

又
言
は
く
、
他
方
仏
国
の
所
有
の
衆
生
、
無
量
寿
如
来
の
名
号
を
聞
キ
て
、
能
く
一
念
の
浄
信
を
発
し
て
歓
喜
せ
む
、
と
。
已

上 

(

『
翻
刻
』
一
九
七
頁) 

と
、「
心
を
至
し
信
楽
し
て
我
が
国
に
生
れ
ん
と
欲
ひ
て
、
乃
至
十
念
せ
よ
」
と
い
う
十
方
衆
生
へ
の
本
願
の
呼
び
か
け
に
応
ず
る
形

で
『
大
経
』
と
『
如
来
会
』
の
本
願
成
就
文
を
抄
出
し
、
そ
の
信
楽
が
衆
生
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
引
証
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

次
い
で
「
信
楽
釈
」
で
は
、『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』『
論
註
』
の
順
に
抄
出
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
抄
文
に
異
な
っ
た
意
図
が
あ

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
お
し
な
べ
て
言
え
ば
、
何
れ
も
信
楽
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
何
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故
三
一
問
答
の
始
め
に
お
い
て
「
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す7

6

」
と
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
報
土
の
正

定
の
因
と
成
る
」
信
心
と
は
い
か
な
る
を
言
う
の
か
。
そ
の
理
由
を
確
か
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ら
抄
文
の
意
義
で
あ
ろ

う
。 そ

の
中
で
も
本
章
に
お
い
て
問
題
と
す
る
『
涅
槃
経
』
の
抄
出
文
は
、
特
に
こ
の
疑
問
に
応
答
し
て
い
る
こ
と
を
強
く
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
い
ま
そ
の
全
文
を
確
認
す
る
と
、 

『
涅
槃
経
』
に
言
は
く
、
善
男
子
、
大
慈
大
悲
を
名
ケ
て
仏
性
と
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
大
慈
大
悲
は
常
に
菩
薩
に
随
ふ

こ
と
影
の
形
に
随
ふ
が
如
し
。
一
切
衆
生
畢
に
定
で
当
に
大
慈
大
悲
を
得
べ
し
。
是
の
故
に
説
キ
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言

へ
る
な
り
。
大
慈
大
悲
は
名
ケ
て
仏
性
と
す
。
仏
性
は
名
ケ
て
如
来
と
す
。
大
喜
大
捨
を
名
ケ
て
仏
性
と
す
。
何
を
以
て
の
故

に
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
若
し
二
十
五
有
に
能
は
ず
。
則
チ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
こ
と
能
は
ず
。
諸
の
衆
生
畢
に
当
に
得

べ
き
を
以
テ
の
故
に
。
是
の
故
に
説
キ
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
へ
る
な
り
。
大
喜
大
捨
は
即
チ
是
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即

チ
是
如
来
な
り
。
仏
性
は
大
信
心
と
名
く
。
何
を
以
テ
の
故
に
、
信
心
を
以
テ
の
故
に
。
菩
薩
摩
訶
薩
は
則
チ
能
く
檀
波
羅
蜜

乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
せ
り
。
一
切
衆
生
は
畢
に
定
で
当
に
大
信
心
を
得
べ
き
を
以
て
の
故
に
。
是
の
故
に
説
キ
て
一
切
衆

生
悉
有
仏
性
と
言
へ
る
な
り
。
大
信
心
は
即
チ
是
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
チ
是
如
来
な
り
。
仏
性
は
一
子
地
と
名
く
。
何
を
以

て
の
故
に
。
一
子
地
の
因
縁
を
以
テ
の
故
に
菩
薩
は
則
ち
一
切
衆
生
に
於
て
平
等
心
を
得
た
り
。
一
切
衆
生
は
畢
に
定
で
当
に

一
子
地
を
得
べ
き
が
故
に
、
是
の
故
に
説
キ
て
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
へ
る
な
り
。
一
子
地
は
即
チ
是
仏
性
な
り
。
仏
性

は
即
チ
是
如
来
な
り
と
。
已
上 

又
言
は
く
、
或
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
説
く
。
信
心
を
因
ト
す
。
是
菩
提
の
因
、
復
無
量
な
り
と
雖
も
、
若
し
信
心
を

説
け
ば
、
則
チ
已
に
摂
尽
し
ぬ
と
。
已
上 

又
言
は
く
、
信
に
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
聞
よ
り
生
ず
、
二
に
は
思
よ
り
生
ず
。
是
の
人
の
信
心
、
聞
よ
り
生
じ
て
思
よ

り
生
ぜ
ざ
る
、
是
の
故
に
名
ケ
て
信
不
具
足
と
す
。
複
二
種
有
り
。
一
に
は
道
有
リ
と
信
ず
。
二
に
は
得
者
を
信
ず
。
是
の
人
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の
信
心
、
唯
道
有
リ
と
信
じ
て
、
都
て
得
道
の
人
有
リ
と
信
ぜ
ざ
ら
む
。
是
を
名
ケ
て
信
不
具
足
と
す
と
い
へ
り
。
已
上
抄
出 

(

『
翻
刻
』
一
九
七
頁) 

と
、
以
上
の
三
文
に
よ
っ
て
『
涅
槃
経
』
の
抄
出
文
は
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
文
目
は
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
か
ら
の

抄
出
で
あ
り
、
こ
の
文
で
は
、
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
四
無
量
心
と
大
信
心
と
一
子
地
が
仏
性
で
あ
る
と
説
き
、
菩
薩
の
修
行
と
衆
生

の
信
心
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
自
釈
に
述
べ
る
「
正
し
く
如
来
、
菩
薩
の
行
を
行
じ
た
ま
ふ
し
時
」

と
い
う
、
因
位
法
蔵
菩
薩
の
永
劫
修
行
の
意
義
を
示
す
た
め
に
抄
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
続
く
二
文
目
と
三
文
目
は
、

「
迦
葉
菩
薩
品
」
か
ら
の
抄
出
で
あ
り
、
ま
ず
先
の
「
涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す
」
と
い
う
親
鸞
自
身
の
言
葉
を
、
釈
尊
の

直
説
に
よ
っ
て
証
明
し
、
次
に
「
信
不
具
足
」
と
い
う
信
心
に
非
ざ
る
あ
り
方
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
っ
て
信
心
の
真
の
内
容

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

以
上
、「
信
楽
釈
」
の
展
開
と
『
涅
槃
経
』
各
文
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
。
次
節
よ
り
そ
の
詳
細
を
述
べ
つ
つ
、
緒
言
に
述
べ
る

課
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
節
、
四
無
量
心
・
一
子
地
に
つ
い
て―

「
梵
行
品
」
の
内
容
に
注
目
し
て―

 

  

ま
ず
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
抄
出
文
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
も
こ
の
品
は
、 

師
子
吼
菩
薩
摩
訶
薩
、
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
。
云
何
が
仏
性
と
為
す
。
何
の
義
を
以
て
の
故
に
、
名
け
て
仏
性
と
為
す

や
。
何
が
故
に
、
復
常
楽
我
浄
と
名
づ
く
る
。
若
し
一
切
衆
生
に
仏
性
有
ら
ば
、
何
が
故
に
一
切
衆
生
の
所
有
の
仏
性
を
見
ざ

る
。 

 
(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
二
三
頁c

 

七
六
七
頁b

) 

と
、
師
子
吼
菩
薩
は
仏
に
対
し
て
、
仏
性
と
は
何
か
。
何
故
仏
性
と
名
づ
け
た
の
か
。
何
故
仏
性
を
常
楽
我
浄
と
名
づ
け
た
の
か
。
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一
切
衆
生
に
仏
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
何
故
一
切
衆
生
は
仏
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
等
、
仏
性
に
つ
い
て
の
様
々
な
問
い
か

ら
始
ま
る
。
そ
し
て
問
答
を
繰
り
返
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
こ
の
品
は
、
仏
性
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
題
と
し
て
展

開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

そ
の
中
で
親
鸞
が
「
信
楽
釈
」
に
抄
出
し
て
い
る
文
は
、
特
に
仏
性
の
体
相
を
明
か
す
も
の
と
し
て
説
か
れ
て
い
る7

7

。
経
で
は
、

仏
性
を
、 

・
大
慈
大
悲 

・
大
喜
大
捨 

・
大
信
心 

・
一
子
地 

・
第
四
力(

根
力) 

・
十
二
因
縁 

・
四
無
礙
智 

・
頂
三
昧 

と
い
う7

8

、
八
つ
の
体
相
で
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
親
鸞
は
、
前
四
つ(

大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
・
大
信
心
・
一
子
地)

を
「
信
楽
釈
」

中
で
示
す
仏
性
の
義
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
四
つ
の
み
が
抄
出
さ
れ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
は
、
仏
性
を
説
く
こ
と
を
主
題
と
す
る
中
で
、
第
一
義
空
・
中
道
・
十
二
因
縁
・
八
正
道
と
様
々

な
様
相
に
よ
っ
て
仏
性
を
説
い
て
い
る
。
親
鸞
が
そ
の
よ
う
な
数
あ
る
仏
性
の
義
か
ら
、
一
文
に
絞
り
、
か
つ
こ
の
四
つ
の
み
を
限

定
し
て
抄
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
当
然
大
き
な
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
を
探
る
た
め
に
、
再
び
こ
れ
ら
四
つ
の
語
を

確
認
す
る
と
、
四
つ
の
内
、
大
信
心
以
外
の
、 

・
大
慈
大
悲 
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・
大
喜
大
捨 

・
一
子
地 

は
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
よ
り
前
に
説
か
れ
る
「
梵
行
品
」
に
お
い
て
主
題
と
な
り
詳
説
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
く
。

で
は
そ
の
「
梵
行
品
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
品
か
と
い
う
と
、
ま
ず
『
涅
槃
経
』
「
聖
行
品
」
に
、 

善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
応
当
に
是
の
大
般
涅
槃
経
に
お
い
て
、
專
心
に
五
種
の
行
を
思
惟
す
べ
し
。
何
等
を
か
五
と
為
す
。

一
つ
に
は
聖
行
。
二
つ
に
は
梵
行
。
三
つ
に
は
天
行
。
四
つ
に
は
嬰
兒
行
。
五
つ
に
は
病
行
な
り
。
善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、

常
に
当
に
是
の
五
種
の
行
を
修
習
す
べ
し
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
三
二
頁a

 

六
七
三
頁b

) 

と
、
仏
が
迦
葉
菩
薩
に
対
し
て
、
菩
薩
に
は
専
心
に
思
惟
し
修
習
す
べ
き
五
種
の
行(

五
行)

が
あ
る
と
説
く
。
そ
れ
は
、 

・
聖
行(

戒
・
定
・
慧
に
よ
っ
て
修
行
す
る
菩
薩
の
正
行) 

・
梵
行(

清
い
心
で
人
々
の
苦
を
除
き
楽
を
与
え
る
行) 

・
天
行(

天
然
の
理
に
よ
る
妙
行) 

・
嬰
児
行(

嬰
児
に
対
す
る
よ
う
に
慈
悲
の
心
で
小
善
を
な
す
行) 

・
病
行(

悩
め
る
人
間
と
同
じ
よ
う
に
、
苦
や
病
を
示
す
行) 

の
五
つ
の
行
で
あ
り
、「
梵
行
品
」
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
五
行
の
内
の
一
つ
で
あ
る
梵
行
が
、
い
か
な
る
行
を
い
う
の
か
を
、
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
品
で
あ
る
。
で
は
そ
の
梵
行
と
は
如
何
な
る
行
を
言
う
の
か
と
い
う
と
、 

善
男
子
、
云
何
が
菩
薩
摩
訶
薩
の
梵
行
な
る
。
善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
大
乗
大
般
涅
槃
に
住
し
、
七
善
法
に
住
し
て
、

梵
行
を
具
す
る
こ
と
を
得
る
。
何
等
を
か
七
と
す
。
一
に
は
知
法
。
二
に
は
知
義
。
三
に
は
知
時
。
四
に
は
知
足
。
五
に
は
自

知
。
六
に
は
知
衆
。
七
に
は
知
尊
卑
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
五
一
頁b

 

六
九
三
頁b

) 
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と
、
ま
ず
初
め
に
大
乗
大
般
涅
槃
に
住
し
て
、
七
善
の
法
に
住
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
七
善
法
と
は
、 

・
知
法(

教
え
を
知
る) 

・
知
義(

そ
の
意
味
内
容
を
知
る) 

・
知
時(

そ
れ
を
修
す
る
適
切
な
時
を
知
る) 

・
知
足(

欲
の
限
度
を
知
る) 

・
自
知(
己
を
知
る) 

・
知
衆(
説
法
す
る
諸
種
の
人
を
知
る) 

・
知
尊
卑(

人
格
の
尊
卑
を
知
る)

7
9 

の
七
つ
の
法
の
こ
と
で
あ
り
、 

善
男
子
、
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
が
、
大
乗
の
大
涅
槃
経
に
住
し
て
、
七
善
法
に
住
す
と
名
づ
く
。
菩
薩
是
の
七
善
法
に
住
し
已

り
て
梵
行
を
具
す
る
こ
と
を
得
る
。 

復
次
に
善
男
子
、
復
梵
行
有
り
。
慈
悲
喜
捨
を
謂
う
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
五
二
頁b

 

六
九
四
頁b

) 

と
、
菩
薩
は
こ
の
七
善
法
に
住
し
已
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
梵
行
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
。
続
け
て
経
に
は
、
そ
の

梵
行
と
は
何
か
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
梵
行
と
は
、 

・
慈(

衆
生
に
楽
を
与
え
る
こ
と) 

・
悲(

衆
生
の
苦
を
除
く
こ
と) 

・
喜(

他
人
が
楽
を
得
る
の
を
見
て
喜
ぶ
こ
と) 

・
捨(

他
人
に
対
し
て
愛
憎
親
怨
の
心
が
無
く
心
が
平
等
で
あ
る
こ
と) 

と
い
う
、
無
量
の
衆
生
に
対
し
て
、
楽
を
得
さ
せ
、
苦
を
離
れ
さ
せ
よ
う
と
し
て
発
す
四
つ
の
心(

四
無
量
心)

、
菩
薩
の
慈
悲
心
の
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こ
と
だ
と
説
く
。
こ
こ
で
わ
か
る
よ
う
に
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
説
か
れ
る
「
大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
」
と
は
、
菩
薩
の
梵
行
、
衆

生
を
利
す
る
四
つ
の
心
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
「
一
子
地
」
と
は
、
同
じ
く
「
梵
行
品
」
に
お
い
て
「
極
愛
一
子
地
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
で
は
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な

地
な
の
か
。
第
一
章
に
お
い
て
少
し
く
紹
介
し
た
が
、
経
に
よ
る
と
極
愛
一
子
地
と
は
、 

菩
薩
摩
訶
薩
は
、
慈
悲
喜
を
修
し
已
り
て
、
極
愛
一
子
の
地
に
住
す
る
こ
と
を
得
る
。
善
男
子
、
云
何
が
是
の
地
を
名
け
て

極
愛
と
曰
い
、
復
一
子
と
名
く
る
。
善
男
子
、
譬
え
ば
、
父
母
の
、
子
の
安
隠
な
る
を
見
て
、
心
に
大
い
に
歓
喜
す
る
が
如
し
。

菩
薩
摩
訶
薩
の
、
是
の
地
中
に
住
す
る
も
、
亦
復
是
の
如
し
。
諸
の
衆
生
を
視
る
こ
と
、
一
子
に
同
じ
。
善
を
修
す
る
者
を
見

て
、
大
歓
喜
を
生
ず
。
是
の
故
に
此
の
地
を
名
て
極
愛
と
曰
う
。(

中
略) 

諸
の
衆
生
の
、
煩
悩
の
病
に
纒
切
せ
ら
る
る
を
見
て
、
心
に
愁
悩
を
生
じ
、
憂
念
す
る
こ
と
子
の
如
く
。
身
の
諸
の
毛
孔
よ

り
血
皆
流
出
す
。
是
の
故
に
、
此
の
地
を
名
け
て
一
子
と
為
す
。(

中
略)

一
闡
提
の
地
獄
に
堕
す
る
を
見
て
、
ま
た
与
倶
に
地

獄
の
中
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
。
何
を
以
て
の
故
に
。
是
の
一
闡
提
に
し
て
若
し
受
苦
の
時
、
或
は
一
念
改
悔
の
心
を
生
ぜ
ば
、

我
即
ち
当
に
為
に
種
種
の
法
を
説
き
、
彼
を
し
て
一
念
の
善
根
を
生
ず
る
こ
と
を
得
し
む
べ
し
。
是
の
故
に
、
此
の
地
を
復
一

子
と
名
く
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
五
八
頁c

 

七
〇
一
頁a

) 

と
説
か
れ
て
い
る
。
極
愛
一
子
地
と
は
、
四
無
量
心
の
う
ち
、
慈
・
悲
・
喜
を
修
し
た
菩
薩
が
至
る
位
で
あ
り
、
衆
生
を
我
が
一
人

子
の
よ
う
に
愛
し
、
そ
の
衆
生
が
善
を
修
す
る
の
を
見
て
、
大
歓
喜
を
生
ず
る
こ
と
を
極
愛
地
と
名
づ
け
、
衆
生
が
煩
悩
の
病
に
よ

っ
て
苦
し
む
の
を
見
て
、
あ
た
か
も
我
が
子
の
病
に
苦
し
む
よ
う
に
憂
念
し
て
、
我
が
身
の
毛
穴
か
ら
流
血
す
る
か
の
よ
う
に
愁
悩

を
生
ず
る
の
で
一
子
地
と
名
づ
け
る
。
ま
た
一
子
地
と
は
、
衆
生
に
対
し
て
愁
悩
の
心
を
生
じ
る
だ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
一
闡

提
が
地
獄
に
堕
ち
た
な
ら
ば
、
自
ら
も
共
に
地
獄
に
生
を
受
け
よ
う
と
願
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
闡
提
が
救
済
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
存
在
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
自
ら
も
共
に
地
獄
に
堕
ち
る
の
で
あ
り
、
一
闡
提
が
苦
を
受
け
る
と
き
、
一
念
で
も
自
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ら
の
行
い
に
改
悔
の
心
を
懐
い
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
す
か
さ
ず
様
々
な
法
を
説
き
、
一
闡
提
に
善
根
を
生
じ
さ
せ
よ
う
と
願
う
の

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
位
を
一
子
地
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
極
愛
一
子
地
に
お
い
て
、『
涅
槃
経
』
で
は
初
め
て
不
可
治
の
一
闡
提
を
、
救
い
の
対
象
と
し
て
明
確
に
捉
え
た
慈
悲
の

相
が
説
か
れ
、
こ
れ
よ
り
経
中
に
お
い
て
、
そ
の
救
済
方
法
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
断
善
根
と
語
れ
る
一
闡
提
に

善
根
が
生
じ
る
と
説
く
こ
の
教
説
が
、
次
品
の
「
徳
王
菩
薩
品
」
以
後
「
不
定
」
が
強
調
さ
れ
、
こ
う
い
っ
た
見
地
か
ら
救
済
が
説

か
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
菩
薩
の
慈
悲
の
性
質
と
い
う
も
の
は
大
き
な
意
味
が
あ
ろ
う
。
ま
た

「
梵
行
品
」
終
盤
に
説
か
れ
る
阿
闍
世
の
物
語
は
、
こ
の
よ
う
な
一
闡
提
に
生
善
を
促
す
大
悲
の
は
た
ら
き
が
前
提
と
な
っ
て
展
開

し
て
い
る
。 

な
お
一
子
地
と
は
四
無
量
心
中
、
慈
・
悲
・
喜
を
修
し
た
菩
薩
の
初
地
の
地
位
で
あ
っ
た
が
、
残
り
の
捨
を
修
し
た
菩
薩
は
ど
の

よ
う
な
く
ら
い
に
至
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
経
に
は
、 

迦
葉
菩
薩
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
、
若
し
諸
の
菩
薩
、
慈
・
悲
・
喜
を
修
し
て
一
子
地
を
得
ば
、
捨
心
を
修
す
る
時
、

復
何
の
地
を
得
る
や
。 

仏
の
言
く
。
善
い
哉
善
い
哉
。
善
男
子
、
汝
善
く
時
を
知
る
。
我
が
説
か
ん
と
欲
す
る
時
、
汝
則
ち
諮
問
す
。
菩
薩
摩
訶
薩

捨
心
を
修
す
る
時
、
則
ち
空
平
等
地
に
住
す
る
こ
と
須
菩
提
の
如
く
な
る
こ
と
を
得
る
。
善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
空
平
等

地
に
住
す
れ
ば
、
則
ち
父
母
・
兄
弟
・
姉
妹
・
兒
息
・
親
族
・
知
識
・
怨
憎
・
中
人
有
る
を
見
ず
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
六
一
頁a

 

七
〇
三
頁c

) 

と
、
説
か
れ
て
い
る
。
「
捨
心
」
と
は
、
全
て
の
と
ら
わ
れ
を
捨
て
る
心
を
無
量
に
起
こ
し
、
無
量
の
人
々
を
さ
と
り
に
導
く
こ
と
。

つ
ま
り
怨
親
や
親
疎
な
ど
の
差
別
の
相
を
捨
て
て
平
等
に
利
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
捨
心
を
も
修
し
た
菩
薩
は
空
平
等
地
に
住
し
、

虚
空
の
如
く
平
等
に
一
切
の
存
在
に
は
た
ら
き
か
け
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
極
愛
一
子
地
は
不
完
全
な
慈
悲
で
あ
る
か
と
い
う
と
、

少
な
か
ら
ず
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
で
は
そ
の
よ
う
な
説
か
れ
方
は
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
「
一
子
地
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
。
菩
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薩
は
則
ち
一
切
衆
生
に
於
て
平
等
心
を
得
」
と
説
く
よ
う
に
、
す
で
に
一
子
地
の
中
に
平
等
心
が
具
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
説
か
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
説
か
れ
る
一
子
地
は
、「
梵
行
品
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
と
同
等
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

こ
こ
ま
で
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
に
あ
る
「
大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
・
一
子
地
」
の
語
の
経
典
中
で
の
出
所
を
探
り
、
そ
れ

が
「
梵
行
品
」
に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
の
内
容(

慈
悲
喜
捨)

、
そ
し
て
そ
れ
を
修
し
た
菩
薩
の
大
悲
の
心
根(

一
子
地)

と
そ
の
活
動

内
容
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て
、
親
鸞
は
何
故
、
仏
性
と
は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
文
の
、
か
つ
限

定
し
た
こ
の
箇
所
を
抄
出
し
た
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

第
三
節
、
信
楽
釈
中
に
お
け
る
『
涅
槃
経
』
抄
出
の
意
義 

 

第
一
項
、
「
大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
」―

二
十
五
有
に
随
順
す
る
菩
薩―

 

 

「
信
楽
釈
」
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
の
前
に
あ
る
自
釈
に
は
、 

虚
仮
・
雑
毒
の
善
を
以
て
、
無
量
光
明
土
に
生
レ
ン
と
欲
す
る
、
此
必
ズ
不
可
な
り
。
何
を
以
テ
の
故
に
、
正
し
く
如
来
、
菩

薩
の
行
を
行
ジ
た
ま
ふ
し
時
、
三
業
の
所
修
、
乃
至
一
念
・
一
刹
那
も
疑
蓋
雑
ワ
ル
こ
と
無
き
に
由
リ
て
な
り
。
斯
の
心
は
則

チ
如
来
の
大
悲
心
な
る
が
故
に
、
必
ず
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
五
頁) 

と
、
全
く
仏
教
に
背
く
衆
生
の
実
相
が
非
真
実
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
よ
う
な
衆
生
が
行
う
善
や
行
も
、
全
て
「
虚

仮
」
「
雑
毒
」
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
善
を
も
っ
て
無
量
光
明
土
へ
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
と
示
す
。

次
い
で
「
何
を
以
の
故
に
」
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
無
量
光
明
土
に
生
ず
る
手
立
て
と
は
、「
疑
蓋
無
雑
」
の
大
悲
心
の
み
と
断
言
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し
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ 

如
来
、
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま
へ
り
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
六
頁) 

と
、
如
来
は
そ
の
よ
う
な
自
善
を
回
向
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
衆
生
の
た
め
に
報
土
正
定
の
因
で
あ
る
「
無
碍
広
大
の
浄
信
」
、
他
力

回
向
の
信
心
を
回
向
す
る
の
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
行
を
行
じ
、
あ
る
い
は
衆
生
へ
の
悲
憐
を
懐
く
阿

弥
陀
如
来
の
相
を
示
す
た
め
に
親
鸞
は
、『
涅
槃
経
』
を
抄
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
が
行
ず
る

菩
薩
の
行
と
は
、
四
無
量
心
で
あ
る
梵
行
の
こ
と
で
あ
り
、
如
来
の
大
悲
心
と
は
、
菩
薩
と
な
っ
て
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
一
子
地

の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
経
中
の
「
菩
薩
」
と
い
う
の
も
、
親
鸞
は
因
位
法
蔵
菩
薩
を
想
定
し
つ
つ
こ
の
経
文

を
読
解
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

経
で
は
さ
ら
に
、
大
慈
大
悲
・
大
喜
大
捨
の
詳
細
を
説
く
。 

大
慈
大
悲
を
名
ケ
て
仏
性
と
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
大
慈
大
悲
は
常
に
菩
薩
に
随
ふ
こ
と
影
の
形
に
随
ふ
が
如
し
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
七
頁) 

物
体
が
影
を
伴
わ
な
い
ま
ま
に
存
在
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
菩
薩
と
大
慈
大
悲
が
相
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、

菩
薩
に
常
に
大
慈
大
悲
が
付
き
随
う
こ
と
を
、
形
の
変
化
に
伴
っ
て
同
様
に
変
化
す
る
影
を
例
と
し
て
い
る
こ
の
文
で
あ
る
が
、「
影

の
形
に
随
う
」
と
い
う
の
は
、
単
純
に
相
離
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
以
上
に
菩
薩
と
慈
悲
の
関
係
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
文
を

理
解
す
る
手
立
て
と
し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

第
二
章
に
お
い
て
も
示
し
た
が
、
親
鸞
は
『
涅
槃
経
要
文
』
に
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
最
後
に
綴
ら
れ
る
、
釈
尊
を
讃
嘆
す
る
迦
葉

菩
薩
の
偈
文
を
抄
出
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、 

久
し
く
世
間
ニ
お
い
て
解
脱
を
得
た
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

楽
む
で
生
死
に
処
す
る
こ
と
は
慈
悲
の
故
な
り 

天
身
及
ビ
人
身
を
現
ず
と
雖
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

慈
悲
隨
逐
す
る
こ
と
犢
子
の
如
し 
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(

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁) 

と
、
仏
の
は
た
ら
き
を
詩
偈
に
よ
っ
て
綴
っ
て
い
る
。
仏
は
既
に
解
脱
し
た
存
在
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
ら
願
っ
て
生
死
に
身

を
置
く
と
い
う
の
は
慈
悲
の
た
め
で
あ
る
。
仏
が
天
や
人
と
い
っ
た
本
来
未
だ
解
脱
せ
ざ
る
者
と
同
じ
身
と
な
っ
て
衆
生
の
も
と
に

現
じ
た
と
し
て
も
、
そ
の
慈
悲
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
子
牛
が
親
牛
に
片
時
も
離
れ
ず
付
き
随
う
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
慈
悲
と
い
う
の
は
仏
が
ど
の
よ
う
な
身
に
変
じ
た
と
し
て
も
決
し
て
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

「
影
の
形
に
随
う
」
と
い
う
の
も
、
形
が
変
化
す
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
他
に
も
第
一
章
に
お
い
て
主
題
と
し
た
、 

菩
薩
摩
訶
薩
は
地
獄
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
大
誓
願
を
発
し
地
獄
中
に
生
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

と
い
う
、
菩
薩
は
地
獄
に
堕
ち
る
業
を
作
っ
て
は
い
な
い
が
、
地
獄
に
生
存
す
る
衆
生
の
た
め
に
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
果
報
を
受

け
て
自
ら
も
衆
生
と
苦
悩
を
共
に
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
文
も
、
先
に
挙
げ
た
仏
の
慈
悲
と
同
様
に
、
衆
生

救
済
の
た
め
に
形
を
変
え
て
衆
生
の
も
と
に
現
ず
る
菩
薩
の
慈
悲
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
れ
ら
の
文
と
「
信
楽
釈
」
で
の
抄
出
文
が
ど
れ
程
関
わ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
に
親
鸞
の
抄
出
す
る
『
涅
槃
経
』
の
文
を

広
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
親
鸞
が
『
涅
槃
経
』
に
触
れ
て
い
く
に
あ
た
り
、
こ
う
い
っ
た
苦
悩
に
随
順
す
る
仏
・
菩
薩
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。 

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
視
座
は
、
続
け
て
抄
出
す
る
文
に
も
表
れ
て
い
る
。 

大
喜
大
捨
を
名
て
仏
性
と
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
若
し
二
十
五
有
に
能
は
ず
。
則
チ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
を
得
ル
こ
と
能
は
ず
。
諸
の
衆
生
畢
に
当
に
得
べ
き
を
以
テ
の
故
に
。 

(

『
翻
刻
』
一
九
八
頁) 

こ
の
文
は
『
涅
槃
経
』
で
は
本
来
、 

若
し
二
十
五
有
を
捨
つ
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。 
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(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
五
六
頁c

 

八
〇
二
頁c

) 

と
説
か
れ
て
い
る
。
二
者
を
比
較
す
る
と
、『
教
行
信
証
』
で
は
何
ら
注
記
す
る
こ
と
な
く
「
捨
」
の
字
を
欠
い
て
抄
出
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。「
二
十
五
有
」
と
は
、
生
死
の
三
界
で
あ
る
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
を
二
十
五
種
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ

の
迷
い
を
捨
て
切
ら
な
い
と
こ
ろ
に
菩
提
を
得
る
可
能
性
は
な
い
と
い
う
具
合
に
本
来
は
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、「
捨
」
の
字

が
消
失
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
十
五
有
が
捨
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
文
脈
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ど
の

よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
香
月
院
は
、
こ
の
箇
所
に
関
し
て
、 

茲
は
文
を
よ
む
と
き
は
二
十
五
有
に
あ
た
わ
ず
と
よ
む
べ
し
。
さ
れ
ど
義
を
解
す
る
と
き
は
南
北
本
の
経
文
に
よ
り
て
捨
の
字

を
加
え
て
解
す
べ
し
。
こ
れ
は
も
し
吾
祖
捨
の
字
が
な
か
っ
た
の
な
れ
ば
恐
れ
な
が
ら
吾
祖
捨
の
字
を
加
え
て
御
解
し
な
さ
れ

た
こ
と
は
必
定
な
り
。
じ
ゃ
に
よ
り
て
義
を
解
す
る
と
き
は
捨
の
字
を
加
え
て
解
す
べ
し
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

『
真
宗
大
系
』
第
十
四
巻
所
収
『
広
文
類
会
読
記
』
三
八
三
頁) 

と
、「
捨
」
の
字
を
加
え
て
読
む
べ
き
で
あ
る
と
解
説
す
る
。
香
月
院
が
指
示
す
る
よ
う
に
読
む
な
ら
、
こ
こ
は
「
二
十
五
有
を
捨
て

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
な
ら
ば
意
味
が
は
っ

き
り
と
し
て
こ
よ
う
。
し
か
し
金
子
大
栄(
以
下
金
子)

は
そ
の
考
え
と
異
な
る
説
を
提
唱
し
て
い
る
。 

親
鸞
す
で
に
「
二
十
五
有
に
能
わ
ず
ば
」
と
訓
読
せ
る
も
の
を
、
捨
の
字
あ
る
心
に
て
読
む
と
い
う
こ
と
も
何
う
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
案
ず
る
に
「
二
十
五
有
に
能
わ
ず
ば
」
と
は
、
親
鸞
の
意
恐
ら
く
迷
い
の
衆
生
に
随
順
す
る
こ
と
が
で
き
ず
ば
と

い
う
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
も
し
二
十
五
有
に
随
順
す
る
こ
と
能
わ
ず
ば
、
二
十
五
有
を
超
越
し
て
無
上
菩
提
を
成
就
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
二
十
五
有
に
随
順
す
る
こ
と
が
大
喜
で
あ
り
、
超
越
す
る
の
が
大
捨
で
あ
る
。(

中
略)

か
く
解
す
る

こ
と
に
依
り
て
、
大
悲
の
願
心
が
い
か
に
「
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
」
し
た
ま
う
か
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。 

(

『
金
子
大
栄
著
作
集
』
第
七
巻 

一
九
二
頁) 

金
子
は
、
香
月
院
の
よ
う
な
読
解
方
法
に
疑
問
を
呈
し
、
親
鸞
の
記
述
し
た
通
り
に
経
文
を
読
解
し
て
い
く
方
法
を
取
っ
て
い
る
。
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そ
れ
に
よ
る
と
、
二
十
五
有
と
は
捨
て
る
も
の
で
は
な
く
、
随
順
す
る
も
の
。
つ
ま
り
「
二
十
五
有
と
い
う
迷
い
に
随
順
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
、
こ
の
文
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
随
順
と
い

う
の
は
、
そ
の
迷
い
の
た
だ
中
に
身
を
置
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

「
捨
」
の
字
に
つ
い
て
、
決
し
て
親
鸞
の
誤
写
と
し
な
い
金
子
の
見
解
は
、
一
見
飛
躍
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
が
、
先
に
提

出
す
る
『
涅
槃
経
要
文
』
か
ら
見
え
る
菩
薩
の
活
動
に
お
け
る
思
索
を
前
提
と
し
て
捉
え
直
し
た
と
き
、
こ
の
見
解
が
親
鸞
の
『
涅

槃
経
』
理
解
に
適
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
『
涅
槃
経
要
文
』
の
以
下
の
文
か
ら
、
さ
ら
に
補
説
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。 

善
男
子
、
悪
に
二
種
有
リ
。
一
ニ
は
阿
修
羅
、
二
ツ
に
は
人
中
な
り
。
人
中
に
三
種
の
悪
有
り
。
一
ニ
は
一
闡
提
、
二
ニ
は

誹
謗
方
等
経
典
、
三
ニ
は
犯
四
重
禁
な
り
。 

善
男
子
、
是
の
地
の
中
に
住
せ
る
諸
の
菩
薩
等
、
終
に
是
の
如
き
悪
の
中
に
堕
ス
ル
こ
と
を
畏
れ
ず
。
亦
復
沙
門
・
婆
羅
門
・

外
道
邪
見
・
天
魔
波
旬
を
畏
れ
ず
。
亦
復
二
十
五
有
を
受
ク
ル
こ
と
を
畏
れ
ず
。
是
の
故
に
此
ノ
地
を
無
所
畏
と
名
く
。
善
男

子
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
無
畏
地
に
住
し
て
、
二
十
五
三
昧
を
得
て
二
十
五
有
を
壊
す
。
善
男
子
、 

無
垢
三
昧
を
得
て
能
く
地
獄
を
壊
す
。 

無
退
三
昧
を
得
こ
と
有
リ
て
能
く
畜
生
を
壊
す
。 

心
楽
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
餓
鬼
を
壊
す
。 

歓
喜
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
阿
修
羅
を
壊
す
。 

日
光
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
弗
婆
提
を
断
つ
。 

月
光
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
瞿
耶
尼
を
断
つ
。 

熱
炎
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
欝
單
越
を
断
つ
。 

如
幻
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
閻
浮
提
を
断
つ
。(

中
略8

0) 
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善
男
子
、
是
を
菩
薩
二
十
五
三
昧
を
得
、
二
十
五
有
を
断
つ
と
名
く
。
善
男
子
、
是
の
如
き
二
十
五
三
昧
を
諸
三
昧
の
王
と

名
く
と
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
六
一
頁) 

こ
の
文
は
、
こ
れ
ま
で
触
れ
て
き
た
、
第
二
四
文
か
ら
第
三
一
文
ま
で
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」「
迦
葉
菩
薩
品
」
そ
れ
ぞ
れ
の
抄
出
文

で
は
な
く
、
第
一
一
文
に
位
置
す
る
「
聖
行
品
」
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
聖
行
を
得
已
り
無
所
畏
地
に
住
し
た
菩
薩
が
、

さ
ら
に
二
十
五
三
昧
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
十
五
有
を
断
っ
て
い
く
こ
と
を
説
示
す
る
箇
所
で
あ
る
。
「
無
所
畏
」
と
は
、
「
四
無

所
畏
」
と
い
う
仏
あ
る
い
は
菩
薩
が
説
法
す
る
に
あ
た
り
有
し
て
い
る
、
何
も
の
も
畏
れ
な
い
四
つ
の
自
信
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

こ
こ
に
説
か
れ
る
「
無
所
畏
地
」
と
は
、
様
々
な
悪
に
堕
ち
る
こ
と
、
様
々
な
存
在
に
相
対
す
る
こ
と
、
様
々
な
迷
い
を
受
け
る
こ

と
に
畏
れ
を
な
さ
な
い
菩
薩
の
境
界
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
地
に
住
し
た
菩
薩
が
、「
悪
の
中
に
堕
こ
と

を
畏
れ
ず
」「
二
十
五
有
を
受
こ
と
を
畏
れ
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
悪
や
迷
い
の
た
だ
中
に
、
畏
れ
を
懐
く
こ
と
な
く
処
す
る

と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
師
子
吼
菩
薩
品
」
で
は
、
菩
薩
に
と
っ
て
二
十
五
有
と
は
本
来
捨
て
る
べ
き
対
象
で
あ

っ
た
。
し
か
し
親
鸞
が
関
心
と
す
る
菩
薩
と
は
、
悪
を
忌
避
す
る
こ
と
な
く
、
二
十
五
有
を
捨
離
す
る
こ
と
の
な
い
存
在
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
故
に
二
十
五
三
昧
は
、
六
道
に
生
じ
て
六
道
を
破
壊
し
、
欲
界
で
あ
る
四
大
洲
に
処
し
て
四
大
洲
を
断
滅
す
る
の
で

あ
る
。 

二
十
五
有
中
、
こ
こ
に
示
す
「
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
・
弗
婆
提
・
瞿
耶
尼
・
欝
單
越
・
閻
浮
提
」
の
七
つ
は
、
先
の
「
迦
葉
菩
薩

品
」
抄
出
文
群
に
お
い
て
衆
生
の
作
業
の
因
縁
に
よ
っ
て
生
じ
る
世
界
を
、
不
善
を
上
・
中
・
下
、
善
を
上
上
・
上
・
中
・
下
に
分

類
し
た
と
き
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
た
世
界
で
あ
り
、
第
二
章
で
は
、
三
悪
道
や
欲
界
に
生
ず
る
業
を
転
じ
得
な
い
衆
生
の
た
め
に
、

如
来
の
慈
悲
が
衆
生
の
善
欲
と
な
っ
て
真
の
解
脱
を
得
せ
し
め
る
と
い
う
文
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
考
察
に
よ
っ
て
導
き
出
さ

れ
た
。
こ
こ
に
示
し
た
「
聖
行
品
」
の
文
は
、
『
涅
槃
経
要
文
』
内
に
お
い
て
は
、
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
か
ら
離
れ
た
位
置
に

あ
る
た
め
、
連
続
す
る
抄
出
文
の
展
開
に
注
目
す
る
と
い
う
本
論
の
趣
旨
か
ら
は
外
れ
て
し
ま
う
が
、
親
鸞
は
、
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
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に
説
か
れ
る
菩
薩
の
活
動
に
注
目
す
る
前
に
、
ま
ず
「
聖
行
品
」
に
説
か
れ
る
無
所
畏
地
の
性
質
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
故

菩
薩
が
衆
生
の
迷
い
に
随
順
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
前
提
を
明
確
に
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
菩
薩
と
は
、
修
道
に
お
い
て
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
迷
い
を
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
迷
い
に
生
じ
、
そ
れ

を
突
破
す
る
と
い
う
こ
と
を
親
鸞
が
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
、「
聖
行
品
」「
師
子
吼
菩
薩
品
」「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
三
品
か
ら
わ
か

る
。
さ
ら
に
こ
の
「
聖
行
品
」
の
文
は
、
二
十
五
有
と
菩
薩
の
関
係
を
直
接
的
に
説
い
て
お
り
、「
信
楽
釈
」
中
の
抄
出
文
と
の
関
係

性
は
特
に
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
捨
」
の
字
に
つ
い
て
も
、
こ
う
い
っ
た
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
観
を
前
提
と
す
る
と
決
し
て

単
な
る
脱
字
で
は
な
く
、
意
図
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
金
子
の
見
解
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。 

 

第
二
項
、
大
信
心
・
一
子
地—

親
鸞
に
お
け
る
信
心
の
特
異
性—

 

 

続
い
て
『
涅
槃
経
』
で
は
、
仏
性
を
「
大
信
心
」
と
説
い
て
い
る
。
親
鸞
は
、
先
の
「
大
慈
大
悲
」「
大
喜
大
捨
」
を
、「
信
楽
釈
」

の
自
釈
に
お
け
る
「
菩
薩
の
行
」
や
「
如
来
の
大
悲
心
」
と
対
応
さ
せ
て
い
た
の
に
対
し
、「
大
信
心
」
を
「
報
土
の
正
定
の
因
」
で

あ
る
心
や
「
無
碍
広
大
の
浄
信
」
に
対
応
さ
せ
て
、『
涅
槃
経
』
を
独
自
的
に
解
釈
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
先
の
二
つ

は
『
涅
槃
経
』
中
に
お
い
て
、
菩
薩
の
行
の
内
容
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
は
、 

善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
応
当
に
是
の
大
般
涅
槃
経
に
お
い
て
、
專
心
に
五
種
の
行
を
思
惟
す
べ
し
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
三
二
頁a

 

六
七
三
頁b

) 

と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
涅
槃
経
』
の
教
説
を
実
践
す
る
者
が
修
す
る
行
と
し
て
「
慈
・
悲
・
喜
・
捨
」
が

あ
り
、
そ
の
行
を
因
位
法
蔵
菩
薩
の
行
と
し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
に
親
鸞
の
独
自
性
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
読
解
は
「
大
信
心
」
の

受
け
止
め
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
な
ら
ば
こ
の
「
大
信
心
」
の
語
は
本
来
経
中
で
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
と

し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。「
大
慈
大
悲
」「
大
喜
大
捨
」「
一
子
地
」
が
、
経
中
の
特
に
「
梵
行
品
」
に
お
い
て
詳
説
さ
れ
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て
い
る
の
に
対
し
、
管
見
の
限
り
「
大
信
心
」
が
経
中
に
お
い
て
、
そ
の
意
味
内
容
を
言
及
す
る
箇
所
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
よ

っ
て
本
項
で
は
、
先
学
の
見
解
を
示
す
こ
と
で
そ
の
本
来
的
意
味
を
確
認
し
、
そ
れ
に
よ
り
反
っ
て
親
鸞
の
独
自
的
理
解
を
紐
解
い

て
い
き
た
い
。 

ま
ず
古
田
は
、
論
文
「
『
涅
槃
経
』
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ─

仏
性
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書─

」
の
中
で
、
信
心
仏
性
に
つ
い
て
、 

経
に
「
仏
性
者
名
大
信
心
」
と
云
い
、「
大
信
心
者
即
是
仏
性
」
と
説
か
れ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
、
衆
生
の
信
心
に
お
い
て
仏

性
が
衆
生
に
普
遍
化
し
現
実
化
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
真
実
信
心
と
い
う
と
こ
ろ
に
帰
結
す

る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
信
心
と
い
う
言
葉
の
中
身
は
『
教
行
信
証
』
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。『
涅
槃
経
』
に
い
う
大
信
心
は
、
こ
の
『
大
般
涅
槃
経
』
を
信
受
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
一
心
に
こ

の
経
を
受
持
し
、
読
誦
し
、
書
写
し
、
解
説
し
、
供
養
し
、
恭
敬
し
、
尊
重
し
、
讃
歎
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
仏
教

内
で
通
常
に
用
い
ら
れ
る
信
心
の
語
に
選
ん
で
大
信
心
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
大
信
心
は
、

四
無
量
心
な
ど
の
諸
項
目
と
の
連
関
の
も
と
に
仏
性
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
信
心
に
の
み
特
に
注
意
を

払
う
の
は
『
涅
槃
経
』
の
文
脈
で
は
な
い
の
で
あ
る
。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
四
四
号 

五
四
頁) 

と
、「
信
心
」
の
語
に
注
目
し
て
『
涅
槃
経
』
と
『
教
行
信
証
』
に
抄
出
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
の
文
脈
や
信
心
の
内
容
を
同
一
に
扱
う

べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
安
藤
俊
雄(

以
下
安
藤)

は
、
論
文
「
親
鸞
教
の
人
間
理
解―

真
宗
に
於
け
る
仏
性
の
問
題

―

」
に
お
い
て
、 

涅
槃
経
が
信
心
を
仏
性
で
あ
る
と
す
る
場
合
と
、
親
鸞
聖
人
が
信
心
を
仏
性
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
場
合
と
は
、
信
心
の
評
価
に

於
て
極
め
て
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
無
造
作
に
信
心
仏
性
を
い
う
同
一
な
る
言
詮
に
迷
は
さ
れ
て
両
者
の
思
想
的
相
違

を
無
視
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。 

(

『
真
宗
学
報
』
第
二
十
三
号 

三
八
頁) 
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と
注
意
を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
の
古
田
と
同
様
に
『
涅
槃
経
』
と
親
鸞
の
信
心
を
同
一
の
内
容
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
立
場
で
あ
る
が
、
安
藤
は
さ
ら
に
『
大
乗
義
章
』「
第
一
巻
仏
性
義
」
の
文8

1

を
典
拠
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
て
い

る
。 

『
涅
槃
経
』
に
於
け
る
信
心
は
菩
薩
の
因
行
と
し
て
唯
一
絶
対
な
る
成
仏
の
道
で
は
な
く
し
て
、
般
若
、
三
昧
、
大
悲
な
ど
の

行
と
並
立
す
る
と
こ
ろ
の
、
更
に
厳
密
に
云
え
ば
謗
法
闡
提
を
除
滅
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
高
次
な
る
三
行
を
可
能
な

ら
し
め
す
初
歩
的
な
前
提
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
菩
薩
は
入
聖
得
果
せ
ん
が
た
め
に
は
単
な
る
信
心
に
甘
ん
じ
て

い
て
は
な
ら
な
い
。
信
心
を
超
え
、
般
若
を
越
え
、
大
悲
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
解
脱
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
涅
槃
経
に
於
け
る
信
心
は
成
仏
の
最
高
道
程
で
は
な
く
し
て
後
の
諸
行
を
迎
へ
る
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
精
神

を
開
拓
す
べ
き
先
駆
的
な
前
階
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。(

中
略) 

信
心
は
、
だ
か
ら
、
親
鸞
聖
人
に
於
て
は
他
の
人
間
的
理
性
の
直
線
的
実
現
を
目
指
す
と
こ
ろ
の
諸
善
万
行
と
並
立
し
得
る

も
の
で
は
な
く
し
て
そ
れ
ら
の
も
の
と
は
全
く
質
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
の
絶
対
的
な
で
き
ご
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く

て
親
鸞
聖
人
に
於
て
は
終
局
的
な―

少
く
と
も
此
土
に
於
て
衆
生
が
仏
と
結
び
つ
く
唯
一
の
結
合
点
と
し
て
の―

高
次
な

精
神
現
象
で
あ
る
。(

中
略) 

か
く
て
親
鸞
聖
人
は
涅
槃
経
に
於
け
る
が
如
き
低
次
の
信
心
に
対
し
て
絶
対
的
意
義
を
も
つ
他
力
回
向
の
信
心
の
特
異
性
を

強
調
し
て
、「
大
信
心
は
仏
性
な
り
」
と
規
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
考
え
る
な
ら
ば
我
々
は
涅
槃
経
の
信
心
仏
性
説
と
親

鸞
聖
人
の
信
心
仏
性
説
と
が
極
め
て
相
違
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
は
ち
涅
槃
経
に
於

て
は
信
心
は
た
だ
他
の
種
々
な
る
仏
性
と
並
存
し
、
あ
る
ひ
は
そ
れ
ら
の
下
位
に
あ
る
と
こ
ろ
の
仏
性
と
し
て
の
み
承
認
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
場
合
の
信
心
は
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
人
間
の
側
か
ら
仏
に
向
か
っ
て
の
自
主
的
な
る
、
す
な
は
ち
人
間
的
な
信
心

で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
聖
人
に
於
て
は
信
心
が
仏
性
と
直
接
的
に
同
一
で
あ
り
、
し
か
も
仏
性
は
た
だ
信
心

の
み
で
あ
る
と
い
う
や
う
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
場
合
の
信
心
が
如
来
の
他
力
回
向
に
基
い
て
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
非
人
間
的
超
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越
的
な
可
能
性
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

(

『
真
宗
学
報
』
第
二
十
三
号 

三
九
頁) 

『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
信
心
と
は
、
あ
く
ま
で
行(

般
若
、
三
昧
、
大
悲)

を
修
す
る
た
め
の
前
段
階
で
あ
り
、
「
人
間
的
な
信
心
」

に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
る
。
例
え
ば
謗
法
や
一
闡
提
は
、
無
信
や
信
不
具
足
と
称
さ
れ
る
仏
法
を
信
じ
る
心
の
無
い
存
在
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
存
在
が
信
心
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
罪
障
が
除
か
れ
、
他
の
三
行
を
行
じ
て
い
く
基
礎
が
整
う
の
で
あ
る
。
安

藤
が
、
信
心
を
「
初
歩
的
な
前
提
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
う
の
も
こ
の
こ
と
か
ら
で
あ
り
、
対
し
て
「
信
楽
釈
」
で
は
、「
絶
対

的
意
義
を
も
つ
他
力
回
向
の
信
心
の
特
異
性
を
強
調
し
て
、
大
信
心
は
仏
性
な
り
、
と
規
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
、
そ
の
差
異

に
対
し
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
信
心
の
「
衆
生
と
仏
と
結
び
つ
く
唯
一
の
結
合
点
」
と
い
う
表
現
は
、
正
し
く
「
信
楽
釈
」
の
自

釈
に
展
開
す
る
、
仏
の
大
慈
悲
心
が
衆
生
へ
真
実
信
心
と
な
っ
て
回
施
さ
れ
る
こ
と
と
符
号
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
安
藤
の
見
解
を
踏
ま
え
て
親
鸞
の
独
自
的
理
解
を
考
え
る
と
、
衆
生
の
修
道
過
程
に
お
け
る
前
段
階
と
し
て
の
信
心

と
い
う
理
解
か
ら
、
そ
の
信
心
の
意
味
合
い
や
信
を
回
向
す
る
主
体
が
真
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
衆
生
が
回
向
す

る
信
心
と
し
て
こ
の
文
を
読
む
と
、 

菩
薩
摩
訶
薩
は
則
ち
能
く
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
。
一
切
衆
生
は
必
定
し
て
当
に
大
信
心
を
得
べ
き
が
故
に
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
五
六
頁c

 

八
〇
二
頁c

) 

と
い
う
一
文
は
、
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
、
つ
ま
り 

・
檀
波
羅
蜜(

布
施
波
羅
蜜
と
も
言
う
、
完
全
な
恵
み
を
ほ
ど
こ
す
こ
と) 

・
持
戒
波
羅
蜜(

教
団
の
戒
を
守
る
こ
と) 

・
忍
辱
波
羅
蜜(

完
全
な
忍
耐) 

・
精
進
波
羅
蜜(

完
全
な
努
力) 

・
禅
定
波
羅
蜜(

完
全
な
精
神
統
一) 
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・
般
若
波
羅
蜜(

完
全
な
智
慧) 

と
い
う
、
総
じ
て
「
六
波
羅
蜜
」
と
呼
ぶ
求
道
者
が
実
践
す
べ
き
六
つ
の
徳
目
を
修
す
る
前
段
階
と
し
て
の
信
心
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
六
波
羅
蜜
を
具
足
し
た
菩
薩
と
信
心
を
得
べ
き
で
あ
る
一
切
衆
生
が
結
果
的
に
同
一
の
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。
つ
ま
り
一
切
衆
生
、
と
り
わ
け
無
信
の
謗
法
や
一
闡
提
が
信
心
を
自
発
し
、
こ
れ
を
仏
道
の
契
機
と
し
て
、
そ
の
途
上

に
お
い
て
六
波
羅
蜜
を
実
践
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
可
能
と
す
る
の
が
仏
性
で
あ
り
、
経
に
「
一
切
衆
生

悉
有
仏
性
」
と
説
く
の
も
、
全
て
の
衆
生
に
発
心
の
機
縁
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
内
容
と
な
る
。
対
し

て
親
鸞
は
、
信
心
を
「
報
土
正
定
の
因
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
前
提
か
ら
大
き
な
差
異
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

さ
ら
に
親
鸞
は
、「
菩
薩
」
と
「
一
切
衆
生
」
の
存
在
を
別
と
し
た
上
で
、
菩
薩
の
六
波
羅
蜜
の
具
足
と
一
切
衆
生
の
信
心
の
獲
得

を
密
接
に
関
わ
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、「
信
楽
釈
」
で
経
文
に
「
以
」
の
字
を
加
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く

る
。
整
理
し
て
述
べ
て
い
く
と
、
ま
ず
『
坂
東
本
』
に
は
、 

何
以
故
以
信
心
故
以
菩
薩
摩
訶
薩
則
能
具
足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
一
切
衆
生
畢
定
当
得
大
信
心
故 

(

『
翻
刻
』
一
九
八
頁) 

と
、『
涅
槃
経
』
の
ど
の
系
統
に
も
存
在
し
な
い
「
以
」
の
一
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
以
」
の
字
で
あ
る
が
、
実
際
に
『
坂

東
本
』
に
あ
る
親
鸞
の
真
蹟
を
見
る
と
、
こ
の
字
が
明
ら
か
に
後
に
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。 

資
料
１(

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
一
巻 

二
〇
六
頁) 
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資
料
２(

『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
一
巻 

二
〇
七
頁) 

 

資
料
１
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
『
坂
東
本
』
で
は
、
「
以
」
と
「
四
」
を
意
味
す
る
返
り
点
が
上
欄
に
補
わ
れ
る
形
で
記
さ
れ
、
二
行

十
二
字
目
に
あ
る
「
故
」
と
十
三
字
目
の
「
菩
」
の
間
に
「
○

」
と
い
う
挿
入
す
べ
き
箇
所
を
指
示
す
る
記
号
が
附
さ
れ
て
お
り
、「
以
」

が
経
文
書
写
の
段
階
で
の
誤
記
入
で
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
資
料
２
で
は
、「
當
」
の
字
の
再
読
時
の
仮
名
に
「
キ
ヲ
」

と
記
し
て
い
る
が
、「
ヲ
」
の
下
に
「
カ
」
と
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
初
は
経
文
の
本
来
の
読
み
方
で
あ
る
「
當
ニ
大
信

心
ヲ
得
キ
カ
故
ニ
」
と
読
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
後
に
な
っ
て
「
以
」
を
加
え
て
読
む
た
め
に
、
「
當
ニ
大
信
心
ヲ
得
キ
ヲ
以
ノ
故
ニ
」

と
訂
正
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
「
信
楽
釈
」『
涅
槃
経
』
抄
出
文
は
、
序
で
述
べ
る
書
改
が
な
さ
れ
た
綸

旨
紙
部
に
あ
た
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
こ
の
箇
所
を
、
綸
旨
紙
を
用
い
て
清
書
を
し
て
も
な
お
、
さ
ら
に
「
以
」
を
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る8

2

。
そ
れ
程
ま
で
に
こ
の
字
に
は
意
義
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

 

そ
し
て
こ
の
字
に
着
眼
し
た
研
究
と
し
て
、
三
明
の
論
文
「
親
鸞
に
お
け
る
信
心
仏
性
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
三
明
は
、 

こ
の
「
以
」
と
い
う
字
が
付
け
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
細
か
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
意
味
上
の
ち
が
い
が
お
こ

る
の
で
、
安
易
に
見
す
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

す
な
わ
ち
、
『
涅
槃
経
』
の
文
字
通
り
に
読
め
ば
、 

仏
性
者
名
大
信
心
、
何
以
故
、
以
信
心
故
菩
薩
摩
訶
薩
則
能
具
足
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
。 

と
あ
る
の
だ
か
ら
、
「
以
信
心
故
」
は
、
「
具
足
」
に
直
接
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
信
心
が
、
六
波
羅
蜜
と
い
う
到
彼

岸
の
行
を
修
し
具
足
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
。
『
涅
槃
経
』
の
文
の
当
面
の
意
味
に
よ
る
な
ら
ば
、
『
涅
槃
経
』
で
言
う
信
心

は
、
成
仏
の
た
め
の
唯
一
最
高
の
因
で
は
な
く
、
修
行
を
行
う
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
精
神
を
開
拓
す
べ
き
先
駆
的
な
段
階
で
あ
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る
と
見
ら
れ
る
。(

中
略) 

『
教
行
信
証
』「
信
巻
」
の
「
信
楽
釈
」
の
文
で
は
、「
仏
性
者
名
大
信
心
。
何
以
故
以
信
心
故
。
以・
菩
薩
摩
訶
薩
則
能
具
足(

中

略)

一
切
衆
生
畢
定
当
得
大
信
心
故・
、
是
故
説
言(

後
略)

」
と
、
傍
点
の
「
以
」
の
字
が
あ
る
の
で
、「
以
信
心
故
」
は
、「
具
足
」

に
の
み
か
か
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
以
～
故
」
と
い
う
の
は
き
わ
め
て
結
合
の
強
い
語
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
場
合
は
、
菩
薩
の
六
波
羅
蜜
具
足
と
衆
生
の
大
信
心
獲
得
と
が
、「
以
～
故
」
に
よ
っ
て
は
さ
ま
れ
、
切
り
離
す
こ
と

の
で
き
な
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。(

中
略) 

も
し
親
鸞
が
「
以
」
の
字
を
加
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、『
涅
槃
経
』
の
信
心
理
解
と
親
鸞
の
い
う
信
心
と
は
大
き
な
違
い
が
出

て
く
る
。
親
鸞
の
い
う
信
心
は
、
衆
生
の
も
ろ
も
ろ
の
行
の
前
提
・
準
備
段
階
と
い
う
よ
う
な
信
心
で
は
な
い
と
明
ら
か
に
う

か
が
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
到
彼
岸
の
行
の
具
足
と
衆
生
が
畢
定
し
て
大
信
心
を
得
る
と
い
う
こ
と
が
相

即
し
て
い
る
信
心
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
衆
生
の
信
心
獲
得
と
菩
薩
の
修
行
具
足
と
が
別
も
の
で
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

(

『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
二
号 

二
四
二
頁) 

と
、
「
以
」
「
故
」
の
文
法
的
用
法
に
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
述
べ
る
と
、
『
大
経
』
「
勝
行
段
」

に
は
、
「
自
ら
六
波
羅
蜜
を
行
じ
人
を
教
へ
て
行
ぜ
し
む8

3

」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
法
蔵
菩
薩
の
永
劫
修
行
の
内
容
と
、

檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を
具
足
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
関
係
の
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
見

解
に
よ
っ
て
、
「
以
」
の
字
が
加
え
ら
れ
た
意
義
が
鮮
明
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
信
楽
釈
」
に
お
い
て
『
涅
槃
経
』
を
抄
出
し
た
目

的
と
い
う
も
、
法
蔵
菩
薩
の
慈
悲
と
衆
生
の
信
心
が
仏
性
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
引
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
、「
一
切
衆
生
畢
に
定
て
当
に
大
慈
大
悲
を
得
べ
し
」
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
ま
ま
「
一
切
衆
生
は
畢
に
定
て
当
に
大
信
心
を

得
」
る
と
い
う
事
実
と
同
一
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 
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と
き
に
、
親
鸞
は
「
讃
阿
弥
陀
仏
偈
和
讃
」
に
お
い
て 

弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は 

い
ま
に
十
劫
を
へ
た
ま
へ
り 

(

『
浄
真
全
二
』
三
三
六
頁
中
段) 

と
、
法
蔵
菩
薩
が
修
行
を
終
え
成
仏
以
来
既
に
十
劫
経
を
経
て
い
る
と
綴
っ
て
い
る
。
当
然
こ
れ
は
、『
大
経
』
の
「
法
蔵
菩
薩
、
今

已
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
在
す
。
此
を
去
る
こ
と
十
万
億
刹
な
り
。(

中
略) 

成
仏
よ
り
已
来
、
凡
そ
十
劫
を
歴
た
ま
へ
り
。8

4

」

と
い
う
教
説
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
「
大
経
讃
」
に
は
、 

弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は 

い
ま
に
十
劫
と
と
き
た
れ
ど 

塵
点
久
遠
劫
よ
り
も 

ひ
さ
し
き
仏
と
み
え
た
ま
ふ 

(

『
浄
真
全
二
』
三
六
四
頁
中
段) 

と
も
綴
ら
れ
て
お
り
、『
大
経
』
に
は
「
十
劫
を
歴
た
ま
へ
り
」
と
説
い
た
が
、
阿
弥
陀
仏
は
本
来
さ
ら
に
遥
か
昔
に
成
仏
し
た
存
在

で
あ
っ
た
と
示
し
て
い
る
。
こ
の
和
讃
に
よ
り
親
鸞
が
、『
大
経
』
に
説
か
れ
る
法
蔵
菩
薩
が
阿
弥
陀
仏
に
な
っ
た
と
い
う
方
向
で
は

な
く
、
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩
薩
に
な
っ
て
『
大
経
』
が
展
開
し
て
い
く
と
い
う
方
向
、
因
果
を
逆
転
し
た
見
方
で
『
大
経
』
を
捉
え

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
十
劫
と
い
う
時
間
は
反
っ
て
そ
の
制
限
を
失
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

阿
弥
陀
仏
は
苦
悩
の
群
生
が
生
存
す
る
と
こ
ろ
に
、
法
蔵
菩
薩
と
な
っ
て
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
節
に
お
い
て
考
察
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
蓮
如
が
、 

い
か
に
十
劫
正
覚
の
は
じ
め
よ
り
、
わ
れ
ら
が
往
生
を
さ
だ
め
た
ま
へ
る
こ
と
を
し
り
た
り
と
い
ふ
と
も
、
わ
れ
ら
が
往
生
す

べ
き
他
力
の
信
心
の
い
は
れ
を
よ
く
し
ら
ず
は
極
楽
に
は
往
生
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。 
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(

『
真
聖
全
三
』
四
四
二
頁) 

と
『
御
文
』
第
二
帖
十
一
通
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
十
劫
安
心
の
問
題
を
記
述
す
る
よ
う
に
、
い
か
に
法
蔵
菩
薩
が
成
仏
し
て
十
劫

を
歴
て
い
る
と
説
か
れ
て
い
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
我
々
の
往
生
が
既
に
決
定
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
報
土
往

生
の
真
因
で
あ
る
他
力
の
信
心
の
い
わ
れ
、
つ
ま
り
何
故
阿
弥
陀
仏
が
本
願
を
誓
い
、
浄
土
を
建
立
し
、
衆
生
に
信
心
を
回
向
す
る

の
か
、
そ
の
根
本
動
機
を
知
ら
な
け
れ
ば
極
楽
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
の
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
の
行

と
い
う
の
は
、
遠
い
過
去
の
こ
と
で
あ
り
な
が
ら
も
決
し
て
過
去
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
永
劫
修
行
と
は
誰

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
教
説
を
聞
い
た
者
、
一
人
ひ
と
り
の
上
に
受
領
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
一
人

の
信
心
獲
得
が
果
た
さ
れ
る
ま
で
、「
法
蔵
菩
薩
は
、
現
在
も
永
劫
の
修
行
を
行
じ
て
い
る
」
と
い
う
、
修
行
の
現
在
性
が
『
涅
槃
経
』

に
お
い
て
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
、
「
以
」
の
加
筆
か
ら
確
か
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

次
い
で
経
に
は
、
仏
性
を
「
一
子
地
」
と
す
る
文
が
展
開
す
る
。
一
子
地
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
す
で
に
述
べ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
の
地
を
得
た
菩
薩
は
、
地
獄
に
堕
ち
た
一
闡
提
を
救
う
た
め
に
、
自
ら
も
地
獄
に
生
じ
て
生
善
を
促
す
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
大
悲
闡
提
の
活
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
の
「
二
十
五
有
に
随
順
す
る
菩
薩
」
と
、
そ
の
内
容
が
相
応
す
る
も
の
で

あ
り
、
法
蔵
菩
薩
の
一
切
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
願
心
を
さ
ら
に
明
示
す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
こ
の
文
を
典
拠
と
し
て
親

鸞
は
、
「
諸
経
和
讃
」
に
一
首
綴
っ
て
お
り
、
「
信
楽
釈
」
と
は
別
の
観
点
か
ら
一
子
地
に
つ
い
て
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。 

平
等
心
を
う
る
と
き
を 

 

一
子
地
と
な
づ
け
た
り 

 

一
子
地
は
仏
性
な
り 

 

安
養
に
い
た
り
て
さ
と
る
べ
し 

(

『
浄
真
全
二
』
三
八
四
頁
中
段) 

一
句
目
の
「
平
等
心
」
と
は
、
先
に
述
べ
る
本
来
四
無
量
心
を
具
え
た
菩
薩
が
至
る
空
平
等
地
と
同
様
の
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
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う
。
つ
ま
り
一
切
の
衆
生
に
対
し
怨
親
や
親
疎
を
生
ぜ
ず
平
等
に
慈
悲
の
心
を
か
け
る
こ
と
が
平
等
心
で
あ
り
、
和
讃
で
は
そ
れ
を

一
子
地
と
呼
ぶ
。
ま
た
『
国
宝
本
』
を
見
る
と
、
二
句
目
の
一
子
地
の
左
訓
に
、「
三
ガ
イ
ノ
シ
ユ
ジ
ヤ
ウ
ヲ
ワ
ガ
ヒ
ト
リ
ゴ
ト
オ
モ

フ
コ
ト
ヲ
ウ
ル
ヲ
ヰ
チ
シ
ヂ
ト
イ
フ
ナ
リ
〔
三
界
の
衆
生
を
我
が
一
人
子
と
想
う
こ
と
を
得
る
を
一
子
地
と
い
う
な
り
〕8

5

」
と
訓

じ
て
お
り
、
そ
の
意
に
対
す
る
親
鸞
自
身
の
受
け
止
め
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
四
句
目
を
見
る
と
、
こ
の
地
が
安
養

に
お
い
て
さ
と
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
安
養
と
は
極
楽
浄
土
の
こ
と
で
あ
り
、
一
子
地
は
浄
土
に
往
生
し
た
衆

生
が
得
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。「
信
楽
釈
」
で
は
、
一
子
地
は
あ
く
ま
で
法
蔵
菩
薩
の
活
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
た
が
、
本
和
讃
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
衆
生
が
未
来
に
お
い
て
得
て
い
く
べ
き
は
た
ら
き
で
あ
る
と
親
鸞
は
了
解
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
例
え
ば
阿
闍
世
は
、
無
根
の
信
を
発
し
た
後
に
仏
の
威
徳
を
讃
ず
る
詩
偈
を
綴
る
中
で
、 

如
来
一
切
の
為
に 

常
に
慈
父
母
と
作
リ
た
ま
へ
り 

当
に
知
る
べ
し
諸
の
衆
生
は 

皆
是
如
来
の
子
な
り 

(

『
翻
刻
』
二
九
二
頁) 

と
、
自
ら
が
父
母
で
あ
る
如
来
に
慈
し
ま
れ
養
育
さ
れ
る
ひ
と
り
子
で
あ
っ
た
と
い
う
実
感
を
綴
っ
て
い
る
。
し
か
し
阿
闍
世
の
獲

信
と
は
、
た
だ
仏
の
慈
悲
を
甘
受
し
た
実
感
の
み
を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、 

世
尊
、
若
し
我
れ
審
か
に
能
く
衆
生
の
諸
の
悪
心
ヲ
破
壊
セ
ば
、
我
常
に
阿
鼻
地
獄
に
在
リ
て
、
無
量
劫
の
中
に
諸
の
衆
生
の

為
に
苦
悩
を
受
け
し
む
ト
モ
、
以
て
苦
と
せ
ず
。 

(

『
翻
刻
』
二
九
〇
頁) 

と
い
う
、
自
ら
も
ま
た
釈
尊
と
同
じ
く
す
る
衆
生
済
度
の
志
願
を
発
揚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
親
鸞
に
お
い
て
一
子
地
と

は
、
単
に
衆
生
が
修
道
過
程
に
お
い
て
得
る
地
で
は
な
く
、
法
蔵
菩
薩
の
活
動
内
容
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
志
願
は
衆
生
へ
と
伝
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播
さ
れ
、
そ
れ
は
自
覚
へ
と
変
わ
る
。
阿
闍
世
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
次
は
自
ら
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
苦
界
へ
と
赴
い
て
行

ず
る
存
在
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
こ
の
和
讃
か
ら
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
た
だ
阿
闍
世
と
異
な
り
、
そ
れ
は
当
益
の
問
題
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
経
に
は
、「
一
切
衆
生
は
畢
に
定
て
当
に
一
子
地
を
得
べ
き
」
と
い
う
一
切
衆
生
へ
の
願
い
と
し
て
説
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

 

三
項
、
菩
提
の
因
と
し
て
の
信
心 

 

続
い
て
親
鸞
は
、
「
迦
葉
菩
薩
品
」
か
ら
二
文
抄
出
し
て
い
る
。
一
文
目
で
は
、
無
上
菩
提
に
至
る
徳
行
は
無
量
に
存
在
す
る
が
、

信
心
の
一
法
を
説
け
ば
、
そ
れ
ら
無
量
の
法
を
説
く
必
要
は
な
く
、
全
て
こ
の
信
心
の
中
に
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
説
か
れ
る
信
心
も
、
お
そ
ら
く
は
行
を
実
践
す
る
前
段
階
と
し
て
の
信
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
親
鸞
が
そ
の
よ
う
に
『
涅

槃
経
』
中
の
信
心
を
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
文
を
抄
出
し
た
意
図
は
、
信

心
が
「
報
土
正
定
の
因
」
で
あ
る
こ
と
を
経
文
に
よ
っ
て
証
明
す
る
た
め
で
あ
り
、
前
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
に
説
か
れ
る
大
信
心

と
並
べ
て
、
信
心
こ
そ
往
生
の
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、 

「
至
心
信
楽
願
為
因
」
と
い
ふ
は
、
弥
陀
如
来
回
向
の
真
実
信
心
な
り
、
こ
の
信
心
を
阿
耨
菩
提
の
因
と
す
べ
し
と
也
。 

(

『
浄
真
全
二
』
六
五
〇
頁) 

と
、
解
説
す
る
の
も
こ
の
経
文
が
典
拠
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
選
択
本
願
の
信
を
無
上
菩
提
の
因
と
断

言
す
る
親
鸞
の
思
索
は
、
第
二
章
に
挙
げ
た
、 

大
信
心
は
則
ち
是
れ(

中
略)

証
大
涅
槃
の
真
因 

(

『
翻
刻
』
一
五
一
頁) 

涅
槃
の
真
因
は
唯
信
心
を
以
て
す 
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(

『
翻
刻
』
一
八
六
頁) 

の
二
文
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
今
一
度
第
二
章
の
結
論
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄

出
文
群
で
は
、 

善
男
子
、
善
欲
は
、
即
チ
是
れ
初
発
道
心
乃
至
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
根
本
な
り
。
我
欲
を
説
キ
て
根
本
と
す
と
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
二
頁) 

か
ら
、
衆
生
に
お
け
る
菩
提
に
直
結
す
る
根
本
的
善
欲
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が
起
き
、
そ
れ
は
、
最
後
に
抄
出
さ
れ
る
迦
葉
菩
薩

に
よ
る
偈
文
に
お
い
て
、 

衆
生
の
為
に
地
獄
に
処
す
と
雖
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

苦
想
及
ビ
悔
心
を
生
ぜ
ず 

一
切
衆
生
の
異
の
苦
を
受
く
る
は 

 
 

 
 

 
 

悉
く
是
れ
如
来
一
人
の
苦
な
り 

乃
至 

如
来
の
慈
は
是
大
法
聚
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

是
の
慈
は
亦
能
く
衆
生
を
度
し
た
ま
ふ 

即
チ
是
無
上
の
真
解
脱
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

解
脱
は
即
チ
是
れ
大
涅
槃
な
り
と 

已
上
略
出 

 
(

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁) 

と
、
衆
生
の
苦
に
随
順
す
る
如
来
の
慈
悲
こ
そ
が
衆
生
を
度
脱
せ
し
め
る
因
で
あ
り
、
即
ち
そ
れ
は
真
解
脱
で
あ
り
大
涅
槃
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
先
に
挙
げ
た
二
文
か
ら
親
鸞
は
結
果
的
に
こ
の
善
欲
を
信
心
と
し
て
う
け
と
め
て
経
文
に
触
れ
て

い
た
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
、 

 

ま
た
第
一
章
に
お
い
て
触
れ
た
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
の
最
後
に
抄
出
さ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
総
括
的
意
味
合
い
を
帯
び

る
師
子
吼
菩
薩
の
偈
文
に
お
い
て
、 

諸
の
衆
生
の
為
に
大
苦
を
受
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

是
の
故
に
勝
無
し
量
有
ル
こ
と
無
し 

如
来
衆
の
為
に
苦
行
を
修
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
度
を
成
就
し
具
足
し
満
ず
る
な
り 

心
邪
風
に
処
す
る
に
傾
動
せ
ず 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

是
の
故
に
能
く
世
に
勝
れ
た
る
大
士
な
り 
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衆
生
常
に
安
楽
を
得
欲
ひ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

而
シ
て
安
楽
の
因
を
修
す
る
こ
と
を
知
ら
ず 

如
来
能
く
教
へ
て
修
習
せ
し
め
た
ま
ふ 

 
 

 
 

猶
慈
父
の
一
子
を
愛
す
る
が
如
し 

仏
衆
生
の
煩
悩
の
患
へ
を
見
そ
な
は
す
に 

 
 

 
 

 

心
苦
し
た
ま
ふ
こ
と
母
の
病
子
を
念
ふ
が
如
し 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
九
頁) 

と
、
仏
が
自
ら
、
安
楽
の
得
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
衆
生
に
対
し
、
父
の
如
く
そ
の
安
楽
の
因
を
修
習
さ
せ
、
母
の
如
く
煩
悩
の
病
に

苦
し
む
衆
生
を
我
が
事
の
よ
う
に
苦
し
み
念
じ
る
こ
と
が
綴
ら
れ
る
。
如
来
を
父
母
と
受
け
止
め
る
こ
の
偈
文
は
、
経
中
に
お
い
て

一
子
地
か
ら
派
生
し
た
表
現
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
安
楽
と
い
う
の
は
、
本
来
涅
槃
の
異
名
で
あ
る
が
、
浄
土
教
に
お
い
て

は
極
楽
浄
土
の
異
名
で
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る8

6

。
「
信
楽
釈
」
に
示
さ
れ
る
一
子
地
が
、
「
斯
の
心
は
即
如
来
の
大
悲
心
な
る
か

故
に
、
必
す
報
土
の
正
定
の
因
と
成
る
。
如
来
、
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
し
て
、
無
碍
広
大
の
浄
信
を
以
て
諸
有
海
に
回
施
し
た
ま

へ
り
。
是
を
利
他
真
実
の
信
心
と
名
く
」
と
い
う
自
釈
の
展
開
を
承
け
る
形
で
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き

た
。
親
鸞
に
と
っ
て
信
心
と
は
大
悲
心
で
あ
り
、
一
切
の
疑
蓋
の
雑
わ
る
こ
と
の
な
い
浄
土
へ
は
、
如
来
の
大
悲
を
回
向
さ
れ
て
の

み
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
『
涅
槃
経
要
文
』
再
読
す
る
と
、
こ
こ
で
も
先
の
善
欲
と
同
様
に
、
安
楽
へ
至

る
因
が
如
来
の
慈
悲
に
よ
っ
て
修
習
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
「
信
楽
釈
」
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
二
文
の
内

容
を
見
て
い
く
と
、
第
一
・
二
章
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
結
論
が
、
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
読
解
の
一
つ
の
方
向
性
の
上
に
成
立
し
て

い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る8

7

。 

 

小
結 

 

以
上
「
信
楽
釈
」
の
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
お
よ
び
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
抄
出
文
に
つ
い
て
、
先
学
の
見
解
を
た
よ
り
に
考
察
し
た
。

仏
性
と
は
、
し
ば
し
ば
「
成
仏
の
可
能
性
」
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
親
鸞
に
と
っ
て
仏
性
と
は
何
で
あ
っ
た
か
を
考
え
た
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時
、
そ
の
よ
う
な
理
解
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
、『
涅
槃
経
』
の
本
来
の
意
味
合
い
で
言
え
ば
、
例
え
ば
仏
性

が
信
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
衆
生
が
行
を
修
す
る
前
段
階
に
到
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、
成
仏
の
可
能
性
が
初
め
て
衆
生
の

心
に
芽
生
え
た
と
解
釈
し
て
も
間
違
い
で
は
な
い
。
む
し
ろ
妥
当
な
理
解
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
親
鸞
に
お
い
て
仏
性
と
は
、
ま
ず
四
無
量
心
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
法
蔵
菩
薩
の
大
悲
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
悲
は
二

十
五
有
を
現
場
と
し
て
活
動
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
涅
槃
経
要
文
』
に
示
さ
れ
る
思
想
内
容
と
相
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

「
信
楽
釈
」
で
は
さ
ら
に
、
そ
の
大
慈
悲
を
衆
生
に
発
起
す
る
真
実
信
心
に
直
結
さ
せ
る
。
そ
の
信
心
は
「
報
土
正
定
の
因
」
あ
る

い
は
「
菩
提
の
因
」
と
し
て
説
か
れ
、
第
二
章
に
お
け
る
菩
提
の
根
本
と
い
う
の
も
、
こ
こ
に
き
て
他
力
回
向
の
信
心
に
見
定
め
て

い
た
と
い
う
こ
と
が
確
か
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
一
子
地
」
に
お
い
て
法
蔵
菩
薩
か
ら
衆
生
へ
、
そ
し
て
衆
生
は
安
養
浄
土
に

至
っ
て
、
自
ら
も
一
子
地
に
参
入
し
て
い
く
。
親
鸞
は
、
こ
の
よ
う
な
連
綿
と
活
動
し
続
け
る
大
悲
の
は
た
ら
き
を
仏
性
と
し
て
捉

え
て
い
た
。 

次
章
で
は
、
同
じ
く
「
信
巻
」
に
展
開
す
る
阿
闍
世
の
物
語
に
注
目
し
、
信
心
の
成
立
主
体
で
あ
る
衆
生
の
具
体
相
を
親
鸞
が
い

か
に
見
て
い
た
か
を
考
察
し
て
い
く
。 
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第
四
章
、
阿
闍
世
の
救
済
と
不
定
の
関
係 

 

緒
言 

  
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
不
定
の
思
想
の
主
な
内
容
は
、
序
章
の
冒
頭
に
掲
げ
る
、 

菩
薩
摩
訶
薩
は
地
獄
の
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
の
為
の
故
に
大
誓
願
を
発
し
て
地
獄
の
中
に
生
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

と
い
う
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
悩
に
生
じ
て
救
済
を
果
た
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
、
仏
菩
薩
の
大
悲
の
活
動
の
論
理
と
し
て
説
か
れ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
動
態
へ
の
着
眼
は
、
「
信
巻
」
「
信
楽
釈
」
に
お
け
る
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
を

し
て
、
二
十
五
有
と
い
う
迷
い
に
随
順
す
る
法
蔵
菩
薩
の
四
無
量
心
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
活
動
も

全
て
は
、 愚

痴
の
人
は
現
世
の
軽
業
を
し
て
地
獄
に
し
て
重
く
受
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
一
頁) 

と
い
う
、
自
ら
業
を
転
ず
る
こ
と
の
叶
わ
な
い
愚
痴
の
人
を
転
成
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
救
済
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
よ
り
主
題
と
す
る
阿
闍
世
は
、
自
ら
が
作
し
た
殺
業
に
苦
悩
し
地
獄
の
果
報
を
確
信
す
る
存
在
で
あ

り
、
ま
さ
に
繋
業
に
惑
う
愚
痴
な
る
存
在
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
存
在
を
救
う
手
立
て
と
し
て
釈
尊
は
、 

不
定
を
以
テ
の
故
に
、
殺
も
亦
不
定
な
り
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
二
頁) 

と
、
殺
業
に
お
け
る
果
報
の
不
定
を
説
い
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
本
章
で
は
、
阿
闍
世
の
救
済
過
程
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
愚
痴
の
人
の
救
済
の
具
体
を
明
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ら
か
に
し
て
い
く
。 

 

第
一
節
、
「
信
巻
」
に
お
け
る
阿
闍
世
の
物
語
抄
出
の
眼
目 

 

『
教
行
信
証
』
「
信
巻
」
の
、
い
わ
ゆ
る
「
難
治
の
機
釈
」
と
呼
ば
れ
る
箇
所
は
、 

夫
れ
仏
、
難
治
の
機
を
説
キ
て 

(

『
翻
刻
』
二
五
〇
頁) 

と
始
ま
り
、
次
い
で
『
涅
槃
経
』
「
現
病
品
」
の
文
が
抄
出
さ
れ
、
「
難
治
の
機
」
が
如
何
な
る
存
在
を
指
す
の
か
、
ま
た
ど
れ
程
ま

で
に
治
し
難
い
状
態
な
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
。 

涅
槃
経
に
言
は
く
、
迦
葉
、
世
に
三
人
有
り
、
其
の
病
治
し
難
し
。
一
に
は
謗
大
乗
、
二
に
は
五
逆
罪
、
三
に
は
一
闡
提
な
り
。

是
の
如
き
の
三
病
、
世
の
中
に
極
重
な
り
。
悉
く
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
能
く
治
す
る
所
に
非
ず
。
善
男
子
、
譬
ば
病
有
れ
ば

必
ず
死
す
る
に
治
ス
ル
コ
ト
無
か
ら
む
に
、
若
し
瞻
病
随
意
の
医
薬
有
ラ
む
が
如
し
。
若
し
瞻
病
随
意
の
医
薬
無
か
ら
む
、
是

の
如
き
の
病
、
定
ン
で
治
す
べ
か
ら
ず
。
当
に
知
る
べ
し
。
是
の
人
必
ズ
死
せ
む
こ
と
疑
ワ
ず
と
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
〇
頁) 

経
に
よ
る
と
、
難
治
の
機
と
は
最
も
重
い
罪
を
背
負
う
「
謗
大
乗
・
五
逆
罪
・
一
闡
提
」
の
三
機
を
指
し
、
そ
れ
ら
の
存
在
は
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
に
よ
っ
て
治
療
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
病
に
対
し
て
正
確
な
治
療
を
施
せ
る
医
者
や
薬
を
与
え
な
け
れ
ば
必
ず
死
ん
で

し
ま
う
状
態
に
あ
る
者
達
で
あ
る
。
当
然
こ
れ
は
、
罪
人
の
状
態
を
病
に
例
え
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
可
治(

治
す
べ
か
ら

ず)

・
必
死(

必
ず
死
せ
ん)

と
は
、
罪
の
果
報
と
し
て
地
獄
に
堕
し
て
救
済
さ
れ
ざ
る
こ
と
を
意
味
し
、
医
薬
と
い
う
も
阿
耨
多
羅
三

藐
三
菩
提
に
至
る
た
め
の
善
因
を
意
味
す
る
。
で
は
こ
の
三
種
の
病
を
必
死
堕
地
獄
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
る
存
在
と
は
何
か
。「
信

巻
」
に
は
、 
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善
男
子
、
是
の
三
種
の
人
、
亦
是
の
如
し
。
仏
菩
薩
に
従
イ
て
聞
治
を
得
已
て
、
即
便
チ
能
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発

せ
む
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
一
頁) 

と
、
そ
の
存
在
が
仏
菩
薩
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
た
だ
こ
の
「
現
病
品
」
の
抄
出
文
は
、
原
文
通
り
に
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

既
に
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う8

8

、
親
鸞
は
読
み
替
え
や
他
所
か
ら
経
文
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
来
の
理
解
と
逆
の
も

の
に
し
、
「
現
病
品
」
中
で
は
必
死
と
説
か
れ
る
、
難
化
の
三
機
に
救
済(

発
菩
提
心)

の
可
能
性
を
見
出
す
の
で
あ
る
。 

次
に
「
梵
行
品
」
に
説
か
れ
る
阿
闍
世
の
物
語
を
抄
出
し
て
い
く
。
第
一
章
・
第
三
章
に
お
い
て
少
し
く
述
べ
た
が
、
『
涅
槃
経
』

の
展
開
に
お
い
て
、「
梵
行
品
」
は
菩
薩
の
利
他
行
に
基
づ
く
大
慈
悲
心
を
主
題
と
し
、
経
中
に
お
い
て
初
め
て
一
闡
提
の
救
済
に
つ

い
て
説
か
れ
て
い
く
箇
所
で
あ
る
。
そ
の
中
で
阿
闍
世
の
物
語
は
、
同
品
の
最
後
に
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
て
き
た

教
説
が
い
か
に
し
て
一
闡
提
の
上
に
実
現
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
回
答
す
る
か
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
寓
話
で
あ
る
。
そ
れ

を
今
親
鸞
は
、「
現
病
品
」
に
続
け
て
抄
出
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
阿
闍
世
を
三
機
の
救
済
の
具
体
相
と
し
て
注
目
し
、
大
部
に

わ
た
り
抄
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

「
梵
行
品
」
の
抄
出
文
は
、
以
下
の
文
か
ら
始
ま
り
、
物
語
の
主
役
で
あ
る
阿
闍
世
が
、
い
か
な
る
存
在
で
あ
り
、
ま
た
現
在
ど

の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
を
説
い
て
い
く
。 

爾
ノ
時
に
王
舎
大
城
に
阿
闍
世
王
あ
り
。
其
の
性
弊
悪
に
し
て
善
く
殺
戮
を
行
ず
。
口
の
四
悪
貪
恚
愚
癡
を
具
し
て
、
其
ノ

心
熾
盛
な
り
。
乃
至 

而
ル
に
眷
属
の
為
に
現
世
の
五
欲
の
楽
に
貪
着
す
る
が
故
に
、
父
の
王
辜
無
き
に
横
に
逆
害
を
加
す
。

父
を
害
す
る
に
因
リ
て
、
己
が
心
に
悔
熱
を
生
ず
。
乃
至 

心
悔
熱
す
る
が
故
に
偏
体
に
瘡
を
生
ず
。
其
の
瘡
臭
穢
に
し
て
附

近
す
べ
か
ら
ず
。
尋
ち
自
ら
念
言
す
ら
く
、
我
今
此
ノ
身
に
已
に
華
報
を
受
け
た
り
。
地
獄
の
果
報
、
将
に
近
づ
き
て
遠
か
ら

ず
と
す
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
二
頁) 
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経
に
は
、「
善
く
殺
戮
を
行
す
」
と
あ
り
、
そ
の
人
格
が
、
好
ん
で
殺
戮
を
行
う
残
虐
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
し
か
し

そ
の
よ
う
な
様
相
と
は
裏
腹
に
、
父
で
あ
る
頻
婆
娑
羅
王
を
殺
害
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、
阿
闍
世
は
、
心
に
悔
熱
を
生
じ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
悔
熱
に
連
鎖
す
る
よ
う
に
体
に
は
瘡
が
生
じ
る
の
で
あ
っ
た
。
阿
闍
世
は
こ
の
瘡
を
「
華
報
」
と
呼

ぶ
。
華
報
と
は
現
報
の
こ
と
で
あ
り
、
父
を
殺
害
し
た
報
い
が
現
在
に
生
じ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
報
い
は
地
獄

の
果
報
に
直
結
し
て
お
り
、
そ
れ
は
遠
い
未
来
の
こ
と
で
は
な
く
、
自
ら
の
堕
地
獄
は
現
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
も
の
だ
と
実
感
す
る

の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
文
は
、「
信
巻
」
だ
け
で
は
な
く
「
梵
行
品
」
に
お
け
る
阿
闍
世
の
物
語
の
始
ま
り
に
位
置
す
る
文
で
も
あ
る
。
た
だ
、
す
で

に
こ
の
一
文
か
ら
も
確
認
で
き
る
通
り
、
親
鸞
は
、
経
中
の
阿
闍
世
の
物
語
の
全
部
を
抄
出
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
幾
度
と
な
く
「
乃

至
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
着
目
す
る
点
を
あ
る
程
度
限
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
こ
の
文
は
、
本
来
「
其
心
熾
盛
唯
見
現
在

不
見
未
来
純
以
悪
人
而
為
眷
属
〔
其
の
心
熾
盛
な
り
。
唯
現
在
を
見
て
、
未
来
を
見
ず
。
純
ら
悪
人
を
以
て
眷
属
と
為
す
〕8

9

」
と
な

っ
て
い
る
が
、
親
鸞
は
網
掛
け
箇
所
を
乃
至
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
而
に
眷
属
の
為
に
」
と
、
五
欲
の
楽
へ
の
貪
着
か
ら
繋
が
る
父

の
殺
害
の
原
因
を
眷
属
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
見
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
の
眷
属
が
誰
を
示
し
て
い
る
の

か
は
、
例
え
ば
、 

諸
の
悪
友
に
近
づ
き
て
、
為
レ
善
く
提
婆
達
多
悪
人
の
言
に
随
て
、
正
法
の
王
に
横
に
逆
害
を
加
す
。 (

『
翻
刻
』
二
五
六
頁) 

と
い
う
、
大
臣
蔵
徳
に
対
す
る
阿
闍
世
の
発
言
か
ら
、
提
婆
達
多
や
諸
々
の
悪
友
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
阿
闍
世
と
提
婆
達
多
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
梵
行
品
」
の
後
に
抄
出
さ
れ
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て

頻
婆
娑
羅
王
殺
害
の
因
縁
が
単
な
る
阿
闍
世
の
残
虐
性
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
読
み
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
て
「
信
巻
」
で
は
、
そ
の
内
容
や
説
示
す
る
も
の
に
、
原
典
か
ら
の
変
更
が
各
所
に
見
受
け
ら
れ
て
く
る
。 

で
は
、
親
鸞
の
阿
闍
世
の
物
語
抄
出
の
意
図
と
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
香
月
院
は
、
端
的
に
そ
の
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意
図
を
、
「
我
祖
涅
槃
経
を
引
い
て
五
逆
謗
法
の
難
治
難
化
の
相
を
示
し9

0

」
と
、
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
「
信
巻
」
の
展
開
か
ら
し

て
も
、
阿
闍
世
に
よ
っ
て
「
難
治
難
化
の
相
」
の
具
体
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
、
親
鸞
の
念
頭
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら

悪
人
の
相
を
主
題
と
し
た
場
合
、
こ
れ
ほ
ど
の
量
を
抄
出
す
る
必
要
性
、
あ
る
い
は
大
小
様
々
な
分
量
の
乃
至
の
理
由
が
判
然
と
し

な
い
。
さ
ら
に
は
、
悪
人
の
救
済
を
主
題
と
す
る
場
合
、
そ
の
対
象
が
阿
闍
世
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
阿
闍
世
の
物
語
が
抄
出
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
背
景
を
鑑
み
る
に
、「
信
巻
」
の
主
題
、
つ
ま
り
「
至
心
信
楽
の
願
」

が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
「
正
定
聚
の
機
」
と
い
う
信
心
成
立
の
主
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
っ
と
い
う

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
な
ら
ば
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
る
の
か
。 

今
先
ん
じ
て
こ
の
長
き
に
わ
た
る
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
の
結
論
で
あ
る
自
釈
を
確
認
す
る
と
、 

是
ヲ
以
て
、
今
大
聖
の
真
説
に
拠
る
に
、
難
化
の
三
機
、
難
治
の
三
病
は
、
大
悲
の
弘
誓
を
憑
み
、
利
他
の
信
海
に
帰
す
れ
ば
、

斯
を
矜
哀
し
て
治
す
、
こ
れ
を
憐
憫
し
て
療
し
た
ま
ふ
。
喩
へ
ば
醍
醐
の
妙
薬
の
一
切
の
病
を
療
す
る
が
如
し
。 

 
(

『
翻
刻
』
三
〇
六
頁) 

と
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
親
鸞
は
、
阿
闍
世
の
上
に
実
現
さ
れ
る
難
化
の
三
機(

謗
大
乗
・
五
逆
罪
・
一
闡
提)

の
救
わ
れ
る
手
立
て

を
、
「
大
悲
の
弘
誓
」
と
「
利
他
の
信
海
」
、
つ
ま
り
阿
弥
陀
仏
の
大
悲
で
あ
る
本
願
と
他
力
回
向
の
信
心
に
見
出
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
自
釈
か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
親
鸞
に
お
け
る
阿
闍
世
の
眼
目
と
は
信
心
の
発
起
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
物

語
中
に
お
い
て
、
「
無
根
の
信
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。 

世
尊
、
我
世
間
を
見
ル
に
、
伊
蘭
子
よ
り
伊
蘭
樹
を
生
ず
、
伊
蘭
よ
り
栴
檀
樹
を
生
ず
る
を
ば
見
ず
。
我
今
始
メ
て
伊
蘭
子
よ

り
栴
檀
樹
を
生
ず
る
を
見
る
。
伊
蘭
子
は
、
我
が
身
是
な
り
。
栴
檀
樹
は
、
即
チ
是
我
が
心
、
無
根
の
信
な
り
。
無
根
は
、
我

初
メ
て
如
来
を
恭
敬
せ
む
こ
と
を
知
ら
ず
、
法
・
僧
を
信
ぜ
ず
、
是
を
無
根
と
名
く
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
九
頁) 

阿
闍
世
は
、
悪
臭
を
放
ち
忌
避
さ
れ
る
植
物
の
種
子
で
あ
る
伊
蘭
子
を
自
ら
の
身
、
美
し
い
香
り
を
放
つ
香
木
の
一
種
で
あ
る
栴
檀
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樹
を
自
身
の
心
、
す
な
わ
ち
無
根
の
信
に
譬
え
、
自
ら
に
起
こ
っ
た
信
の
発
起
と
い
う
事
実
が
い
か
に
稀
有
な
出
来
事
で
あ
っ
た
か

を
述
べ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
「
現
世
の
五
欲
の
楽
に
貪
着
」
し
、
三
宝
を
信
じ
な
る
こ
と
の
な
い
存
在
に
は
本
来
生
じ
る
は
ず
の

な
い
信
心
で
あ
っ
た
。
故
に
阿
闍
世
は
、
こ
の
信
を
「
無
根
の
信
」
と
呼
ぶ
。
そ
れ
は
文
字
通
り
自
身
を
根
拠
と
し
な
い
信
心
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
、
仏
の
慈
悲
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
心
境
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
こ
の
無
根
の
信
を
、
他
力
回
向
の
信
心
と
重
ね
て
見

て
い
た
こ
と
は
、
先
に
示
し
た
結
釈
に
あ
る
「
利
他
の
信
海
」
と
い
う
語
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
「
難
治
の
機
」

と
言
わ
れ
る
存
在
が
、
真
実
信
心
に
よ
っ
て
の
み
治
癒
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
、「
信
巻
」
で
は
、
阿
闍
世
の
救
済
に
よ
っ
て
明
示
す
る

の
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
本
来
『
涅
槃
経
』
中
に
は
、
阿
闍
世
は
も
と
よ
り
三
機
の
救
済
の
手
立
て
と
し
て
、
「
大
悲
の
弘
誓
」
「
利
他
の
信
海
」
が

説
か
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
親
鸞
が
「
信
巻
」
中
で
明
ら
か
に
し
た
謗
大
乗
・
五
逆
罪
・
一
闡
提
の
救
済
観
で
あ
り
阿
闍
世

観
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
夫
れ
仏
、
難
治
の
機
を
説
き
て
」
よ
り
、
先
に
上
げ
た
結
論
に
至
る
ま
で
に
抄
出
さ
れ
る
『
涅
槃
経
』
は
、

本
来
の
『
涅
槃
経
』
と
い
う
よ
り
も
、「
信
巻
」
の
『
涅
槃
経
』
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
、『
涅
槃
経
』
の
ど
の
部
分
を
ど
の
よ
う
に
抄
出
し
た
か
、
そ
の
抄
出
文
箇
所
一
つ
一
つ
に
、
す
で
に
親
鸞
独
自
の
『
涅
槃
経
』
観

が
現
れ
出
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
特
に
、「
梵
行
品
」
の
抄
出
文
は
、
阿
闍
世
の
信
前
の
描
写
を
大
部
に
わ
た
っ
て
抄
出
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
獲
信
に
至
る
ま
で
の
過
程
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。 

な
ら
ば
、
親
鸞
が
こ
の
「
梵
行
品
」
の
阿
闍
世
に
関
す
る
文
を
ど
の
よ
う
な
視
座
に
よ
っ
て
抄
出
し
て
い
た
か
を
考
察
す
る
こ
と

は
、
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
観
、
延
い
て
は
「
大
悲
の
弘
誓
を
憑
み
、
利
他
の
信
海
に
帰
す
」
る
者
、
本
願
救
済
の
機
の
具
体
相
の
成

立
を
い
か
に
見
て
い
た
の
か
と
い
う
発
見
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
本
章
で
は
、
主
に
「
梵
行
品
」
の
抄
出
箇
所
の
意
義

を
検
討
し
、
親
鸞
の
阿
闍
世
観
の
特
徴
を
考
察
し
て
い
く
。 

 

第
二
節
、
親
鸞
に
お
け
る
二
つ
の
阿
闍
世
観―

『
見
聞
集
』
所
収
の
『
涅
槃
経
』
の
立
場
か
ら―
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第
一
項
、
構
成
と
書
誌
情
報
に
つ
い
て 

 

「
信
巻
」
に
お
け
る
親
鸞
の
阿
闍
世
観
を
考
察
す
る
上
で
、
本
章
で
は
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
抄
出
さ
れ
る
阿
闍
世
の
文
と
の
比

較
を
通
し
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
理
由
と
し
て
二
者
の
抄
出
分
量
の
差
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
本

節
で
は
、
こ
の
抄
録
の
書
誌
情
報
を
改
め
て
述
べ
て
い
く
。 

こ
の
書
は
「
文
暦
二
歳
乙
末
六
月
十
九
日 

愚
禿
親
鸞
書
之9

1

」
の
奥
書
を
持
つ
高
田
専
修
寺
蔵
平
仮
名
本
『
唯
信
鈔
』(

以
下
、

『
ひ
ら
が
な
唯
信
鈔
』)

の
袋
綴
じ
の
折
目
部
分
を
割
い
て
現
れ
る
裏
面
に
書
か
れ
て
い
た
親
鸞
の
抄
録
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
『
ひ
ら

が
な
唯
信
鈔
』
は
、
分
冊
さ
れ
て
お
り
、
一
冊
目
は
、
「
ぬ
へ
し
二
心
あ
る
と
一
心
な
る
と9

2

」
か
ら
「
し
り
て
か
罪
悪
の
み
な
れ
は

9
3

」
ま
で
が
「
見
聞
集 
愚
禿
親
鸞9

4

」
と
書
か
れ
た
表
紙
の
あ
る
『
五
会
法
事
讃
』
の
抄
録
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
続
く
二
冊
目

は
、「
す
く
は
れ
か
た
し
と
お
も
ふ
へ
き9

5

」
か
ら
末
尾
で
あ
る
「
文
暦
二
歳
乙
末
六
月
十
九
日 

愚
禿
親
鸞
書
之9

6

」
、
さ
ら
に
『
ひ

ら
が
な
唯
信
鈔
』
に
続
い
て
あ
る
「
聖
覚
法
印
表
白
文
」
お
よ
び
「
御
念
仏
之
間
用
意
聖
覚
返
事
」
が
書
か
れ
た
箇
所
の
紙
背
ま
で

が
、「
涅
槃
経 

釈
顕
智9

7

」
お
よ
び
次
項
に
「
涅
槃
経 

愚
禿
親
鸞9

8

」
と
い
う
表
紙
の
あ
る
『
涅
槃
経
』
の
抄
出
文
と
「
或
人
夢
」

の
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
抄
録
は
専
修
寺
に
伝
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集 

第
六
巻
』
に
は
、 

現
存
の
本
書
は
袋
綴
、
緞
子
表
紙
、
六
十
九
枚
、
寸
法
は
縦
二
三
・
八
糎
、
横
一
四
・
五
糎
、
外
表
紙
に
「
涅
槃
経
、
釈
顕
智
」

内
表
紙
に
「
涅
槃
経
、
愚
禿
親
鸞
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
自
筆
で
か
ゝ
れ
て
あ
る
。 

(

『
定
親
全
六
』
二
四
五
頁) 

と
、
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
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・
外
表
紙 

 

・
内
表
紙 

 

・
聖
行
品
第
十
九 

第
一
文 

 
 

聖
行
品
第
十
九
の
十
二 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
二
九
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
八
一
頁c

 

第
二
文 

 
聖
行
品
第
十
九
の
十
三 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
三
〇
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
八
七
頁b

 

第
三
文 

 
右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
三
〇
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
九
〇
頁a

 

 

・
梵
行
品
第
二
十 

第
四
文 

 

梵
行
品
第
二
十
の
十
四 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
三
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
九
八
頁c

 

第
五
文 

 

梵
行
品
第
二
十
の
十
五 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
三
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
〇
四
頁b

 

第
六
文 

梵
行
品
第
二
十
の
十
六 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
三
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
〇
九
頁a

 

第
七
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
三
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
一
三
頁b

 

第
八
文 

梵
行
品
第
二
十
の
十
七 

 
 

 
 

 
『
定
親
全
六
』
一
三
四
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
一
七
頁a

 

 

第
九
文 

六
臣
六
師
の
表 

 

第
一
〇
文 

梵
行
品
第
二
十
の
十
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
三
五
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
二
三
頁c

 

第
一
一
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
三
八
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
二
五
頁c
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第
一
二
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
三
八
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
七
二
八
頁a

 

 

・
迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四 

第
一
三
文 

迦
葉
菩
薩
品
第
二
十
四
の
三
十
四 

『
定
親
全
六
』
一
四
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
八
三
一
頁a

 

 

・
四
相
品
第
七 

第
一
四
文 
四
相
品
第
七
の
四 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
四
一
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
二
五
頁c

 

第
一
五
文 

四
相
品
第
七
の
五 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
四
二
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
三
一
頁b

 

 

・
四
依
品
第
八 

第
一
六
文 

四
依
品
第
八
の
六 

 
 

 
 

 
 

『
定
親
全
六
』
一
四
三
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
三
九
頁a

 

第
一
七
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
四
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
四
〇
頁a

 

第
一
八
文 

右
同 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
一
四
六
頁
『
大
正
蔵
十
二
』
六
四
二
頁a

 

 

第
一
九
文 

八
相
成
道
の
文 

 

第
二
〇
文 

四
依
品
第
八
の
六 

 
 

 
 

 
 

 

『
定
親
全
六
』
未
収
録 

『
大
正
蔵
十
二
』
六
四
二
頁c

 

 

以
上
、
そ
の
構
成
は
二
十
文
に
分
類
で
き
る
。
な
お
経
文
を
「
抄
出
・
乃
至
・
已
上
・
略
出
・
略
抄
」
等
で
区
切
る
『
涅
槃
経
要
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文
』
と
異
な
り
、『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
は
、「
乃
至
・
文
」
の
み
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
分
を
全
て
一
文
と
し
て
あ
つ
か

っ
て
、
よ
り
細
分
化
し
た
場
合
、『
涅
槃
経
』
は
計
四
十
九
文
と
な
る
。
先
の
『
涅
槃
経
要
文
』
の
構
成
と
同
様
、
原
典
中
で
文
が
隣

接
し
、
か
つ
複
数
の
文
が
同
じ
展
開
上
で
説
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
合
し
て
一
文
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
な
お
こ
の
区
分
は
、
宇
野

の
『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
に
示
さ
れ
る
構
成
の
分
類
を
参
考
に
し
つ
つ
、
外
表
紙
・
内
表
紙
お
よ
び
「
六
臣
六
師
の
表
」
と
「
八

相
成
道
の
文9

9

」
お
よ
び
『
定
親
全
六
』
未
収
録
箇
所
の
第
二
〇
文1

0
0

を
加
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

そ
こ
で
本
節
に
お
い
て
注
目
し
た
い
箇
所
は
、「
第
十
七
巻
言
」
よ
り
始
ま
る
第
八
文
～
第
一
二
文
に
該
当
す
る
、
阿
闍
世
の
物
語

が
抄
出
さ
れ
る
一
連
の
箇
所
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
当
箇
所
に
注
目
す
る
意
図
は
、「
信
巻
」
と
の
抄
出
分
量
の
差
に
あ
る
。
い

ま
、「
信
巻
」
と
『
見
聞
集
』
の
阿
闍
世
の
文
の
抄
出
箇
所
を
比
較
す
る
と
、
親
鸞
所
覧
の
『
涅
槃
経
』
の
系
統
の
違
い
に
よ
る
文
字

の
異
同
や
訓
点
等
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、『
見
聞
集
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
文
は
全
て
「
信
巻
」
に
も
抄
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上

で
よ
り
多
く
の
分
量
が
「
信
巻
」
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
、
す
で
に
序
で
述

べ
た
通
り
、
重
見
の
説
に
よ
る
と
「
信
巻
末
巻
」
の
一
〇
四
～
一
五
二
頁
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
箇
所
は
い
わ
ゆ
る
後
期
筆
跡
に
該
当

す
る
部
分
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
難
治
の
機
釈
」『
涅
槃
経
』「
現
病
品
」
抄
出
文
か
ら
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
「
又
言
く
、
善
男
子
、

羅
閲
祇
の
王
頻
婆
沙
羅
、
其
の
王
の
太
子
、
名
て
善
見
と
曰
ふ1

0
1

」
か
ら
「
如
来
は
終
に
畢
竟
し
て
涅
槃
に
入
り
た
ま
は
ず
、
と
。

已
上
抄
出1
0

2

」
ま
で
の
一
連
の
文
の
内
、「
其
の
時
に
提
婆
達
多
、
便
我
か
所
に
来
て
是
の
如
の
言
を
作
く
、
唯
願
は
如
来
、
此
の
大

衆
を
以
て1

0
3

」
ま
で
が
、
後
期
筆
跡
に
該
当
す
る
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
「
信
巻
」
中
の
推
定
八
三
～
八
四
歳

頃
の
筆
跡
箇
所
に
は
、『
坂
東
本
』
全
六
冊
の
大
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
美
濃
紙
と
は
異
な
る
綸
旨
紙(

い
わ
ゆ
る
再
生
紙)

が
使
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
書
き
改
め
の
理
由
と
し
て
重
見
は
「
引
用
文
の
幾
度
か
の
訂
正
書
き
込
み
で
紙
面
が
複
雑
化
し
汚
れ
て
い
た
の
を

整
理
す
る
た
め1

0
4

」
と
考
察
し
、
あ
る
い
は
小
川
貫
弐
は
「
綸
旨
紙
は
初
稿
本
か
ら
坂
東
本
に
起
筆
し
た
当
初
か
ら
の
存
在
と
は
考

へ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
推
敲
・
改
訂
の
途
上
に
、
完
成
に
近
い
こ
ろ
に
増
補
し
浄
書
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
綸
旨
紙
の
部
分
で
あ
る
と
み

る
べ
き
で
あ
る1

0
5

」
と
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
赤
松
俊
秀
に
よ
る
と
、
綸
旨
紙(

宿
紙)

部
分
は
、
六
十
三
頃
の
筆
跡
と
か
な
り
異
な
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り
建
長
年
間
初
期
を
下
ら
な
い
筆
跡
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
、
こ
の
部
分
の
書
き
直
し
が
『
涅
槃
経
』
抄
出
の
分
量
の
増
加
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る1

0
6

。
こ
れ
ら
先
人
の
見
解
か
ら
、『
坂
東
本
』
の
『
涅
槃
経
』

箇
所
の
多
く
に
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
い
ま
、「
信
巻
」
と
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
、
そ
れ
ぞ
れ

の
阿
闍
世
の
物
語
抄
出
箇
所
を
比
較
す
る
と
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
文
は
全
て
「
信
巻
」
に
も
抄
出
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
上
で
よ
り
多
く
の
分
量
が
「
信
巻
」
に
は
抄
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
二
者
の
執
筆
に
は
推
定
二
十
数
年
の

差
が
あ
り
、
こ
の
差
が
抄
出
分
量
の
違
い
に
影
響
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。 

し
か
し
序
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
書
改
以
前
の
『
教
行
信
証
』
と
比
べ
て
、
綸
旨
紙
箇
所
の
ど
こ
が
ど
れ
だ
け
の
分

量
増
加
さ
れ
た
の
か
は
、
現
存
す
る
資
料
に
お
い
て
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
六
臣
と
六
師
の
名
が
列
挙
さ
れ
る
箇
所
を
見
る
と
、
「
信
巻
」
で
は
、 

一 

大
臣
名
日
月
称 

 
 

 

一 

名
富
闌
那 

二 

蔵
徳 

 
 

 
 

 
 

 
二 

名
末
伽
梨
拘
賖
梨
子 

三 

有
一
臣
名
曰
実
徳 

 
 

三 
名
那
闍
邪
毗
羅
肱
子 

四 

有
一
臣
名
悉
知
義 

 
 

四 

名
阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

五 

大
臣
名
曰
吉
徳 

 
 

 

五 

波
蘇
仙 

六 

迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

 
 

六 

名
尼
犍
陀
若
犍
子 

(

『
翻
刻
』
二
七
一
頁) 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
涅
槃
経
』
に
存
在
す
る
文
で
は
な
く
、
親
鸞
が
六
臣
と
耆
婆
の
慰
問
が
説
か
れ
る
経
文
を
抄
出
し
た

後
に
独
自
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
経
文
を
確
認
す
る
と
吉
徳
に
対
応
す
る
大
臣
は
、「
波
蘇
仙
」
で
は
な
く
「
迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延
」

で
あ
り
、
六
番
目
の
大
臣
の
名
前
も
、
「
迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延
」
で
は
な
く
、
「
無
所
畏
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
本
来
な
ら
、 

一 

日
月
称 

 
 

 
 

 
 

一 

富
闌
那 
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二 

蔵
徳 

 
 

 
 

 
 

 

二 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子 

三 

実
徳 

 
 

 
 

 
 

 

三 

那
闍
邪
毗
羅
胝
子 

四 

悉
知
義 

 
 

 
 

 
 

四 

阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

五 

吉
徳 

 
 

 
 

 
 

 

五 

迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

六 

無
所
畏 

 
 

 
 

 
 

六 

尼
犍
陀
若
犍
子 

と
い
う
並
び
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
経
に
説
か
れ
る
内
容
と
列
挙
さ
れ
る
名
前
に
い
く
つ
か
誤
り
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
第
三
節

に
お
い
て
確
認
し
て
い
く
が
、
親
鸞
は
、
吉
徳
が
師
と
仰
ぐ
迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延
の
説
を
全
く
抄
出
せ
ず
、
波
蘇
仙
の
説
を
中
心
に
抄

出
し
て
い
る
。
よ
っ
て
「
五 

大
臣
名
曰
吉
徳 

五 

波
蘇
仙
」
と
い
う
並
び
は
、
こ
の
よ
う
な
経
文
の
特
殊
な
抄
出
に
起
因
す
る

誤
記
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
う
え
で
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
お
け
る
同
箇
所
を
確
認
す
る
と
、 

一 

大
臣
名
日
月
称 

 
 

 

一 

名
富
闌
那 

二 

蔵
徳 

 
 

 
 

 
 

 
二 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子
名 

三 

有
一
大
臣
名
曰
実
徳 

 

三 
名
那
闍
邪
毗
羅
肱
子 

四 

有
一
臣
名
悉
知
義 

 
 

四 

名
阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

五 

大
臣
名
曰
吉
徳 

 
 

 

五 

波
蘇
仙 

六 

名
尼
犍
陀
若
犍
子 

 
 

六 

加
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

(

『
定
親
全
六
』
一
三
四
頁) 

と
、「
信
巻
」
と
六
人
目
の
「
尼
犍
陀
若
犍
子
」
と
「
加
羅
鳩
駄
迦
旃
延
」
以
外
同
様
の
並
び
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

本
来
六
師
を
挙
げ
る
箇
所
に
「
波
蘇
仙
」
を
示
す
と
い
う
の
は
、「
信
巻
」
の
抄
出
箇
所
を
前
提
と
し
な
い
限
り
生
じ
な
い
誤
記
で
あ

ろ
う
。
つ
ま
り
こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
は
、『
教
行
信
証
』
撰
述
以
前
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な

く
、
ま
ず
「
梵
行
品
」
抄
出
箇
所
に
お
い
て
「
信
巻
」
の
草
稿
と
も
言
え
る
も
の
が
執
筆
さ
れ
、
そ
の
間
に
『
見
聞
集
』
が
成
っ
た
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と
推
測
で
き
る
。 

ま
た
「
梵
行
品
」
の
次
に
抄
出
さ
れ
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
一
連
の
抄
出
文
の
内
、「
付
嘱
せ
よ
、
我
当
に
種
種
に
法
を
説
て
、
教
化

し
て
其
を
し
て
調
伏
せ
し
む
べ
し
、
と1

0
7

」
以
降
の
文
は
、
重
見
に
よ
れ
ば
、
前
期
筆
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
迦
葉
菩

薩
品
」
抄
出
文
は
、『
教
行
信
証
』
の
大
幅
な
改
定
が
な
さ
れ
る
以
前
よ
り
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
重
見
や

小
川
の
言
う
改
訂
と
い
う
の
も
、
内
容
自
体
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る1

0
8

。 
以
上
述
べ
た
「
五 

波
蘇
仙
」
の
誤
記
、「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
に
あ
る
前
期
筆
跡
の
存
在
と
い
う
二
点
か
ら
勘
考
す
れ
ば
、
一

見
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
の
当
抄
出
文
は
、
「
信
巻
」
に
抄
出
さ
れ
る
準
備
段
階
に
書
写
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
で

は
な
く
、
二
者
を
比
較
し
た
と
き
に
生
じ
る
抄
出
文
量
の
差
と
い
う
の
も
、
既
に
生
じ
て
い
た
阿
闍
世
に
注
目
す
る
視
点
の
違
い
に

あ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
次
節
よ
り
、
ま
ず
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
表
れ
る
親
鸞
の
阿
闍
世
観
を
概
観
し
、

そ
の
特
徴
を
挙
げ
て
、
二
者
に
生
じ
る
阿
闍
世
観
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 

第
二
項
、
『
見
聞
集
』
所
収
の
『
涅
槃
経
』
に
抄
出
さ
れ
る
阿
闍
世
の
物
語
の
概
要 

  

本
項
で
は
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
中
の
阿
闍
世
の
文
を
概
観
し
、
そ
の
特
徴
と
「
信
巻
」
と
の
違
い
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
そ

の
う
え
で
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
お
い
て
、
阿
闍
世
の
物
語
の
ど
の
部
分
が
抄
出
さ
れ
、
ど
う
展
開
し
て
い
る
の
か
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
。
よ
っ
て
長
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
『
見
聞
集 
涅
槃
経
』
中
に
抄
出
さ
れ
る
阿
闍
世
の
物
語
の
全
文
を
、
以
下
の
八
つ
の

展
開
に
分
類
し
て
示
す
。 

 

一
、
阿
闍
世
の
状
況 

第
十
七
言 
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尒
ノ
時
に
王
舍
大
城
に
阿
闍
世
王
あ
り
。
其
の
性
弊
悪
に
し
て
善
く
殺
戮
を
行
ず
。
口
の
四
悪
貪
恚
愚
癡
を
具
し
て
、
其
の

心
熾
盛
な
り
と
。
乃
至 

而
ル
に
眷
属
の
為
に
現
世
の
五
欲
の
楽
に
貪
著
せ
る
が
故
に
、
父
の
王
辜
無
き
に
横
に
逆
害
を
加
す
。

父
を
害
す
る
に
因
リ
て
、
已
に
心
に
悔
熱
を
生
ず
。
乃
至 

心
悔
熱
す
る
が
故
に
偏
体
に
瘡
を
生
ず
。
其
の
瘡
臭
穢
に
し
て
附
近

す
べ
か
ら
ず
。
尋
ち
自
ら
念
言
す
ら
く
、
我
今
此
の
身
已
に
華
報
を
受
け
た
り
。
地
獄
の
果
報
、
将
に
近
づ
き
て
遠
か
ら
ず
と

す
。
乃
至 

 

二
、
六
臣
お
よ
び
六
師
の
名
前
の
列
挙 

一 

大
臣
日
月
称
名
ト
く 

 
 

 
 

 
 

一 

富
闌
那
ト
名
く 

二 

蔵
徳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子
ト
名
ク 

三 

一
の
大
臣
有
リ
名
テ
曰
ク
実
徳 

 
 

三 

那
闍
邪
毗
羅
胝
ト
名
ク 

四 

一
ノ
臣
有
リ
悉
知
義
と
名
ク 

 
 

 

四 

阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅
ト
名
ク 

五 

大
臣
ア
リ
名
テ
曰
ク
吉
徳 

 
 

 
 

五 

波
蘇
仙 

六 

尼
犍
陀
若
犍
子
ト
名
ク 

 
 

 
 

 

六 

加
羅
鳩
駄
迦
旃
延
ト
名
ク 

 

三
、
「
為
阿
闍
世
不
入
涅
槃
」
の
意
味 

第
十
八
巻
言 

善
男
子
、
我
が
言
ふ
所
の
如
し
。
「
阿
闍
世
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
ず
。
」
是
の
如
キ
の
密
義
、
汝
未
だ
解
ス
ル
こ
と
能
は
ず
。

何
を
以
テ
の
故
に
。
我
「
為
」
と
言
ふ
は
、
一
切
凡
夫
、「
阿
闍
世
王
」
は
、
普
く
及
ビ
一
切
五
逆
を
造
る
者
な
り
。
又
復
「
為
」

と
い
ふ
は
、
即
チ
是
一
切
有
為
の
衆
生
な
り
。
我
れ
終
に
無
為
の
衆
生
の
為
に
世
に
住
せ
ず
。
何
を
以
テ
の
故
に
。
夫
れ
無
為

は
、
衆
生
に
非
ザ
る
な
り
。「
阿
闍
世
」
は
、
即
チ
是
煩
悩
等
を
具
足
せ
る
者
な
り
。
又
復
「
為
」
と
い
ふ
は
、
即
チ
是
仏
性
を
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見
ざ
る
衆
生
な
り
。
若
し
仏
性
を
見
ば
我
れ
終
に
為
に
久
し
く
世
に
住
せ
ず
。
何
を
以
テ
の
故
に
。
仏
性
を
見
る
者
は
、
衆
生

に
非
ざ
る
な
り
。
「
阿
闍
世
」
は
、
即
チ
是
一
切
未
だ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
ざ
る
者
な
り
。
乃
至 

又
復
「
為
」
と

い
ふ
は
、
名
ケ
て
仏
性
と
す
。「
阿
闍
」
は
、
名
ケ
て
不
生
と
す
。「
世
」
は
、
怨
に
名
く
。
仏
性
を
生
ぜ
ざ
る
を
以
テ
の
故
に
、

則
ち
煩
悩
の
怨
生
ず
。
煩
悩
の
怨
生
ず
る
が
故
に
、
仏
性
を
見
ず
。
煩
悩
を
生
ぜ
ざ
る
を
以
テ
の
故
に
、
則
ち
仏
性
を
見
る
。

仏
性
を
見
ル
ヲ
以
て
、
則
ち
大
般
涅
槃
に
安
住
す
る
こ
と
を
得
む
。
是
を
「
不
生
」
と
名
く
。
是
の
故
に
名
ケ
て
「
阿
闍
世
」

と
す
と
。 

善
男
子
、
「
阿
闍
」
は
不
生
に
名
く
。
「
不
生
」
は
涅
槃
に
名
く
。
「
世
」
は
世
法
に
名
く
。
「
為
」
は
不
行
に
名
く
。
世
の
八

法
を
以
て
行
ぜ
ら
れ
ざ
る
か
故
に
、
無
量
無
辺
阿
僧
祇
劫
に
涅
槃
に
入
ら
ず
。
是
の
故
に
我
れ
「
阿
闍
世
の
為
に
」
と
言
ふ
。

無
量
億
劫
に
涅
槃
に
入
ら
ず
と
。 

善
男
子
、
如
来
の
密
語
不
可
思
議
な
り
。
仏
法
衆
僧
、
亦
不
可
思
議
な
り
。
菩
薩
摩
訶
薩
亦
不
可
思
議
な
り
。
『
大
涅
槃
経
』

亦
不
可
思
議
な
り
。 

 

四
、
月
愛
三
昧
と
七
子
の
譬
え 

尒
ノ
時
に
世
尊
大
悲
導
師
、
阿
闍
世
王
の
為
に
月
愛
三
昧
に
入
る
。
三
昧
に
入
已
リ
て
大
光
明
を
放
つ
。
其
の
光
清
涼
に
し

て
、
往
キ
て
王
の
身
の
瘡
を
照
す
に
、
即
チ
愈
え
ぬ
。
乃
至 

王
の
言
は
ま
く
。
耆
婆
、
彼
の
天
中
ノ
天
。
何
の
因
縁
を
以
て
斯
の
光
明
を
放
ち
た
ま
ふ
や
と
。 

耆
婆
答
て
言
は
ま
く
。
今
是
の
瑞
相
は
将
に
大
王
の
為
す
と
や
せ
む
。
王
の
光
を
以
て
言
く
。
世
に
良
医
の
身
心
を
療
治
す

る
も
の
無
き
が
故
に
、
此
の
光
を
放
つ
。
光
を
し
て
王
身
を
治
す
。
然
し
て
後
ち
心
に
及
ぶ
。 

王
の
言
は
ま
く
。
耆
婆
、
如
来
世
尊
亦
見
た
て
ま
つ
ら
む
と
念
ウ
を
や
。 

耆
婆
答
て
言
ま
く
。
譬
ば
一
人
し
て
七
子
有
ら
む
。
是
の
七
子
中
に
病
に
遇
へ
ば
、
父
母
の
心
平
等
な
ら
ざ
る
に
非
ざ
れ
ど
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も
、
然
ル
に
病
子
に
於
て
心
則
チ
偏
重
な
り
。
大
王
、
如
来
も
亦
尒
な
り
。
諸
の
衆
生
に
於
て
平
等
な
ら
ざ
る
に
非
ず
。
然
ル

に
罪
者
に
お
い
て
心
則
チ
偏
重
な
り
。
放
逸
の
者
に
お
い
て
則
チ
慈
悲
の
念
を
生
す
。
不
放
逸
の
者
は
、
心
則
チ
放
捨
す
。
何

等
か
名
ケ
て
不
放
逸
の
者
ト
す
る
。
謂
く
六
住
の
菩
薩
な
り
。
大
王
、
諸
仏
世
尊
諸
の
衆
生
に
お
い
て
、
種
姓
老
少
中
年
貧
富

時
節
日
月
星
宿
上
巧
下
賤
僮
僕
婢
使
を
観
さ
ず
。
唯
衆
生
ノ
善
心
有
ル
者
を
観
ず
。
若
し
善
心
有
れ
ば
、
則
チ
慈
念
せ
し
む
。

大
王
、
当
に
知
る
べ
し
。
是
の
瑞
相
、
即
チ
是
如
来
、
月
愛
三
昧
に
入
り
た
ま
ふ
。
放
チ
た
ま
ふ
所
の
光
明
。 

王
即
チ
問
ウ
て
言
さ
く
。
何
等
か
名
ケ
て
月
愛
三
昧
と
す
る
と
。 

耆
婆
答
エ
て
言
く
。
譬
ば
月
の
光
ノ
能
く
一
切
ノ
優
鉢
羅
花
ヲ
開
敷
し
鮮
明
な
ら
し
む
る
が
如
し
。
月
愛
三
昧
モ
亦
復
是
の

如
し
。
能
く
衆
生
を
し
て
善
心
を
開
敷
せ
し
む
。
是
の
故
に
名
ケ
て
月
愛
三
昧
と
す
。
大
王
、
譬
ば
月
の
光
ノ
能
く
一
切
行
路

の
人
を
し
て
心
に
歓
喜
を
生
ぜ
し
む
る
が
如
し
。
月
愛
三
昧
も
亦
復
是
の
如
し
。
能
く
涅
槃
道
を
修
習
せ
し
む
れ
ば
、
心
に
歓

喜
生
ぜ
む
。
故
に
月
愛
三
昧
と
名
く
る
な
り
と
。
乃
至 

 

五
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
お
け
る
善
友(

耆
婆)

の
重
要
性 

尒
ノ
時
に
仏
諸
の
大
衆
ニ
告
ゲ
て
言
は
く
。
一
切
衆
生
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
近
づ
く
因
縁
た
る
者
、
善
友
を
先
と
せ
ず
。

何
を
以
テ
の
故
に
。
阿
闍
世
王
は
耆
婆
ノ
語
に
隨
順
せ
ず
は
、
来
月
の
七
日
、
必
定
し
て
命
終
し
て
阿
鼻
獄
に
堕
せ
む
。
是
の

故
に
日
に
近
づ
き
た
り
。
善
友
に
し
く
こ
と
莫
し
と
。
乃
至 

 

六
、
獲
信
後
の
阿
闍
世
の
表
白
と
無
量
の
人
民
の
発
菩
提
心 

仏
の
言
は
く
。
大
王
、
善
い
哉
善
イ
哉
。
我
れ
今
汝
必
す
能
く
衆
生
の
悪
心
を
破
壊
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ら
む
。 

世
尊
、
若
し
我
れ
に
審
か
に
衆
生
の
諸
の
悪
心
を
破
壊
ス
ル
こ
と
能
は
ず
ば
、
我
れ
常
に
阿
鼻
地
獄
に
在
リ
て
、
無
量
劫
の
中

に
諸
の
衆
生
の
為
に
苦
悩
を
受
け
し
む
る
に
、
以
て
苦
と
せ
ず
。
尒
の
時
に
摩
伽
陀
国
の
無
量
の
人
民
、
悉
く
阿
耨
多
羅
三
藐
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三
菩
提
心
を
発
す
。
是
の
如
き
等
の
無
量
の
人
民
、
大
心
を
発
す
る
を
以
テ
の
故
に
、
阿
闍
世
王
の
所
有
の
重
罪
、
即
チ
微
薄

な
る
こ
と
を
得
ル
。
王
及
ビ
夫
人
後
宮
婇
女
、
悉
ク
皆
同
じ
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
り
。 

尒
ノ
時
に
阿
闍
世
王
、
耆
婆
に
語
り
て
言
く
。
耆
婆
、
我
れ
今
に
未
だ
死
せ
ざ
る
に
已
に
天
身
を
得
た
り
。
短
命
を
捨
て
長

命
を
得
、
無
常
の
身
を
捨
て
常
身
を
得
た
り
。
諸
ノ
衆
生
を
し
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
し
む
と
。
乃
至 

 
七
、
阿
闍
世
の
偈
頌
に
よ
る
仏
へ
の
讃
歎 

偈
頌
ヲ
以
テ
讃
嘆
し
て
言
く
。
乃
至 

諸
仏
常
に
軟
語
を
し
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衆
の
為
の
故
に
麁
を
説
き
た
ま
ふ 

麁
語
及
ビ
軟
語 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
第
一
義
に
帰
せ
む 

是
の
故
に
我
れ
今 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

世
尊
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る 

如
来
の
語
一
味
な
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
海
の
水
の
猶
如
し 

是
を
第
一
諦
と
名
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

故
に
無
無
義
の
言
に
し
て 

如
来
今
説
き
た
ま
ふ
所
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

種
種
ノ
無
量
の
法 

男
女
大
小
聞
き
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同
じ
く
第
一
義
を
獲
む 

無
因
亦
無
果 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
生
及
ビ
無
滅 

是
を
大
涅
槃
と
名
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

聞
の
者
諸
果
を
破
せ
む 

如
来
一
切
の
為
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
に
慈
父
母
と
作
り
た
ま
へ
り 

当
に
知
る
べ
し
諸
の
衆
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
是
れ
如
来
の
子
な
り
と 

世
尊
大
慈
悲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衆
の
為
に
苦
行
を
修
し
た
ま
ふ
こ
と 

人
の
鬼
魅
に
著
は
さ
れ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

狂
乱
し
て
所
為
多
き
が
如
し 
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我
今
仏
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ 

 
 

 
 

 
 

 

得
る
所
の
三
業
の
善 

願
ワ
ク
は
此
の
功
徳
ヲ
以
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
常
道
に
回
向
す 

我
今
供
養
ス
ル
所
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仏
法
及
ビ
衆
僧 

願
ワ
ク
は
此
の
功
徳
を
以
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
宝
常
に
世
に
在
ま
さ
む 

我
今
当
に
獲
べ
き
所
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
種
の
諸
の
功
徳 

願
ワ
ク
は
此
を
以
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

衆
生
の
四
種
の
魔
を
破
壊
せ
む
と 

乃
至 

 

八
、
阿
闍
世
の
発
菩
提
心
と
そ
の
利
益 

尒
の
時
に
世
尊
、
阿
闍
世
王
を
讃
メ
タ
ま
は
く
。
善
キ
哉
善
キ
哉
。
若
し
人
有
リ
て
能
く
菩
提
心
ヲ
発
せ
む
。
当
に
知
ル
べ
し
。

是
の
人
則
ち
諸
仏
大
衆
を
荘
厳
す
。
大
王
、
汝
昔
に
已
に
毗
婆
尸
仏
に
お
い
て
初
メ
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
き
。

是
よ
り
已
来
、
我
出
世
に
至
る
ま
て
、
其
の
中
間
に
於
て
、
末
だ
か
つ
て
復
地
獄
に
墮
し
て
苦
を
受
け
ず
。
大
王
、
当
に
知
る

べ
し
。
菩
提
の
心
乃
し
是
の
如
き
無
量
の
果
報
有
リ
。
大
王
、
今
よ
り
已
往
に
常
に
当
に
菩
提
の
心
ヲ
勤
修
し
き
。
何
を
以
テ

の
故
に
。
是
の
因
縁
よ
り
、
当
に
無
量
の
悪
を
消
滅
を
得
べ
し
ガ
故
に
と
。
乃
至 

 『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
で
の
展
開
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
「
一
」
に
示
す
、「
信
巻
」
と
同
様
に
阿
闍
世
が
如
何
な
る
存
在
で
あ
り
、

ま
た
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
説
明
す
る
文
か
ら
始
ま
り
、
韋
提
希
が
阿
闍
世
に
薬
を
塗
る
箇
所
・
六
臣
お
よ
び
耆
婆

の
慰
問
・
頻
婆
沙
羅
の
勧
導
と
い
っ
た
箇
所
が
全
て
乃
至
さ
れ
、
「
二
」
と
し
て
六
臣
な
ら
び
に
六
師
の
名
が
列
挙
さ
れ
る
。 

次
い
で
「
三
」
で
は
、「
為
阿
闍
世
不
入
涅
槃(

阿
闍
世
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
ず)

」
の
義
を
、
仏
自
身
が
解
し
て
い
く
文
が
抄
出
さ

れ
、
そ
の
意
義
を
説
き
明
か
し
た
後
に
、「
四
」
で
は
、
仏
は
阿
闍
世
の
為
に
月
愛
三
昧
に
入
り
、
こ
の
三
昧
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た

大
光
明
に
照
ら
さ
れ
た
阿
闍
世
は
、
そ
の
身
の
瘡
が
癒
え
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
仏
の
行
い
に
対
し
、
阿
闍
世
は
、
何
の
因
縁
に
よ
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っ
て
仏
は
阿
闍
世
自
身
の
身
を
照
ら
す
の
か
を
問
う
。
こ
の
問
い
よ
っ
て
耆
婆
の
口
よ
り
七
子
の
譬
が
語
ら
れ
、
仏
の
慈
悲
は
一
切

衆
生
に
平
等
に
は
た
ら
く
が
、
罪
者
に
お
い
て
は
偏
に
重
く
は
た
ら
く
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、「
五
」
で
は
、
釈
尊
の
下
へ
向
か
う
阿
闍
世
と
耆
婆
の
や
り
と
り
や
釈
尊
の
説
教
、
阿
闍
世
の
獲
信
の
描
写
が
乃
至
さ
れ
、

だ
た
無
上
菩
提
に
近
づ
く
因
縁
と
し
て
善
友
の
存
在
を
強
調
す
る
。
ま
た
「
六
」
に
お
い
て
、「
諸
の
衆
生
の
為
に
苦
悩
を
受
け
し
む

る
に
、
以
て
苦
と
せ
ず
。
」
と
い
う
獲
信
の
後
の
阿
闍
世
の
表
白
が
抄
出
さ
れ
る
。
仏
の
所
に
直
参
す
る
ま
で
は
、
地
獄
の
果
報
が
近

づ
く
こ
と
に
恐
怖
し
て
い
た
存
在
が
、
い
ま
衆
生
の
為
に
そ
の
苦
悩
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
苦
と
し
な
い
と
言
う
ま
で
に
心

境
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
表
白
を
も
っ
て
、
摩
伽
陀
国
の
無
量
の
人
民
は
、
悉
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
こ

と
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
阿
闍
世
の
今
ま
で
に
造
っ
て
き
た
重
罪
は
微
薄
な
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
阿
闍
世
王
お
よ
び
、

夫
人
、
後
宮
婇
女
も
、
皆
同
じ
く
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
す
こ
と
と
な
る
。 

次
ぐ
「
七
」
に
お
い
て
、
阿
闍
世
は
、
そ
の
仏
の
力
を
偈
頌
に
よ
っ
て
讃
嘆
し
て
い
く
。
ま
た
こ
の
偈
頌
は
、「
信
巻
」
と
比
べ
る

と
、
前
後
そ
れ
ぞ
れ
十
二
句
、
計
二
十
四
句
多
く
乃
至
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
偈
頌
の
後
、「
八
」
に
は
、
か
つ
て
阿
闍
世
が
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
て
い
た
こ
と
や
、
そ
の
果
報
に
よ
っ

て
未
だ
か
つ
て
地
獄
に
堕
ち
て
も
そ
の
苦
を
受
け
た
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
仏
が
伝
え
、
そ
の
菩
提
心
を
勤
修
し
た
こ
と
に
よ
り

無
量
の
悪
を
消
滅
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
説
く
の
で
あ
る
。 

以
上
『
見
聞
集
』
に
抄
出
さ
れ
る
阿
闍
世
の
文
を
概
観
し
た
。
そ
の
上
で
今
一
度
そ
の
特
徴
を
説
明
し
て
い
き
た
い
。 

 

第
三
項
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
の
阿
闍
世
観 

 

・
展
開
一―

五
、
ま
ず
初
め
に
阿
闍
世
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
は
、
仏
が
苦
悩
す
る
衆
生
に
い
か

に
は
た
ら
く
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
は
た
ら
き
を
被
る
衆
生
が
い
か
な
る
存
在
で
あ
る
か
を
表
す
も
の
と
し
て
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必
要
と
な
る
文
で
あ
る
。 

続
く
「
為
阿
闍
世
不
入
涅
槃
」
と
「
月
愛
三
昧
」
の
文
は
、
仏
の
は
た
ら
き
が
特
に
示
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
阿
闍
世

の
為
に
涅
槃
に
入
ら
ず
」
の
真
の
意
義
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
言
葉
が
決
し
て
阿
闍
世
個
人
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
た
も
の

で
は
な
く
、「
一
切
凡
夫
、
一
切
五
逆
を
作
る
者
、
一
切
有
為
の
衆
生
、
煩
悩
等
を
具
足
せ
る
者
、
仏
性
を
見
ざ
る
衆
生
、
一
切
未
だ

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
ざ
る
者
」
等
に
向
け
た
仏
の
大
悲
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
、
さ
ら
に
「
七
子
の
譬
え
」
に

よ
っ
て
、
そ
の
大
悲
心
が
罪
者
に
こ
そ
重
く
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
し
て
耆
婆
は
、
阿
闍
世
の
瘡
を

治
癒
せ
し
め
た
月
愛
三
昧
の
は
た
ら
き
を
「
能
く
衆
生
を
し
て
善
心
を
開
敷
せ
し
む
」「
能
く
涅
槃
道
を
修
習
せ
し
む
れ
ば
、
心
に
歓

喜
ヲ
生
ぜ
む
」
と
説
明
し
、
そ
の
大
悲
の
活
動
は
、
罪
者
を
し
て
仏
道
を
歩
ま
せ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。 

・
展
開
六―

八
、
こ
れ
ま
で
の
『
見
聞
集
』
で
の
展
開
が
仏
の
は
た
ら
き
を
強
調
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
次
い
で
抄
出
さ
れ

て
い
く
獲
信
後
の
阿
闍
世
が
説
か
れ
て
い
く
箇
所
は
、
発
菩
提
心
に
よ
る
滅
罪
の
利
益
が
説
か
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
当
然
「
世

尊
、
若
し
我
れ
に
審
か
に
衆
生
の
諸
の
悪
心
を
破
壊
こ
と
能
は
ず
は
、
我
れ
常
に
阿
鼻
地
獄
に
在
て
、
無
量
劫
の
中
に
諸
の
衆
生
の

為
に
苦
悩
を
受
け
し
む
る
に
、
以
て
苦
と
せ
ず
。
」
と
、
阿
闍
世
自
身
が
他
者
の
悪
心
を
破
壊
せ
ん
と
い
う
慈
悲
心
を
懐
い
た
こ
と
を

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
無
量
の
人
民
が
、
こ
の
言
葉
を
聞
き
菩
提
心
を
発
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
阿
闍
世
王
の
所
有
の
重
罪
、
即
微
薄
な
る
こ
と
を
得
」
た
こ
と
、
あ
る
い
は
「
大
王
、
今
従
已
往
に
常
に
当
に
菩
提
の
心
勤
修
し

き
。
何
を
以
の
故
に
。
是
の
因
縁
よ
り
、
当
に
無
量
の
悪
を
消
滅
を
得
べ
し
ガ
故
に
」
と
、
阿
闍
世
自
身
が
発
し
た
菩
提
心
の
因
縁

に
よ
り
無
量
の
悪
が
消
滅
し
た
点
で
あ
る
。 

こ
う
し
て
各
抄
出
箇
所
の
特
徴
を
見
る
と
、
親
鸞
は
『
見
聞
集
』
の
阿
闍
世
の
文
か
ら
、
罪
悪
の
衆
生
に
対
す
る
仏
の
は
た
ら
き

と
、
そ
れ
に
伴
う
利
益
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
こ
こ
に
抄
出
さ
れ
る
全
て
の
経
文
は
、「
信
巻
」
に
も
同
様
に
抄
出
さ
れ
て
い
る
時
点
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
『
見
聞
集
』
か

ら
見
え
る
阿
闍
世
観
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
二
者
を
比
較
し
違
い
を
検
討
す
る
上
で
重
要
と
な
る
の
は
、
ど
こ
が
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抄
出
さ
れ
た
か
で
は
な
く
、
ど
こ
が
抄
出
さ
れ
て
い
な
い
か
で
あ
ろ
う
。
今
改
め
て
二
者
の
分
量
の
差
を
見
る
と
、
大
き
く
二
カ
所
、

大
部
に
わ
た
っ
て
「
信
巻
」
に
は
存
在
し
て
、『
見
聞
集
』
に
存
在
し
な
い
展
開
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
そ
の
抄
出
文
の
有
無

が
二
者
に
も
た
ら
す
影
響
は
何
か
。 

ま
ず
『
見
聞
集
』
に
お
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
韋
提
希
が
阿
闍
世
に
薬
を
塗
る
箇
所
・
六
臣
お
よ
び
耆
婆
の
慰
問
・
頻
婆
沙

羅
の
勧
導
と
い
っ
た
箇
所
が
抄
出
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
物
語
に
登
場
す
る
韋
提
希
・
六
臣
・
頻
婆
娑
羅
と
い
っ
た
人
物
が
消
失

し
、
阿
闍
世
を
と
り
ま
く
場
景
の
多
く
が
描
写
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、 

・
か
つ
て
殺
害
し
か
け
た
母
韋
提
希
に
薬
を
塗
ら
れ
る
が
、
瘡
は
阿
闍
世
の
罪
の
意
識
に
応
じ
て
治
る
ど
こ
ろ
か
更
に
増
し
て
し
ま

う
場
面1

0
9

。 

・
六
臣
の
慰
問
で
描
か
れ
る
、
阿
闍
世
の
共
感
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
に
苦
悩
し
続
け
る
場
面1

1
0

。 

・
天
の
声
と
し
て
現
れ
る
父
頻
婆
娑
羅
の
、「
速
や
か
に
仏
の
所
へ
往
ず
べ
し
」
と
い
う
勧
導
の
声
を
聞
い
た
阿
闍
世
は
反
っ
て
、
怖

懼
を
懐
き
、
悶
絶
躃
地
し
そ
の
症
状
が
悪
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
場
面1

1
1

。 

等
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
乃
至
さ
れ
た
経
文
に
は
、
阿
闍
世
の
心
情
が
多
分
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
仏
の
所
へ
向
か
う
道
中
で
地

獄
に
堕
ち
て
し
ま
う
こ
と
を
怖
れ
る
阿
闍
世
は
、
か
つ
て
聞
い
た
「
得
道
の
人
は
地
獄
に
入
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
も
し
自

身
が
地
獄
に
堕
ち
そ
う
に
な
っ
た
時
、
地
獄
に
堕
ち
る
こ
と
が
無
い
得
道
の
人
耆
婆
に
取
り
持
っ
て
助
け
て
も
ら
う
た
め
に
象
に
同

乗
し
て
欲
し
い
と
願
う
場
面1

1
2

も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
阿
闍
世
の
心
の
不
安
を
描
写
す
る
場
面
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物

語
と
し
て
説
か
れ
る
阿
闍
世
の
極
端
な
省
略
は
、 

爾
の
時
に
阿
闍
世
王
及
ビ
摩
伽
陀
国
の
人
民
挙
リ
て
座
よ
り
し
て
起
チ
て
仏
を
遶
ル
こ
と
三
帀
し
て
、
辞
退
し
て
宮
に
還
リ
に

き
と 

(

『
翻
刻
』
二
九
五
頁) 
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と
い
う
、
阿
闍
世
の
物
語
の
締
め
く
く
り
の
文
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
そ
の
傾
向
を
強
く
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
抄
出
箇
所
の

差
違
を
比
較
し
た
と
き
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
で
は
、
阿
闍
世
の
心
理
や
場
景
に
関
す
る
描
写
の
ほ
と
ん
ど
省
か
れ
て
お
り
、
阿
闍

世
の
感
情
の
機
微
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

そ
し
て
こ
れ
ら
か
ら
見
え
て
く
る
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
の
阿
闍
世
観
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
親
鸞
は
阿
闍
世
を
苦

悩
す
る
一
個
の
人
間
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
で
は
な
く
、
仏
の
は
た
ら
き
を
受
け
る
機
で
あ
る
罪
人
、
仏
の
大
悲
が
如
何
に
機
能
し

如
何
な
る
利
益
を
与
え
る
か
を
示
す
た
め
の
一
つ
の
役
割
と
し
て
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
こ
う
し
て
『
見
聞

集 

涅
槃
経
』
か
ら
見
え
る
親
鸞
の
阿
闍
世
観
を
「
信
巻
」
と
の
抄
出
箇
所
の
比
較
を
通
し
て
、
そ
の
違
い
を
阿
闍
世
の
心
理
描
写
の

有
無
と
検
討
し
た
。
し
か
し
当
然
「
信
巻
」
の
み
に
抄
出
さ
れ
る
箇
所
の
、
物
語
と
い
う
側
面
の
み
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
思
想
内
容
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
次
節
か
ら
は
、
『
見
聞
集
』
で
は
乃
至
さ
れ
、
「
信
巻
」
で
は
抄
出
さ
れ
て

い
る
箇
所
の
思
想
面
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
信
巻
」
か
ら
見
え
て
く
る
阿
闍
世
観
を
考
察
し
た
い
。 

 

第
三
節
、
「
信
巻
」
の
阿
闍
世
観―
外
道
に
お
け
る
業
の
理
解
に
注
目
し
て―

 

 

第
一
項
、
六
臣
の
態
度 

  

『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
と
の
比
較
を
通
し
て
、
ま
ず
わ
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
二
者
の
阿
闍
世
自
身
へ
の
注
目
の
違
い
が
あ
っ
た
。

阿
闍
世
自
身
の
心
理
描
写
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
着
眼
し
て
い
な
い
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
対
し
て
、
「
信
巻
」
は
、
そ
の
心
情
の
動

き
が
明
瞭
に
な
る
よ
う
に
経
文
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
「
信
巻
」
の
こ
の
よ
う
な
態
度
に
は
、
「
難
治
の
機
釈
」
に
お
い
て
始
め
に
示

さ
れ
る
三
種
の
病
人
が
、「
果
た
し
て
救
済
さ
れ
る
の
か
、
は
た
ま
た
救
済
さ
れ
な
い
の
か
」
と
い
う
可
不
可
に
問
題
が
生
じ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
三
機
が
い
か
に
救
わ
れ
る
の
か
、
さ
ら
に
は
仏
教
に
背
く
存
在
が
、
教
え
に
出
あ
う
と
い
う
こ
と
に
は
、
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そ
の
存
在
に
い
か
な
る
変
化
を
生
じ
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
課
題
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
課
題

と
な
る
場
合
、
阿
闍
世
の
獲
信
以
前
に
注
目
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
ま
、
改
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
抄
出
箇
所
を
確
認
す
る
と
。

そ
の
抄
出
分
量
の
差
が
大
き
く
二
か
所
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
六
臣
の
慰
問
と
釈
尊
の
説
法
で
あ
っ
た
。
本
節

で
は
、
ま
ず
六
臣
の
慰
問
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

堕
地
獄
に
恐
れ
る
阿
闍
世
に
対
し
、
そ
の
苦
悩
を
除
か
し
め
ん
と
、
こ
の
物
語
で
は
大
き
く
二
つ
の
存
在
が
阿
闍
世
へ
と
接
近
し

て
い
く
。
そ
れ
が
六
臣
と
耆
婆
で
あ
っ
た
。
六
臣
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
が
信
奉
す
る
師(

六
師
外
道)

の
教
え
を
弁
舌
し
、
阿
闍
世

へ
そ
の
思
想(

外
道)

へ
の
帰
依
を
勧
め
る
。
対
し
て
耆
婆
は
、
自
ら
が
帰
依
す
る
釈
尊
の
所
へ
と
阿
闍
世
を
勧
導
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
物
語
は
、
ま
ず
大
臣
達
の
口
よ
り
外
道
の
教
え
が
開
示
さ
れ
、
阿
闍
世
か
ら
自
ら
の
行
為
へ
の
呵
責
と
心
身
の
愁
苦
を
取

り
除
こ
う
と
試
み
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

経
で
は
、
六
臣
自
ら
が
学
ぶ
外
道
の
法
と
、
そ
の
基
幹
と
な
る
六
師
の
思
想
を
説
き
阿
闍
世
へ
の
応
答
を
迫
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

と
き
に
『
涅
槃
経
』
上
に
お
け
る
こ
の
六
臣
の
慰
問
が
説
か
れ
る
意
義
に
関
し
て
、
灌
頂
は
『
涅
槃
経
疏
』
の
中
で
、 

「
時
に
大
臣
有
り
」
の
下
、
是
第
二
に
滅
悪
の
縁
。
又
二
あ
り
。
先
に
は
悪
人
を
縁
と
為
す
こ
と
を
明
か
し
、
後
に
は
善
人
を

縁
と
為
す
こ
と
を
明
か
す
。 

 

問
う
。
悪
を
為
す
は
悪
人
を
以
て
縁
と
為
す
べ
し
。
今
は
滅
悪
を
論
ず
。
何
ぞ
悪
人
を
用
い
ん
。
答
う
。
悪
人
悪
を
勧
む
る

に
、
悪
の
教
に
従
わ
ざ
れ
ば
、
亦
滅
悪
の
縁
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
、
善
人
善
を
勧
む
る
に
善
の
勧
め
に
従
わ
ず
し
て
悪
を
作
さ

ば
、
善
人
亦
こ
の
悪
を
作
す
の
縁
な
ら
ん
や
。 

(

『
大
正
蔵
三
八
』
一
四
八
頁a

) 

と
解
説
す
る
。
灌
頂
に
よ
れ
ば
、
六
臣
達
の
慰
問
と
は
、「
滅
悪
の
縁
」
を
明
か
す
意
図
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
大
臣
達
は
、
外
道
へ

の
帰
依
を
阿
闍
世
に
進
言
す
る
が
、
阿
闍
世
は
終
に
そ
れ
ら
の
法
に
帰
依
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
悪
に
従
う
こ
と
な
く
そ

れ
ら
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
滅
悪
の
縁
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
結
果
論
で
し
か
な
い
の
か
も
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し
れ
な
い
。
い
ま
阿
闍
世
と
大
臣
達
と
の
交
渉
を
見
る
と
、
最
後
に
放
た
れ
る
阿
闍
世
の
言
辞
の
内
容
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

気
付
く
。
外
道
の
法
を
聞
き
終
わ
っ
た
阿
闍
世
は
、
各
大
臣
に
対
し
て
常
に
、 

審
か
に
能
く
是
の
如
き
我
が
罪
を
滅
除
せ
ば
、
我
当
に
帰
依
す
べ
し
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
五
頁) 

是
の
人
能
く
我
が
罪
を
滅
す
る
有
る
を
審
か
に
せ
ば
、
我
当
に
帰
依
す
べ
し
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
六
頁b

 

七
一
九
頁b

) 

と
応
答
す
る
。
そ
こ
に
は
悪
邪
の
法
か
ら
の
誘
惑
を
断
ち
切
っ
て
正
法
に
向
か
う
よ
う
な
勇
ま
し
さ
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。「
も

し
私
の
罪
を
滅
除
で
き
る
な
ら
ば
・
そ
の
者
が
私
の
罪
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
教
え
に
帰
依
し
ま
す
。
」
心
の

悔
熱
に
悩
み
、
身
の
瘡
に
苦
し
む
阿
闍
世
に
と
っ
て
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
父
の
殺
害
と
い
う
罪
に
よ
っ
て
迎
え
る
堕
地
獄
と
い

う
業
報
の
回
避
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
本
来
な
ら
そ
の
手
段
を
問
う
こ
と
は
な
く
、
苦
し
み
か
ら
の
早
急
な
開
放
を
求
め
る
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
阿
闍
世
は
六
臣
の
勧
め
に
従
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。 

 

そ
の
根
本
的
問
題
と
し
て
、
六
臣
に
共
通
す
る
慰
問
の
態
度
が
あ
る
。 

時
に
大
臣
有
り
。
日
月
称
と
名
く
。
王
の
所
に
往
至
し
て
、
一
面
に
在
リ
て
立
チ
て
白
シ
て
言
さ
く
。
大
王
、
何
ガ
故
ゾ
愁

悴
し
て
顔
容
悦
ば
ざ
る
。
身
痛
と
や
せ
む
、
心
痛
と
や
せ
む
と
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
三
頁) 

例
え
ば
六
臣
の
一
人
で
あ
る
日
月
称
は
、
阿
闍
世
の
所
に
直
参
し
、
問
い
を
も
っ
て
そ
の
容
態
を
う
か
が
う
の
で
あ
る
が
、
弑
逆
を

も
っ
て
王
位
簒
奪
が
果
た
さ
れ
る
と
い
う
、
国
を
揺
る
が
す
事
件
が
城
内
で
起
き
た
こ
と
を
大
臣
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
し
か

し
日
月
称
は
、
あ
く
ま
で
阿
闍
世
の
変
容
の
原
因
に
関
し
て
「
大
王
よ
、
ど
う
し
て
愁
悴
し
て
顔
色
が
優
れ
な
い
の
で
す
か
。
身
体

が
痛
い
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
心
が
痛
い
の
で
す
か
。
」
と
嘯
く
の
で
あ
る
。
日
月
称
の
慰
問
を
皮
切
り
に
、
阿
闍
世
の
所
へ
は
続
々

と
大
臣
達
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
の
大
臣
も
、 



126 

 

大
王
、
何
ガ
故
ぞ
面
貌
憔
悴
し
て
、
唇
口
乾
燋
し
、
音
声
微
細
な
る
や
、
と
。
乃
至 

何
の
苦
し
む
所
あ
ッ
て
か
、
身
痛
と
や
せ

む
、
心
痛
と
や
せ
む
。 

(

蔵
徳
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
五
六
頁) 

大
王
、
何
が
故
ぞ
身
の
瓔
珞
を
脱
ぎ
、
首
の
髪
蓬
乱
ぜ
る
。
乃
至
是
の
如
き
な
る
や
、
と
。
乃
至 

是
心
痛
と
や
せ
む
、
身
痛
と

や
せ
む
。 

(

実
徳
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
五
八
頁) 

と
、
阿
闍
世
の
外
面
に
の
み
に
気
を
払
い
、
苦
悩
と
い
う
内
面
に
目
を
背
け
る
空
々
し
き
態
度
は
、
各
大
臣
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
臣
達
の
態
度
に
、
阿
闍
世
は
、 

我
今
身
心
豈
痛
ざ
る
こ
と
を
得
む
や(

日
月
称
へ
の
返
答)

1
1

3 

我
今
身
心
云
何
ぞ
痛
ま
ざ
ら
む(

蔵
徳
へ
の
返
答)

1
1

4 

我
今
身
心
豈
痛
ま
ざ
る
こ
と
を
得
む
や(

実
徳
へ
の
返
答)

1
1

5 

と
、
問
い
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
痛
み
を
訴
え
る
が
、
そ
れ
が
大
臣
に
届
く
こ
と
は
な
い
。
大
臣
達
は
、
自
ら
が
習
っ
た
教
え

を
阿
闍
世
に
説
い
た
後
に
、
以
下
の
詭
弁
を
も
っ
て
愁
い
苦
し
む
こ
と
を
制
止
す
る
よ
う
請
う
の
で
あ
る
。 

若
し
常
に
愁
苦
せ
ば
、
愁
へ
遂
に
増
長
せ
む
。
人
、
眠
を
喜
め
ば
、
眠
則
チ
滋
く
多
き
が
如
し
。
婬
を
貪
し
酒
を
嗜
む
も
、
亦

是
の
如
し
と
。 

(

日
月
称
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
五
四
頁) 

惟
願
ワ
ク
は
大
王
、
意
を
寛
に
し
て
愁
ウ
ル
こ
と
莫
れ
。
何
を
以
テ
の
故
に
、
若
し
常
に
愁
苦
す
れ
ば
、
愁
エ
遂
に
増
長
す
。

人
眠
リ
を
喜
め
ば
、
眠
則
ち
滋
く
多
き
が
如
し
。
婬
を
貪
し
酒
を
嗜
む
も
、
亦
復
是
の
如
し
。 

(

実
徳
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
六
〇
頁) 

惟
願
ワ
ク
は
大
王
、
愁
怖
を
懐
く
こ
と
勿
れ
。
何
を
以
テ
の
故
に
、
若
し
常
に
愁
苦
す
れ
ば
、
愁
エ
遂
に
増
長
す
。
人
眠
リ
を
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喜
め
ば
、
眠
則
チ
滋
く
多
き
が
如
し
。
婬
を
貪
し
酒
を
嗜
む
も
、
亦
復
是
の
如
し
。 

 

(

悉
知
義
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
六
二
頁) 

惟
願
ワ
ク
は
大
王
、
愁
苦
を
生
ス
ル
こ
と
莫
れ
。
何
を
以
の
故
に
、
若
し
常
に
愁
苦
せ
ば
、
愁
エ
遂
に
増
長
せ
む
。
人
眠
リ
を

喜
め
ば
、
眠
則
ち
滋
く
多
き
か
如
し
。
婬
を
貪
し
酒
を
嗜
む
も
、
亦
復
是
の
如
し
。 

(

吉
徳
の
言
辞 

『
翻
刻
』
二
六
五
頁) 

や
は
り
こ
こ
で
も
大
臣
達
の
言
辞
は
共
通
し
て
い
る
。
「
愁
苦
す
れ
ば
、
愁
遂
に
増
長
す
。
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
、
大
臣
は
阿

闍
世
の
愁
え
の
本
質
、
つ
ま
り
母
韋
提
希
に
告
白
す
る
「
心
よ
り
し
て
生
せ
り
。
四
大
よ
り
起
れ
る
に
非
す1

1
6

」
と
い
う
、
こ
の
愁

え
が
肉
体
で
は
な
く
、
心
そ
の
も
の
の
問
題
、
単
純
な
「
心
の
持
ち
よ
う
」
や
「
病
は
気
か
ら
」
と
い
っ
た
諺
に
表
現
さ
れ
る
精
神

の
平
穏
を
前
提
と
し
た
詭
弁
に
よ
っ
て
治
癒
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
な
く
、
諭
し
納
得
さ
せ

よ
う
と
い
う
態
度
か
ら
は
、
阿
闍
世
の
回
復
へ
の
願
い
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
大
臣
に
共
通
す
る
態
度
を
も
っ
て
帰

依
を
勧
め
た
と
し
て
も
、
阿
闍
世
は
真
に
聞
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
そ
の
教
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
有

す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。 

 

第
二
項
、
親
鸞
に
お
け
る
六
臣
と
六
師
の
抄
出
意
図 

 

先
に
述
べ
る
よ
う
、
六
臣
達
は
慰
問
の
際
、
自
ら
が
信
奉
す
る
思
想
に
お
い
て
阿
闍
世
の
苦
悩
の
解
決
を
述
べ
、
次
い
で
自
身
の

師
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の
帰
依
を
勧
め
て
い
る
。
大
臣
と
師
の
対
応
を
『
涅
槃
経
』
の
展
開
の
順
に
列
挙
す
る
と
以
下
の
通
り
と

な
る
。 

日
月
称 

→
 

富
闌
那 

蔵
徳 

 
→

 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子 
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実
徳 

 
→

 

那
闍
邪
毗
羅
胝
子 

悉
知
義 

→
 

阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

吉
徳 

 
→

 

迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

無
所
畏 

→
 

尼
犍
陀
若
犍
子 

た
だ
こ
の
展
開
を
親
鸞
は
全
て
抄
出
す
る
の
で
は
な
く
、
大
臣
と
そ
の
師
の
説
を
全
て
抄
出
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
部
分
的
に
抄
出
す

る
者
や
、
名
前
の
み
を
抄
出
し
、
そ
の
思
想
を
全
く
省
略
す
る
な
ど
し
て
、
六
臣
と
六
師
の
説
く
思
想
内
容
を
限
定
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
に
関
し
て
例
え
ば
金
子
大
栄
は
、 

六
師
外
道
の
名
を
挙
げ
つ
つ
、
そ
の
思
想
に
就
い
て
は
多
く
抄
略
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
唱
説
者
を
異
に
す
る
も
、
思
想
的
に
は

同
様
な
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

(

『
教
行
信
証
講
読
』
信
証
巻 

三
〇
二
頁) 

と
、
六
師
の
思
想
の
重
複
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
今
六
臣
中
、
親
鸞
が
そ
の
思
想
を

抄
出
し
て
い
る
も
の
は
、 

日
月
称 

→
 

富
闌
那 

蔵
徳 

 
→

 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子 

実
徳 

 
→

 

那
闍
邪
毗
羅
胝
子 

悉
知
義 

→
 

阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

吉
徳 

 
→

 

迦
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

無
所
畏 

→
 

尼
犍
陀
若
犍
子 

と
い
う
、
網
掛
け
を
し
て
い
な
い
五
人
で
あ
り
、
実
徳
も
少
し
く
そ
の
主
張
を
抄
出
す
れ
ど
も
大
半
は
乃
至
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
六

師
の
思
想
に
関
し
て
言
え
ば
、
日
月
称
の
口
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
富
闌
那
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
五
人
の
説
く
思
想
を
見
て
い
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く
と
、
決
し
て
重
複
を
避
け
る
よ
う
に
抄
出
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
重
複
を
避
け
る
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
外
道
の
思
想
の
一
つ
の
共
通
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
、
以
上
の
人
物
の
説
を
抄
出
し
た
と
い
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
で
は
そ
の
共
通
問
題
と
は
何
か
。
一
人
ず
つ
そ
の
思
想
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

・
ま
ず
日
月
称
の
主
張
で
あ
る
が
、 

世
に
五
人
有
り
、
地
獄
を
脱
れ
ず
と
は
、
誰
か
往
キ
て
之
を
見
て
、
来
て
王
に
語
る
や
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
三
頁) 

「
五
人
」
と
は
五
逆
罪
を
犯
す
者
を
言
う
。
空
見
の
外
道
で
あ
る
富
闌
那
に
師
事
す
る
日
月
称
は
、
智
者
の
言
う
地
獄
を
免
れ
な
い

と
は
、
実
際
に
地
獄
に
往
っ
た
も
の
が
王
に
そ
う
語
っ
た
の
か
と
疑
い
、
地
獄
の
実
在
を
否
定
す
る
。
次
に
そ
の
師
で
あ
る
富
闌
那

は
、 

黒
業
有
ル
こ
と
無
ケ
れ
ば
黒
業
の
報
無
し
。
白
業
有
ル
こ
と
無
ケ
れ
ば
白
業
の
報
無
し
。
黒
白
業
無
ケ
れ
ば
、
黒
白
業
の
業
報

有
ル
こ
と
無
し
と
。
上
業
及
以
ビ
下
業
有
ル
こ
と
無
し
。 

(

『
翻
刻
』
二
五
五
頁) 

と
、
説
く
。
黒
業
と
は
悪
業
、
白
業
と
は
善
業
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
富
闌
那
の
主
張
と
は
、
業
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
報
い
が
訪
れ
る
こ
と
が
な
く
、
よ
っ
て
優
れ
た
業(

上
業)

も
劣
っ
た
業(

下
業)

も
存
在
し
な
い
と
い
う
業
報
の
否
定
で

あ
る
。 

・
次
に
蔵
徳
は
、 

法
に
二
種
有
り
、
一
に
は
出
家
、
二
に
は
王
法
な
り
。
王
法
は
、
謂
く
、
其
の
父
を
害
せ
り
、
則
チ
王
国
土
是
れ
逆
な
り
と
云

ふ
と
雖
も
、
実
に
罪
有
こ
と
無
け
む
。
迦
羅
羅
虫
の
要
す
母
の
腹
を
壊
り
て
、
然
し
て
後
す
な
わ
チ
生
ず
る
が
如
し
。
生
の
法

是
の
如
し
。
母
の
身
を
破
ル
と
雖
も
、
実
に
亦
罪
無
し
。
騾
腹
懐
妊
等
亦
復
是
の
如
し
。
治
国
の
法
、
法
と
し
て
是
の
如
く
な

る
べ
し
。
父
兄
を
殺
す
と
雖
も
、
実
に
罪
有
ル
こ
と
無
け
む
。
出
家
の
法
は
、
乃
至
蚊
蟻
ヲ
殺
す
る
モ
亦
罪
有
り
。 
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(

『
翻
刻
』
二
五
七
頁) 

と
、
ま
ず
法
を
出
家
の
法
と
王
の
法
の
二
種
に
分
け
、
王
法
と
は
、
そ
の
国
土
に
お
い
て
通
用
す
る
法
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
知
ら
な

い
者
が
罪
を
主
張
し
て
も
意
味
が
な
く
、
そ
の
法
に
お
い
て
父
を
殺
害
す
る
と
い
う
こ
と
は
無
罪
で
あ
り
、
曰
く
そ
れ
は
、
迦
羅
羅

虫
と
い
う
虫
が
母
体
の
腹
を
破
り
な
が
ら
産
ま
れ
て
く
る
様
と
同
じ
で
こ
と
あ
る
と
言
う
。
出
家
の
法
で
あ
る
な
ら
、
人
か
ら
蚊
や

蟻
に
至
る
ま
で
生
類
を
殺
す
と
い
う
行
為
に
罪
は
生
じ
る
が
、
王
法
に
出
家
の
法
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て
蔵
徳
は
阿

闍
世
の
行
為
を
正
当
化
す
る
説
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。 

・
次
に
実
徳
の
主
張
は
、 

一
切
衆
生
ニ
皆
余
業
有
り
。
業
縁
を
以
テ
の
故
に
数
数
生
死
を
受
く
。
若
し
先
生1

1
7

に
余
業
有
ら
し
め
ば
、
王
今
之
を
殺
せ
む
、

竟
に
何
の
罪
か
有
ら
む
。 

(

『
翻
刻
』
二
六
〇
頁) 

と
あ
る
。
一
切
衆
生
に
は
、
過
去
世
の
業(

余
業)

が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
死
を
受
け
る
。
よ
っ
て
頻
婆
娑
羅
も
先
世
に

残
っ
た
業
の
報
い
に
よ
っ
て
、
今
殺
害
と
い
う
報
い
を
受
け
る
の
で
あ
っ
て
、
阿
闍
世
に
直
接
原
因
も
無
け
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
受

け
る
罪
も
な
い
と
言
う
。 

・
ま
た
悉
知
義
は
、 

昔
王
有
り
き
、
名
ケ
て
羅
摩
と
曰
ひ
き
。
其
の
父
を
害
し
已
リ
て
王
位
を
紹
ぐ
こ
と
を
得
た
り
き
。
跋
提
大
王
・
毘
楼
真
王
・

那
睺
沙
王
・
迦
帝
迦
王
・
毘
舎
佉
王
・
月
光
明
王
・
日
光
明
王
・
愛
王
・
持
多
人
王
、
是
ノ
如
き
等
の
王
、
皆
其
の
父
を
害
し

て
王
位
を
紹
ぐ
こ
と
を
得
た
り
き
。
然
ル
に
一
と
し
て
王
の
地
獄
に
入
る
者
無
し
。
今
現
在
に
、
毘
瑠
璃
王
・
優
陀
邪
王
・
悪

性
王
・
鼠
王
・
蓮
華
王
、
是
の
如
き
等
の
王
、
皆
其
の
父
を
害
せ
り
き
。
悉
く
一
と
し
て
王
の
愁
悩
を
生
ず
る
者
無
し
。
地
獄
・

餓
鬼
・
天
中
と
言
ふ
と
雖
も
、
誰
か
見
る
者
有
る
や
。
大
王
、
唯
二
の
有
り
、
一
に
は
人
道
、
二
に
は
畜
生
な
り
。
是
の
二
有

と
雖
も
、
因
縁
生
に
非
ず
、
因
縁
死
に
非
ず
。
若
し
因
縁
に
非
ず
は
、
何
者
か
善
悪
有
ら
む
。 



131 

 

(

『
翻
刻
』
二
六
一
頁) 

と
、
述
べ
る
。
こ
の
文
の
一
部
は
、「
信
巻
」
の
い
わ
ゆ
る
「
序
前
の
文1

1
8

」
に
も
抄
出
さ
れ
る
文
で
も
あ
る
。
悉
知
義
は
、
過
去
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
に
父
を
殺
し
簒
奪
と
い
う
形
で
王
位
を
紹
い
だ
者
達
の
名
を
列
挙
す
る
。
こ
れ
ら
は
全
員
阿
闍
世
と
同
じ
境
遇

に
処
す
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
王
達
は
一
人
と
し
て
地
獄
に
堕
ち
た
者
は
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
愁
悩
を
生
じ
た
者
は
い

な
い
と
い
う
。
人
は
地
獄
や
餓
鬼
や
畜
生
の
世
界
を
実
在
す
る
か
の
よ
う
に
吹
聴
す
る
が
、
誰
か
一
人
で
も
そ
れ
ら
を
見
て
き
た
者

が
い
る
か
と
日
月
称
同
様
の
問
い
を
示
し
、
た
だ
有
る
の
は
人
道
と
畜
生
道
の
二
有
の
み
で
あ
る
と
説
き
、
次
い
で
因
縁
に
よ
っ
て

生
死
を
受
け
る
の
で
は
な
い
と
因
縁
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
頻
婆
娑
羅
の
死
と
阿
闍
世
の
行
為
を
切
り
離
し
、
善
悪
そ
の
も
の

を
否
定
し
て
い
く
。 

・
次
に
吉
徳
は
、 

地
獄
と
言
は
、
何
の
義
有
リ
と
か
せ
む
、
と
。
臣
当
に
之
を
説
く
べ
し
と
。
地
は
地
に
名
く
、
獄
は
破
に
名
く
。
地
獄
を
破
せ

む
に
罪
報
有
ル
こ
と
無
け
む
。
是
を
地
獄
と
名
く
。
又
復
地
は
人
に
名
く
、
獄
は
天
に
名
く
。
其
の
父
を
害
す
る
を
以
テ
の
故

に
、
人
天
に
到
ら
む
。 

是
の
義
を
以
テ
の
故
に
、
婆
蘇
仙
人
唱
え
て
言
く
、
羊
を
殺
し
て
人
天
の
楽
を
得
ル
、
是
を
地
獄
と
名
く
と
。
又
地
は
命
に

名
く
、
獄
は
長
に
名
く
。
殺
彼
の
寿
命
の
長
を
以
て
の
故
に
地
獄
と
名
く
。
大
王
、
是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
。
実
に
地
獄
無

け
む
と
。
大
王
、
麦
を
種
エ
て
麦
を
得
、
稲
を
種
エ
て
稲
を
得
る
が
如
し
。
地
獄
を
殺
し
て
は
、
還
リ
て
地
獄
を
得
む
。
人
を

殺
害
し
て
は
、
還
リ
て
人
を
得
べ
し
。 

大
王
、
今
当
に
臣
の
所
説
を
聴
く
に
、
実
に
殺
害
無
カ
る
べ
し
、
と
。
若
し
有
我
な
ら
ば
実
に
亦
害
無
し
。
若
し
無
我
な
ら

ば
復
害
す
る
所
無
け
む
。
何
を
以
テ
の
故
に
。
若
し
有
我
な
ら
ば
常
に
変
易
無
し
。
常
住
を
以
テ
の
故
に
、
殺
害
す
べ
か
ら
ず
。

不
破
・
不
壊
・
不
繫
・
不
縛
・
不
瞋
・
不
喜
は
、
虚
空
の
ご
と
し
。
云
何
ぞ
当
に
殺
害
の
罪
有
る
べ
き
。
若
し
無
我
な
ら
ば
、

諸
法
無
常
な
り
。
無
常
を
以
の
故
に
、
念
念
に
壊
滅
す
。
念
念
に
滅
す
る
が
故
に
、
殺
者
・
死
者
、
皆
念
念
に
滅
す
。
若
し
念
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念
に
滅
せ
ば
、
誰
か
当
に
罪
有
る
べ
き
や
。 

大
王
、
火
、
木
を
焼
に
、
火
則
ち
罪
無
き
が
如
し
。
斧
、
樹
を
斫
る
に
、
斧
亦
罪
無
き
が
如
し
。
鎌
、
草
を
刈
る
に
、
鎌
実

に
罪
無
き
が
如
し
。
刀
、
人
を
殺
に
、
刀
実
に
人
に
非
ず
、
刀
既
に
罪
無
き
が
如
し
。
人
、
云
何
ぞ
罪
あ
ら
む
や
。
毒
、
人
を

殺
す
、
毒
実
に
人
に
非
ず
。
毒
薬
、
罪
人
に
非
る
が
如
し
。
云
何
ぞ
罪
あ
ら
む
や
。
一
切
万
物
、
皆
亦
是
の
如
し
。
実
に
殺
害

無
け
む
。
云
何
ぞ
罪
有
ら
む
や
。 

(

『
翻
刻
』
二
六
三
頁) 

と
、
婆
蘇
仙
人
の
教
を
主
軸
と
し
て
阿
闍
世
の
苦
悩
の
解
決
を
主
張
す
る
。
そ
も
そ
も
阿
闍
世
が
聞
く
地
獄
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意

味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
吉
徳
は
、
地
獄
の
義
を
「
地
」
と
「
獄
」
の
字
義
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
通
り
の
内
容
で
説

明
し
て
い
く
。
次
い
で
有
我
と
無
我
と
い
う
人
間
の
存
在
を
二
通
り
に
分
類
し
、
も
し
人
の
存
在
が
有
我
で
あ
る
な
ら
ば
、
常
住
に

し
て
変
易
な
ど
無
く
、
殺
害
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
逆
に
も
し
無
我
で
あ
る
な
ら
諸
法
は
無
常
で
あ
っ
て
頻
婆
娑
羅
と
い
う
存
在
も

常
な
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
そ
の
死
自
体
も
根
本
的
問
題
は
、
た
だ
生
滅
の
道
理
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
阿
闍
世
の
行
為
は

殺
罪
に
当
た
ら
な
い
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
阿
闍
世
の
罪
を
斧
や
鎌
や
刀
と
い
う
非
生
物
の
物
質
に
譬
え
て
、
そ
の

無
罪
を
正
当
化
し
て
い
く
の
で
あ
る1

1
9

。 

以
上
、
端
的
で
は
あ
る
が
、「
信
巻
」
に
抄
出
さ
れ
る
六
臣
の
説
示
す
る
思
想
内
容
を
確
認
し
た
。
そ
こ
で
親
鸞
が
、
六
臣
と
六
師

の
思
想
を
乃
至
し
て
限
定
す
る
こ
と
で
明
示
し
た
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
れ
ら
の
思
想
を
一
瞥
し
て
気
づ
く
こ
と
は
、

何
れ
の
大
臣
も
「
堕
地
獄
」
あ
る
い
は
「
殺
罪
」
に
つ
い
て
何
ら
か
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
自
ら
が
帰
依
す
る
思
想

に
よ
っ
て
細
や
か
な
内
容
の
違
い
は
あ
れ
ど
も
、
押
し
な
べ
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
堕
地
獄
と
罪
業
の
否
定
こ
そ
が
外
道
の
思
想
の
共

通
す
る
問
題
で
あ
る
と
親
鸞
は
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

た
だ
こ
の
場
合
一
つ
問
題
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
乃
至
さ
れ
て
い
る
大
臣
無
所
畏
も
、 

夫
れ
刹
利
と
は
名
け
て
王
種
と
す
。
若
し
は
国
土
の
為
に
、
若
し
は
沙
門
及
び
婆
羅
門
の
為
に
、
人
民
を
安
ん
ぜ
ん
が
為
に
、
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復
殺
害
す
と
雖
も
罪
有
る
こ
と
無
き
な
り
。
先
王
復
沙
門
を
恭
敬
す
と
雖
も
、
諸
の
婆
羅
門
を
承
事
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
心
に

平
等
無
し
。
心
に
平
等
無
き
が
故
に
、
則
ち
刹
利
に
非
ず
。
大
王
今
、
諸
の
婆
羅
門
を
供
養
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
に
、
先
王
を

殺
害
す
る
に
、
当
に
何
の
罪
か
有
る
べ
き
。
大
王
、
実
に
殺
害
無
し
。
夫
れ
殺
害
と
は
、
寿
命
を
殺
す
な
り
。
命
は
風
気
に
名

く
。
風
気
の
性
は
殺
害
す
べ
か
ら
ず
。
云
何
ぞ
命
を
害
し
て
当
に
罪
有
る
べ
き
や
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
六
頁c

 

七
一
九
頁c

) 
と
、
殺
罪
を
否
定
す
る
教
説
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
し
殺
罪
の
否
定
を
問
題
と
す
る
な
ら
こ
の
説
も
抄
出
す
る
べ
き
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
疑
問
に
関
し
て
織
田
は
、
六
臣
と
六
師
の
思
想
の
特
徴
を
捉
え
た
う
え
で
、 

 

六
人
の
家
臣
と
六
師
外
道
の
名
を
挙
げ
な
が
ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
省
略
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
師
外
道
の
所
説
で
残
っ

て
い
る
の
は
、
富
闌
那
の
業
報
否
定
論
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
六
人
の
臣
下
の
進
言
の
内
、
実
徳
と
無
所
畏
の
諸
説
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。
残
さ
れ
た
四
人
に
共
通
す
る
問
題
意
識
は
、「
堕
地
獄
」
と
「
五
逆
」
を
無
視
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
無
所
畏

も
逆
罪
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、
所
説
の
前
提
が
刹
利(

＝
ク
シ
ャ
ト
リ
ア)

の
逆
罪
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
当
時
の

日
本
社
会
に
は
相
応
し
な
い
た
め
省
略
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
涅
槃
経
』
で
は
、
業
報
因
果
を
認
め
な
い
思
考
方
法
が
六

種
説
か
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
実
に
古
代
イ
ン
ド
哲
学
に
特
徴
的
な
思
考
方
法
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
古
代
～

中
世
の
日
本
人
で
あ
っ
た
親
鸞
が
直
面
し
た
課
題
に
は
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
為
に
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
一
九
〇
頁) 

と
、
阿
闍
世
が
生
き
た
時
代
に
お
け
る
「
刹
利
」
と
い
う
社
会
階
級
が
、
日
本
の
社
会
、「
親
鸞
が
直
面
し
た
課
題
」
に
相
応
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
無
所
畏
の
説
を
乃
至
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
織
田
の
見
解
に
則
る
な
ら
ば
、
無

所
畏
が
抄
出
さ
れ
な
か
っ
た
疑
問
も
解
消
さ
れ
、
親
鸞
の
抄
出
態
度
に
一
貫
し
た
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
確
か
に
な
ろ
う
。 

そ
し
て
こ
れ
は
、
現
に
地
獄
の
果
報
に
怖
れ
る
阿
闍
世
の
苦
悩
そ
の
も
の
の
否
定
に
も
つ
な
が
る
。
現
に
苦
し
ん
で
い
る
者
に
「
苦

し
む
な
」
と
言
う
こ
と
に
解
決
の
糸
口
が
な
い
よ
う
に
、
今
ま
さ
に
地
獄
の
果
報
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
阿
闍
世
に
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地
獄
の
無
化
を
説
き
殺
業
の
存
在
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が
苦
悩
か
ら
の
解
放
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
に
自
ら
の
支
持
す
る
思
想
を
唱
説
し
た
大
臣
達
で
あ
っ
た
が
、
誰
一
人
と
し
て
阿
闍
世
の
苦
悩
の
本
質
に
目
を
向
け
て
い
る
者
は

お
ら
ず
、
ま
た
阿
闍
世
は
誰
の
教
に
信
順
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
孤
独
の
存
在
で
あ
っ
た
阿
闍
世
を
し
て
初
め
て
自
ら
救
い
を
求
め
た
存
在
が
耆
婆
で
あ
っ
た
。
次
節
で
は
、
六
臣
と

は
異
な
る
態
度
で
阿
闍
世
に
接
す
る
耆
婆
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 

第
四
節
、
「
信
巻
」
の
阿
闍
世
観―

不
定
に
注
目
し
て―

 

 

第
一
項
、
耆
婆
の
態
度
と
慚
愧
に
つ
い
て 

  

こ
れ
ま
で
阿
闍
世
は
、
六
臣
の
慰
問
に
対
し
て
、
か
つ
て
聞
い
た
智
者
の
説
を
思
い
出
し
、
父
を
殺
害
し
た
者
の
末
路
が
阿
鼻
地

獄
に
堕
す
こ
と
以
外
に
な
い
と
確
信
し
、 

我
が
身
心
を
治
せ
む
も
の
な
け
む(
日
月
称
へ
の
返
答)

1
2

0 

良
医
の
救
療
を
見
ル
こ
と
無
け
む(

蔵
徳
へ
の
返
答)

1
2

1 

良
医
の
我
が
罪
を
救
療
す
る
こ
と
無
け
む(
悉
知
義
へ
の
返
答)

1
2

2 

と
、
自
身
の
回
復
の
不
可
能
を
疑
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
耆
婆
の
慰
問
に
お
い
て
の
み
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
応
答
を
す
る
の
で

あ
る
。 

爾
の
時
に
大
医
、
名
ケ
て
耆
婆
と
曰
ふ
。
王
の
所
に
往
至
し
て
、
白
し
て
言
サ
く
、
大
王
、
安
く
ん
ぞ
眠
ル
こ
と
を
得
む
や

不
や
と
。
王
、
偈
を
以
て
答
エ
て
言
ワ
ま
く
乃
至 

耆
婆
我
今
病
重
し
正
法
の
王
に
お
い
て
悪
逆
害
を
興
ず
。
一
切
ノ
良
医
・
妙

薬
・
呪
術
・
善
巧
瞻
病
の
治
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
所
な
り
。
何
を
以
テ
の
故
に
。
我
が
父
法
王
、
法
の
如
く
国
を
治
む
、
実
に
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辜
無
し
。
横
に
逆
害
を
加
す
、
魚
の
陸
に
処
す
る
が
如
し
。
乃
至 

何
を
以
テ
の
故
に
。
我
昔
か
つ
て
智
者
説
キ
て
言
ウ
こ
と
を
聞
き
き
、
身
口
意
業
若
し
清
浄
な
ら
ず
は
、
当
に
知
る
べ
し
、

是
の
人
必
ズ
地
獄
に
堕
せ
む
と
。
我
亦
是
の
如
し
。
云
何
ぞ
当
に
安
穏
に
眠
ル
こ
と
を
得
べ
き
や
。
今
我
又
無
上
の
大
医
無
し
、

法
薬
を
演
説
せ
む
に
、
我
が
病
苦
を
除
き
て
む
や
。 

(

『
翻
刻
』
二
六
六
頁) 

王
に
使
え
る
医
者
で
あ
っ
た
耆
婆
は
、
阿
闍
世
の
所
へ
往
至
し
、
以
下
の
言
葉
を
か
け
る
「
大
王
、
安
く
ん
そ
眠
こ
と
を
得
む
や
不

や
」
。
こ
こ
は
「
大
王
よ
、
ど
う
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。
と
て
も
眠
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
ね
」
と
い
っ
た
意
味
合

い
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
に
六
臣
達
が
表
し
た
阿
闍
世
の
苦
悩
へ
の
共
感
無
き
様
、
教
を
弁
舌
し
納
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
愁
悩
を

解
消
さ
せ
よ
う
と
い
う
態
度
と
は
異
な
り
、
耆
婆
の
そ
れ
は
、
阿
闍
世
が
現
在
到
底
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
熟
知
し
た
う
え
で
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
耆
婆
の
「
大
王
得
安
眠
不
」
と
い
う
言
葉
は
、
す
で
に
香
月

院
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が1

2
3

、
経
典
で
は
本
来
、 

大
王
、
安
眠
を
得
る
や
否
や 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
七
頁a

 

七
二
〇
頁a

) 

と
い
っ
た
具
合
に
訓
読
さ
れ
る
べ
き
文
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
涅
槃
経
』
で
は
「
大
王
よ
、
安
眠
で
き
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
で
き
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
意
味
合
い
と
な
る
。
そ
れ
を
い
ま
親
鸞
は
、
先
の
よ
う
に
訓
読
し
、
そ
れ
に
よ
り
阿
闍
世
へ
接
触
す
る
耆
婆
と
六
臣

の
差
異
を
よ
り
明
瞭
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
経
典
に
お
け
る
耆
婆
と
阿
闍
世
の
対
話
を
変
化
さ
せ
た
親
鸞
は
、
経
典
の
乃
至
な

ど
に
よ
っ
て
今
後
の
展
開
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
て
い
く
。 

具
体
的
に
述
べ
る
な
ら
、
耆
婆
の
問
い
に
阿
闍
世
は
「
云
何
そ
当
に
安
穏
に
眠
こ
と
を
得
べ
き
や
。
」
と
応
じ
た
う
え
で
、
「
我
か

病
苦
を
除
き
て
む
や
。
」
と
懇
願
す
る
。
こ
の
「
今
我
又
無
無
上
大
医
演
説
法
薬
除
我
病
苦
」
も
、1

2
4

香
月
院
が
述
べ
る
よ
う
、
本
来

な
ら 
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今
我
に
又
無
上
の
大
医
の
法
薬
を
演
説
し
て
、
我
が
病
苦
を
除
く
無
し
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
七
頁b

 

七
二
〇
頁b

) 

と
訓
読
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
い
ま
「
無
」
を
「
無
上
大
医
」
に
接
続
さ
せ
、「
我
が
病
苦
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
大
医
は

い
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
か
ら
「
除
」
に
「
キ
テ
ム
ヤ
」
と
訓
を
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
我
が
病
苦
を
除
い
て
く
れ
な
い
か
」
と
い

う
相
手(

耆
婆)

の
意
向
を
問
う
文
脈
へ
と
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
本
来
の
読
み
の
場
合
、
六
臣
達
へ
の
応
答
と
同
じ
く
、
阿
闍

世
は
自
ら
の
治
癒
の
不
可
能
を
確
信
す
る
文
脈
と
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
経
で
は
続
け
て
、
そ
の
よ
う
な
重
悔
を
懐
く
阿
闍
世
の
心
根

を
、
慙
愧
の
現
れ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
の
徳
益
を
説
い
て
い
く
。
経
に
は
慙
愧
の
徳
益
に
つ
い
て
、 

若
し
慚
愧
を
懐
け
ば
罪
則
ち
消
滅
す
。1

2
5 

発
露
慚
愧
す
れ
ば
罪
則
ち
消
滅
す
。1

2
6 

と
説
き
、
そ
の
滅
罪
性
を
強
調
し
、
慙
愧
し
て
い
る
が
故
に
、 

一
闡
提
と
は
、
因
果
を
信
ぜ
ず
、
慙
愧
有
る
こ
と
無
く
、
業
報
を
信
ぜ
ず
、
現
在
及
び
未
来
世
を
見
ず
、
善
友
に
親
し
ま
ず
、

諸
仏
所
説
の
教
戒
に
随
わ
ず
。
是
の
如
き
の
人
を
、
一
闡
提
と
名
く
。
諸
仏
世
尊
治
せ
ざ
る
所
。
何
を
以
の
故
に
。
世
の
死
屍

は
医
の
治
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
如
し
。
一
闡
提
も
亦
復
是
の
如
し
。
諸
仏
世
尊
の
治
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
大
王
は

今
一
闡
提
に
非
ず
。
云
何
ぞ
救
療
す
べ
か
ら
ず
、
と
言
う
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
七
頁c

 

七
二
〇
頁c

) 

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
親
鸞
が
「
信
巻
」
に
抄
出
し
て
い
な
い
箇
所
で
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
考
察
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
文
は
、
経
中
に
お
け
る
阿
闍
世
と
い
う
存
在
の
変
化
、
自
ら
を
蝕
む
病
が
回
復
へ
と
転
じ
る
と
い
う
、
迫
り
つ
つ
あ

る
堕
地
獄
に
恐
怖
す
る
存
在
に
開
か
れ
た
救
済
の
可
能
性
を
示
す
場
面
で
あ
る
。 

父
を
殺
し
、
自
ら
が
間
違
い
な
く
地
獄
に
堕
ち
る
存
在
だ
と
確
信
す
る
阿
闍
世
に
対
し
て
耆
婆
は
、
「
大
王
は
今
一
闡
提
に
非
ず
」

と
教
え
る
。
た
と
え
諸
仏
世
尊
で
あ
っ
て
も
一
闡
提
を
治
療
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
す
で
に
死
人
と
な
っ
た
者
を
治
療
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し
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
慙
愧
の
心
を
懐
く
阿
闍
世
は
今
一
闡
提
で
は
な
い
。
よ
っ
て
「
云

何
ぞ
救
療
す
べ
か
ら
ず
」
と
、
阿
闍
世
の
治
癒
の
可
能
を
宣
言
す
る
と
い
う
、
慙
愧
に
よ
る
救
済
の
約
束
を
強
調
し
た
展
開
と
な
る
。 

 

そ
れ
を
い
ま
親
鸞
は
、
慙
愧
の
内
容
に
つ
い
て
の
文
こ
そ
抄
出
す
れ
ど
も
、
そ
の
多
く
を
乃
至
し
て
い
る
。
当
然
こ
れ
は
慙
愧
の

意
義
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
信
巻
」
に
抄
出
す
る
、 

善
キ
哉
善
キ
哉
、
王
、
罪
を
作
す
と
雖
も
、
心
に
重
悔
を
生
じ
て
慙
愧
を
懐
け
り
。(

中
略) 

無
慙
愧
は
名
ケ
て
人
と
せ
ず
、
名

て
畜
生
と
す
。
慙
愧
有
ル
が
故
に
、
則
チ
能
く
父
母
・
師
長
を
恭
敬
す
。
慙
愧
有
ル
が
故
に
、
父
母
・
兄
弟
・
姉
妹
有
ル
こ
と

を
説
く
。
善
キ
哉
大
王
、
具
に
慙
愧
有
り
と
。
乃
至 

(

『
翻
刻
』
二
六
七
頁) 

の
言
は
、
大
臣
達
に
、
苦
悩
を
拒
絶
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
回
復
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
諭
さ
れ
る
阿
闍
世
に
、
苦
悩
す
る
か
ら
こ

そ
人
た
り
得
る
こ
と
を
説
示
す
る
。
廣
瀬
が
、 

重
悩
の
ゆ
え
に
救
い
無
き
罪
に
お
の
の
く
阿
闍
世
に
対
し
て
、
そ
の
重
悔
に
お
い
て
知
る
苦
悩
こ
そ
、
実
は
救
い
な
き
身
の
救

い
を
成
ず
る
、
唯
一
の
機
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
既
に
し
て
、
業
苦
を
一
般
化
し
て
、
罪
な
し
苦
悩

な
し
と
弁
証
す
る
こ
と
を
も
っ
て
事
足
れ
り
と
す
る
、
因
果
撥
無
の
外
道
六
師
の
説
と
は
質
を
異
に
す
る
仏
教
の
本
意
が
窺
い

知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
人
間
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
こ
と
へ
の
正
直
さ
の
み
が
、
仏
教
の
救
済
の
機

と
な
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
仏
教
は
、
人
間
で
あ
る
こ
と
の
成
就
を
も
っ
て
救
い
と
す
る
の
で
あ
る
。 

(

『
真
宗
救
済
論 

宿
業
と
大
悲
』
二
六
四
頁) 

と
、
仏
教
が
六
師
外
道
の
説
と
懸
絶
し
た
思
想
で
あ
る
こ
と
を
、
罪
業
に
よ
る
受
け
止
め
の
違
い
、
慙
愧
の
有
無
に
よ
っ
て
解
説
し
、

阿
闍
世
の
如
き
慙
愧
す
る
人
を
こ
そ
仏
教
に
お
い
て
は
救
済
の
機
と
呼
ぶ
と
述
べ
る
よ
う
、「
信
巻
」
の
展
開
に
お
い
て
も
、
慙
愧
の

意
が
説
か
れ
た
後
、
阿
闍
世
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
仏
陀
の
み
で
あ
り
、
耆
婆
と
虚
空
よ
り
出
さ
れ
る
声(

頻
婆
娑
羅)

は
釈

尊
の
所
へ
向
か
う
こ
と
を
勧
め
る
こ
と
か
ら
、
仏
と
の
値
遇
が
慙
愧
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。 
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し
か
し
慙
愧
を
も
っ
て
、
そ
れ
が
即
ち
救
済
の
条
件
と
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
現
に
阿
闍
世
は
虚
空
か
ら
聞
こ
え

る
声
の
主
が
頻
婆
娑
羅
で
あ
っ
た
と
知
る
や
い
な
や
、 

時
に
聞
き
已
リ
て
悶
絶
躃
地
す
。
身
の
瘡
増
劇
し
て
臭
穢
な
る
こ
と
、
前
よ
り
も
倍
れ
り
。
冷
薬
を
以
て
塗
り
瘡
を
治
療
す
と

雖
も
、
瘡
蒸
し
。
毒
熱
但
増
せ
ど
も
損
ス
ル
こ
と
無
し
と
。
已
上
略
出 

(

『
翻
刻
』
二
七
〇
頁) 

と
、
も
だ
え
苦
し
み
、
心
の
悔
熱
か
ら
生
ず
る
瘡
の
症
状
は
い
よ
い
よ
悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞

に
と
っ
て
阿
闍
世
の
救
い
と
は
、
信
心
の
獲
得
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
第
一
章
に
お
い
て
、「
三
世
の
重
障
み
な
な
が

ら 

か
な
ら
ず
転
じ
て
軽
微
な
り1

2
7

」
と
い
う
和
讃
を
手
が
か
り
に
、
悪
業
を
転
ず
る
と
い
う
こ
と
の
内
容
が
、
決
し
て
罪
を
消
す

こ
と
で
は
な
く
、
罪
を
消
す
こ
と
な
く
悪
業
を
善
に
転
じ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
考
察
し
た
。
こ
の
慙
愧
の
説
に
お
い
て
も
、

親
鸞
は
滅
罪
に
つ
い
て
注
意
し
つ
つ
経
文
を
抄
出
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
阿
闍
世
は
か
つ
て
六
臣
に
対
し
、「
我
が

罪
を
滅
除
せ
ば
、
我
当
に
帰
依
す
べ
し
。
」
と
懇
願
し
た
。
し
か
し
、
人
は
そ
の
罪
を
滅
し
自
ら
の
行
為
を
遮
蔽
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

救
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
阿
闍
世
の
救
い
と
は
、
堕
地
獄
と
罪
業
を
否
定
す
る
外
道
の
思
索
と
全
く
逆
行
す
る
も
の
、
つ
ま
り
自
ら

の
行
為(

業)

そ
の
も
の
を
正
し
く
認
識
し
て
い
く
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
理
知
に
よ
っ
て
遂
行
し
て

い
く
事
柄
で
は
な
く
、
仏
智
に
お
い
て
覚
知
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
涅
槃
経
』
で
は
「
不
定
」
と
し
て
説
か
れ
て
い
く
。 

 

次
節
で
は
、
阿
闍
世
に
対
す
る
釈
尊
の
説
教
の
内
容
を
考
察
し
、
外
道
と
の
業
の
認
識
の
違
い
に
つ
い
て
確
か
め
て
い
き
た
い
。 

 

第
二
項
、
釈
尊
の
説
教 

 

続
い
て
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
で
は
乃
至
さ
れ
た
、
阿
闍
世
に
法
を
説
く
仏
が
示
さ
れ
る
箇
所
を
考
察
し
て
い
く
。 

「
為
阿
闍
世
不
入
涅
槃
」
の
志
願
を
聞
き
、
月
愛
三
昧
に
よ
っ
て
放
た
れ
た
大
光
明
に
よ
っ
て
身
の
瘡
を
癒
し
た
阿
闍
世
は
、
耆
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婆
と
共
に
釈
尊
の
所
へ
と
趣
き
、
つ
い
に
そ
の
直
説
を
聞
く
こ
と
と
な
る
。 

云
何
ぞ
説
て
、
定
ン
で
地
獄
に
入
ル
と
言
は
む
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

『
翻
刻
』
二
七
九
頁) 

「
信
巻
」
に
お
い
て
こ
の
経
文
は
、
阿
闍
世
に
対
し
て
仏
が
真
っ
先
に
放
っ
た
言
葉
で
あ
る
。「
ど
う
し
て
必
ず
地
獄
に
堕
ち
る
と
言

う
の
か
」
と
は
、
地
獄
の
果
報
を
疑
わ
な
か
っ
た
阿
闍
世
に
と
っ
て
驚
嘆
す
べ
き
言
葉
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
に
確
認
す
る
六
師
の
思
想
と
ど
こ
に
異
な
る
点
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
思
わ
れ
よ
う
。
た
だ
六
臣
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た

思
想
の
共
通
問
題
が
「
業
報
無
し
・
罪
無
し
・
殺
害
無
け
む
・
地
獄
無
け
む
」
と
、
断
定
的
に
地
獄
お
よ
び
業
報
を
否
定
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
い
ま
釈
尊
は
、「
入
地
獄
」
が
果
た
し
て
断
定
的
事
柄
で
あ
る
か
を
問
い
か
け
る
の
で
あ
る
。
釈
尊
は
続
け
て
、 

大
王
、
一
切
衆
生
の
所
作
の
罪
業
に
凡
そ
二
種
有
り
。
一
に
は
軽
、
二
に
は
重
な
り
。
若
し
心
と
口
と
に
作
る
は
、
即
チ
名
ケ

て
軽
と
す
。
身
と
口
と
心
と
に
作
る
は
、
則
チ
名
ケ
て
重
と
す
と
。
大
王
、
心
に
念
い
口
に
説
キ
て
身
に
作
さ
ざ
れ
ば
、
得
る

所
の
報
、
軽
な
り
。 

(

『
翻
刻
』
二
七
九
頁) 

と
、
業
を
心
と
口
で
作
っ
た
軽
業
と
身
体
と
口
と
心
で
作
っ
た
重
業
の
二
種
に
分
類
し
、
父
の
殺
害
は
心
に
念
い
口
で
の
命
令
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
自
身
の
手
で
殺
害
し
た
の
で
は
な
く
、
阿
闍
世
の
罪
は
重
業
で
は
な
く
軽
業
で
あ
る
と
説
く
。
こ
う
し
て

釈
尊
は
阿
闍
世
の
罪
業
を
分
析
し
堕
地
獄
が
未
だ
不
確
定
の
出
来
事
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
く
の
で
あ
る
。
続
け
て
釈
尊
は
、
も

し
阿
闍
世
が
罪
を
得
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
我
が
罪
で
あ
る
と
言
う
。 

王
若
し
罪
を
得
ば
、
諸
仏
世
尊
も
亦
罪
を
得
た
ま
ふ
べ
し
。
何
を
以
テ
の
故
に
。
汝
が
父
、
先
王
頻
婆
沙
羅
、
常
に
諸
仏
に
お

い
て
諸
の
善
根
を
種
へ
た
り
き
。
是
の
故
に
今
日
王
位
に
居
す
る
こ
と
を
得
た
り
。
諸
仏
若
し
其
の
供
養
を
受
ケ
た
ま
は
ざ
ら

ま
し
し
か
ば
、
則
チ
王
た
ら
ざ
ら
ま
し
。
若
し
王
た
ら
ざ
ら
ま
し
か
ば
、
汝
則
チ
国
の
為
に
害
を
生
ズ
ル
こ
と
を
得
ざ
ら
ま
し

と
。
若
シ
汝
父
を
殺
し
て
当
に
罪
有
る
べ
く
は
、
我
等
諸
仏
亦
罪
ま
し
ま
す
べ
し
。
若
し
諸
仏
世
尊
、
罪
を
得
た
ま
ふ
こ
と
無
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ク
は
、
汝
独
り
云
何
ぞ
罪
を
得
む
や
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
〇
頁) 

王
が
も
し
罪
を
得
る
な
ら
ば
、
我
々
諸
仏
も
同
様
に
罪
を
得
る
こ
と
を
説
く
そ
の
理
由
は
、
頻
婆
沙
羅
王
が
、
王
の
位
に
就
い
た
原

因
と
い
う
の
も
、
諸
仏
が
縁
と
な
っ
て
諸
々
の
善
根
を
種
え
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
も
し
諸
仏
が
頻
婆
沙
羅
の
供
養
を
受
け
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
頻
婆
沙
羅
は
王
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
阿
闍
世
が
王
位
を
簒
奪
す
る
た
め
に
頻
婆
沙
羅
を
殺
害
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
よ
っ
て
阿
闍
世
に
罪
が
有
る
と
い
う
の
な
ら
、
諸
仏
に
も
同
じ
く
罪
が
あ
る
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
。 

 

阿
闍
世
の
逆
害
と
は
、
遠
く
自
身
の
知
ら
ざ
る
頻
婆
娑
羅
が
王
位
を
得
る
と
い
う
過
去
に
ま
で
及
ぶ
、
ま
さ
に
「
業
縁
の
も
よ
お

し
」
と
呼
ぶ
他
な
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
「
難
治
の
機
釈
」
に
は
、
「
梵
行
品
」
に
よ
っ
て
阿
闍
世
の
獲
信
が
説
か
れ
た
後
、
続
け
て

「
迦
葉
菩
薩
品
」
を
抄
出
し
て
い
く
。
こ
の
品
で
は
、
寓
話
と
し
て
説
か
れ
る
「
梵
行
品
」
と
は
違
い
、
釈
尊
自
ら
の
口
に
よ
っ
て

阿
闍
世(

善
見
太
子)

に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
説
示
す
る
主
題
は
、「
梵
行
品
」
で
は
説
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
問
題
の
根
源
、
阿
闍
世
を
逆
害
に
駆
り
立
て
た
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
釈
尊
は
、 

善
男
子
、
羅
閲
祇
の
王
頻
婆
沙
羅
、
其
の
王
の
太
子
、
名
ケ
て
善
見
と
曰
ふ
。
業
因
縁
の
故
に
悪
逆
の
心
を
生
し
て
、
其
の

父
を
害
せ
む
と
す
る
に
便
リ
を
得
ず
。 

(

『
翻
刻
』
二
九
五
頁) 

と
、
説
く
。「
便
を
得
ず
」
と
は
、
未
だ
父
を
殺
害
す
る
機
会
が
得
ら
れ
て
い
な
い
現
況
を
意
味
す
る
。
そ
の
機
会
が
訪
れ
実
行
さ
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
後
阿
闍
世
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
い
く
の
か
は
、
す
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
逆

害
は
阿
闍
世
独
断
の
「
意
志
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
「
業
因
縁
の
故
に
」
な
さ
れ
る
も
の
と
了
解
さ
れ
て
い
る
。
故

に
「
若
し
諸
仏
世
尊
、
罪
を
得
た
ま
ふ
こ
と
無
く
は
、
汝
独
り
云
何
そ
罪
を
得
む
や
」
と
い
う
、
阿
闍
世
と
罪
を
共
に
す
る
と
い
う

教
言
も
、
衆
生
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
業
繋
を
了
知
し
た
者
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
釈
尊
の
、
悪
逆
の
心

の
生
起
が
「
業
因
縁
」
と
い
う
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
広
が
る
業
縁
の
繋
が
り
に
あ
る
と
い
う
見
定
め
は
、
王
舎
城
の
悲
劇
と
呼
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ば
れ
る
一
連
の
出
来
事
が
、
阿
闍
世
一
人
の
意
志
決
定
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
我
見
を
決
し
て
是
と
し
な
い
。

親
鸞
が
、 

わ
が
こ
ヽ
ろ
の
よ
く
て
、
こ
ろ
さ
ぬ
に
は
あ
ら
ず
。
ま
た
害
せ
じ
と
お
も
ふ
と
も
、
百
人
・
千
人
を
こ
ろ
す
こ
と
も
あ
る
べ
し 

(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
六
四
頁) 

さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
ほ
さ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
も
す
べ
し 

(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
六
五
頁) 

と
、
人
の
行
為
が
業
縁
の
も
よ
お
し
に
よ
っ
て
生
起
す
る
こ
と
、
転
じ
て
業
縁
の
外
に
人
の
行
為
が
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
教

誨
す
る
よ
う
に
、
釈
尊
も
ま
た
阿
闍
世
に
巣
食
う
「
我
が
心
」
に
よ
っ
て
頻
婆
娑
羅
を
殺
害
し
た
と
い
う
執
心
か
ら
脱
す
る
こ
と
が

で
き
ず
に
い
た
。
六
臣
は
「
殺
害
無
し
」
と
断
定
的
に
殺
を
否
定
し
た
が
、
阿
闍
世
も
ま
た
断
定
的
に
殺
を
自
白
す
る
。
こ
れ
ら
は

何
れ
も
因
縁
果
の
道
理
を
無
視
す
る
決
定
の
邪
見
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
り
、
釈
尊
は
こ
れ
を
、 

殺
も
亦
不
定
な
り
。
殺
不
定
は
、
云
何
ニ
し
て
か
定
ン
で
地
獄
に
入
ル
と
言
は
む
と
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
二
頁) 

と
、
「
不
定
」
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
破
壊
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
衆
生
の
狂
惑(

貪
狂
・
薬
狂
・
呪
狂
・
本
業
縁
狂)

に
よ
る
作
罪
は
本
心
の
作
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
罪
を
得
ず
と
説

く
。
ま
た
殺
と
は
、
幻
師
の
幻
作
・
山
谷
の
響
の
声
・
怨
の
詐
り
来
り
て
親
附
す
る
・
鏡
を
執
り
て
自
ら
面
像
を
見
る
・
熱
の
時
の

炎
・
乾
闥
婆
城
・
夢
中
に
五
欲
の
楽
を
受
く
る
が
ご
と
き
実
体
無
き
も
の
で
あ
る
と
説
く
。 

愚
痴
の
人
は
之
を
謂
ふ
て
実
と
す
、
智
者
は
了
達
し
て
其
れ
真
に
非
と
知
れ
り
。
殺
も
亦
是
の
如
し
。
凡
夫
は
実
と
謂
へ
り
、

諸
仏
世
尊
は
其
れ
真
に
非
ず
と
知
シ
ロ
シ
め
せ
り
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
六
頁) 

と
、
愚
痴
の
人
は
こ
れ
等
実
体
無
き
も
の
を
「
実
」
と
言
い
、
対
し
て
智
者
は
既
に
こ
れ
ら
が
実
体
無
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
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て
い
る
。
愚
痴
の
者
と
は
、
殺
を
実
と
惑
う
衆
生
で
あ
り
、
智
者
と
は
殺
の
不
定
な
る
を
知
る
諸
仏
を
意
味
す
る
。
第
一
章
に
お
い

て
示
し
た
『
涅
槃
経
要
文
』「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
智
者
と
愚
痴
の
人
と
い
う
対
の
存
在
が
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
偶
然
で
は
な
く
、
経
典
上
に
お
い
て
は
強
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
「
師
子
吼
菩
薩
品
」

で
は
、 

善
男
子
、
一
切
衆
生
に
凡
そ
二
種
有
り
。
一
に
は
智
人
、
二
に
は
愚
痴
な
り
。
有
智
の
人
は
智
慧
の
力
を
以
て
能
く
地
獄
極

重
の
業
を
し
て
現
世
に
軽
く
受
け
し
む
。
愚
痴
の
人
は
現
世
の
軽
業
を
し
て
地
獄
に
し
て
重
く
受
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
一
頁) 

と
、
重
業
を
軽
業
へ
と
転
じ
る
有
智
の
人
と
、
軽
業
を
転
じ
て
重
果
報
を
受
け
る
愚
痴
の
人
と
い
う
存
在
の
峻
別
が
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
愚
痴
の
人
と
は
、
正
し
く
阿
闍
世
を
意
味
し
よ
う
。
阿
闍
世
は
自
ら
の(

心
と
口
に
よ
る)

軽
業
を
知
ら
ず
堕
地
獄
の
報
を

受
け
よ
う
と
し
た
存
在
で
あ
る
。
菩
薩
が
地
獄
に
堕
ち
た
衆
生
に
法
を
説
い
て
救
わ
ん
と
し
た
よ
う
に
、「
梵
行
品
」
に
お
け
る
釈
尊

も
ま
た
「
阿
闍
世
王
の
為
に
涅
槃
に
入
ら
ず1

2
8

」
と
言
い
、
あ
る
い
は
「
我
等
諸
仏
亦
罪
ま
し
ま
す
べ
し
」
と
阿
闍
世
の
罪
に
同
じ

る
こ
と
に
よ
っ
て
「
不
定
」
の
道
理
へ
の
覚
知
を
促
す
の
で
あ
る
。 

殺
も
亦
是
の
如
し
。
非
有
非
無
に
し
て
亦
是
有
な
り
と
雖
も
、
慙
愧
の
人
は
則
ち
非
有
と
す
。
無
慙
愧
の
者
は
則
ち
非
無
と
す
。 

(

『
翻
刻
』
二
八
七
頁) 

と
、
慙
愧
す
る
者
に
は
殺
の
非
有
を
説
き
、
無
慙
愧
の
者
に
殺
の
非
無
を
説
く
の
も
全
て
決
定
の
邪
見
を
破
壊
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
「
不
定
」
を
知
ら
し
め
る
法
を
聞
い
た
阿
闍
世
は
、
第
一
節
に
述
べ
る
「
無
根
の
信
」
を
得
て
い
く
の
で
あ
る
。 

 

小
結 

  

以
上
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
と
「
信
巻
」
の
比
較
に
よ
っ
て
、
二
者
の
違
い
が
、
ま
ず
阿
闍
世
自
身
の
心
情
へ
の
注
目
の
有
無
に
あ
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る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
主
と
し
て
仏
の
は
た
ら
き
を
中
心
に
見
る
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
対
し
て
、
阿
闍
世
自
身
の
描
写
を
多
く
抄

出
す
る
「
信
巻
」
の
抄
出
態
度
と
は
、
信
心
獲
得
の
主
体
を
阿
闍
世
自
身
の
獲
信
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
さ
ら

に
そ
の
主
体
が
獲
信
す
る
ま
で
の
過
程
も
「
信
巻
」
に
お
い
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
箇
所
が
、

六
臣
と
仏
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
外
道
と
仏
道
に
お
け
る
業
の
理
解
で
あ
っ
た
。
親
鸞
は
六
臣
と
六
師
の
説
示
す
る
思
想
を
部
分
的
に

抄
出
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
外
道
の
特
徴
を
殺
業
や
堕
地
獄
の
果
報
と
い
っ
た
業
報
の
否
定
に
見
出
し
て
い
く
。
対
し
て
釈
尊
は

殺
の
不
定
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
阿
闍
世
の
固
定
的
業
理
解
を
破
壊
し
、
一
切
が
業
縁
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
説

き
、
業
を
決
定
的
に
見
る
愚
痴
者
か
ら
、
「
真
に
非
ず
」
と
い
う
そ
の
不
定
を
知
る
有
智
者
へ
の
覚
知
を
教
え
導
く
の
で
あ
っ
た
。

 

結 

 

以
上
、
『
涅
槃
経
要
文
』
お
よ
び
『
教
行
信
証
』
に
示
さ
れ
る
不
定
の
思
想
か
ら
親
鸞
の
一
闡
提
救
済
観
を
考
察
し
た
。 

ま
ず
『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
不
定
の
思
想
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、 

善
男
子
、
一
闡
提
は
ま
た
決
定
せ
ず
。
も
し
決
定
せ
ば
、
一
闡
提
は
終
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
不
決

定
を
以
て
、
是
の
故
に
能
く
得
る
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
三
頁c

 

七
三
七
頁a

) 

と
い
う
、
不
定
が
一
闡
提
救
済
の
根
底
と
な
る
思
想
で
あ
る
こ
と
と
、 

如
来
は
亦
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
如
来
は
久
し
く
諸
の
悪
業
を
離
る
る
が
故
に
。
是
の
故
に
地
獄
・

畜
生
・
餓
鬼
に
非
ず
。
亦
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ず
。
何
を
以
て
の
故
に
。
如
来
は
亦
復
三
悪
諸
趣
の
身
を
受
く

る
を
現
じ
て
、
衆
生
を
化
す
る
が
故
に
。
是
の
故
に
地
獄
・
畜
生
・
餓
鬼
に
非
ざ
る
に
非
ず
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
四
九
四
頁c

 

七
三
八
頁a

) 
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と
い
う
、
仏
菩
薩
の
衆
生
救
済
を
成
立
さ
せ
る
根
拠
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
も
ま
た
こ
の
二
つ

の
内
容
を
『
涅
槃
経
要
文
』
お
よ
び
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
採
用
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

は
じ
め
に
『
涅
槃
経
要
文
』
に
抄
出
さ
れ
る
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
か
ら
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
お
よ
び
『
業
報
差

別
経
』
抄
出
文
を
、
一
つ
の
文
脈
と
し
て
読
ん
だ
と
き
、
一
つ
の
思
索
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
ま
ず
業
力
に
よ
っ
て
覚
知
さ
れ

る
業
の
不
定
性
に
よ
っ
て
、
善
根
の
深
く
固
い
智
者
と
不
善
の
深
く
厚
い
愚
痴
の
人
と
い
う
存
在
の
峻
別
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ

り
愚
痴
人
を
救
済
す
る
手
立
て
と
し
て
、
地
獄
等
に
生
ず
る
菩
薩
の
不
定
が
説
か
れ
て
い
く
。
こ
の
愚
痴
人
を
と
り
ま
く
問
題
は
、

続
く
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
に
説
か
れ
る
知
諸
根
力
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。「
真
仏
土
巻
」
に

お
い
て
こ
の
力
は
、
衆
生
そ
れ
ぞ
れ
の
根
性
を
知
っ
た
う
え
で
、
そ
の
根
性
の
不
決
定
を
説
き
、
さ
ら
に
経
文
の
読
み
替
え
に
よ
っ

て
転
ず
る
力
を
仏
に
見
出
し
、
断
善
根
に
よ
る
救
済
を
大
悲
の
誓
願
に
酬
報
せ
る
浄
土
の
は
た
ら
き
に
お
い
て
確
か
め
て
い
る
。
対

し
て
『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
ま
ず
善
星
を
引
き
合
い
に
、
一
闡
提
で
あ
っ
て
も
、
出
家
に
よ
る
生
善
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、

続
け
て
ど
れ
ほ
ど
根
性
を
転
じ
て
も
生
死
を
脱
し
得
な
い
衆
生
の
煩
悩
因
果
の
実
態
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
自
力
で
の
救
済
の
不
可

能
を
説
い
た
後
に
、
再
び
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
と
同
様
の
、
一
切
衆
生
の
苦
を
受
け
て
で
も
衆
生
を
済
度
せ
ん
と
い
う
如
来
の
慈
悲

が
説
か
れ
、
そ
の
慈
悲
こ
そ
衆
生
の
無
上
菩
提
の
善
因
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
く
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。 

つ
ま
り
『
涅
槃
経
要
文
』
を
、
衆
生
の
側
よ
り
見
れ
ば
、
自
ら
善
因
を
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
業
を
重
く
受
け
る
愚
痴
の
人
と
い

う
存
在
が
常
に
意
識
さ
れ
た
文
脈
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
い
っ
た
親
鸞
の
視
点
は
、 

い
づ
れ
の
行
も
お
よ
び
が
た
き
身
な
れ
ば
、
と
て
も
地
獄
は
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
。 

(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
五
四
頁) 

と
い
う
態
度
に
よ
っ
て
『
涅
槃
経
』
に
触
れ
て
い
く
途
上
で
、
そ
の
要
文
が
集
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
結
果
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
そ
し
て
こ
の
愚
痴
の
人
の
救
済
は
、「
難
治
の
機
釈
」
に
説
か
れ
る
阿
闍
世
に
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
阿
闍
世
は
自
ら

の
殺
業
が
堕
地
獄
の
果
報
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
確
実
な
こ
と
と
捉
え
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、
仏
は
頻
婆
娑
羅
に
も
通
底
す
る
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殺
業
の
不
定
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
阿
闍
世
へ
、
業
縁
存
在
の
中
に
自
己
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
へ
の
信
知
を
促
す
。
そ
し
て
阿
闍

世
に
生
じ
た
無
根
の
信
は
、
他
力
回
向
の
信
と
見
定
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

ま
た
『
涅
槃
経
要
文
』
を
、
地
獄
に
生
じ
て
衆
生
へ
生
善
を
促
す
菩
薩
の
は
た
ら
き
か
ら
見
た
と
き
、
そ
の
思
索
は
、
「
信
楽
釈
」

に
よ
っ
て
二
十
五
有
に
随
順
す
る
菩
薩
と
い
う
、
法
蔵
菩
薩
の
四
無
量
心
と
同
一
化
さ
れ
て
い
き
、
真
実
信
心
の
み
が
無
上
菩
提
の

因
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
阿
弥
陀
仏
が
因
位
法
蔵
菩
薩
と
な
っ
て
衆
生
に
は
た
ら
き
か
け
て
い
く
動
態

は
、『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
思
索
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
十
劫
正
覚
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
た
、
現
在
た
だ
今
に
お
い
て
活
動
す

る
法
蔵
菩
薩
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

弥
陀
の
五
劫
思
惟
の
願
を
よ
く
よ
く
案
ず
れ
ば
、
ひ
と
へ
に
親
鸞
一
人
が
た
め
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
業
を
も
ち
け

る
身
に
て
あ
り
け
る
を
、
た
す
け
ん
と
お
ぼ
し
め
し
た
ち
け
る
本
願
の
か
た
じ
け
な
さ
よ 

(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
七
四
頁) 

と
、
親
鸞
は
言
う
。「
た
ち
け
る
」
と
は
、
ま
さ
に
本
願
が
親
鸞
一
人
の
た
め
に
立
動
す
る
こ
と
を
実
感
す
る
句
で
あ
り
、
そ
の
立
動

の
様
相
を
表
現
す
る
抄
録
が
『
涅
槃
経
要
文
』
で
あ
っ
た
。 
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註 

 1

「
不
定
」
は
、
未
だ
一
個
の
思
想
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
程
に
仏
教
学
界
に
お
い
て
普
及
定
着
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し

『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
不
定
は
、
一
闡
提
の
救
済
に
と
っ
て
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
は
常
盤
大
定
が
述
べ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
こ

で
本
論
文
で
は
常
盤
に
示
唆
を
受
け
て
、
こ
れ
を
不
定
の
思
想
と
呼
称
す
る
。
ま
た
「
不
定
」
を
思
想
と
し
て
捉
え
る
そ
の
他
の
論

稿
と
し
て
、
古
田
和
弘
の
論
文
「
偏
方
不
定
教
に
つ
い
て
」
で
は
、 

一
闡
提
の
不
成
仏
が
成
仏
へ
と
転
回
す
る
過
程
に
「
不
定
」
と
い
う
思
想
が
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

(

『
大
谷
学
報
』
第
五
六
巻
第
一
号
三
五
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。 

2

『
真
蹟
九
』
一
六
三
頁(
『
定
親
全
六
』
未
収
録
箇
所) 

3 

織
田
顕
祐
著
『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
に
は
、 

両
者
〔
『
涅
槃
経
要
文
』
・
『
見
聞
集
』
所
収
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
文
〕
は
『
涅
槃
経
』
の
全
く
異
な
っ
た
部
分
を
抜
き
出
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
関
心
の
も
と
に
経
典
の
文
章
を
抜
き
出
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
両
書
の
引
用
文

と
『
教
行
信
証
』
の
引
用
文
と
の
間
に
は
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
が
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
一
六
八
頁) 

と
考
察
さ
れ
て
い
る
。「
『
教
行
信
証
』
の
下
敷
き
」
、
つ
ま
り
両
書
に
示
さ
れ
る
思
想
内
容
が
最
終
的
に
『
教
行
信
証
』
へ
と
集
約
さ

れ
る
と
い
う
立
場
は
、
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
観
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
多
く
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
織
田
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
が
異
な
る
関
心
の
も
と
に
経
典
の
文
章
を
抜
き
出
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
引
用
傾
向
へ
の
言
及
が
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抄
録
の
文
脈
か
ら
見
え
て
く
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、
そ
の
展
開
上
に
『
教
行
信
証
』
が
あ
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る
と
い
う
、
必
ず
し
も
『
教
行
信
証
』
へ
の
抄
出
文
と
の
重
複
箇
所
の
み
を
重
ん
じ
る
と
い
う
立
場
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。 

4 

吉
田
譲
は
、
論
文
「
宗
祖
と
『
涅
槃
経
』―

『
教
行
信
証
』
と
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
、『
見
聞
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て―

」
に
お

い
て
、 こ

の
二
本
の
抄
出
年
代
は
論
議
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、『
教
行
信
証
』
撰
述
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
一
般
的

な
理
解
で
あ
る
。 

(

『
修
学
院
紀
要
』
第
五
号 

一
二
〇
頁) 

と
述
べ
て
い
る
。 

5 

『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
三
頁
～
九
頁 

6 

「
が
」→

「
か
」
の
誤
り
か
。 

7 

宇
野
の
よ
う
な
『
教
行
信
証
』
を
前
提
と
す
る
見
解
と
異
な
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
『
涅
槃
経
要
文
』
最
初
の
論
文
発
表
者
で

あ
る
三
井
淳
辯
は
、
『
教
行
信
証
』
と
『
涅
槃
経
要
文
』
の
抄
出
文
は
多
く
異
な
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、 

本
典
一
部
に
は
前
述
の
如
く
数
多
の
要
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
〔
『
涅
槃
経
要
文
』
〕
の
抄
出
要
文
は
本
典
引
用
の
分

と
は
多
く
異
な
つ
て
い
る
か
ら
、
本
典
製
作
の
資
料
と
し
て
抄
出
し
た
も
の
で
な
く
、
他
の
意
味
が
あ
つ
て
涅
槃
経
研
究
の
余

暇
に
要
文
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。 

(

『
高
田
学
報
』
第
十
号 

六
二
一
頁) 

と
、『
教
行
信
証
』
の
資
料
と
し
て
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
に
意
味
が
あ
っ
て
抄
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
論

じ
て
い
る
が
、『
涅
槃
経
要
文
』
の
内
容
に
対
す
る
言
及
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
。
三
井
の
説
を
『
涅
槃
経
要
文
』
考
察
に
あ
た
っ
て
有

力
な
根
拠
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

8 

『
真
蹟
八
』
二
二
八
頁 

9 

『
真
蹟
九
』
四
一
頁 

1
0 

『
真
蹟
九
』
七
四
頁 
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1
1 

『
坂
東
本
』
内
の
ど
の
箇
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
該
当
す
る
か
は
、『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』

四
三
九
頁
の
「
親
鸞
筆
跡
変
化
表
」
に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

1
2 

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
二
八
八
頁 

1
3 

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
的
考
察
』
二
五
八
頁
～ 

1
4 

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
的
考
察
』
二
九
三
頁 

1
5 

ま
た
重
見
は
、 

こ
の
涅
槃
経(

及
び
五
会
法
事
讃
等)

の
筆
跡
が
坂
東
本
教
行
信
証
の
前
期
筆
跡
に
似
て
い
る
と
し
て
、
前
期
筆
跡
群
の
成
立
時

期
推
定
の
重
要
な
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
筆
跡
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
涅
槃
経
抜
き
書
は
、
今
問
題
と
す
る
信
巻

引
用
涅
槃
経
と
共
通
部
分
が
多
く
、
特
に
信
巻
一
二
五
頁
に
お
け
る
、
王
舎
城
の
悲
劇
の
六
臣
六
師
の
表(

親
鸞
作
成)

な
ど
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
点
、
坂
東
本
教
行
信
証
と
深
い
関
係
の
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。 

(

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
一
六
〇
頁) 

と
、
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
と
『
教
行
信
証
』
と
の
関
係
性
に
注
目
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
『
ひ
ら
が
な
唯
信
鈔
』
は
、
親
鸞
八
十

歳
以
後
の
筆
と
判
明
し
て
い
る
多
く
の
著
作
に
対
し
て
、
唯
一
判
明
し
て
い
る
六
十
歳
頃
の
筆
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
『
ひ
ら
が

な
唯
信
鈔
』
の
筆
跡
を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
親
鸞
前
期
の
筆
跡
の
根
拠
と
し
、
ま
た
こ
れ
を
『
教
行
信
証
』
の
筆
跡
と
校
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
成
立
年
次
を
推
定
す
る
重
要
な
証
拠
と
し
て
い
る
。 

1
6 

『
翻
刻
』
一
一
八
頁
～
一
二
〇
頁 

1
7 

『
翻
刻
』
一
九
七
頁
～
二
〇
〇
頁 

1
8 

『
翻
刻
』
二
二
四
頁 

1
9 

『
翻
刻
』
二
三
〇
頁 

2
0 

『
翻
刻
』
二
三
七
頁
～
二
三
八
頁 

2
1 

『
翻
刻
』
二
五
〇
頁
～
二
九
八
頁 
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2
2 

『
翻
刻
』
四
一
七
頁
～
四
二
〇
頁 

2
3 

『
翻
刻
』
四
二
七
頁
～
四
三
〇
頁 

2
4 

『
翻
刻
』
六
六
七
頁 

2
5 

出
典
『
恵
信
尼
消
息
』
、
原
文
「
し
や
う
じ
い
づ
べ
き
み
ち
」(

『
浄
真
全
二
』
一
〇
三
一
頁) 

2
6 

出
典
『
末
燈
鈔
』
原
文
「
選
択
本
願
は
浄
土
真
宗
な
り
、
定
散
二
善
は
方
便
仮
門
な
り
。
浄
土
真
宗
は
大
乗
の
な
か
の
至
極
な

り
。
」(
『
浄
真
全
二
』
七
七
九
頁) 

2
7 

善
男
子
、
一
切
の
作
業
に
軽
有
り
重
有
り
。
軽
重
の
二
業
、
復
各
の
二
有
り
。
一
に
は
決
定
。
二
に
は
不
決
定
な
り
。(

中
略) 

善
男
子
、
或
は
重
業
有
り
、
軽
く
作
こ
と
を
得
べ
し
。
或
は
軽
業
有
り
、
重
く
作
こ
と
を
得
べ
し
。
一
切
人
唯
だ
愚
智
有
に
非
す
。

是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
、
一
切
業
悉
く
定
て
果
を
得
る
に
非
す
。
定
て
得
ず
と
雖
も
、
亦
得
ざ
る
に
非
す
。 

善
男
子
、
一
切
衆
生
に
凡
そ
二
種
有
り
。
一
に
は
智
人
、
二
に
は
愚
痴
な
り
。
有
智
の
人
は
智
慧
の
力
を
以
て
能
く
地
獄
極
重
の

業
を
し
て
現
世
に
軽
く
受
け
し
む
。
愚
痴
の
人
は
現
世
の
軽
業
を
し
て
地
獄
に
し
て
重
く
受
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
一
頁) 

2
8 

善
男
子
、
智
者
善
根
深
く
固
く
し
て
動
し
難
し
。
是
の
故
に
能
く
重
業
を
し
て
軽
に
な
ら
し
む
。
愚
痴
の
人
は
不
善
深
く
厚
く
し

て
、
能
く
軽
業
を
し
て
重
報
に
作
さ
し
む
。
是
の
義
を
以
の
故
に
、
一
切
の
諸
業
決
定
と
名
け
ず
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
三
頁) 

2
9 

ま
ず
知
諸
根
力
と
は
、
衆
生
の
根
性
の
上
中
下
の
優
劣
を
分
別
し
、
そ
の
根
性
が
定
ま
る
こ
と
な
く
転
じ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
知
る
力(

転→

作→

知)

で
あ
る
。
こ
の
力
に
よ
っ
て
仏
は
衆
生
の
根
性
を
知
り
、
そ
の
根
機
に
適
っ
た
手
立
て
を
説
く
こ
と

に
よ
り
対
象
を
無
上
菩
提
へ
と
誘
引
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
経
で
は
そ
の
具
体
と
し
て
、
善
星
比
丘
の
出
家
の
作
善
に
よ
っ
て
無
上

菩
提
を
得
る
様
相
を
挙
げ
、
た
と
え
断
善
根
で
あ
っ
て
も
善
が
生
じ
る
可
能
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
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こ
の
よ
う
な
知
諸
根
力
で
あ
る
が
、「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
経
文
を
読
み
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
衆
生
の
根
性
を
知
っ

て
転
じ
て
作
す
力(

知→

転→

作)

と
し
て
見
、
生
善
や
堕
地
獄
か
ら
の
回
復
の
一
切
が
仏
の
は
た
ら
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
読
解

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
真
仏
土
巻
」
で
は
、
根
性
の
不
定
を
内
容
と
す
る
教
説
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
の
転
作
に
よ
る
救

済
が
浄
土
の
力
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。 

3
0 

善
男
子
、
善
星
比
丘
若
し
家
を
出
ず
は
、
亦
善
根
を
断
ぜ
む
。
無
量
世
に
お
い
て
都
て
利
益
無
け
む
。
今
出
家
し
て
已
に
善
根
を

断
ず
と
雖
も
、
能
く
戒
を
受
持
し
て
、
耆
舊
長
宿
有
徳
の
人
を
供
養
し
恭
敬
せ
む
。
初
禅
乃
至
四
禅
を
修
習
せ
む
。
是
を
善
因
ト
名

く
。
是
の
如
の
善
因
、
能
く
善
法
を
生
ぜ
む
。
善
法
既
に
生
ぜ
ば
、
能
く
道
を
修
習
せ
む
。
既
に
道
を
修
習
せ
ば
、
当
に
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
を
得
べ
し
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
〇
頁) 

3
1 

迦
葉
菩
薩
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
、
一
切
衆
生
は
皆
煩
悩
よ
り
し
て
果
報
を
得
。
煩
悩
と
言
ふ
は
、
謂
所
悪
な
り
。
悪
よ
り

煩
悩
は
生
ず
る
所
な
り
。
煩
悩
亦
名
ケ
て
悪
と
す
。
是
の
如
き
煩
悩
に
則
チ
二
種
有
り
。
一
に
は
因
、
二
に
は
果
な
り
。
因
悪
な
る

が
故
に
果
悪
な
り
。
果
悪
な
る
が
故
に
子
も
悪
な
り
。
乃
至
猶
毒
樹
の
如
し
。
其
の
子
毒
な
る
が
故
に
果
も
亦
是
毒
な
り
。
因
亦
衆

生
な
れ
ば
果
亦
衆
生
な
り
。
因
亦
煩
悩
な
れ
ば
果
亦
煩
悩
な
り
。
煩
悩
の
因
果
即
是
衆
生
な
り
。
衆
生
即
是
煩
悩
な
り
。
乃
至 

 

是
の
如
の
業
は
、
定
受
報
の
処
有
。
十
悪
の
法
の
如
き
は
定
ン
で
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
に
在
り
。
十
善
の
業
は
定
ん
で
人
・
天
に

在
り
。
十
不
善
法
に
上
中
下
有
り
。
上
の
因
縁
の
故
に
地
獄
の
身
を
受
く
。
中
の
因
縁
の
故
に
畜
身
を
受
く
。
下
の
因
縁
の
故
に
餓

鬼
の
身
を
受
る
な
り
。
人
業
は
十
善
に
復
四
種
有
り
。
一
に
は
下
、
二
に
は
中
、
三
に
は
上
、
四
に
は
上
上
な
り
。
下
の
因
縁
の
故

に
欝
単
越
に
生
ず
。
中
の
因
縁
の
故
に
弗
婆
提
に
生
ず
。
上
の
因
縁
の
故
に
瞿
陀
尼
に
生
ず
。
上
上
の
因
縁
の
故
に
閻
浮
提
に
生
ず

と
。
略
抄 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
一
頁) 
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3
2 

親
鸞
す
で
に
「
二
十
五
有
に
能
わ
ず
ば
」
と
訓
読
せ
る
も
の
を
、
捨
の
字
あ
る
心
に
て
読
む
と
い
う
こ
と
も
何
う
い
う
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
案
ず
る
に
「
二
十
五
有
に
能
わ
ず
ば
」
と
は
、
親
鸞
の
意
恐
ら
く
迷
い
の
衆
生
に
随
順
す
る
こ
と
が
で
き
ず
ば
と
い
う

に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
も
し
二
十
五
有
に
随
順
す
る
こ
と
能
わ
ず
ば
、
二
十
五
有
を
超
越
し
て
無
上
菩
提
を
成
就
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
そ
の
二
十
五
有
に
随
順
す
る
こ
と
が
大
喜
で
あ
り
、
超
越
す
る
の
が
大
捨
で
あ
る
。(

中
略)

か
く
解
す
る
こ
と
に
依
り

て
、
大
悲
の
願
心
が
い
か
に
「
苦
悩
の
群
生
海
を
悲
憐
」
し
た
ま
う
か
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。 

(

『
金
子
大
栄
著
作
集
』
第
七
巻 

一
九
二
頁) 

3
3 

諸
仏
は
有
漏
と
名
づ
け
ず
。
云
何
が
如
来
は
無
漏
に
非
ざ
る
や
。
如
来
は
常
に
有
漏
中
に
行
ず
る
が
故
な
り
。
有
漏
は
即
ち
是

れ
二
十
五
有
な
り
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
〇
二
頁a

 

七
四
五
頁c

) 

3
4

経
中
に
お
い
て
、
こ
の
文
句
の
初
出
は
「
寿
命
品(

北
本)

序
品(

南
本)

」(

『
大
正
蔵
十
二
』
三
七
一
頁b

 

六
一
一
頁a

)

で
あ

る
。
ま
さ
に
般
涅
槃
せ
ん
と
す
る
釈
尊
に
対
し
て
、
三
千
大
千
世
界
の
衆
生
が
慈
心
を
も
っ
て
釈
尊
の
も
と
へ
向
か
っ
た
が
、
一
闡

提
は
例
外(

除
く)

で
あ
っ
た
と
説
か
れ
て
い
る
。 

3
5

田
上
太
秀
は
『
一
闡
提
と
は
何
者
か
』
に
お
い
て
、
一
闡
提
の
語
源
に
つ
い
て
「icc

h
a

n
tik

a

はis(to
 d

e
sire

)

の
現
在
分
詞

icc
h

a
t

の
強
語
幹
と
さ
れ
るicc

h
a
n

t

に-k
a

が
つ
い
て
で
き
た
言
葉
で
、
「
欲
求
し
続
け
る
者
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
」
と
解
説

し
て
い
る
。 

3
6

こ
こ
に
き
て
『
涅
槃
経
』
に
初
め
て
一
闡
提
に
も
仏
性
が
有
る
と
い
う
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
善
根
を
断
じ
て
菩
提
の
因
を

欠
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
仏
性
を
具
え
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
義
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
、
菩
提
の
因
と
仏
性
の

区
別
に
つ
な
が
る
経
文
で
あ
る
と
い
え
る
。 

3
7 

『
高
田
学
報
』
第
十
号 

六
二
一
頁(

五
頁) 

3
8 

『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』 

二
二
二
頁 

3
9 

巻
頭
文
は
、 

一
苦 

二
酢 

三
甘 

四
辛 
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五
醎 

六
淡 

(

『
真
蹟
九
』
一
六
四
頁) 

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
「
如
来
性
品
」
に
は
、
こ
の
六
味
に
つ
い
て
解
説
す
る
箇
所
が
あ
る
の
で
、
併
せ
て
載
せ
て
お
く
。 

我
是
の
経
に
お
い
て
、
為
に
六
味
を
説
く
。
云
何
が
六
味
な
る
。
苦
は
醋
味
、
無
常
は
醎
味
、
無
我
は
苦
味
、
楽
は
甘
味
の
如

く
、
我
は
辛
味
の
如
く
、
常
は
淡
味
の
如
し
と
説
く
。
彼
の
世
間
の
中
に
三
種
の
味
有
り
。
所
謂
無
常
・
無
我
・
無
楽
な
り
。

煩
悩
を
薪
と
し
、
智
慧
を
火
と
な
す
。
是
の
因
縁
を
以
て
、
涅
槃
の
飯
を
成
す
。
常
・
楽
・
我
を
謂
う
。
諸
の
弟
子
を
し
て
、

悉
く
皆
甘
嗜
せ
し
む
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
三
八
五
頁c

 

六
二
五
頁b

) 

経
に
よ
る
と
、
六
味
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
醋→

苦
・
醎→

無
常
・
苦→

無
我
・
甘→

楽
・
辛→

我
・
淡→

常
を
意
味
し
、
章
安
灌
頂
の

『
涅
槃
経
疏
』
に
は
、
「
出
世
の
三
昧
を
以
て
、
世
の
三
昧
を
対
破
す
。(

『
大
正
蔵
三
十
八
』
八
七
頁c

)

」
と
解
説
し
、
醋
・
醎
・

苦
の
三
つ
の
味
を
賢
聖
道
味
、
甘
・
辛
・
淡
の
三
つ
の
味
を
凡
夫
の
報
味
と
分
類
し
て
い
る
。 

4
0 

『
高
田
学
報
』
第
四
六
号 
十
一
頁 

4
1 

『
真
蹟
九
』
一
五
九
頁 

4
2 

『
真
蹟
九
』
一
六
〇
頁 

4
3 

『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
六
巻
の
解
説
で
は
、
『
涅
槃
経
要
文
』
を
親
鸞
帰
洛
の
後
の
抄
出
と
し
た
う
え
で
、 

要
文
を
抄
出
し
て
、
こ
れ
に
返
り
点
送
り
仮
名
を
付
け
ら
れ
た
。
み
ず
か
ら
の
心
絃
に
ふ
れ
る
要
文
に
加
点
し
、
後
人
を
よ
み

や
す
か
ら
し
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
あ
く
ま
で
自
信
教
人
信
の
誠
意
が
芳
ば
し
く
た
だ
よ
う
て
い
る
。 

(

『
定
親
全
六
』
二
四
六
頁) 

と
、
親
鸞
が
抄
出
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
加
点
し
た
と
い
う
行
為
に
着
目
し
、
後
人
が
触
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、「
自
信

教
人
信
」
の
精
神
に
立
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
。 

4
4

灌
頂
の
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
に
お
け
る
、 

「
有
諸
衆
生
」
の
下
、
正
し
く
答
う
。
又
四
な
り
。
一
に
は
開
権
。
二
に
は
顕
実
。
三
に
は
釈
権
。
四
に
は
釈
実
。
初
に
開
権
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と
は
、
不
信
の
人
の
為
に
、
唱
え
て
決
定
と
言
う
。
「
一
切
作
業
」
の
下
、
第
二
に
顕
実
。
業
法
不
同
、
軽
有
り
重
有
り
。
定

有
り
不
定
有
り
。
安
く
ん
ぞ
一
向
に
決
定
す
る
こ
と
を
得
ん
。(

後
略) 

(

『
大
正
蔵
三
八
』
一
九
二
頁c

) 

と
い
う
解
説
を
参
考
に
し
た
。 

4
5

「
若
し
尒
ら
ば
則
道
を
修
す
る
解
脱
涅
槃
の
人
無
け
ん
。
」
の
一
文
、
本
来
は
「
若
し
爾
ら
ば
、
則
ち
修
道
・
解
脱
・
涅
槃
無

く
。
人
作
・
人
受
・
婆
羅
門
作
・
婆
羅
門
受
な
ら
ん
。
」
と
続
く
は
ず
の
文
で
あ
る
が
、
「
人
作
」
の
「
作
」
以
降
を
乃
至
し
、

「
人
」
を
前
節
に
繋
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
を
修
し
て
解
脱
し
涅
槃
を
得
る
人(

主
体)

が
存
在
し
な
い
と
い
う
文
に
な
っ
て
い

る
。 

4
6

「
是
菩
薩
摩
訶
薩
、
現
生
に
非
ず
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。
」
の
一
文
は
、
菩
薩
の
現
世(

現)

と
次
生(

生)

と
さ
ら
に
後
の

世(

後)

と
い
う
三
時
に
お
い
て
、
地
獄
に
堕
ち
る
悪
業
を
作
っ
て
い
な
い
が
、
衆
生
を
済
度
す
る
た
め
に
悪
業
を
受
け
る
の
で
あ
る

か
ら
、
本
来
は
「
是
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
、
現
・
生
・
後
に
非
ず
し
て
、
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、
親

鸞
は
現
生
と
後
世
と
い
う
二
時
を
強
調
す
る
読
み
と
な
っ
て
い
る
。 

4
7 

以
下
、
そ
の
全
文
を
載
せ
て
お
く
。 

復
次
に
善
男
子
、
是
の
賢
劫
の
中
に
無
量
の
衆
生
、
畜
生
の
中
に
堕
し
て
悪
業
果
を
受
く
。
我
是
ヲ
見
已
リ
て
復
誓
願
を
発

し
て
、
法
を
説
き
衆
生
を
度
せ
ん
と
欲
う
が
為
の
故
な
り
。
或
は
麞
・
鹿
・
羆
・
獼
猴
・
龍
・
金
翅
鳥
・
魚
・
鼈 

・
兎
・

蛇
・
牛
・
馬
之
身
作
る
。 

善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
実
ニ
是
の
如
き
畜
生
の
悪
業
無
け
れ
ど
も
、
大
願
力
を
以
て
衆
生
の
為
の
故
に
現
に
是
の
身
を
受

け
し
む
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
現
生
に
非
ザ
レ
ど
も
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。 

復
次
に
善
男
子
、
是
の
賢
劫
の
中
に
、
復
無
量
無
辺
の
衆
生
有
リ
て
餓
鬼
の
中
に
生
ず
。
寿
命
無
量
百
千
万
歳
な
り
。
初
み

か
つ
て
漿
水
の
名
を
聞
か
ず
。
況
や
復
眼
見
て
飲
ス
ル
こ
と
を
得
ん
や
。 

或
は
復
降
雨
身
に
至
リ
て
火
と
成
る
。
是
を
悪
業
果
報
と
名
く
。
善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
実
に
是
の
如
キ
の
諸
悪
業
果
無

け
れ
ど
も
、
衆
生
を
化
し
て
解
脱
を
得
し
め
ん
が
為
の
故
に
。
誓
願
を
発
し
て
是
の
如
き
の
身
を
受
く
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
、

現
生
に
非
ザ
レ
ド
モ
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。
乃
至 
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我
賢
劫
の
生
ニ
お
い
て
賊
劫
盜
と
作
る
。
菩
薩
実
に
是
の
如
き
悪
業
無
け
れ
ど
も
、
衆
生
を
度
し
て
解
脱
を
得
し
め
む
が
為

に
。
大
願
力
を
以
て
是
の
如
き
身
を
受
く
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
、
現
生
ニ
非
ザ
れ
ど
も
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。 

善
男
子
、
是
の
賢
劫
の
中
に
復
辺
地
に
生
ジ
て
、
多
く
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
を
作
す
。
非
法
を
習
行
し
て
三
宝
と
後
世
の
果

報
を
信
ぜ
ず
。
父
母
・
親
老
・
耆
舊
・
長
宿
を
恭
敬
す
る
こ
と
能
は
ず
。
善
男
子
、
菩
薩
尒
の
時
に
、
実
に
是
の
業
無
ケ
れ
ど

も
、
衆
生
を
し
て
解
脱
を
得
し
め
む
か
為
の
故
に
、
大
願
力
を
以
て
し
て
其
の
中
に
生
ず
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
現
生
に
非
ザ
れ

ど
も
、
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。 

善
男
子
、
是
の
賢
劫
の
中
に
復
女
身
・
悪
身
・
貪
身
・
瞋
身
・
癡
身
・
妬
身
・
慳
身
・
幻
身
・
誑
身
・
纒
蓋
の
身
を
受
く
。

善
男
子
、
菩
薩
尒
の
時
に
、
実
に
是
の
業
を
無
ケ
れ
ど
も
、
衆
生
を
し
て
解
脱
を
得
し
め
む
が
為
の
故
に
、
大
願
力
を
以
て
し

て
其
の
中
に
生
ず
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
現
生
に
非
ザ
れ
ど
も
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。 

 

善
男
子
、
我
れ
賢
劫
に
お
い
て
黄
門
の
身
、
無
根
・
二
根
及
ビ
不
定
根
を
受
く
。
善
男
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
実
に
是
の
如
き
の

諸
悪
身
業
無
ケ
れ
ど
も
、
衆
生
を
し
て
解
脱
を
得
し
め
む
が
為
の
故
に
、
大
願
力
を
も
っ
て
其
の
中
に
生
レ
ン
ト
願
ず
。
是
を

菩
薩
摩
訶
薩
現
生
に
非
ザ
レ
ド
モ
後
に
是
の
悪
業
を
受
く
と
名
く
。 

善
男
子
、
我
賢
劫
に
お
い
て
、
復
外
道
尼
乾
子
の
法
を
習
ひ
、
其
ノ
法
の
無
施
無
祠
を
信
受
す
れ
ば
無
施
祠
の
報
な
り
。
善

悪
の
業
無
け
れ
ば
、
無
善
悪
業
の
報
な
り
。
現
在
世
及
ビ
未
来
世
無
れ
ど
も
、
無
此
無
彼
、
聖
人
有
こ
と
無
く
、
変
化
の
身
無

し
、
道
涅
槃
無
け
む
。
善
男
子
、
菩
薩
実
に
是
の
如
き
悪
業
無
け
れ
ど
も
、
但
衆
生
を
し
て
解
脱
ヲ
得
シ
め
む
が
為
に
、
大
願

力
を
以
て
是
の
邪
法
を
受
く
。
是
を
菩
薩
摩
訶
薩
現
生
に
非
ザ
れ
ど
も
後
に
是
ノ
悪
業
を
受
ク
と
名
く
。 

(

『
定
親
全
六
』
一
七
四
頁) 

4
8 

道
綽
は
『
安
楽
集
』
上
巻
「
大
三
大
門
」
に
お
い
て
、 

問
て
曰
く
。
一
切
衆
生
皆
仏
性
有
り
。
遠
劫
よ
り
以
来
応
に
多
仏
に
値
ふ
べ
し
、
何
に
因
て
か
今
に
至
る
ま
で
自
ら
生
死
に
輪

廻
し
て
火
宅
を
出
で
ざ
る
や
。 

(

『
真
聖
全
一
』
四
一
〇
頁) 

と
、
仏
は
既
に
一
切
衆
生
に
仏
性
が
具
わ
る
と
説
き
、
値
仏
の
縁
が
調
え
ら
れ
て
も
な
お
、
依
然
と
し
て
生
死
に
留
ま
り
続
け
る
現

実
を
問
う
。
こ
の
問
い
は
ま
さ
に
、
仏
言
と
そ
の
実
践
主
体
で
あ
る
自
己
と
の
乖
離
を
告
白
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 
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4
9 

『
翻
刻
』
一
二
一
頁 

5
0 

又
云
は
く
。
実
諦
は
一
道
清
浄
な
り
。
二
有
ル
こ
と
無
き
な
り
。
文 

(

『
定
親
全
六
』
一
二
九
頁) 

5
1 

『
翻
刻
』
一
二
一
頁 

5
2 

云
何
が
菩
薩
一
実
を
信
順
す
る
。
菩
薩
了
知
す
る
に
一
切
衆
生
は
皆
一
道
に
帰
せ
し
む
と
な
り
。
一
道
は
謂
く
大
乗
な
り
。
諸
仏
・

菩
薩
衆
生
の
為
の
故
に
之
を
分
チ
て
三
と
す
。
是
の
故
に
菩
薩
不
逆
に
信
順
す
る
な
り
と
。
已
上
抄
出 (

『
定
親
全
六
』
一
六
五
頁) 

5
3 

織
田
は
、
「
一
乗
海
釈
」
の
特
徴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

注
目
す
べ
き
は
、
「
一
乗
海
釈
」
の
御
自
釈
が
『
勝
鬘
経
』
の
一
乗
章
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
勝
鬘
経
』
の
文
脈

は
、
声
聞
・
縁
覚
の
灰
身
滅
智
の
究
竟
の
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
で
は
な
く
残
余
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
自
ら
回
心
す
れ
ば
声

聞
縁
覚
も
皆
大
乗
に
入
る
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。
こ
の
場
合
『
勝
鬘
経
』
の
「
大
乗
」
と
は
、
一
乗
章
の
最
初
に
示
さ
れ
た
「
摩

訶
衍
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
の
八
大
大
河
の
上
流
の
阿
耨
達
池
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
『
勝
鬘
経
』
は
、
声
聞
縁
覚
の
涅
槃
が
完
全
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
、
そ
の
思
想
的
延
長
上
に
根
源
と
し
て
の

大
乗
を
示
し
、
回
心
す
れ
ば
皆
同
じ
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
「
大
乗
」
に
つ
い
て
、
涅
槃
、
如
来
法
身
、
一
乗
と
い
っ
た
概
念
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
親
鸞
は
こ
の
『
勝
鬘
経
』
の
文
章
を
引
用
し
な
が
ら
、「
是
の
故
に
三
乗
は
即
ち
是
れ
一
乗
な
り
」
の
語
を
省

略
し
、
文
末
に
次
の
語
を
付
加
し
て
い
る
。 

大
乗
は
二
乗
三
乗
有
る
こ
と
無
し
。
二
乗
三
乗
は
一
乗
に
入
ら
し
め
ん
と
な
り
。
一
乗
は
即
ち
第
一
義
乗
な
り
。
唯
だ
是

れ
誓
願
一
仏
乗
な
り
。(

『
定
親
全
』
一‐

七
六
ペ
ー
ジ) 

つ
ま
り
『
勝
鬘
経
』
が
説
く
よ
う
な
、
根
源
と
し
て
の
上
流
の
「
一
乗
・
大
乗
」
で
は
な
く
、
全
て
の
川
が
等
し
く
流
入
す
る

「
海
」
の
よ
う
な
「
一
乗
・
大
乗
」
が
「
誓
願
一
仏
乗
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

(

『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
一
七
七
頁) 

な
お
、「
一
乗
海
釈
」
の
特
に
「
海
と
言
う
は
」(

『
翻
刻
』
一
二
四
頁)

か
ら
始
ま
る
、
い
わ
ゆ
る
「
海
釈
」
は
、
自
釈
か
ら
始
ま
り
、
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続
い
て
抄
出
す
る
『
大
経
』
・
『
浄
土
論
註
』
・
『
観
経
疏
』
・
『
般
舟
讃
』
・
『
楽
邦
文
類
』
と
い
っ
た
聖
教
を
証
文
と
し
て
い
る
た
め
、

『
涅
槃
経
』
に
説
か
れ
る
思
想
が
ど
こ
ま
で
影
響
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
場
合
、
当
釈
に
流
れ
る
一
乗
思
想
に
つ
い
て
論
究
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
本
論
で
の
考
察
は
控
え
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

5
4 

『
翻
刻
』
一
二
七
頁 

5
5

『
真
聖
全
一
』
九
四
三
頁 

5
6

親
鸞
以
外
に
も
転
重
軽
受
の
思
想
は
、
す
で
に
源
信
が
『
往
生
要
集
』
で
述
べ
、『
和
語
灯
録
』
に
お
い
て
法
然
が
自
身
の
思
想
に

採
用
し
て
い
る
。
本
来
は
、
こ
う
い
っ
た
先
人
の
理
解
を
踏
ま
え
て
考
察
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
て

い
き
た
い
。 

5
7

『
浄
真
全
二
』
六
八
六
頁 

5
8

『
定
本
』
八
六
頁 

5
9

『
真
聖
全
二
』
六
三
八
頁 

6
0 

『
翻
刻
』
六
七
九
頁 

6
1 

水
谷
幸
正
は
、
一
闡
提
の
義
を 

多
貪
の
ほ
か
に
楽
欲
、
極
欲
、
大
貪
、
多
欲
と
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、 

ic
ch

a
n

tik
a

 

の
本
義
を
推
す
こ
と
が
で
き
る
。
チ
ベ

ッ
ト
語
で
も 

h
d

o
d

 ch
e

n
 (p

a
, p

o
) 

（
甚
欲
、
大
欲
、
多
欲
の
も
の
）
と
訳
し
て
い
る
か
ら
中
国
的
理
解
と
通
ず
る
も
の
が
あ

る
。
更
に
こ
の 

icc
h

a
n

tik
a

 

を
断
善
根
、
断
善
法
、
信
不
具
足
、
焼
種
、
無
種
性
、
極
悪
な
ど
と
訳
し
て
い
る
の
は
、
彼
等
が

現
世
の
欲
楽
に
執
着
し
、
仏
道
に
背
反
す
る
行
為
に
貪
着
し
て
い
る
と
い
う
点
を
特
に
と
り
上
げ
て
義
訳
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

（
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号 

六
七
頁
） 

と
、
そ
の
原
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。 

6
2 

『
大
正
蔵
十
二
』
四
二
五
頁b

 
 

六
六
六
頁c

 

6
3 

本
願
毀
滅
の
と
も
が
ら
は 

生
盲
闡
提
と
な
づ
け
た
り 

大
地
微
塵
劫
を
へ
て 



157 

 

 

な
が
く
三
塗
に
し
づ
む
な
り 

(

『
浄
真
全
二
』
四
四
七
頁) 

6
4 

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
一
頁c

 

八
〇
八
頁a

 

6
5 

原
文
で
は
、
「
善
星
比
丘
は
是
れ
、
仏
の
菩
薩
の
時
の
子
な
り
」(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
六
〇
頁b

 

八
〇
六
頁c

)

と
記
し
て
あ
る

が
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
あ
え
て
『
法
華
義
疏
』(

『
大
正
蔵
三
四
』
四
六
一
頁a

)

の
説
に
則
り
、
太
子
の
時
の
子
で
あ
る
と
し
た
。 

6
6 

こ
の
見
解
は
、
早
く
金
子
大
栄
や
住
田
智
見
が
提
唱
し
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
本
文
で
あ
る
。 

 
知
諸
根
力
の
経
文
、
能
知
是
人
転
下
作
中
等
の
語
は
、
「
能
く
是
の
人
の
下
を
転
じ
て
中
と
作
す
を
知
り
」
等
と
訓
読
す
べ

き
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
坂
東
本
で
は
、
「
能
く
是
の
人
を
知
ろ
し
め
し
て
下
を
転
じ
て
中
と
作
す
」
等
と
訓
読
し
て

あ
る
。
前
の
如
く
訓
読
す
れ
ば
転
ず
る
機
は
衆
生
に
あ
り
、
後
の
如
く
訓
読
す
れ
ば
転
ず
る
力
は
仏
陀
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。 

(

『
金
子
大
栄
著
作
集
第
八
巻
』
八
四
頁) 

ま
た
、 

よ
く
こ
の
ひ
と
を
し
ろ
し
め
し
て
、
下
を
転
じ
て
中
と
な
す
。
坂
東
本
も
同
じ
。
経
の
原
意
に
従
へ
ば
「
よ
く
是
の
人
は
下

を
転
じ
て
中
と
作
す
と
知
る
」
と
読
む
べ
か
ら
ん
も
、
斯
く
読
み
た
ま
ふ
に
よ
り
、
仏
力
能
く
衆
生
根
を
転
ず
る
の
意
と
な
り
、

悪
人
も
仏
力
に
よ
り
助
か
る
の
意
を
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
な
ら
ん
。 

(

『
国
訳
一
切
経 

和
漢
撰
述
部
』
諸
宗
部
二
十
二 

二
六
三
頁) 

6
7 

同
時
期
の
僧
で
あ
る
道
元
も
、
『
正
法
眼
蔵
』「
出
家
功
徳
」
に
お
い
て
、
親
鸞
と
同
じ
く
善
星
の
文
に
注
目
し
て
お
り
、
以
下
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

如
来
世
尊
。
あ
き
ら
か
に
衆
生
の
断
善
根
と
な
る
へ
き
を
し
ら
せ
た
ま
ふ
と
い
へ
と
も
。
善
因
を
さ
つ
く
る
と
し
て
。
出
家
を

ゆ
る
さ
せ
た
ま
ふ
。
大
慈
大
悲
な
り
。
断
善
根
と
な
る
こ
と
。
善
友
に
ち
か
す
か
す
。
正
法
を
き
か
す
。
善
思
惟
せ
す
。
如
法

に
行
せ
さ
る
に
よ
れ
り
。
い
ま
学
者
。
か
な
ら
す
善
友
に
親
近
す
へ
し
。（
中
略
）
し
か
あ
れ
は
す
な
は
ち
衆
生
は
。
親
疎
を
え

ら
は
す
。
た
た
出
家
受
戒
を
す
す
む
へ
し
。
の
ち
の
退
不
退
を
か
へ
り
み
さ
れ
。
修
不
修
を
お
そ
る
る
こ
と
な
か
れ
。
こ
れ
ま

さ
に
釈
尊
の
正
法
な
る
へ
し
。 

(

『
大
正
蔵
八
二
』
二
八
三c

) 
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こ
の
よ
う
に
道
元
は
、
善
星
の
文
を
出
家
者
の
一
事
例
と
し
て
、
善
友
へ
の
親
近
や
出
家
受
戒
を
中
心
に
し
て
読
解
し
て
お
り
、
仏

力
を
中
心
に
し
て
読
む
親
鸞
と
比
較
す
る
と
、
読
解
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
関
戸
堯
海
は
、 

迦
葉
菩
薩
品
の
「
善
星
比
丘
」
で
す
が
、『
正
法
眼
蔵
』
で
は
善
星
が
断
善
根
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
も
、
出
家
を
ゆ
る
す
釈
尊
の

大
慈
大
悲
に
着
目
し
た
上
で
、
善
知
識
に
親
し
む
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す(

出
家
功
徳)

。『
教
行
信
証
』
で
は
釈
尊
が
善
星

を
断
善
根
だ
と
見
抜
い
た
上
で
、
あ
え
て
出
家
さ
せ
て
善
因
を
植
え
付
け
た
こ
と
を
強
調
し
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
を
明
確
に

し
ま
す(

真
仏
土
巻)

。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
六
六
号 

九
九
頁) 

と
、
親
鸞
と
道
元
の
善
星
の
文
の
着
眼
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。 

6
8 

こ
の
文
は
前
の
迦
葉
菩
薩
の
問
い
が
乃
至
さ
れ
て
い
る
た
め
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て

そ
の
問
を
確
認
す
る
と
、 

世
尊
、
無
漏
の
果
有
り
、
復
智
者
は
諸
の
果
報
を
断
ず
と
言
う
。
無
漏
の
果
報
は
断
の
中
に
在
り
や
不
や
。
諸
の
得
道
の
人
に

無
漏
果
有
り
。
如
し
其
れ
智
者
無
漏
果
を
求
め
ば
、
云
何
ぞ
仏
一
切
智
者
は
応
に
果
報
を
断
ず
べ
し
と
説
き
た
ま
う
や
。
若
し

其
れ
断
ぜ
ば
、
今
諸
の
聖
人
云
何
ぞ
有
る
こ
と
を
得
ん
。 

(

『
大
正
蔵
十
二
』
五
八
三b

 

八
三
一
頁a

) 

と
、
智
者
は
あ
ら
ゆ
る
果
報
を
断
ち
切
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
無
漏
の
果
報
も
そ
れ
に
含
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
智
者
が
そ
の
果
報

を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
果
報
を
断
ち
切
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
問
う
の
で
あ
る
。
ま
た
当
箇
所

に
関
し
て
、
灌
頂
の
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
で
は
、 

心
は
実
に
身
に
非
ず
。
但
だ
能
く
身
を
得
る
が
故
に
名
づ
け
て
身
と
為
す
の
み
。
即
ち
こ
れ
因
中
に
果
を
説
く
な
り
。(

中
略)

無
漏
果
と
云
う
は
、
此
れ
は
こ
れ
因
中
に
果
を
説
く
。
此
の
無
漏
に
因
り
て
能
く
仏
果
を
得
る
。
因
は
実
に
果
に
非
ず
。
能
く

果
を
得
る
が
故
に
、
因
を
名
け
て
果
と
為
す
。 

(

『
大
正
蔵
三
八
』
二
一
四c

) 

と
、
仏
の
因
果
と
は
、
因
の
中
に(

無
漏
の)

果
報
を
説
く
こ
と
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。 

6
9 

こ
の
二
文
は
、
「
迦
葉
菩
薩
品
」
の
展
開
に
則
る
た
め
、
本
来
の
順
序
と
並
び
を
逆
転
し
て
引
用
し
て
い
る
。 
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7
0 

『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
第
三
文
に
お
い
て
、「
師
子
吼
菩
薩
品
」
の
、
衆
生
の
欲(

悪
欲
・
大
欲
・
欲
欲)

と
菩
薩
の
少
欲
知
足
・

不
少
欲
不
知
足
に
つ
い
て
説
か
れ
る
箇
所
を
抄
出
し
て
お
り
、
衆
生
の
欲
に
つ
い
て
は
、
生
死
を
脱
し
得
な
い
衆
生
の
現
実
相
に
着

眼
す
る
「
迦
葉
菩
薩
品
」
抄
出
文
群
と
の
関
係
性
、
あ
る
い
は
親
鸞
の
欲
望
に
対
す
る
洞
察
の
痕
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

7
1 

以
下
そ
の
全
文
を
示
す
。 

『
業
報
差
別
経
』
言
。 

復
十
業
有
り
。
能
く
衆
生
を
し
て
多
病
の
報
を
得
せ
し
む
。
十
に
は
宿
食
の
因
縁
未
だ
消
せ
ず
し
て
復
更
に
噉
す
る
。
是
の
十

業
を
以
て
。
多
病
の
報
を
得
。 

 

復
十
業
有
り
、
能
く
衆
生
を
し
て
地
獄
の
報
を
得
し
む
。
十
に
は
他
人
の
恩
報
知
ら
ず
。 

是
の
十
業
を
以
て
地
獄
の
報
を
得
し
。 

復
十
業
有
り
。
能
く
衆
生
を
し
て
畜
生
の
報
を
得
乃
至 

十
に
は
邪
婬
の
事
を
行
ず
る
。 

 

復
十
業
有
。
能
く
衆
生
を
し
て
餓
鬼
の
報
を
得
し
む
。
四
に
は
貪
の
多
き
。
五
に
は
悪
貪
。
六
に
は
嫉
妬
。
七
に
は
邪
見
。
八

に
は
慳
恡
し
て
資
生
愛
着
し
て
、
即
チ
便
命
終
す
る
。 

復
十
業
有
。
能
く
衆
生
を
し
て
阿
修
羅
の
報
を
得
し
む
。
乃
至 

四
に
は
憍
慢
な
る
。
五
に
は
我
慢
な
る
。
六
に
は
増
上
慢
な
る
。

七
に
は
大
慢
な
る
。
八
に
は
邪
慢
な
る
。
九
に
は
慢
慢
な
る
。
十
に
は
諸
の
一
切
の
善
根
回
し
て
、
修
羅
趣
に
向
か
う
。
是
の

十
業
を
以
て
、
阿
修
羅
ノ
報
ヲ
得
。
乃
至 

 

(

『
定
親
全
六
』
一
八
三
頁) 

『
涅
槃
経
要
文
』
に
お
け
る
『
業
報
差
別
経
』
抄
出
文
は
、「
乃
至
」
等
が
な
い
た
め
、
一
見
ひ
と
つ
な
ぎ
の
文
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
抄
出
箇
所
を
確
認
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。(

網
掛
け
は
乃
至
箇
所) 

復
有
十
業
。
能
令
衆
生
得
多
病
報
。
一
者
好
喜
打
拍
一
切
衆
生
。
二
者
勧
他
令
打
。
三
者
讃
歎
打
法
。
四
者
見
打
歓
喜
。
五
者

悩
乱
父
母
。
令
心
憂
悩
。
六
者
悩
乱
賢
聖
。
七
者
見
怨
病
苦
。
心
大
歓
喜
。
八
者
見
怨
病
愈
。
心
生
不
楽
。
九
者
於
怨
病
所
。

与
非
治
薬
。
十
者
宿
食
不
消
。
而
復
更
食
。
以
是
十
業
。
得
多
病
報 

(

『
大
正
蔵
一
』
八
九
二
頁a

) 

 

復
有
十
業
。
能
令
衆
生
得
地
獄
報
。
一
者
身
行
重
悪
業
。
二
者
口
行
重
悪
業
。
三
者
意
行
重
悪
業
。
四
者
起
於
断
見
。
五
者
起
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於
常
見
。
六
者
起
無
因
見
。
七
者
起
無
作
見
。
八
者
起
於
無
見
。
九
者
起
於
辺
見
。
十
者
不
知
恩
報
。
以
是
十
業
。
得
地
獄
報

復
有
十
業
。
能
令
衆
生
得
畜
生
報
。
一
者
身
行
中
悪
業
。
二
者
口
行
中
悪
業
。
三
者
意
行
中
悪
業
。
四
者
従
貪
煩
悩
。
起
諸
悪

業
。
五
者
従
瞋
煩
悩
。
起
諸
悪
業
。
六
者
従
痴
煩
悩
。
起
諸
悪
業
。
七
者
毀
罵
衆
生
。
八
者
悩
害
衆
生
。
九
者
施
不
浄
物
。
十

者
行
於
邪
婬
。
以
是
十
業
。
得
畜
生
報
復
有
十
業
。
能
令
衆
生
得
餓
鬼
報
。
一
者
身
行
軽
悪
業
。
二
者
口
行
軽
悪
業
。
三
者
意

行
軽
悪
業
。
四
者
起
於
多
貪
。
五
者
起
於
悪
貪
。
六
者
嫉
妬
。
七
者
邪
見
。
八
者
愛
著
資
生
。
即
便
命
終
。
九
者
因
飢
而
亡
。

十
者
枯
渇
而
死
。
以
是
十
業
。
得
餓
鬼
報
復
有
十
業
。
能
令
衆
生
得
阿
修
羅
報
。
一
者
身
行
微
悪
業
。
二
者
口
行
微
悪
業
。
三

者
意
行
微
悪
業
。
四
者
憍
慢
。
五
者
我
慢
。
六
者
増
上
慢
。
七
者
大
慢
。
八
者
邪
慢
。
九
者
慢
慢
。
十
者
回
諸
善
根
。
向
修
羅

趣
。
以
是
十
業
。
得
阿
修
羅
報 

(

『
大
正
蔵
一
』
八
九
三
頁a

) 

7
2 

「
生
因
」
と
「
了
因
」
に
つ
い
て
は
、
『
涅
槃
経
要
文
』
第
一
九
文
「
師
子
吼
菩
薩
品
」
抄
出
文
に
、 

善
男
子
、
因
に
二
種
有
り
。
一
ニ
は
生
因
、
二
ニ
は
了
因
な
り
。
能
く
法
を
生
ず
る
は
、
是
を
生
因
と
名
く
。
燈
の
能
く
物
を

了
す
る
が
如
し
。
故
に
了
因
と
名
く
。
煩
悩
諸
結
是
を
生
因
と
名
く
。
衆
生
の
父
母
是
を
了
因
と
名
く
。
穀
子
等
の
如
し
是
を

生
因
と
名
く
。
地
・
水
・
糞
等
是
を
了
因
と
名
く
。
乃
至 

(

『
定
親
全
六
』
一
六
六
頁) 

と
言
及
さ
れ
て
お
り
、
穀
子
の
例
え
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
「
生
因
」
を
因
、
「
了
因
」
を
縁
と
し
て
捉
え
て
い
る
。 

7
3 

『
真
聖
全
一
』
二
六
九
頁 

7
4 

『
翻
刻
』
一
八
八
頁 

7
5 

『
翻
刻
』
一
九
七
頁 

7
6 

『
翻
刻
』
一
八
六
頁 

7
7 

『
大
般
涅
槃
経
疏
』
に
は
、 

「
譬
如
四
大
」
の
下
、
第
三
に
広
く
仏
性
を
明
か
す
。
四
と
為
す
。
一
に
は
当
に
非
ず
現
に
非
ず
し
て
当
有
を
説
く
こ
と
を
明

し
、
第
二
に
は
即
に
非
ず
離
に
非
ざ
る
こ
と
を
明
か
し
、
第
三
に
は
邪
正
を
簡
び
、
第
四
に
は
広
く
体
性
を
出
だ
す
。(

中
略)

「
大
慈
大
悲
」
の
下
、
第
四
に
広
く
仏
性
を
出
だ
す
。 
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(

『
大
正
蔵
三
十
八
』
七
四
頁c

) 

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

7
8 

善
男
子
、
大
慈
大
悲
を
名
て
仏
性
と
為
す
。
何
を
以
て
の
故
に
。
大
慈
大
悲
は
常
に
菩
薩
に
随
う
こ
と
影
の
形
に
随
う
が
如
し
。

一
切
衆
生
必
定
し
て
当
に
大
慈
大
悲
を
得
べ
し
。
是
の
故
に
説
き
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
う
。
大
慈
大
悲
は
名
て
仏
性
と
他
為

す
。
仏
性
は
名
て
如
来
と
為
す
な
り
。 

大
喜
大
捨
を
名
て
仏
性
と
為
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
若
し
二
十
五
有
を
捨
つ
る
こ
と
能
わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
る
こ
と
能
わ
ず
。
諸
の
衆
生
は
必
ず
当
に
得
べ
き
を
以
て
の
故
に
、
是
の
故
に
説
け
て
一
切
衆
生
悉
有
仏

性
と
言
う
。
大
喜
大
捨
と
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
と
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。 

仏
性
と
は
大
信
心
と
名
づ
く
。
何
を
以
の
故
に
、
信
心
を
以
の
故
に
。
菩
薩
摩
訶
薩
は
則
ち
能
く
檀
波
羅
蜜
乃
至
般
若
波
羅
蜜
を

具
足
す
。
一
切
衆
生
は
必
定
し
て
当
に
大
信
心
を
得
べ
き
が
故
に
。
是
の
故
に
説
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
う
。
大
信
心
は
即
ち

是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
是
如
来
な
り
。 

仏
性
は
一
子
地
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
。
一
子
地
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
。
菩
薩
は
則
ち
一
切
衆
生
に
於
て
平
等
心
を
得
。

一
切
衆
生
は
必
定
し
て
当
に
一
子
地
を
得
べ
き
が
故
に
、
是
の
故
に
説
き
て
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
え
る
な
り
。
一
子
地
と
は

即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。 

仏
性
と
は
、
第
四
力
に
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
。
第
四
力
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
。
菩
薩
は
則
ち
能
く
衆
生
を
教
化
す
。
一

切
衆
生
は
必
定
し
て
当
に
第
四
力
を
得
べ
き
が
故
に
。
是
の
故
に
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
う
。
第
四
力
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。

仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。 

仏
性
は
十
二
因
縁
と
名
づ
く
。
何
を
以
て
の
故
に
。
因
縁
を
以
て
の
故
に
。
如
来
は
常
住
な
り
。
一
切
衆
生
に
定
ん
で
是
の
如
き

十
二
因
縁
有
り
。
是
の
故
に
説
き
て
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
と
言
う
。
十
二
因
縁
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
な

り
。 仏

性
は
四
無
礙
智
と
名
づ
く
。
四
無
礙
智
の
因
縁
を
以
て
の
故
に
字
義
無
礙
を
説
く
。
字
義
無
礙
の
故
に
能
く
衆
生
を
化
す
。
四

無
礙
と
は
即
ち
是
れ
仏
性
な
り
。
仏
性
は
即
ち
是
れ
如
来
な
り
。 

仏
性
は
頂
三
昧
と
名
づ
く
。
是
の
如
き
頂
三
昧
を
修
す
る
を
以
て
の
故
に
、
則
ち
能
く
一
切
の
仏
法
を
総
摂
す
。
是
の
故
に
説
き
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て
頂
三
昧
は
名
け
て
仏
性
と
為
す
と
言
う
。 

(

『
大
正
蔵
三
十
二
』
五
五
七
頁) 

7
9

七
善
法
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
は
、
高
崎
直
道
著
『
『
涅
槃
経
』
を
読
む
』
を
参
考
に
し
た
。 

8
0 

『
涅
槃
経
要
文
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
菩
薩
が
断
つ
べ
き
二
十
五
の
有
を
抄
出
し
て
い
る
。
本
論
中
で
は
、
そ
の
内
は
じ
め

の
八
つ
を
挙
げ
た
。
二
十
五
三
昧
と
二
十
五
有
の
詳
細
を
把
握
す
る
た
め
、
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
示
す
。 

善
男
子
、
悪
に
二
種
有
り
。
一
に
は
阿
修
羅
、
二
に
は
人
中
な
り
。
人
中
に
三
種
の
悪
有
り
。
一
に
は
一
闡
提
、
二
に
は
誹

謗
方
等
経
典
、
三
に
は
犯
四
重
禁
な
り
。
善
男
子
、
是
の
地
の
中
に
住
せ
る
諸
の
菩
薩
等
、
終
に
是
の
如
き
悪
も
中
に
墮
ス
ル

こ
と
を
畏
れ
ず
。
亦
復
沙
門
・
婆
羅
門
・
外
道
・
邪
見
・
天
魔
波
旬
を
畏
れ
ず
。
亦
復
二
十
五
有
を
受
ク
ル
こ
と
を
畏
れ
ず
。

是
の
故
に
此
ノ
地
を
無
所
畏
と
名
く
。 

善
男
子
、
菩
薩
摩
訶
薩
無
畏
地
に
住
し
て
、
二
十
五
三
昧
を
得
て
二
十
五
有
を
壊
す
。
善
男
子
、 

無
垢
三
昧
を
得
て
能
く
地
獄
を
壊
す
。 

無
退
三
昧
を
得
ル
こ
と
有
て
能
く
畜
生
を
壊
す
。 

心
楽
三
昧
を
得
る
こ
と
有
れ
ば
能
く
餓
鬼
を
壊
す
。 

得
歓
喜
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
阿
修
羅
を
壊
す
。 

日
光
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
弗
婆
提
を
断
つ
。 

月
光
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
瞿
耶
尼
を
断
つ
。 

熱
炎
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
欝
單
越
を
断
つ
。 

如
幻
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
閻
浮
提
を
断
つ
。 

一
切
法
不
動
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
四
天
処
断
つ
。 

難
伏
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
三
十
三
天
処
を
断
つ
。 

悦
意
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
炎
摩
天
断
つ
。 

青
色
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
兜
率
天
を
断
つ
。 

黄
色
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
化
楽
天
を
断
つ
。 
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赤
色
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
他
化
自
在
天
を
断
つ
。 

白
色
三
昧
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
初
禅
を
断
つ
。 

種
種
三
昧
を
得
る
こ
と
有
れ
ば
能
く
大
梵
天
を
断
つ
。 

双
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
二
禅
を
断
つ
。 

雷
音
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
三
禅
を
断
つ
。 

注
雨
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
四
禅
を
断
つ
。 

如
虚
空
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
無
想
を
断
つ
。 

照
鏡
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
浄
居
阿
那
含
を
断
つ
。 

無
礙
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
空
処
を
断
つ
。 

常
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
識
処
を
断
つ
。 

楽
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
不
用
処
を
断
つ
。 

我
三
昧
を
得
こ
と
有
れ
ば
能
く
非
想
非
非
想
処
の
有
を
断
つ
。 

善
男
子
、
是
を
菩
薩
二
十
五
三
昧
を
得
二
十
五
有
を
断
つ
と
名
く
。
善
男
子
、
是
の
如
き
二
十
五
三
昧
を
諸
三
昧
の
王
と
名

く
と
。
乃
至 

(

『
定
親
全
六
』
一
六
一
頁) 

8
1

因
行
衆
し
と
雖
も
、
且
く
四
種
を
論
ず
。
一
に
は
信
心
、
二
に
は
是
般
若
、
三
に
は
是
三
昧
、
四
に
は
是
大
悲
な
り
。
故
に
彼
の
論 

に
言
わ
く
。
信
心
と
般
若
・
三
昧
・
大
悲
等
と
。
以
て
四
障
を
治
し
四
果
を
得
る
が
故
に
、
且
く
四
と
説
く
の
み
と
。
四
部
と
言
う

は
、
彼
の
論 

に
説
く
が
如
し
。
一
に
闡
提
謗
法
、
二
に
外
道
着
我
、
三
に
声
聞
畏
苦
、
四
に
縁
覚
捨
心
、
諸
の
衆
生
を
捨
す
る
な
り

と
。
此
の
障
を
対
治
す
る
が
故
に
四
因
と
説
く
。
大
乗
を
信
ず
る
が
故
に
謗
法
を
断
除
す
。
般
若
は
実
に
照
ら
し
て
著
我
を
遠
離
す
。

三
昧
の
空
定
は
畏
苦
を
除
断
す
。
大
悲
は
物
に
随
っ
て
捨
心
を
対
治
す
。
四
果
を
得
と
は
、
謂
わ
く
、
如
来
の
浄
・
楽
・
我
・
常
を

得
る
な
り
。
此
の
能
有
る
を
以
て
の
故
に
四
因
を
説
く
。
因
に
就
き
性
を
弁
ず
る
が
故
に
因
性
と
名
く
。
是
を
以
て
経
に
言
わ
く
、

仏
性
と
は
大
信
心
と
名
け
、
般
若
波
羅
密
と
名
け
、
首
楞
厳
定
と
名
け
、
大
慈
悲
と
名
く
と
。 

(

『
大
正
蔵
四
十
四
』
四
七
四
頁) 
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8
2 

山
折
哲
雄
は
、「
西
行
と
芭
蕉
に
開
か
れ
る
親
鸞―

日
本
人
の
宗
教
心―

」(

『
大
谷
学
報
』
第
九
九
巻
第
一
号)

に
お
い
て
『
教
行

信
証
』
を
「
今
日
で
い
う
若
書
き
の
博
士
論
文
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
書
き
改
め
や
加
筆
を
想
う
と
、『
教
行

信
証
』
が
断
じ
て
思
想
の
途
上
に
お
い
て
固
定
さ
れ
た
道
標
で
は
な
く
、
親
鸞
の
人
生
を
通
し
て
精
錬
し
続
け
た
書
物
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。 

8
3 

『
真
聖
全
一
』
十
五
頁 

8
4 

『
真
聖
全
一
』
十
五
頁 

8
5 

『
浄
真
全
二
』
三
八
四
頁
中
段 

8
6 

法
蔵
菩
薩
、
今
已
に
成
仏
し
て
、
現
に
西
方
に
在
す
。
此
を
去
る
こ
と
十
万
億
刹
な
り
。
其
の
世
界
を
名
け
て
安
楽
と
曰
ふ
。 

（
『
真
聖
全
一
』
十
五
頁
） 

8
7 

そ
し
て
最
後
に
抄
出
さ
れ
る
文
は
、
そ
の
信
心
の
内
容
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
は
じ
め
に
、 

信
に
復
二
種
有
り
。
一
つ
に
は
聞
よ
り
生
ず
、
二
に
は
思
よ
り
生
ず
。
是
の
人
の
信
心
、
聞
よ
り
生
じ
て
思
よ
り
生
ぜ
ざ
る
、

是
の
故
に
名
ケ
て
信
不
具
足
と
す
。 

と
、
信
を
「
聞
」
と
「
思
」
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
と
説
く
。
「
聞
」
と
は
法
を
聞
く
こ
と
を
因
と
し
て
信
心
を
発
す
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
「
思
」
と
は
、
心
で
思
惟
し
て
、
そ
れ
を
因
と
し
て
信
心
を
発
す
こ
と
で
あ
る
。
法
を
聞
く
の
み
で
、
そ
れ
を
心
で
思
惟
し
な

い
信
心
は
、
真
に
信
心
を
具
足
し
た
と
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
経
に
は
、
こ
の
よ
う
な
信
心
を
「
信
不
具
足
」
と
し
て

い
る
。
ま
た
次
に
、 

複
二
種
有
り
。
一
に
は
道
有
と
信
ず
。
二
に
は
得
者
を
信
ず
。
是
の
人
の
信
心
、
唯
道
有
リ
と
信
じ
て
、
都
て
得
道
の
人
有
リ

と
信
せ
ざ
ら
む
。
是
を
名
ケ
て
信
不
具
足
と
す
と
い
へ
り
。 

と
、
信
を
「
道
」
と
「
得
者
」
が
有
る
こ
と
を
信
ず
る
も
の
だ
と
説
く
。「
道
」
と
は
生
死
を
出
離
す
る
教
え
と
し
て
の
仏
道
で
あ
る
。

ま
た
「
得
者
」
と
は
、
そ
の
仏
道
を
先
ん
じ
て
歩
む
者
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
仏
道
が
有
る
と
信
じ
る
の
み
で
、
そ
れ
を
歩
む
得
道

の
人
が
い
る
こ
と
を
信
じ
な
い
信
心
は
、
真
の
信
心
と
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
経
に
は
、
こ
の
よ
う
な
信
心
を
「
信
不
具

足
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
「
信
不
具
足
」
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
反
っ
て
信
心
と
は
何
か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
で

あ
る
。 
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8
8 

そ
の
代
表
的
研
究
と
し
て
横
超
慧
日
著
『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』
所
収
「
親
鸞
聖
人
の
読
経
眼―

涅
槃
経
の
三
病
人
に
つ
い
て

―

」
が
あ
る
。 

8
9 

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
四
頁a

 

七
一
七
頁a

 

9
0 

「
広
文
類
会
読
記
」
『
真
宗
大
系
』
第
十
五
巻 

一
九
六
頁 

9
1 

『
真
蹟
八
』
二
二
八
頁 

9
2 

『
真
蹟
八
』
一
四
四
頁 

9
3 

『
真
蹟
八
』
一
七
三
頁 

9
4 

『
真
蹟
九
』
四
一
頁 

9
5 

『
真
蹟
八
』
一
七
四
頁 

9
6 

『
真
蹟
八
』
二
二
八
頁 

9
7 

『
真
蹟
九
』
七
三
頁 

9
8 

『
真
蹟
九
』
七
四
頁 

9
9 

『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
は
、
二
文
、『
涅
槃
経
』
本
文
で
は
な
い
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
阿
闍
世
の
物
語
の
抄
出
文

の
途
中
に
お
い
て
記
さ
れ
る
、 

一 

大
臣
日
月
称
名
く 

 
 

一 
富
闌
那
名
く 

二 

蔵
徳 

 
 

 
 

 
 

 

二 

末
伽
梨
拘
賖
梨
子
名 

三 

一
の
大
臣
有
名
曰
実
徳 

三 

名
那
闍
邪
毗
羅
胝
子 

四 

一
臣
有
名
悉
知
義 

 
 

四 

名
阿
耆
多
翅
金
欽
婆
羅 

五 

大
臣
名
曰
吉
徳 

 
 

 

五 

波
蘇
仙 

六 

名
尼
犍
陀
若
犍
子 

 
 

六 

名
加
羅
鳩
駄
迦
旃
延 

(

『
定
親
全
六
』
一
三
四
頁) 

と
い
う
、
六
臣
お
よ
び
六
師
を
列
記
し
た
も
の
。
二
つ
目
に
、 

周
昭
王
廿
五
年
癸
丑
七
月
十
五
日 

 

□
□
耶
胎
時 
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同
廿
六
年
甲
虎
四
月
八
日 

 
 

 
 

誕
生
時 

同
卅
四
年
壬
甲
二
月
八
日 

 
 

 
 

出
家
時
十
九
歳 

周
穆
王
四
年
癸
未
三
月
十
五
日 

 
 

成
道
時
或
説
三
十
五
成
道 

同
年
八
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

転
法
輪
時 

同
王
五
十
三
年
壬
甲
二
月
十
五
日 

 

涅
槃
時 

(

『
真
蹟
九
』
一
四
〇
頁(

□
は
判
読
不
能
箇
所)) 

と
い
う
、
八
相
成
道
の
内
、
降
兜
率
・
降
魔
以
外
の
託
胎
・
降
誕
・
出
家
・
成
道
・
転
法
輪
・
入
滅
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

1
0

0 

「
光
明
者
名
不
羸
劣
」(

『
真
蹟
九
』
一
四
一
頁) 

1
0

1 

『
翻
刻
』
二
九
五
頁 

1
0

2 

『
翻
刻
』
三
〇
六
頁 

1
0

3 

『
翻
刻
』
二
九
八
頁 

1
0

4 

『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
的
考
察
』
一
六
二
頁 

1
0

5 

『
教
行
信
証
撰
述
の
研
究
』
二
二
六
頁 

1
0

6 

『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
五
十
九
頁 

1
0

7 

『
翻
刻
』
二
九
九
頁 

『
坂
東
本
』
「
信
巻
」
一
五
三
頁 

1
0

8 

し
か
し
少
な
か
ら
ず
加
筆
修
正
が
高
年
ま
で
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
事
実
は
、
親
鸞
六
十
歳
前
後

に
抄
出
さ
れ
終
わ
っ
た
『
見
聞
集 

涅
槃
経
』
に
対
し
、
「
信
巻
」
に
示
さ
れ
る
阿
闍
世
の
物
語
が
、
親
鸞
の
人
生
上
に
お
い
て
精
錬

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

1
0

9 

『
翻
刻
』
二
五
二
頁 

1
1

0 

『
翻
刻
』
二
五
三
頁 

1
1

1 

『
翻
刻
』
二
六
九
頁 

1
1

2 

『
翻
刻
』
二
七
九
頁 

1
1

3 

『
翻
刻
』
二
五
三
頁 
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1
1

4 

『
翻
刻
』
二
五
六
頁 

1
1

5 

『
翻
刻
』
二
五
九
頁 

1
1

6 

『
翻
刻
』
二
五
二
頁 

1
1

7 

原
典
で
は
本
来
「
先
王
」
と
あ
る
が
、『
坂
東
本
』
で
は
、「
先
生
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
王
の
場
合
、
そ
の
内
容
は
当
然
頻
婆

娑
羅
王
と
な
る
が
、
先
生
の
場
合
は
、
誰
の
過
去
世
を
意
味
す
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
本
論
で
は
、
頻
婆
娑
羅
王
の
先
生

と
し
た
う
え
で
、
実
徳
の
主
張
を
解
釈
し
て
い
く
。 

1
1

8 

『
翻
刻
』
一
四
八
頁 

1
1

9 

痛
み
を
物
質
の
中
に
還
元
す
る
吉
徳
の
説
か
ら
、
神
戸
は
六
臣
の
態
度
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。 

そ
こ
に
は
、
い
の
ち
の
実
在
、
痛
み
を
見
る
眼
が
な
い
、
人
が
王
権(

権
力)

の
虚
偽
に
生
き
る
時
の
、
非
情
な
論
理
と
い
え
る
。 

 

か
よ
う
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
六
師
外
道
を
信
奉
す
る
大
臣
達
に
は
、
王
権
、
す
な
わ
ち
、
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
論
理
に
、
た

と
え
生
き
る
に
し
て
も
、
人
間
の
苦
し
み
、
悲
し
み
、
痛
み
が
〈
わ
れ
〉―

〈
そ
れ
〉
の
物
化
の
関
係
の
な
か
に
一
元
化
さ
れ
、

人
間
に
と
っ
て
大
切
な
〈
わ
れ
〉―

〈
な
ん
じ
〉
と
い
う
生
命
の
関
係―

、
共
に
生
き
、
共
に
悩
み
、
共
に
歓
ぶ
と
い
う
魂
の

共
苦
、
共
悲
の
コ
ン
パ
ニ
オ
ン(
共
同
体)

は
全
く
な
い
と
い
え
る
。 

 

阿
闍
世
に
と
っ
て
は
、
侍
臣
達
に
、
何
度
〝
あ
な
た
に
罪
は
な
い
〟―

と
言
わ
れ
れ
ば
言
わ
れ
る
程
、
精
神
は
い
よ
い
よ
孤

立
し
て
い
く
物
化
の
な
か
に
、
つ
ら
さ
を
じ
っ
と
耐
え
て
い
く
底
知
れ
な
い
苦
悩
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

(

『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
八
号 

二
三
頁) 

1
2

0 

『
翻
刻
』
二
五
四
頁 

1
2

1 

『
翻
刻
』
二
五
七
頁 

1
2

2 

『
翻
刻
』
二
六
一
頁 

1
2

3 

こ
の
読
み
替
え
に
つ
い
て
、
香
月
院
は
、 

大
王
得
安
眠
等
。
こ
れ
は
涅
槃
経
で
は
安
眠
と
よ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
処
也
。
安
は
安
穏
の
義
で
安
穏
に
ね
む
る
事
。
則
ち
次
下
の

経
文
に
安
穏
に
ね
む
る
と
あ
り
。
し
か
る
に
こ
こ
の
御
点
は
い
つ
く
ん
ぞ
と
よ
み
給
ふ
は
耆
婆
大
臣
が
世
王
を
警
覚
し
給
ふ
言

に
み
給
ふ
也
。 
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(

『
広
文
類
会
読
記
』(

下) 

『
真
宗
大
系
』
第
十
五
巻 

二
一
四
頁) 

と
、
解
説
す
る
。 

1
2

4 

香
月
院
は
、 

今
我
等
等
。
こ
れ
は
涅
槃
経
で
な
れ
ば
無
無
上
乃
至
除
我
病
苦(

今
我
に
又
無
上
大
医
の
法
薬
を
演
説
し
て
、
我
が
病
苦
を
除
く

無
し)

と
よ
む
べ
き
処
な
り
。
今
無
無
上
大
医(

今
我
又
無
上
の
大
医
無
し)

と
よ
み
き
り
て
。
次
に
演
説
等
と
い
ふ
は
今
無
上
の

大
医
は
な
い
と
お
も
ふ
が
。
も
し
又
大
医
が
あ
り
て
法
の
く
す
り
を
演
説
し
て
我
が
病
を
除
き
給
ふ
も
あ
ら
ふ
や
と
の
た
ま
ふ

言
に
給
ふ
な
り
。 

(

『
広
文
類
会
読
記
』(

下) 

『
真
宗
大
系
』
第
十
五
巻 

二
一
四
頁) 

と
、
解
説
す
る
。 

1
2

5 

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
七
頁c
 

七
二
〇
頁c

 

1
2

6 

『
大
正
蔵
十
二
』
四
七
七
頁c

 

七
二
〇
頁c

 

1
2

7 

『
浄
真
全
二
』
三
八
八
頁
中
段 

1
2

8 

『
翻
刻
』
二
七
一
頁 
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主
要
参
考
文
献 

 

 

◯
資
料
・
辞
書
・
辞
典 

・
『
影
印
高
田
古
典
』
第
一
巻 

真
仏
上
人
集
／
真
宗
高
田
派
宗
務
院(

一
九
九
六
年) 

・
『
影
印
高
田
古
典
』
第
三
巻 

顕
智
上
人
集(

中)

／
真
宗
高
田
派
宗
務
院(

二
〇
〇
一
年) 

・
『
顕
真
実
教
行
証
文
類
』
翻
刻
篇
／
真
宗
大
谷
派
宗
務
所(

二
〇
一
九
年) 

・
『
国
訳
一
切
経 

印
度
撰
述
部
』
涅
槃
部
一
／
大
東
出
版
社(

一
九
二
九
年) 

・
『
国
訳
一
切
経 
印
度
撰
述
部
』
涅
槃
部
二
／
大
東
出
版
社(

一
九
三
五
年) 

・
『
国
訳
一
切
経 

和
漢
撰
述
部
』
経
疏
部
十
三
／
大
東
出
版
社(

一
九
八
五
年) 

・
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第
二
巻
宗
祖
篇
／
本
願
寺
出
版(

二
〇
一
一
年) 

・
『
真
宗
聖
教
全
書
』
第
二
巻
宗
祖
部
／
大
八
木
興
文
社(

一
九
四
一
年) 

・
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
八
巻
／
法
蔵
館(

一
九
七
四
年) 

・
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
／
法
蔵
館(
一
九
七
四
年) 

・
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
十
二
巻
涅
槃
部
／
大
蔵
出
版(

一
九
六
七
年) 

・
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
三
八
巻
経
疏
部
／
大
蔵
出
版(

一
九
九
〇
年) 

・
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
一
巻
／
法
蔵
館(

一
九
六
九
年) 

・
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
二
巻
／
法
蔵
館(

一
九
六
九
年) 

・
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
六
巻
／
法
蔵
館(

一
九
七
〇
年) 

・
『
定
本
教
行
信
証
』
／
法
蔵
館(

一
九
八
九
年) 
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◯
編
著
・
共
著 

・
慶
華
文
化
研
究
会
編
『
教
行
信
証
撰
述
の
研
究
』
／
百
華
苑
刊(

一
九
五
四
年) 

・
真
宗
典
籍
刊
行
会
『
真
宗
大
系
』
第
十
四
巻
／
国
書
刊
行
会(

一
九
七
五
年) 

・
真
宗
典
籍
刊
行
会
『
真
宗
大
系
』
第
十
五
巻
／
国
書
刊
行
会(

一
九
七
五
年) 

・
真
宗
典
籍
刊
行
会
『
真
宗
大
系
』
第
十
九
巻
／
国
書
刊
行
会(

一
九
七
五
年) 

・
寺
田
正
勝
、
廣
瀬
杲
、
伊
東
慧
明
編
『
金
子
大
栄
著
作
集
』
第
七
巻
／
春
秋
社(

一
九
八
一
年) 

・
寺
田
正
勝
、
廣
瀬
杲
、
伊
東
慧
明
編
『
金
子
大
栄
著
作
集
』
第
八
巻
／
春
秋
社(

一
九
八
一
年) 

 

◯
単
著 

・
赤
松
俊
秀
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
／
平
楽
寺
書
店(

一
九
六
六
年) 

・
石
田
瑞
麿
『
地
獄
』
／
法
蔵
館(

一
九
八
五
年) 

・
宇
野
順
治
『
大
般
涅
槃
経
要
文
講
述
』
／
永
田
文
昌
堂(

一
九
九
六
年) 

・
横
超
慧
日
『
中
国
仏
教
の
研
究
』
第
二
／
法
蔵
館(

一
九
七
一
年) 

・
横
超
慧
日
『
涅
槃
経
と
浄
土
教
』
／
平
楽
寺
書
店(
一
九
八
一
年) 

・
横
超
慧
日
『
涅
槃
経―

如
来
常
住
と
悉
有
仏
性―

』
／
平
楽
寺
書
店(

一
九
八
一
年) 

・
織
田
顕
祐
『
大
般
涅
槃
経
序
説
』
／
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
教
育
部(

二
〇
一
〇
年) 

・
重
見
一
行
『
教
行
信
証
の
研
究 

そ
の
成
立
過
程
の
文
献
学
的
考
察
』
／
法
蔵
館 

(

一
九
八
七
年) 

・
高
崎
直
道
『
『
涅
槃
経
』
を
読
む
』
／
岩
波
書
店(

二
〇
一
四
年) 

・
田
上
太
秀
『
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法 

完
訳
大
般
涅
槃
経
』
１
／
大
蔵
出
版(
一
九
九
六
年) 
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・
田
上
太
秀
『
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法 

完
訳
大
般
涅
槃
経
』
２
／
大
蔵
出
版(

一
九
九
六
年) 

・
田
上
太
秀
『
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法 

完
訳
大
般
涅
槃
経
』
３
／
大
蔵
出
版(

一
九
九
七
年) 

・
田
上
太
秀
『
ブ
ッ
ダ
臨
終
の
説
法 

完
訳
大
般
涅
槃
経
』
４
／
大
蔵
出
版(

一
九
九
七
年) 

・
常
盤
大
定
『
支
那
仏
教
の
研
究 

第
三
』
／
春
秋
社
出
版(

一
九
四
三
年) 

・
常
盤
大
定
『
仏
性
の
研
究
』
／
国
書
刊
行
会(

一
九
七
二
年) 

・
中
村
元
『
慈
悲
』
／
講
談
社
文
庫(

二
〇
一
〇
年) 

・
広
瀬
杲
『
真
宗
救
済
論 

宿
業
と
大
悲
』
／
法
蔵
館(

一
九
七
七
年) 

・
古
田
和
弘
『
涅
槃
経
に
学
ぶ
』
／
四
国
教
区
教
化
委
員
会(

二
〇
〇
〇
年) 

・
古
田
和
弘
『
涅
槃
経
の
教
え
「
わ
た
し
」
と
は
何
か
』
／
東
本
願
寺
出
版
部(

二
〇
〇
八
年) 

・
三
明
智
彰
『
親
鸞
の
阿
闍
世
観 

苦
悩
と
救
い
』
／
法
蔵
館(

二
〇
一
四
年) 

 

◯
論
文 

・
安
藤
俊
雄
「
親
鸞
教
の
人
間
理
解―

真
宗
に
於
け
る
仏
性
の
問
題―

」
『
真
宗
学
報
』
第
二
十
三
号
／
真
宗
専
門
学
校
出
版
部(

一 

九
三
九
年) 

・
安
藤
文
雄
「
阿
闍
世
の
獲
信—

唯
除
と
見
仏—

」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四
十
三
号
／
大
谷
学
会(

一
九
九
二
年) 

・
岩
田
繁
三
「
「
見
聞
集
」
よ
り
見
た
る
「
教
行
信
証
」
の
成
立
と
そ
の
意
義
」『
真
宗
研
究
』
第
一
号
／
宗
連
合
学
会(

一
九
五
五
年) 

・
小
川
法
道
「
転
重
軽
受
の
思
想
史―

特
に
浄
土
教
を
め
ぐ
っ
て―

」『
仏
教
大
学
研
究
紀
要 

文
学
研
究
科
篇
』
第
四
十
五
号
／
仏

教
大
学
大
学
院 

(

二
〇
一
七
年) 

・
金
子
大
栄
「
代
受
苦
の
説
」
『
講
座
』
／
大
村
書
店(

一
九
二
三
年) 

・
神
戸
和
麿
「
親
鸞
の
仏
弟
子
論 

─

仏
性
と
一
闡
提─

」
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
四
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
八
四
年) 
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・
神
戸
和
麿
「
阿
闍
世
論 

上
」
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
八
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
八
六
年) 

・
神
戸
和
麿
「
阿
闍
世
論 

下
」
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
九
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
八
七
年) 

・
関
戸
堯
海
「
鎌
倉
仏
教
と
『
涅
槃
経
』―

親
鸞
聖
人
・
道
元
禅
師
・
日
蓮
聖
人
を
中
心
に
し
て―

」『
親
鸞
教
学
』
第
六
十
六
号
／

大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
八
五
年) 

・
田
上
太
秀
「
一
闡
提
と
は
何
者
か
」
『
駒
沢
大
学
部
論
集
』
三
十
一
号
／
駒
沢
大
学(

二
〇
〇
〇
年) 

・
土
橋
秀
高
「
親
鸞
聖
人
と
涅
槃
経
」
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
三
六
五
・
三
六
六
合
併
号
／
龍
谷
学
会(

一
九
六
〇
年) 

・
土
山
文
夫
「
見
聞
集
並
愚
禿
鈔
に
就
て 

-

御
本
書
撰
述
年
時-

」
『
大
谷
学
報
』
第
十
四
号
第
三
号
／
大
谷
学
会(

一
九
三
三
年) 

・
豅
弘
信
「
親
鸞
の
宿
業
観 

─

阿
闍
世
の
獲
信
を
手
掛
か
り
に─

」
『
親
鸞
教
学
』
第
六
十
二
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
九

三) 

・
西
河
唯
「
『
見
聞
集
』
の
文
献
的
意
義
」
『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
三
六
号
／
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

編
集
委
員
会(

二
〇
一
四
年) 

・
幡
谷
明
「
真
宗
教
判
論
序
説―

仏
性
論
を
中
心
と
す
る
一
考
察―

」
『
大
谷
学
報
』
第
五
十
五
号
／
大
谷
学
会(

一
九
七
五
年) 

・
幡
谷
明
「
親
鸞
に
お
け
る
宿
業
の
問
題
」
『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
二
十
号
／
大
谷
大
学
佛
教
学
会(

一
九
七
四
年) 

・
藤
元
雅
文
「
「
宿
業
」
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
『
親
鸞
教
学
』
第
一
一
三
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

二
〇
二
一
年) 

・
古
田
和
弘
『
偏
方
不
定
教
に
つ
い
て
』
『
大
谷
学
報
』
第
五
六
巻
第
一
号
／
大
谷
学
会(

一
九
七
六
年) 

・
古
田
和
弘
「
『
涅
槃
経
』
か
ら
『
教
行
信
証
』
へ─

仏
性
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書─

」
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
四
号
／
大
谷
大
学
真

宗
学
会(

一
九
八
四
年) 

・
細
川
行
信
「
『
見
聞
集
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
『
高
田
学
報
』
第
四
六
号
／
高
田
学
会(

一
九
五
九
年) 

・
三
井
淳
辯
「
大
般
涅
槃
経
要
文
の
解
説
」
『
高
田
学
報
』
第
十
号
／
高
田
学
報
社(

一
九
三
五
年) 

・
三
明
智
彰
「
親
鸞
に
お
け
る
信
心
仏
性
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
三
十
二
号
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会(

一
九
八
四
年) 
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・
三
明
智
彰
「
逆
・
謗
・
闡
提
」
『
親
鸞
教
学
』
第
四
十
四
号
／
大
谷
大
学
真
宗
学
会(

一
九
八
四
年) 

・
水
谷
幸
正
「
一
闡
提
攷
」
『
仏
教
大
学
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
／
仏
教
大
学(

一
九
六
一
年) 

・
望
月
良
晃
「
一
闡
提
と
は
な
に
か
」
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
第
十
七
号
（
二
）
／
日
本
印
度
学
仏
教
学
会(

一
九
六
二
年) 

・
安
井
広
度
「
親
鸞
聖
人
と
涅
槃
経
」
『
大
谷
大
學
研
究
年
報
』
第
二
号
／
大
谷
学
会(

一
九
四
三
年) 

・
吉
田
宗
男
「
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
に
つ
い
て
の
一
考
察--

『
見
聞
集
』
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
」『
真
宗
研
究
』
第
四
十
号
／
宗

連
合
学
会(

一
九
九
六
年) 

・
吉
田
宗
男
「
『
見
聞
集
』
に
お
け
る
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』
抄
出
の
意
図
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
十
四
号
（
二
）
／
日
本
印
度

学
仏
教
学
会(

一
九
九
六
年) 

・
吉
田
譲
「
宗
祖
と
『
涅
槃
経
』―

『
教
行
信
証
』
と
『
大
般
涅
槃
経
要
文
』
、『
見
聞
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て―

」『
修
学
院
紀
要
』

第
五
号
／
真
宗
佛
光
派
集
学
院(

一
九
九
九
年) 

・
吉
田
譲
「
宗
祖
の
『
涅
槃
経
』
依
用
の
態
度--

源
信
の
『
一
乗
要
決
』
と
比
し
て
」
『
真
宗
研
究
』
／
百
華
苑(

一
九
九
九
年) 


